
′　　　　　　　・ノ′

位置　調査区の西部　監2儲区。

重複関係　本跡が。第1甜B号住居朋招）南部を抽出込んでいる、、また．本跡は、第1＿5（）IH封持㌻跡の上部に構築

されている、・

規模と平面形　長軸ふ〔）（う111，紬柚ふ82111の方陣亡ある∴

童軸方向　N－（捕し、－I三

壁　壁高は2tト二はcmで，外傾して立ち上がる、、．

璧湧　愛用する。上幅膵～3監腿　帯幅　～臓C腿　深さ　～　弧で　断面形はU字状である。

床、棚十亡．電前から中央部やや南寄りにかけて踏み囚められている一一し

竃　2かJ叶　東壁中央部と東壁南側に付設きれ一恒夫部の竃lが古く言南側の電2へ造り仕えをしている．ど

ちらも砂混じりの褐色粘上で構築されている　電1は言両袖の焚き＝部付近が壊されており，遣存状況はよく

ない∴　天井部は崩落している∴規模は，煙道部から焚きl用はで洪）cm．両袖最大幅（72）cm．壁外への握り込

ノ　　ノ　　′

緩やかに立ち上がる。竃離乳　天井部は崩落してお酌　蘭磯部が残存して折る。規模は　煙道部から梵　m部

′

床部は　床面をわずかに掘り　ぼめてお娠　鬼熱を受け赤愛して折る。須恵器高塚の脚部が私産　土師器棒が

上点　上帥器高台付椀が：主点∴　合計5点を逆位にして重ねたものが，支脚として転用されているこ　重ねられた

遺物の間からは　赤愛した焼楽が確認された。煙道部は最初緩やかに立ち上が勘　のち角度を変えてほぼ垂直

に立ち達がる。

篭1土層解説
且　灰　褐　色　焼土の炭化のロームの粘土粒子少鼠　炭化物微量
2　暗　褐　色　焼土0ローム粒子少量　炭化粒子微量
3　灰　褐　色　廃土粒子中量学　炭化を粘土粒子少量，焼土中ブロック微量

4　暗赤褐色　ローム粒子少量ヲ　焼土の炭化粒子微量
5　黒　褐　色　粘土粒子中量，炭化粒子少登夕　焼土載予磯避

竃2土層解説

1　吠　　褐　　色　焼上位j’・・炭化物・揖一化粒J㌧少量

ご　暗　赤　褐　色　規上位「中量．焼巨トプロ、ソク・炭化・ローム粒守・少；l；＿：
3　にぷい赤褐色　廃土粒子中量ラ　炭化粒子微量

4　暗　赤　褐　色　焼土の炭化粒子少畳

覆丑　3層からなり，レンズ状の堆積を示し．自然堆積である一

土層解説

l　暗　褐　色　H一一l∴小プロ・！ク・ローム粒J′・少：il：

ご　ノ里　勘　色11－∴粒J’l′吊；∴1・封じ材・＝－ム小ゾ日ソケ微量

3　暗　褐　色　ローム小ブロックのローム粒子少量

遺物　土師器片錮軋長　塚片相貌産　婆片鍋説夜来　須恵器片詑点　種片膵癌　蓋片凱産　婆片膵点）土製品後

慮　銑淫鍋の蝮　含銑淫腔の鞄が出土しぞ折る。覆土上層では　第蟻回路の士玉が中盤部北側から学　閥の軽

石が中央部から出上しているつ婁十卜層では、12の上王が東壁付近から，l∴1の上臣伸幸央部から出上している

痢雨では。8の上師器悪が中央部南側から。15の上工が東壁付近から出上している∵　竃lからは。2の日埴器

棒が出土して折る。竃　からは　火床部に下から服に臓の須恵器壷予　の土師器舞撃　縮　髭　の土師器高畜

付椀が逆位で重ねられた状態で出上している＿　支柳として使用されたと考えられる、その他に言竃2からはニ1

の周柑詩上位　7，9の土師器禁が－甘上している∴．11は須恵器翌の頚部片で．1＿本の波状文が施きれている二、

所見　本跡の時期は．遺構の形態及び出上遣物から10世紀前葉と考えられる

一　員）8



第150図　第150C号住居跡実測図
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0　　　　4cm
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第151図　第150C号住居跡出土遺物実測図

第150C号住居跡出土遺物観察表

10cm

！　　　「　　　」

図版番号器　種計測値（Ⅷ）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　考

第151図杯A　13．6底部から口癖部片。平底。休部はロ緑部，休部外面ロクロナデ，内雲母・スコリアP447　　　55％

1 土師器B　　3．9内攣して立ち上がり，口緑部に至面へラ磨き。休部下端回転へラ削明褐色 塩内　　PL120

C　　6．8る。 り。底部回転へラ削り。器面荒れ。普通 二次焼成

2

杯A　13．2底部から体部片。平底。体部は内口緑部，体部内・外面ロクロナデ。雲母・スコリアP448　　　40％

土師器B　　3．9

C　　4．6

攣して立ち上がり，U緑部に至る。底部回転糸切り。 にぷい赤褐色

普通

竃内　　PL120

二次焼成

3

士不A［13．2］底部から休部片。平底。休部は内口緑部，体部内・外面ロクロナデ。雲母・スコリアP449　　　30％

土師器B　　3．5

C［5．4］

攣して立ち上がり，目線部に至る。底部回転糸切り。 にぷい赤褐色

普通

竃内

二次焼成

4

高台付椀A　14．0体部，口緑部一部欠損。高台はハ口緑部，体部外面ロクロナデ，内石英・雲母 P450　　　90％

土師器B　　5．8の字状に開く。休部は内攣して立面へラ磨き。体部下端回転へラ削にぷい褐色 竜内　　PL120

D　　7，9ち上がり，口緑部はわずかに外反り。底部回転へラ削り後，高台貼普通 二次焼成

E　1．5する。 付け。内面男色処理。

－200



掬版番号 器 種 恒 幌 廟　　 器 形　 の　 特 徴　　　 手　 法　 の　 特　 徴 胎㌣ 舶 用 可　 ノ清　 孝

第 m 図 高畜相棒　 A　 h も幻　 高台部か ら㌻二縁 部片。 高海はノの ［二縁 乳 体 部内 0 外海 ロタロナデ。 実母 ・1 コ リア　　 P －1引　　　 証㌦

5 土 師 器　 B　　 や　　 字状に長　 閑 。体部 は緩 やかに　 体 部下端回転へ ラ削 。高融 付 にぷい橙色　　　　 竃 内　　 P も120
り　 86 6　 内攣 して学　打線 部 に至 る。　　　　 げ。 普通　　　　　　　 二 次焼 成

E　　 2。4

高離 摘　 B　 は 減　 高 台部か らm 縁 部片。高台 はノ の　 体部外海 口タロナデ　 内面へラ磨 長有 ・有英 ・霊母　 P 」記　　 却㌦

6
土 師 器　 泊　　 る　　 字状 に開 。　　　　　　　　 。体部下端 回転へ ラ削 。底 部 工ふい橙 色　　　　 竜 内

E　 l・1　　　　　　　　　　　　　　　　　 回転へ ラ削 り後 ∴高台貼 付け∴　内 普通　　　　　　　 二次焼成

面黒色処理∵

悪　　 A　 つ ・工　 作部か ら目線 部片＋休 部 と‖緑部　 ‖緑部内 ・外面構 ナう∵　 体部内 ・ 有薬 ・実母 ・ス コ　 P 」吊　　　 う㌦

丁 土 師 器　 B　 は の5） との境 にわず かに稜 を持つ。 Ⅲ縁　 外 面ナデ。 リア　　　　　　　 竃 内

甘黄橙色　 普通部は外反す る。

登　　 Å ［ぼ 2］ 体 部か ら打線 部片。体部 は内攣 L　 D 縁部 内 の外面横 ナデ。倦 部夕摘 長有 ・有薬 ・霊母　 P 市　　　 川㌦

8
士 舶 器　 8　 ∴射　 て立 ち十が 十 日線 部は外反する∴　ナ デ． 内面 へラナデ∴

端部 は外上方 につ まみ上げ られ て

明赤褐色　　　　　 床面

普 通

い る。

婆　　 Å ［20誹］ 頸部か らi二寺縁 漁 軋㍊ 二縁 部は外反　 汀線部内 0外商横 ナデ。 石英 ・実母 ・1 J　 P ・h J　　 l ㌦

9 土 師 器　 B　 は あ離　 し　 端部 は上 方につ まみ上 げ られ リア　　　　　　　　 電内

てい る。 工ぷい褐色　 普 通

有薬 ・実母　　　　 P ・屈　　　 伸㌦壷　　 A　 路 の　 描線 部片。 ト＿縁 部は外放 し　 端 部　 ‾ム…縁 部内 の外商 ロタロナデ。

†り 須 恵 器　 迅　 「紋㌢上目孟わずか に＿屋．＿二方 につ まみ上 げ られ にぷい‾黄橙色　　　 竃 内　　 ㌘監臓の

ている。 普通

器　　　種

量二　　　　　王

j・こさLLml

計　　　　　測　　　　　機

律（cm、1 孔律（cm） l卜：；ti：（、g）

川　上地点

覆　　ま二　中 I：）I）m l（畔ノ′ノ　　PLl67

13　巨　　 玉i ぉァ l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　f
且を中　 も項　 も8

畜種 二登二　司諏㌘5m の弼　 ㌘‰167

摘　 土　　 可　 や6 お中　 を5　　 ぬ0 覆　土　け車翻・ 騨％諭蒜

蟻　 土　　 王i　 e9 お中　 の4　　 80 床＋ 南極別　 路弼 亮蒜

種 長さ㌶ 。。訊）；輯厚さ。。m竿 ！石　 質 出土地′蕉　 備　　 考

蟻　極　　 着日 減i 乱打　 の2 伽が　流　紋　岩覆　土　可綿

窮臓沿考健腰捗　第蟻囲）

位置　調査区の西部　既望儲区。

重複関係　事跡は　第蟻遺骨住居跡によって掘　込まれ　第蟻のC号佳屠捗の脛部に構築されて折る。またタ

第消音藩によって掘　込まれて折る。

規模磨平面形　長袖の凱m　短軸を瞞mの方形である。

童尊慮方向　N－H－2‾1、、－－－壬二

壁　壁高は25、つ2cmで。外傾して立ち上がる、、

璧湧　東壁官の北側に一部遜って締る。上幅摘～翫臓撃　鳳幅　～　鑑識で　断面形はU字状である。

床　平坦で　中央部は踏み固められて折る。

′　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　ノ　′

が残存して折るだけである。規模は　煙道部から蟹　田部まで飢臓　両袖義光幅臓cm　壁外戦の掘　込みは

別だ腿等ある。火床部は　床面をわずかに掘り　ぼめてお酌　鬼熱を受け赤愛して折る。煙道部は外傾して立ち

上がる。

一一　20＿1　－



第152図　第150D号住居跡実測図
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電土層解説

1灰　褐　色　粘土粒子中遺，焼土粒子微量

2　暗赤褐色　焼土粒子小ブロック・焼土・粘土粒子微鼠炭化粒子微量

3　灰　褐　色　粘土粒子少量，焼土粒子微量

4　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，埴土・炭化粒子微量

覆土　4層からなり，ローム小ブロックを多く含み不自然な堆積を示していることから，人為堆積と考えられ

る。

土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子・ローム中ブロック微呈

2　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量

3　褐　　色　ローム粒子中量，ローム′トブロック少量，焼土・炭化粒子微量

4　褐　　色　ローム粒子中量，焼土小ブロック・焼土・炭化粒子・ローム小ブロック微量

遺物　土師器片111点（杯片23点，慧片88点），須恵器片1点（慧片1点）が出土している。覆土下層では，第

153図2の土師器杯が中央部南側から，3の土師器杯力坤央部南寄りから出土している。床面では，1の土師

器杯が竃付近から出土している。5の土師器霊は，中央部西寄りの覆土上層の破片と中央部南側の覆土下層の

破片が接合している。その他，覆土中から4の土師器杯が出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から7世紀中葉と考えられる。

ざ∴「ご‾
‾こ‾こ‾こ・こ・こ・‾・・．・HH

∈≡］‾‾‾召

第153図　第150D号住居跡出土遺物実測図

第150D号住居跡出土遺物観察表

・＼ヾ、・．、、：

0　　　　　　　　　　　10cm
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図版番号 器　種 計測値（血） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第153図 杯 A　lO．5 口縁部一部欠損。丸底。体部は内 目線郡内・外面横ナデ。休部外面 雲母・スコリア P457　　　95％
1 土師器 B　　3．3 攣して立ち上がり，口縁部は短くヘラ削り，内面へラ磨き。内面窯 にぷい黄橙色 床面　　 PL120

直立する。 色処理。 普通 二次焼成

2

杯 A ［11．1］休部から口縁部片。体部は内攣し口緑都内・外面横ナデ。体部外面 雲母・スコリア P458　　　 20％
土師器 B （4．5）て立ち上がり，目線部との境に稜 ナデ，内面へラ磨き。内面黒色処 にぷい橙色 覆土中

を持つ。口縁部は外反する。 理。 普通 二次焼成

3

杯 A ［10．7］体部から口緑部片。休部は内攣気 口緑部内・外面横ナデ。体部外面 石英・雲母 P459　　 15％
土師器 B （3．6）味に立ち上がり，目線部との境に ヘラ削り後，ナデ，内面へラ磨き。にぷい褐色 覆土中

稜を持つ。口緑部は外反する。 内面黒色処理。 普通 二次焼成

4

土不 A ［11．3］休部から口緑部片。休部は内攣気 H緑部内・外面横ナデ。体都外面石英・雲母 P460　　 10％
土師器 B （2，4）味に立ち上がり，口縁部は外傾す ヘラ削り，内面ナデ。 橙色 覆土中

る。 普通 二次焼成

5

．． A ［17．6］休部から口緑部片。休部は内攣気 口緑部内・外面横ナデ。体部内・長石・雲母 P461　　 5％
土師器 B （7．7）味に立ち上がり，口緑部は外反す

る。

外面ナデ。 にぷい褐色

普通

覆土中

－203－



第151号住居跡（第154図）

位置　調査区の西部，ElbO区。

規模と平面形　長軸4．27m，短軸4．25mの方形である。

主軸方向　N－200－W

壁　壁高は35～42cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　全周する。上幅16～26cm，下幅2－13cm，深さ4～6cmで，断面形はU字状である0

床　平坦で，竃前面から出入り口施設に伴うピット付近にかけて踏み固められている0

」l

第154図　第151号住居跡実測図
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ピット　Plは長径35cm・短径27cmの楕円形，深さ34cmである0位置から出入り口施設に伴うピットと考えら

れる。

竃　北壁中央部に，砂混じりの褐色粘土で構築されている。天井部は崩落しており，両袖部が残存している。

規模は，煙道部から焚き口部まで101cm，両袖最大幅116cm，壁外への掘り込みは32cmである。火床部は，火熱

を受けて赤変している。煙道部は外傾して立ち上がる。

電土層解説
1灰　褐　色　粘土粒子多量，ローム粒子少量
2　褐　　　色　ローム粒子少量
3　暗　褐　色　粘土粒子少量，炭化物微量
4　暗　褐　色　炭化・粘土粒子少量，炭化物微量
5　暗赤褐色　炭化粒子少量，焼土・粘土粒子微量

覆土　6層からなり，レンズ状の堆積を示し，自然堆積である。

土眉解説

1暗　褐　色　ローム小ブロック中量，ローム粒子微量

2　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量

3　暗　褐　色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量

4　暗　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

5　暗　褐　色　ローム粒子多量，ローム中ブロック中量
6褐　色ローム粒子多量

遺物　土師器片425点（杯片175点，嚢片250点），須恵器片1点（嚢片1点），土製品1点が出土している。覆

土上層では，第155図2の土師器杯が東壁付近から，3の土師器嚢が竃西袖部付近から出土している。覆土下

層では，1の土師器杯が南壁際から出土している。床面では，4の土師器嚢が中央部北寄りから正位で出土し

ている。竃内では，5の土製支脚が覆土中から出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から6世紀後葉と考えられる。

‾l・l二 ゴ♂

ク・：

第155図　第151号住居跡出土遺物実測図
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第蟻号住居跡出土遺物観察麦
図版番号　 器 種 i計測値（C可 ＋ 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 0色調 を焼 成 備　　 考

第15 5回　　 棒　　 A ［㍑ 木目 休 部か ら日縁部 片。体部 は内攣 し 目線部 内 ・外面櫨 ナデ∴　休部外面 有英 ・霊母 ㌘46 2　　　 3 0％

1　　 土 師 器　 B （3．9） で立ち上が り， 目線 部 との境 に稜 ヘ ラ削 り，内面ナデ。 にぷい橙色 穫土中

を持つ。目線部 は直立す る。 普通 二次焼成

棒　　 A ［1 2や8］ 体 部か ら日縁部片 倉体部 は内攣気 目線部 内 ・外面怖ナ デ＋休 部外面 長有 ・有 姓・霊母 ・ P 4 6 3　　　 30％

2　 土 師 器 B （3。8） 霊 慧孟 誓 ㌶ 議 警 霊 禁 ヘ ラ削 り言内面ナデ。 ス コリア

灰 黄褐色

覆土中

二 次焼 成

す る。 普通

婆　　 A　 接 8　 体部 か ら日縁部片。体 部は内攣 し 目線部 内 ・外面植ナデ∵　休 部外面 石英 ・霊母 P 4 65　　　 30％

3　　 土 師 器　 B （7．7） て立 ち上 が りタ　ロ縁 部 との境 に稜 ヘ ラ削 り， 内面ナデ。器面 荒れ。 にぷい橙色 将士 中　 P L 120

を持つ。 は縁部 は外 反する。 不 良

聾　　 A　 2説 9　 体部 から打線 部片。体 部は内暫 し 目線部内 ・外 面植ナデ∴休部外 面 長石 ・石英 ・雲母 ・ P 4 64　　　 4 5％

4　 土 師 器 B （16当 謡 農 ㌍ 票 豊 濃 ナデ，内面へ ラナデ。器商荒 れ。 スコ リア

にぷい黄橙 色

床面　　 P IvJ1．20

い る。 普 通

種
計　　　　　 測　　　　　 値 巨 土地点

備　　　　　　　　　　　　 考長さ（cm）i径　 cn車 鮒 m） 垂射 g）

5　 極　　 肺 （1383）i 5・6 ！　　 恒 鋸 ） 竃　　　　 内 DP62　　持％　　 PL172

窮臓考健贋妙　第蟻図）

位置　調査区の西部，I＿）2111区。

規模と平面形　長軸与25m∴虹軸5・17luの方形であるご

主軸方向　N－81、－I‾三

壁　壁高は25、ご‥10cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　北壁東側の壁下を除いて巡っている。上幅r「、39cm∴卜幅4、11cm言莱さ6．、・8cmで，断面形はし丁字状

である、、

床　平川で，中央部は踏み回められている。、し

ピット　5か所（PlトP5主　Plは長径59cm，短径48cmの楕FD杉言采き70cmである。P2、P4は，径41～47crn

の円形　深さ腑～柑cmである。規模と配列から主柱穴と考えられる。P5ほ径35cmの円形言栄さ狙cmである。

位置から出入り‖施設に伴うピットと考えられる、、

竃　北壁中央部に，砂混じi）の褐色粘土で構築されているご煙道部の先端及び西袖部と火床部の－ll部は，耕作

により撹乱を受けて壊きれている∴天井部は崩落している。、規模は，煙道部から焚き口部まで120cm，両袖最

太幅摘cm　壁外への掘　込みは邦cmである。袖の内壁は　火熱を受けて赤愛している。火床部は，床面を3cm

ほど据i）くぼめておi上　火熱を受けて赤変している。煙道部は外傾して立ち上がると考えられるご

竃土層解説
1　吠　褐　色　粘上粒「中量＼ローム粒J’一少量，炭化粒J’－・ローム′トプロ、ソク微量

2　暗赤褐色　ロームe粘土粒子少量夕　焼土中ブロック8焼土粒子微量
3　暗赤褐色　焼土0炭化0粘土粒子少量，ローム小ブロック微量
4　暗赤褐色　焼土粒子中量，炭化粒子少量，焼土中ブロックの粘土粒子微量
5　暗　褐　色　焼土小ブロック〃ローム粒子少量，焼土。粘土粒子微量

穫羞　3層からなり，レンズ状の堆積を示し，自然堆積である。

土層解説
1　黒　褐　色　炭化物・ローム粒子少量．焼t′」、ブロック・焼‖位千・ローム小プロ、ソク微量

2　暗　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

3　暗　褐　色　ローム粒子中量

ll一一…1－206－ll1－－－－…一一
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遺物　土師器片920点（杯片320点，嚢片600点），須恵器片6点（杯片2点，嚢片4点），土製品2点，石製晶

1点，鉄淳7．7g，含鉄津0・5gが出土している。覆土上層では，第157図2の土師器杯が竃付近から，7の土師

器杯，17の管状土錘が中央部から出土している。覆土下層では，3，5，8の土師器杯が中央部から，6の土

師器杯，10，12の土師器嚢，14の須恵器蓋が中央部北寄りから，9の土師器高杯が中央部東寄りから，11の土

師器賓が南壁際から，13の土師器嚢が竃東袖部付近から出土している。1の土師器杯は，中央部北寄りの覆土

上層と中央部の覆土下層から出土した破片が接合している。4の土師器杯は，中央部北西寄りの覆土下層と中

央部の床面から出土した破片が接合している。竃内では，16の土製小玉が出土している。15は須恵器長頸瓶の

体部片で，外面に串状工具による刺突文が施されている。

所見　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から6世紀複葉と考えられる。

∴‾‾≡
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第157図　第152号住居跡出土遺物実測図
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第蟻号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cmラ 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼 成 備　　 考

第15 7回 林 Å ［13．0］ 底部か ら日縁 部片。丸底。体 部は 日縁 部内 ・外面横 ナデ。体部外面 雲母 P 4 6 6　　　 65％
1 士 師 器 B　　 4．8 内攣 して立 ち上 が り， 打線部 との ヘ ラ削 り，内面へ ラ磨 き。内 ・外 にぷい黄褐色 覆土中

境 に稜 を持つ。 日縁 部 はわず かに

外傾 する。

面黒色 処理∵ 普通 二次焼成

2

杯 A　 は3．7］ 底部 か ら目線部片。 丸底。体部 は 日縁部 内 e外面横 ナデ。体部外 面 雲母 ・ス コリア P 46 7　　　 6 5％
土 師 器 B　　 も0 内攣 して立ち上が 娠　 目線 部は短 へ ラ削 り， 内面 ナデ。輪積み痕。 にぷ い橙 色 将士申　 P L 12 0

く直立す る。 普通 二次焼成

3

林 A ［11。2］ 底部か ら日録 部片。平底。体 部は ＝緑部内 ・外面植 ナデ∵　休部外面 雲母 P 4 68　　　 60％
士 帥 器 B　　 説3 内攣 して立 ち上が り， 目線部 との へ ラ削 り後　 磨 凱 内面へ ラ磨 き。 にぷい橙色 覆子 中　 P L 120

C　　 説0 境 に稜 を持つ。日縁部 は内傾す る。 底部 へラナデ。内 の外 面異色処理 。 普通 二次焼 成

4

林 Å　 1 1．8 底部 か ら目線部片。 丸底。体部 は 目線部 内 ・外 面横 ナデ。体 部外 面 石 英 ・雲母 ・スコ P 4 69　　　 4 0％
土 師 器 B　　 5．5 内攣 して立ち上が り，目線部 は外 ヘ ラ削 り，内面へ ラ磨 き。 内面累 リア 将士中 ・床面

反す る。 色処理。 橙色　 普通 二次焼成

林 A ［9。6］ 底部か ら目線 部片。 丸底 。体 部は 目線 部内 。外商横 ナデ。体部外面 雲母 ・スコ リア P 4 70　　　 60％
5 士 師 器 B （5言 ） 内攣 して立 ち上が り， 日録 部 との ヘラ削 り，内面 ナデ。 器面荒れ。 にぷい赤褐色 覆土中

境に稜 を持つ 。目線 部は内傾す る。 普通 二次焼 成

林 A ［n 諸］ 底部 か ら目線部片 。丸底。体部 は 目線 部内 ・外面構ナデ∴休 部外 面 雲母 P 4 71　　 4 0％
6 土 師 器 B　　 も7 内攣 して立 ち上 が り，日縁部 との ／＼ラ削 り，内面ナデ∵ 明赤 褐色 将士 中　 P L l却

境 に稜 を持つ。目線部 は内傾 する。 普通 二次焼成

林 A ［12．2］ 体部か ら目線 部片。体 部は内攣 し 目線部内 の外面横 ナデ。体部外面 石英 ・雲母 ・ス コ P 47 2　　　 2 0％

7
土 師 器 B （説 8） て立 ち上 が り，目線部 との境 に稜 へ ラ削 り， 内面へ ラ磨 き。 リア 覆土中

を持つ。 日縁 部はわず かに外傾 す

る。

橙色

普通

二次焼 成

棒 A ［1説 7］ 体 部か ら日録部片 。体部 は内攣 し 目線部 内 ・外 面横ナデ∴休 部外 面 長有 ・雲母 ・スコ P 4 73　　　 2 0％
8
l
十 帥 器 －B （2誹）－て立 ち上が りテ　ロ縁 部は短 く直立 －ヘ ラ削 り徽　 ナデ，内面 ナデ。　 －il・ア

ノ　′　　　　　　　　　　　　　　　　l
磨 ＿ト「十†
「叉．L ∵「

8 十 帥 器 B （2誹） て立 ち上が りテ　ロ縁 部は短 く直立 ヘ ラ削 り徽 ナデ，内面 ナデ。　 こ同 ア　　　　　 庵 土 中

す る。 橙色　 良好

9

晶　　 林 B （8。2） 脚部片。脚 部は円筒状 で∴ 下位で 脚部外 面縦位の ヘラ削 り，内面 ナ 長石 ・石英 ・霊母 P 47 4　　　 20％
土 師 器 E （8誹） ハの字状 に太 きく開 く。 テ㌔ にぷ い橙色

普通

覆土中

二次焼 成

10

嚢 A　 は3．3］ 底 部か ら目線 部片 。平底。体 部は 日縁部 内 や外面横ナ デ。体 部外面 有英 ・雲母 ・スコ P 4 75　　　 4 0％
土 師 器 B　 12．2 内攣 して立 ち上 が り，日縁部 との へ ラ削 り，内面へ ラナ デ。 リア 覆土 中

C ［4．8］ 境 に稜 を持つ。目線部 は外 傾する。 にぷい黄橙色

普通

H

嚢 A ［15．2］ 体部か ら日録 部片。体 部は内攣 し 日録部内 ・外面横 ナデ。体部外面 石英 P 47 6　　　 4 0％
土 師 器 B （12．4） て立 ち上が り，日縁 部 は外反す る。 へ ラ削 り， 内面へ ラナデ。器面荒　 にぷ い赤褐色　　 覆土中

れ。　　　　　　　　　　　　　　 普通

12

嚢 A　 は 3．4］ 体 部か ら目線部 片。体部 は直線 的 目線 部内 も外面横ナ デ。体 部外面　 石英 ・雲母　　　　 P 4 77　　 20％
土 師 器 B （9．0） に立ち上が り， 目線 部 はわず かに

外反す る。

ヘ ラ削 り，内面ナデ。 橙 色

普通

穫土 中

1 3

賓 A　 は9．7］ 体部か ら目線 部片。休 部は直線的 目線部 内 ・外 面横 ナデ。体部外 面 長有 ・雲母 ・ス コ P 47 8　　　 2 0％
土 師 器 B （9誹） に立 ち上 が りプロ縁部 は外反す る。 ヘ ラ削 り， 内面 ナデ。 リア

にぷ い橙色

普通

覆土中

14

蓋 A ［1 1．8］ 天井部か ら日縁 部片。天井部 は平 目線 部，体部内 ・外面 ロク ロナデ 長石 P 4 7 9　　 15％
須 恵 器 B　　 2．6 坦 で体 部か ら日縁 部にか けて 内攣 天井部 ，体 部上位にか けて回転へ 吠 オ リー ブ色 覆土 中

C ［7．2］ して下 降する。 ラ削 り。 良好

図版番号 器　　　 種
計　　　　　 測　　　　　 値 巨 土 地 点

備　　　　　　　　　　　 考
長 さ（cm） 径 （cm ） 孔径 （cm） 重量 （g ）

16 中　　　　　 上 0．8 0．9 0．2 0．6 竃　　　　 内 D P 樟　　 用0％　　 P L 17 1

1 7 管　 状　 土　 錘 （5言） 4．3 1．3 （8 0．0） 覆　 土　 中 n P 64　　　 80％　　 P L 17 0

一一一一一1一一一209－－1一一1－－1－－



第153号住居跡（第158図）

位置　調査区の中央部，E2a8区。

規模と平面形　長軸4．30m，短軸4．28mの方形である。

主軸方向　N－90－W

壁　壁高は35～45cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

C

A

エl

第158図　第153号住居跡実測図
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壁溝　ほぼ全周する。上幅12～25cm，下幅4～11cm，深さ2～8cmで，断面形はU字状である。

床　平坦で，中央部は踏み固められている。

ピッ紅　4か所（PトP4）。Pl～P4は，径33～57cmの円私深さ43～51cmである。規模と配列から主柱穴

と考えられる。

篭　北壁中央部に，砂混じりの褐色粘土で構築されている。天井部は崩落し，両袖部は耕作による撹乱を受け

ている。規模は，煙道部から焚き口部まで113cm，両袖最大幅160cm，壁外への掘り込みは20cmである。火床部

は，床面をわずかに掘りくぼめており，火熱を受けて赤変している。煙道部は外傾して立ち上がる。
竃土層解説

1灰　褐　色　ローム・粘土粒子少量，焼土・炭化粒子微量

2　灰　褐　色　粘土粒子中量，焼土粒子少量，焼土中ブロック・炭化粒子微量
3　暗赤褐色　焼土・炭化粒子少量，焼土・ローム小ブロック微量
4　暗　赤　褐　色　焼土・ローム粒子少量

5　にぷい赤褐色　ローム粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量

覆土　6層からなり，レンズ状の堆積を示し，自然堆積である。

土層解説

1褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量

2　褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土・炭化粒子微量

3　褐　　色　炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・炭化物・ローム中ブロック微量

4　褐　　色　焼土中ブロック・焼土粒子つ射ヒ物・炭化・ローム粒子少量，焼土中ブロック微量

5　暗　褐　色　焼土・炭化・ローム粒子中量，焼土中ブロック㌧炭化物少量，炭化材・ローム中・小ブロック微量
6明褐色ローム粒子中量，焼土小ブロツク・焼土粒子微量

遺物　土師器片171点（杯片31点，嚢片140点），須恵器片9点（杯片3点，嚢片6点），鉄製品1点，鉄浮24・6g，

含鉄淳97・5gが出土している。第159図1の土師器杯，2の不明鉄製品が，南壁際の覆土下層から出土してい

る。1は逆位の状態で出土している。

所農　本跡は，覆土下層から床面にかけて焼土塊や炭化材がみられることから，焼失家屋と考えられる。時期

は，遺構の形態及び出土遺物から7世紀後葉と考えられる。

0　　　　　　　　　　　　　10cm

l　－　　　1　－　－－1－1j

‾雪≒こここ二二＝二二二二二二二二二二二l

0　　　　　　　2
0　　　　　　　　　　5cm
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第臓図　第帽考住居跡出立遺物実測図

第153号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第159図 杯 A　 1 3．6 丸底。体部 は内攣 して立 ち上が り， 目線 部内 ・外 面横 ナデ。体部外面 雲母 ・スコ リア P 4 80　 1 00％
1 土 師 器 B　　 4．5 口縁部 に至 る。 ヘラ削 り，内面放射状 のへ ラ磨 き。 にぷ い褐色

普通

覆土 中　 P L 1 20

二次焼成

図版番号 器　　　 種
計　　　　　 測　　　　　 値

出 土 地 点 備　　　　　　　　　　 考
長 さ（cm） 幅 （cm） 厚 さ （cm） 重量 （g ）

2 不 明 鉄 製 品 （2 0．9） 0．8 0．8 （38．7） 覆　 土　 中 M 5 2

－211－



第帽号健腰掛（第160図）

位置　調査区の北西部，D2i7区。

重複関係　本跡は，第39。53号溝によって掘り込まれている。

規模と平面形　長軸5．95m，短軸5。90mの方形である。

主軸方向　N－300－W

壁　壁高は26～38cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　全周する。上幅17～31cm，下幅6～13cm，深さ4－7cmで，断面形はU字状である○

床　平坦で，中央部は踏み固められている。

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P4ほ，長径35～53cm，短径32～44cmの楕円形，深さ54～67cmである。規

模と配列から主柱穴と考えられる。P5は径25cmの円形，深さ12cmである。位置から出入り口施設に伴うピッ

トと考えられる。

竃　北西壁中央部に，砂混じりの褐色粘土で構築されている。天井部は崩落しており，両袖部が残存している。

規模は，煙道部から焚き口部まで102cm，両袖最大幅109cm，壁外への掘り込みは23cmである。袖の内壁は，火

熱を受けて赤変している。火床部は，床面を4cmほど掘りくぼめており，火熱を受けて赤変している。煙道部

は緩やかに立ち上がる。

竃土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土・炭化粒子微量

2　にぷい赤褐色　焼土・ローム粒子少量，炭化粒子微量

3　暗赤褐色　粘土粒子中鼠焼土中ブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量

4　暗赤褐色　焼土粒子少量，焼土中ブロック・粘土粒子微量

5　赤　褐　色　焼土粒子多量

6　赤　褐　色　粘土粒子多量

7　にぷい赤褐色　ローム粒子中量，焼土粒子少量

覆土　5層からなり，レンズ状の堆積を示し，自然堆積である。

土層解説
1明　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中鼠焼土粒子少量，焼土中ブロック・炭化物・炭化粒子微量

2　明　褐　色　ローム粒子中量，焼土中ブロック・焼士・炭化粒子・ローム小ブロック微量
3　にぷい褐色　焼土・炭化・ローム粒子微量
4　にぷい褐色　焼土粒子・炭化物・ローム粒子微量
5　褐　　色　焼土中ブロック・炭化物・炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土・ローム中ブロック微量

遺物　土師器片266点（杯片26点，嚢片240点），須恵器片4点（杯片1点，嚢片3点），管玉1点，含鉄淳181・3g

が出土している。覆土下層では，第161図1の土師器呪　4の土師器嚢が中央部南東寄りから，3の土師器賓

が中央部東寄りから出土している。床面では，2の土師器椀が中央部南東寄りから正位で出土している。その

他，覆土中から5の土師器賓，6の管玉が出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から6世紀後葉と考えられる○

第154号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼成 備　　 考

第16 1図 杯 A ［15．1］ 体部 か ら臼綾 部片。体部 は内攣 し 目線部内 ・外面横 ナデ。体部外面 雲母 ・スコ リア P 4 81　　 20％

1 土 師 器－ B （4．2） て立 ち上 が り，目線部 は短 く直立 ヘ ラ削 り， 内面 ナデ。内 ・外面黒 褐色 覆土 中

す る。 色処理。 普 通 二次焼成

2

椀 A　　 8．6 平底。体部 は内攣 して立 ち上が り， 目線部内 ・外面横 ナデ。体部外面 石英 ・雲母 ・ス コ P 4 82　 1 00％

土 師 器 B　　 8．2 目線部 との境に稜 を持つ 。目線部 ヘ ラ削 り， 内面 ナデ。 リア 床面　　 P L 1 20

C　　 4．2 は内傾す る。 にぷい赤褐 色

普 通
二次焼 成

3

嚢 A ［15．0］ 体部 か ら口縁 部片。体部 は内攣 し ロ縁部内 ・外面横 ナデ。体部外面 雲 母 P 4 83　　　 40％

土 師 器 B （14．0） て立 ち上 が り，口縁 部は外反す る。 ヘ ラ削 り， 内面 へラナデ。器面 荒

れ。

にぷい赤褐色

普 通

覆土 中

－212－
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第160図　第154号住居跡実測図



第161図　第154号住居跡出土遺物実測図
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図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第161回 要 A　 17．1 休部から口緑都片。体部は内暫 し ロ緑部内 ・外面横ナデ。体部外面 長石 ・雲母 P 484　　　 20％

4 土 師 器 B （18．0） て立ち上がり，口緑部は外反する。 ヘラ削 り，内面ナデ。 明赤褐色

普通

覆土中

5

慧 A ［23，5］ 休部から口緑部片。休部は内攣し 口緑部内 ・外面横ナデ。体部内 ・ 石英 ・雲母 P 485　　　 20％

土 師 器 B （17．3） て立ち上がり，口縁部は外反する。 外面ナデ。器面荒れ。 にぷい黄褐色

普通

覆土中

図版畢号 器　　　 種
計　　　 測　　　 値

石　　　 質 出 土 地 点 備　　　　　　　　 考

長さ（CⅢ） 径 （m ） 孔径 （皿） 重畳（g）

6 管　　　　 玉 3，4 0．9 0．4 4．1 滑　　　　 石 覆　 土　 中 Q 47　 100％　　 P L 173

第155A号住居跡（第162図）

位置　調査区の西部，D2g5区。

重複関係　当初，1軒の住居跡として調査したが，床下からも新たに床面が検出されたことから，上位のもの

を第155A号住居跡，下位のものを第155B号住居跡とした。主柱穴のうち3か所は，すぐ外側にもそれぞれ柱

穴が掘られていた。内側の柱穴内の覆土はロームブロックが多く，埋め戻されたと考えられることから，外側

214－



のものを第155A号住居跡に伴う主柱穴，内側のものを第155B号住居跡に伴う主柱穴とした。また，第40号溝

によって掘り込まれている。

規模と平面形　長軸5．95m，短軸5．70mの方形である。

主軸方向　N－5。－W

壁　壁高は18－25cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦で，中央部から出入り口施設に伴うピットにかけて踏み固められている。

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P4は，長径34～37cm，短径30～33cmの楕円形，深さ55～71cmである。規

模と配列から主柱穴と考えられる。P5は長径81cm，短径66cmの楕円形，深さ33cmである。位置から出入り口

施設に伴うピットと考えられる。

覆土　5層からなり，レンズ状の堆積を示し，自然堆積である。

第162図　第155A号住居跡実測図
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土層解説

1暗　褐　色　炭化・ローム粒子少量，焼土粒子微量

2　褐　　　色　ローム粒子少量，焼土・炭化粒子微量

3　褐　　　色　ローム粒子中量，焼土・炭化粒子微量

4　時赤褐色　焼土粒子多量，粘土粒子中量，炭化粒子少量

5　暗赤褐色　焼土・粘土粒子少量

遺物　土師器片216点（杯片36点，嚢片180点），須恵器片4点（嚢片4点），土製品2点，鉄製品1点，鉄津39・2g，

含鉄津1．8gが出土している。第163図1の土師器杯が南東コーナー部付近，2の土師器杯が中央部西寄り，3

の土師器嚢が中央部南東寄りの床面から出土している。その他，覆土中から4の土師器要，6の土玉，7の土

鈴，8の釘が出土している。5は須恵器嚢の口緑部片で，外面に1本10条の櫛描波状文が施されている。

所見　本跡は，中央部やや南西寄りの覆土下層に焼土塊や炭化材がみられることから，焼失家屋と考えられる。

竃は，第40号溝によって掘り込まれた際に壊されたと考えられる。また，下位に第155B号住居跡が確認され

たことから，本跡は第155B号住居跡の上部に貼床をし，壁を四方に拡張して構築したものと考えられる。時

期は，遺構の形態及び出土遺物から7世紀前葉と考えられる。

巧
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号／′　2

≡一つ
／

有

二。．伽
第163図　第155A号住居跡出土遺物実測図

第155A号住居跡出土遺物観察表
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図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第163図 土不 A ［10．4］ 底部から口緑部片。平底。体部は 口緑部内 ・外面横ナデ。体部外面 雲母 P 486　　　 30％

1 土 師 器 B　　 3．7 内脅 して立ち上が り，口緑部との ヘラ削 り，内面へラ磨き。内 ・外 黒褐色 床面

境に稜を持つ。口縁部は内傾する。 面黒色処理。 普通

2

土不 A ［13．0］ 休部から口緑部片。体部は内暫し 口緑部内 ・外面横ナデ。体部外面 雲母 P 487　　　 20％

土 師 器 B （3．0） て立ち上がり，目線部に至る。 ヘラ削 り，内面へラ磨き。内 ・外 淡黄色 床面

面黒色処理。 普通 二次焼成

3

整 A ［19．6］ 口緑部片。ロ縁部は外反し，端部 ロ緑部内 ・外面横ナデ。 石英 ・雲母 P 488　　　 5 ％

土 師 器 B （4．2） は外上方にわずかにつまみ上げら

れている。

にぷい黄褐色

普通

床面

4

要 A ［19．2］ 口緑部片。口縁部は外反する。 口縁部内 ・外面横ナデ。休部上位 雲母 ・スコリア P 489　　　 5 ％

土 師 器 B （4．7） ヘラ削り。輪積み痕。 黒褐色

普通

覆土中

－216－



図版番号 器　　　 楯
計　　　　　 測　　　　　 値 巨 土地 点

備　　　　　　　　　　 考
長さ（cm） 径 （cm） 孔径（cm） 重量（g ）

第163図6 土　　　　 玉 2．9 J．1
0可　 2785

覆　 土　 中 D P応　 100％　　 p L H汀

7 土　　　　 鈴 （3．2） （2さ4） I は 十‡ 覆　 土　 可
D P輔　　　 却％　　 P L H

図版番号　 器　　　 種
計　　　　　 測　　　　　 値

出士地 点 備　　　　　　　　　　 考
長さ（cm） 幅 （cm）　 厚さ（cm） 重量（g）

8 ！ 釘
白描） 私8 0．7 （告9） 覆　 士　 車 M 53

∵・、、‥　‥ら∴　∴　一∴、才

、二圭　一′・ノー′・＿′／J′－・’－’．′く、｝　′く

重複関係　第155A号住居跡が本跡の上部に構築されているためタ本跡が古い○また　勘考藩によって掘り

込まれている．ご

規模藍平面形　長編。6m　短軸を摘mの方形である。

主軸方向　N－7し、－W

壁　壁高は　～柑cmで　外傾して立ち上がる。

床　平坦でタ竃前から出入り日施設に伴うピットにかけて踏み固められている。

ピッ睦　5か所（㌘且～㌘5）。Pl～㌘複は学長勧9～75cm，短径［38ト60cmの楕円乳深さ55～64mである。

規模と配列から主柱穴と考えられる。P5は，長径8紬タ短径6細の楕円乳深さ29撒である。位置から出Å

′　？′－∴　′、′′　′　、一ィ、∴・′′．

聴　北壁中央部に　砂混じ　の褐色粘土で構築されている。翫萄A号住居跡の構築の際に竃が壊され撃わず

かに火床部と煙道部の立ち上がりが残存しているだけである。規模は　煙道部から焚　打部まで紐　壁タをへ

の掘り込みは撒皿である。火床部は，床面をわずかに掘りくぼめてお酌火熱を受けてわずかに赤愛している。

煙道部の立ち上がりは明確でない。

竃土層解説

1暗　褐　色　ローム・粘‖吊一少結焼巨炭化粒J′－・ローム申ブロック微量
2　暗赤褐　色　焼土粧子中乳炭化粒子微量

3　にぷい赤褐色　ロームe粘土粒子少鼠　焼土粒子微量
4　暗　赤褐　色　焼土粒子多鼠　粘土粒子少量

5　暗　褐　色　焼土をローム。粘土粒子少鼠炭化粒子微量

6　暗　褐　色　焼土小ブロックの焼土粒子がローム小ブロック少量普炭化物e炭化粒子eローム中ブロック・ローム粒子微量

啓羞　5層からなるがタ覆土が薄いためタ堆積状況は明確でない。
土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土中せ小ブロック0焼土粒子・炭化物・炭化粒子やローム小ブロック微量

2　褐　　色　ローム粒子中量，ローム中さ小ブロック少量，焼土粒子e炭化物・炭化粒子微量
：う　褐　　色　ローム粒J’・少軋　炭化粒J’・・ローム中・小ブロック微量

4　暗　褐　色　焼土粒子のローム小ブロック。ローム粒子少量，焼土中ブロック0炭化粒子微量
5　褐　　色　ローム中ブロックのローム粒子微量

遺物　土師器桐4点（杯机紙婆片5摘），須恵器片3点億片3点）が出土している。酎65図1の土師器

塔が竃付近タ2の土師器杯が中央部の床面から出土している。ほ須恵器嚢の体部片で外面綻位の平行叩きタ

内面同心円当て具痕が施されている。

所農　本跡を拡張したものが酎55A号住居跡であることと，検出された出土遺物から，時期は6世紀複葉の

なかでも古い時期のものと推定される。

1－1一一1－一一一一一一21＿71－一一一一一一一一一1－1
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第164図　第155B号住居跡実測図
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第165図　第155B号住居跡出土遺物実測図

第155B号住居跡出土遣物観察表

図版番号 器　 種 計測値（皿） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第16 5図 土不 A ［13．4］ 体部 か ら口綾 部片。休 部は内攣気 口緑部内 ・外面横 ナデ。体部外 面 雲母 P 4 90　　　 5 ％
1 土 師 器 B （2．8） 味 に立 ち上が り， ロ緑 部 との境 に ヘ ラ削 り，内面放射状 のヘ ラ磨 き。 にぷ い橙 色 床面

明瞭 な稜 を持 つ。 口線部 は直立す

る。

普通 二次焼成

2

杯 A ［12．8］ 休 部か ら口緑部 片。体部 は内攣気 ロ緑部 内 ・外面横 ナデ。体 部外面 雲母 ・スコリア P 4 9 1　　 5 ％
土 師 器 B （3．9） 味 に立ち上が り，口緑部 は内傾す ヘ ラ削 り，内面へ ラ磨 き。 内 ・外 灰褐色 床 面

る。 面黒色処理 。 普通

第156号住居跡（第166・167図）

位置　調査区の北西部，D2g8区。

重複関係　本跡は，第39・53号溝によって掘り込まれている。

規模と平面形　長軸5．97m，短軸5．66mの方形である。

主軸方向　N－00

壁　壁高は45～65cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　全周する。上幅20～39cm，下幅7～21cm，深さ8～13C皿で，断面形はU字状である。

床　平坦で，中央部は踏み固められている。

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P4は，径41～52cmの円形，深さ42～50cmである。規模と配列から主柱穴

と考えられるo P5は径45cmの円形，深さ14cmである。位置から出入り口施設に伴うピットと考えられる。

竃　北壁中央部に，砂混じりの褐色粘土で構築されている0天井部は崩落しており，両袖部が残存している。

東袖部内から土師器慧片が検出され，袖部の補強材として使用されたと考えられる。規模は，煙道部から焚き

口部まで141cm，両袖最大幅159cm，壁外への掘り込みは71cmである。袖の内壁と火床部は火熱を受けて赤変し

ている。煙道部は外傾して立ち上がる。

寵土層解説

1褐　　色　焼土小ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子・ローム中・小ブロック・ローム・粘土粒子微量

2　暗　褐　色　焼土粒子・ローム小ブロック少量，焼土小ブロック・炭化物・炭化粒子・ローム中ブロック・ローム・粘土粒子微量
3　赤　褐　色　焼土粒子中量，粘土粒子少量，焼土中・小ブロック・炭化物・炭化・ローム粒子微量
4　暗赤褐色　焼土小ブロック・焼土粒子少量，焼土中ブロック・炭化粒子・ローム中・小ブロック微量
5　暗赤褐色　焼土粒子中量，焼土小ブロック少量，炭化粒子微量

6　暗　褐　色　粘土粒子中量，ローム粒子少量，焼土・炭化粒子微量

覆土　4層からなり，レンズ状の堆積を示し，自然堆積である。

土層解説

1褐　　色　ローム粒子中量，焼土・粘土粒子少量，炭化物微量

2　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土・炭化・粘土粒子少量，炭化物微量

3　褐　　色　ローム粒子少量，焼土小ブロック・焼土・炭化粒子微量

4　褐　　　色　焼土・炭化・ローム・粘土粒子少量

－　219一一
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言三′イ云　予，′言二・ハl、言．立・二言∴やつ

遺物　土師器射温88点（杯片225点夕聾獅63点）タ須恵器則温蟻（棒獅桟　嚢楕諸点　蓋片　点上土製品

3点，鉄製品1点蔓銑淳4502g，含銑淳101907gが出土している。覆土中層では　翫捕図　の須恵器蓋が中央

部東寄りから出土している。覆土下層では，の土師器嚢が東壁際と中央部北寄りから，7の土玉が中央部東

寄りから∴相の砥石が中央部から出土している。床面ではタ　且の土師器嚢が竃東磯部付近からタ　2の土師器嚢

が北東コーナー部付近から出土している。相の刀子が四壁港内から出土している。その傲覆土中から8の士

、、′ソノ　ノ＼′‘・′、・‘′シ∴一一＼′′　　ノ；′・、ノ．二ノ、ナこl．．7ノ，　、／、／、J　目上上．言　∴こ′ノ′．、′．．′、1、　　，了

が施されている。　は須恵器嚢の体部片でタ　桁毎に格子P臓　内面に同心円当て具痕が施されている。

所農　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から8世紀前葉と考えられる。

第156号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色 調 ・焼成 備　　 考

第168図 悪 A ［22．9］ 体 部か ら目線 部片。体部 は内攣 し 目線 部内 ・外面横 ナデ∴休部外面 長石 ・石英 ・雲母 P 49 2　　 1 5％
1 土 師 器 B （17言） て立ち上が り，目線部 は外 反す る。 ナデ，内面へ ラナデ∵ にぷい黄橙色

普通

床面

2

聾 A ［2 4。8］ 体部 か ら目線部片。体 部は内攣 し 目線部 内 ・外 面横ナ デ∴体 部内 ・ 長石 ・石英 ・雲母 P 4 9 3　　 10％
士 師　 器 B （10の0） て立 ち上 が り，打線部 は外反す る。 外面ナ デ。 にぷい橙色

普通

床面

3

磐 A ［24．6］ 日録部片。 日縁 部は外反 し，端 部 目線 部内 ・外面横 ナデ∵休部 外面 石 英 ・雲母 ・ス コ P 4！拍　　　 5 ％
士 師 器 B （6。6） は外上方 にわずかにつ まみ上 げ ら

れてい る。

ナデ，内面へ ラナデ∵ リア

にぷ い黄褐色

普通

覆土 中

4

蓋 A ［18．6］ つ まみ 部か ら打線部 片。擬宝珠状 目線部 ．天井部内 ・外面 ロク ロナ 長石 ・有 英 P 4 9 5　　　 30％
須 恵 器 B　　 3．1

F　　 3．1

G　　 0．5

のつ まみを有す る。 天井 部は皿形

をして いる。打線部 内面 に短いか

え りが付 く。

デ∵　天井部 回転へ ラ削 年 灰 黄色

良好

穫土中

図版番号 器　　　 種
計　　　　　 測　　　　　 値 ！

！ 出 土 地 点 備　　　　　　　　　　　 考
長 さ （cm） 径 （cm） 孔径 （cm ） 重 量 （g ）

7 土　　　　 玉 2．3 2．6 0．6 1 2．7 覆　 土　 中 D P 6 7　 1 00％　　 P L 16 7

8 土　　　　 玉 2 03 i （2凍
銑 5 （ユ0．9） 覆　 土　 中 D P （浴　　 5 0％

一一一一一一一一一22111－－
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第168図　第156号住居跡出土遺物実測図
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図版番号 器　　　 楯
計　　　　　　　 測　　　　　　　 値 巨 土地点

備　　　　　　　　　　 考
長さ（cm） 幅 （cm） 厚さ（cm） 孔径（C遜） 重量（g ）

第168図9 勾　　　　 玉 （2・8日　 Oも8 H I （鼠5） 穫　 土　 中 D P榊　　 柚％′　　 p L 171

図版番号 器　　　 輔
計　　　 測　　　 値

有　　　 質 出士 地点 備　　　　　　　　 考長さ（cm） 幅 （cm）i厚さ（cm） 重射 g ）

10 砥　　　　 石 10．0 868 i 545
522．8 砂　　　　 岩 床　　　　 面 Q 亜　　 PL l75

図版番号 日日
計　　　　　 測　　　　　 値 巨 土地 点

備　　　　　　　　　　 考
長さ（cm） 幅 （cm） 厚 さ cm）　 重量施）

H 不 明鉄 製品 （3。1） 0．3 0。3 （1．3） 将　 士　 申 M 54

12 刀　　　　 子 塑 日　 用 「 議
（5。ユ） 覆　 土　 中 M 72　　 PL 178

圭　一∴r′∴∴喜職　工∴言　　′′、縮

′・・‾喜　∴∴、．′この「ノ、・！・・．；「ぺ＿

規模と平面形　長軸6。08m芦　短車由5。93mの方形である。

主軸方向　N－250－Ⅵ・「

壁　壁高は2～欝cmで　外傾して立ち上がる。

壁溝　東壁と南東コーナー部付近を除いて壁下を巡っている。上幅は～邦cm　下幅　～1cm深さ　～　cmで，

断面形はU字状である。

床　平坦でタ　中央部は踏み固められている。

了、ノ　‘′ノ、′ノ・∫一ノ　　、′・ノ、・一二　テく∴＼）Clの、言’圭ノ′′、こ．こ∴′レ：ノ　′ソ；、ノ1－∵ケ‥年ノ、′－・ノ、

と考えられる。P5は径摘蝕の閏私深さ27cmである。位置から出入り口施設に伴うピットと考えられる。P6

は長径30cm，短径2細の楕円乳深さ13cmであり，位置から梯子を支えるための補助柱穴と考えられる。

篭　北壁中央部にタ砂混じ　の褐色粘土で構築されている。天井部は崩落してお勘両袖部が残存している。

規模は，煙道部から焚　口部までほcm　両袖最大幅mcm　壁外への掘り込みは24cmである。袖の内壁は芦火

熱を受けて赤愛している。火床部は，床面を3cmほど掘りくぼめており，火熱を受けて赤愛している。煙道部

は緩やかに立ち上がる。

竃土層解説

1褐　　　色　精工粒J’・少乱　焼上・炭化・ローム粒J′一微量

2　暗　褐　色　焼巨」、ブロック・ローム粒J’・少結焼日出一・歳化物・炭化粒J′・・ローム4、ブロック微量
3　赤　褐　色　焼土粒子中量，焼土中ブロック少数焼土中ブロックの炭化粒子微量
4　赤　褐　色　焼土粒子多量，炭化粒子微量

5　赤　褐　色　焼土粒子少数炭化粒子のローム中の小ブロックのローム粒子微量
6　明　褐　色　焼土小ブロック少鼠焼土中ブロック・焼士。炭化8ローム粒子微量
7　赤　褐　色　焼土粒子少鼠　焼士小ブロックe炭化物・ローム粒子微量
8　明　褐　色　焼巨」、プロ、ソク・焼上・炭化・ローム粒千微量
～）にぷい褐色　ローム粒J’・少量．炭化物・ローム中・小プロ、ソク微量

覆羞　8層からなり芦　ローム小ブロックを多く含み，ブロック状の堆積を示していることから，人為堆積と考

えられる。

土層解説

1にぷい褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少鼠焼土粒子・炭化物・炭化粒子微量
2　明　褐　色

3　褐　　　色

4　明　褐　色

5　暗　褐　色

6　赤　褐　色

7　暗　褐　色

8　明　褐　色

ローム粒子少量，焼土粒子や炭化物も炭化粒子・ローム小ブロック微量

ローム粒子中鼠炭化粒子少量，焼土小ブロック・焼土粒子さローム小ブロック微量

ローム粒子多量，炭化粒子少量，焼土小ブロック・焼土粒子も炭化物・ローム小ブロック微量
炭化物・炭化粒子eローム粒子中量，焼士粒子0ローム小ブロック少量
焼‖粒子小結焼巨トプロ・ソク・炭化粒J’・少量言封じ物・U－ム小プロ、ソク・ローム粒子微量
炭化・ローム粒子中量，焼土粒子微量
焼巨粒子・炭化物・炭化・ローム粒自敬量

1－－－－－12231－1－
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第169図　第157号住居跡実測図（1）
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窮膵図　第帽考健贋跡実測図紹）

0　　　　　　　　　　　　　　1m

！　　‥　．　＿h：

遺物　土師器机55点（杯片35嵐婆射鋼点上須恵器片　点機片　蔚　縄文土器片』夜　食銑淫の鞄が

出土している。酎親窃172の173囲覆土上層では，4の土師器塚が北壁際から出土している。覆土下層では言行

6の土師器鈍　8の土師器登が中央部から出土している。5，6はともに横位の状態で出土している。床面で

はタ　且の土師器杯が中央部南寄りから芦　29　3の土師器棒，7の土師器鈍　9，10の土師器嚢が中央部から出

土している。且は正位の状態で，2撃　3は逆位の状態で，99　温0は横位の状態で出土している。

所農　本跡は，焼土塊や炭化材が多くみられること，その上にローム小ブロックのローム粒子を含む層がブロッ

ク状に堆積していることなどから，焼失後埋め戻されたものと思われる。時期は，遺構の形態及び出土遺物か

ら7世紀前葉と考えられる。．

第蟻号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　　 考

第171図 林 A　 13。7 丸底 。体部 は内攣 して立ち上が り， 目線部 内 ・外 面横ナデ。体 部外面 長石 ・雲母 ・ス コ P 4 96　　 1 00％
1 土 師 器 B　 ！1．6 目線部 は短 く直立 する。 ヘ ラ削 り，内面へ ラ磨 き。 内 ・外 リア 床面　　 P L 1 21

面黒色処理 。 にぷい赤褐色

普通

二次焼成

2

土不

土 師 器

A　 14．4 丸底。体 部 は内攣 して立 ち上が り， ＝縁 部内 ・外面横 ナデこ体部外面 石英 ・雲母 ・ス コ P 49 7　　　 9 5％
B　　 4．4 目線部 は短 く直立す る。 ヘラ削 り，内面へ ラ磨 き。内 。外 リア 床面　　 P L 12 1

面黒色 処理。 黒褐色

普通

二次焼成

林 Å　 13．8 目線 部一部欠損。 丸底。体部 は内 目線部 内 ・外 面横ナ デ。体 部外 面 雲母 ・ス コリア P 4 98　　　 95％

3 士 師 器 B　　 4。4 攣 して立 ち上が り，目線 部は直立 ヘ ラ削 り，内面ナデ丁　内 ・外 面黒 黒褐色 床面　　 P L 1 21
す る。 色処理。 普通 二次焼成

4

林

士 師 器

Å　 13．8

B　　 も9

底部か ら目線 部片。丸底 。体 部は ＝縁 部内 ・外面横 ナデ∴休部外面 石英 ・雲 母 P 49 9　　　 7 5％
内攣 して立 ち上が り， 打線 部 との へラ削 り，内面へ ラ磨 き。内 ・外 黒褐色 覆士申　 P L 12 1
境 に稜 を持つ。日録 部は内傾す る。 面黒色 処理。 普通 二次焼成

5

鉢 Å　 1 1．9 目線 部一部欠損。 平底。体部 は内 日録部 内 e外 面横ナ デ。体 部外面 雲母 ・スコリア P 50 0　　　 95％
土 師　器 B　　 8．6 攣 して立ち上が り，日録 部に至 る。 へ ラ削 り，内面ナデ。底 部へ ラ削 にぷい黄褐色 覆土 中　 PL 12 1

C　　 7．1 り。 普通 二次焼成

6

鉢 A　 13。0 底部か ら目線 部片。平底 。体部 は ＝縁部内 ・外面 横ナデ∴体部外 面 雲母 P 5 01　　 70％
土 師 器 B　　 軌1 内攣 して立 ち上が り， 目線 部は外 ヘ ラ削 り， 内面 ナデ。底部へ ラ削 にぷ い赤 褐色 覆士 中　 P L 12 1

C　　 7．6 反する。 り。器面荒れ。 普通 二次焼成

鉢 A　 l O．6 底 部か ら目線 部片。平底。体 部は ‖縁部 内 ・外面横 ナデ∴休 部外面 雲母 P 50 2　　　 6 0％

7 十 師 器 B　　 8．9 内攣 して立 ち上 が り，目線部 はわ へ ラ削 り，内面ナデ。底 部へ ラ削 褐色 床 面　　 P L 12 1
C ［4．0］ ず かに内傾す る。 り。 普通 二 次焼 成

－－一一225－一一ムー



第171図　第157号住居跡出土遺物実測図

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　 考

第 171図 嚢 A　 16．4 休 部， 口緑部一 部欠損。平底。体 日録部 内 ・外面横 ナデ。体 部外面 石 英 ・雲母 P 505　　　 80％

8 土 師 器 B　 12．4 部は内増 して立 ち上が り，口緑部 ヘ ラ削 り，内面へ ラ磨 き。輪 積み にぷい黄橙色 覆土中　 P L 12 1

C　　 7．0 は外 反する。 痕。 普通

9

憂 A　 13．0 体 部，ロ縁部一部 欠損。 平底。体 ロ緑部 内 ・外 面横ナ デ。体 部外 面 長石 ・雲母 ・ス コ P 5 04　　　 95％

土 師 器 B　 16．0 部 は内野 して立 ち上 が り，口綾部 ヘ ラ削 り，内面へ ラナデ。底 部へ リア 床面　　 P L 1 21

C　　 8．8 は外反 する。 ラ削 り。 にぷい橙 色

普通

10

賓 A　 1 8．4 体部， 口緑 部一部欠損。平底 。体 ロ緑 部 内 ・外 面横ナデ。体部外 面 石英 ・雲母 P 50 3　　　 9 5％

土 師 器 B　 1 8．3 部 は内轡 して立 ち上が り， ロ緑 部 ヘ ラ削 り， 内面 へラナデ。底部 へ にぷ い黄褐色 床面　　 P L 12 1

C　　 7．0 は外反 する。 ラ削 り。 普通

第158号住居跡（第172・173図）

位置　調査区の中央部，D3j2区。

規模と平面形　長軸6．35m，短軸6．15mの方形である。

主軸方向　N－90－W

壁　壁高は40－53cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　全周する。上幅18～29cm，下幅3～11cm，深さ3～7cmで，断面形はU字状である。

－226－



第172図　第158号住居跡実測図（り
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第膵図　第柑号健贋跡実測図招）

0　　　　　　　　1m

ヽ＿＿＿＿＿＿　　‥＿　＿　　　＿l

床　平坦でタ　中央部は踏み固められている。東壁下から2条夕　酋壁下から2条のいわゆる間仕切藩が中央部に

向かって伸びている。東壁からの2条のうち1条は，P2に向かって，西壁からの2条はタ　P3タ　P射こ向かっ

てそれぞれ伸びている。上幅17、2こ1crn．卜幅3、12cm，深さ6・、8cm，長さ102、115cmで，断面彬はU字状で

ある。

ピット　8か所（Pl、P8主　Pl～P！＝よ　径251～37cmの廿彬言莱さ62・～72cmである。：規模と配列から主柱穴

と考えられる。P　は長径錮cm　短径はcmの楕円形　深さI cnである。位置から出入　持施設に伴　ピットと

考えられる。㌘6～P8ほ径13～38cmの円形　深さ蟻cmであ娠　補助柱穴と考えられる。

貯蔵究　南東コーナー部に付設され　長径摘Cn　短径鮒cmの楕円形で　深さは糀cm　断面形はU字状である。

貯蔵穴土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子中量夕　炭化物。炭化粒子少量，ローム小ブロック微量

2　黒　褐　色　炭化物・炭化粒J’－・ローム小ブロック・ローム粒J’一少量，

3　暗　褐　色　炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子の炭化材微量

魔　北壁中央部にタ　砂混じりの褐色粘土で構築されている。天井部は崩落しており，両袖部が残存している。

規模は，煙道部から焚　口部まで1凱cm　両袖最大幅摘cm　壁外への掘り込みは23cmである。袖の内壁は，火

熱を受けて赤愛している。火床部は，床面を3cmほど掘りくぼめており，火熱を受けて赤愛している。煙道部

は外傾して立ち上がる、、

篭土層解説
1褐　　　　色　ローム粒子少量，焼土中ブロックさ焼土粒子。炭化粒子・ローム小ブロック微量
2　にぷい褐色　粘土粒子多量，焼土粒子微量
：う　褐　　　　色　ローム小プロ、ソク・ローム粒千少結　焼「小ブロック・焼目白’一・歳化物・炭化粒J∴・ローム申プロ・ソク微量
4　暗　褐　色　焼土中ブロックの焼士粒子8炭化物0ローム粒子少量，炭化物のローム中e小ブロック微量
1　赤　褐　色　焼巨トプロ、ソク小結　焼「大・申・プロ・ソク・焼＝位「・炭化物・炭化・粘‖∵イ少量，ローム小ブロック微量
6　暗　赤　褐　色　焼土。粘土粒子中量，炭化粒子微量

7　暗　赤　褐　色　焼土粒子少量，ローム粒子微量
8　にぷい赤褐色　ローム粒子中量，焼土中ブロックや焼土粒子微量

穫蓋　4層からなりタ　レンズ状の堆積を示し9　自然堆積である。

土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土小ブロック。焼土・炭化粒子微量

2　明　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子少量，焼土粒子・ローム小ブロック微量

3　褐　　　色　ローム粒子中量，炭化粒子・ローム小ブロック少量，焼土粒子・ローム中ブロック微量

4　褐　　　色　焼土小ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化やローム粒子中量，ローム小ブロック微量
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7　　－　1「cm

第174図　第158号住居跡出土遺物実測図（1）
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第175図　第158住居跡出土遺物実測図（2）
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遺物　土師器片277点（杯片37点，嚢片240点），須恵器片6点（杯

片3点，要片3点），土製品1点，管玉1点，縄文土器片2点，鉄

棒28・8g，含鉄津8・3gが出土している。第174・175・176図覆土下

層では，1，3の土師器杯，8の土師器嚢，18の土師器甑，19の土

製支脚が中央部南寄りから，2の土師器杯が西壁付近から，4の土

師器杯，11の土師器嚢が南壁付近から，5の土師器杯が竃東袖部付

近から，6の土師器杯が北西コーナー部付近から，12，13，14，15

の土師器嚢が中央部から，9の土師器蓋が中央部南東寄りから，17

の土師器甑が中央部東寄りから，20の管玉が西壁際から出土してい

る。1，3は斜位の状態で，2は正位の状態で出土している。7の

土師器鉢は，中央部南寄りの覆土下層と南壁付近から出土した破片

が接合している。10の土師器嚢は，覆土下層と北壁際の床面から出

土した破片が接合している。16の土師器嚢は，竃付近の覆土上層と

中央部の覆土下層から出土した破片が接合している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から6世紀前菜と考

えられる。

第158号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　3cm

トーi　」

10cm

」‥　　　；　　　！

第176図　第158号住居跡出土遺
物実測図（3）

図 版 番 号 券　 種 計 測 値 （c m ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　 考

第 1 7 4 回 土不 A　 1 5．1 丸 底 。 体 部 は 内 攣 気 味 に 立 ち 上 が 口 縁 部 内 面 積 ナ デ ，外 面 へ ラ 磨 き 。 石 英 ・雲 母 P 5 0 6　　 1 0 0 ％
1 土 師 器 B　　 5 ．7 り ， 口 緑 部 と の 境 に 稜 を 持 つ 。 口 体 部 内 ・外 面 へ ラ 磨 き 。 に ぷ い 褐 色 覆 土 中　 P L 1 2 1

緑 部 は 外 反 す る 。 普 通 二 次 焼 成

2

土不 A　 1 3 ．8 丸 底 。 休 部 は 内 攣 気 味 に 立 ち 上 が 目 線 部 内 ・外 面 横 ナ デ 。 体 部 外 面 長 石 ・石 英 ・雲 母 P 5 0 7　　 1 0 0 ％
土 師 器 B　　 6 ．2 り ， 口 緑 部 と の 境 に わ ず か に 稜 を ヘ ラ 削 り 後 ， ナ デ ， 内 面 ナ デ 。内 ・ に ぷ い 黄 橙 色 覆 土 中　 P L 1 2 1

持 つ 。 目 線 部 は 外 傾 す る 。 外 面 赤 彩 。 輪 積 み 痕 。 普 通 二 次 焼 成

3

杯 A　 l l．0 口 縁 部 一 部 欠 損 。 平 底 。 休 部 は 内 口 緑 部 内 ・外 面 横 ナ デ 。 休 部 外 面 石 英 ・雲 母 P 5 0 8　　　 9 5％
土 師 器 B　　 4．6 攣 し て 立 ち 上 が り ，口 緑 部 に 至 る 。 ヘ ラ 削 り ， 内 面 ナ デ 。 底 部 へ ラ 削 に ぷ い 橙 色 覆 土 中

り 。 内 ・外 面 赤 彩 。 底 部 木 葉 痕 。 普 通 二 次 焼 成

4

杯 A　 1 5 ．3 底 部 ， 休 部 ， 口 緑 部 一 部 欠 損 。 丸 口 緑 部 ， 体 部 内 ・外 面 へ ラ 磨 き 。 石 英 P 5 0 9　　　 9 0 ％
土 師 器 B （ 5 ．6 ） 底 。 休 部 は 内 攣 し て 立 ち 上 が り ， 内 ・外 面 赤 彩 。 器 面 剥 離 。 赤 褐 色 覆 土 中　 P L 1 2 1

ロ 緑 部 は 外 反 す る 。 普 通 二 次 焼 成

5

杯 A　 1 3 ．4 底 部 か ら 口 緑 部 片 。 丸 底 。 体 部 は 口 縁 部 内 ・外 面 へ ラ 磨 き 。 体 部 外 雲 母 P 5 1 0　　　 5 0％
土 師 器 B　　 5 ．4 内 攣 し て 立 ち 上 が り ， 口 緑 部 と の 面 へ ラ 削 り 後 ， ナ デ ， 内 面 ナ デ 。 に ぷ い 橙 色 覆 土 中

境 に 稜 を 持 つ 。 口 緑 部 は わ ず か に

外 傾 す る 。
普 通 二 次 焼 成

6

杯 A ［1 2．2］ 底 部 か ら 口 緑 部 片 。 丸 底 。 体 部 は 口 縁 部 内 ・外 面 へ ラ 磨 き 。 体 部 外 石 英 ・雲 母 P 5 1 1　　 4 0％
土 師 器 B （ 5．5） 内 攣 し て 立 ち 上 が り ， 口 緑 部 と の 面 へ ラ 削 り 後 ， 磨 き ， 内 面 ナ デ 。 橙 色 覆 土 中

境 に 稜 を 持 つ 。 口 緑 部 は わ ず か に

外 傾 す る 。
普 通 二 次 焼 成

7

鉢 A　 1 5 ．2 体 部 ， ロ 縁 部 一 部 欠 損 。 平 底 。 体 口 緑 部 内 ・外 面 横 ナ デ 。 体 部 内 ・ 石 英 ・雲 母 P 5 1 2　　　 9 5 ％
土 師 器 B　　 9．2 部 は 内 攣 し て 立 ち 上 が り ， 口 緑 部 外 面 ナ デ 。 底 部 木 葉 痕 。 輪 積 み 痕 。 に ぷ い 黄 褐 色 覆 土 中

C　　 6．0 は 内 傾 す る 。 普 通 二 次 焼 成

8

莞 A　 1 2．0 底 部 か ら 口 緑 部 片 。 平 底 。 体 部 は 口 緑 部 内 ・外 面 横 ナ デ 後 ， 外 面 へ 長 石 ・雲 母 P 5 1 7　　　 7 0％
土 師 器 B　 1 6．2 内 攣 し て 立 ち 上 が り ， 口 緑 部 は 外 ラ ナ デ 。 休 部 外 面 へ ラ 削 り ， 内 面 に ぷ い 赤 褐 色 覆 土 中　 P L 1 2 2

C　　 6 ．0 反 す る 。 ナ デ 。 普 通

9

藍 A ［1 4 ．9］ 底 部 か ら 口 縁 部 片 。 平 底 。 休 部 は 口 緑 部 内 ・外 面 横 ナ デ 。 体 部 外 面 長 石 ・石 英 ・雲 母 ・ P 5 1 9　　　 7 0 ％
土 師 器 B　 1 4 ．5

C　　 6 ．9

内 攣 し て 立 ち 上 が り ， 口 緑 部 は 外

反 す る 。

ヘ ラ 削 り ， 内 面 ナ デ 。 ス コ リ ア

に ぷ い 橙 色　 普 通

覆 土 中　 P L 1 2 2

1 0

整 A ［1 1．9 ］ 底 部 か ら 口 縁 部 片 。 平 底 。 休 部 は 口 縁 部 内 ・外 面 横 ナ デ 。 休 部 外 面 石 英 ・雲 母 P 5 1 8　　　 6 5 ％
土 師 器 B　 1 5，0 内 攣 し て 立 ち 上 が り ， 口 緑 部 は わ ヘ ラ 削 り， 内 面 ナ デ 。 明 赤 褐 色 覆 土 中　 P L 1 2 2

C　　 6．9 ず か に 外 反 す る 。 普 通 床 面

－231



図版番号 器　 種 計測値 （cmラ 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼 成 備　　 考

第17確固 悪 Å　 1凱3 底部か ら目線部片 。平底。体部 は 目線 部内 ・外面植ナ デ後 ，ヘラナ 長石 ・有薬 ・雲母 ・ P 513　　　 50％

H 土 師 器 B　 3説3 内攣 して立 ち上が り，日縁部 は外 デ。体 部外 面へ ラ削 り後 ，ナデ9 ス コリア 覆土 中　 PL 1 22

C　　 8．2 反する。 内面 ナデ。底部へ ラ削 り。 にぷい橙色　 普通

聾 Å　 15．8 体 部，目縁潮「一部 欠損 。平底。体 目線部 内 ・外面横ナデ∴体部 内 ・ 長石 ・右英 ・雲母 ㌘514　　　 80％

12 士 師 器 H　 封．0

C　　 ㌫9

部 は内攣 して立 ち上 が り，目線部

は外 反する。

外面 ナデ 、底部へ ラ削 り1 にぷい橙 色

普 通

将士 申　 P L 1 22

第ヱ75図 悪 A　 ユ臥3 体部一部 欠損 。平底。体 部は内攣 目線部 内 ・外面 櫨ナデ∴休部外面 雲母 P 515　　　 80％

ヱ3 士 師 器 B　 15。9 して立 ち上 が り，目線部 は外 反す へ ラ削 り後 学　ナデ，内面ナデ。底 にぷい赤褐 色 将士申　 P L 12 2

C　　 7。3 る。 部木葉痕。 普通

悪 A　 ユ3言 底部か ら打線部 片。平底。体 部は 目線部内 ・外面楯 ナデ∴休部外面 石 英 ・雲母 P 51 6　　　 70％

ユ4 土 師 器 B　 2叡9 内攣気味 に立 ち上 が り， 目線 部は ヘ ラ削 り芦内面ナデ。底部 木葉 痕。 褐色 将士申　 P L 12 2

C　　 6．4 外反す る。底部 は突出 している。 輪 積み痕。 普通

嚢 A ［1説8］ 体部か ら目線部片 。体部 は内攣 し 目線 部内 ・外面横 ナデ∴体 部外 面 石英 ・雲母 ・スコ P 52 1　　 20％

15 十 師 器 B （98 7） て立ち上が りタロ緑部 は外 反す る。 ヘ ラ削 り，内面 ナデ。輪積 み痕 。 リア

にぷい橙色　 普通

穫土 中　 PL 122

16
聾 A　 18．4 体 部か ら目線部片。体 部は内攣 し 目線部外 面横ナデ†内面へ ラナ デ∵ 長石 ・有英 P 520　　　 30％
土 師 器 B （19。6） て立ち上が り，打線 部 は外 反する。 体部 内 の外 面ナデ。 橙色　 普通 覆土 中

甑 B （21。6） 目線 部一一部欠損。無儀式 。体部 は 目線部 内 ・外 面横ナデ√　休部外面 石英 P 522　　　 95％

17 士 帥　 器 C　　 乱5 緩 やかに内攣 して立 ち上 が りプ　ロ へ ラ削 り，内面ナデ。器面荒れ。 橙色 将士 申　 P L 12 2

縁部 はわずかに外反す る。 輪積み痕。 普通

18

甑

士 帥 器

Å　 25．1 底部 か ら日縁 部片。無底式 。体部 目線部内 ・外面楯 ナデ∴　休部外面 艮有 ・雲母 ㌘523　　　 65％

B　 l凱6

C ［84 9］

は緩やか に内攣 して立 ち上 が り，

目線部 は外反 する。

ヘ ラ削 り， 内面 ナデ∵輪 積み痕＋ にぷ い黄橙 色

普通

将士中　 P L 12 2

図版番号

。。　 i　 計　　 測　　 値 i 出 土 地点

！ 備　　　　　　　　　　　 考
裔　　 序 さ（cn） 饉 （cm） 孔径（cm） 重量（g ）

第176図19
支　　 肺 ！ 1502

説9 … 611．7 将　 士　 車 D P 70　　 100％　　 P L 172

図版番号 器　　　 種
計　　　 測　　　 値 巨　 質

出士 地点 備　　　　　　　　 考
長さ（cm） 径 （cm） 孔径（cm） 重量（g ）

20 管　　　　 玉 2．7 鉦8 0．3 3．6 碧　　　　 玉 覆　 土　 中 Q 49　 100％　　 P L 173

第柑考健贋跡（第膵囲）

位置　調査区の中央部タ　り3拍区。

規模と平面形　長軸［6．45］m，短軸［6．05］nlの方形と推定される。

主軸方向　［N－110－1現

壁　日面は削平され，竃西側の壁を確認したのみである．。壁高は5cmで緩やかに立ち上がる．こ．

床　平粗で，竃前から主柱穴P3にかけて踏み固められている。、

ぽッ睦　4か所　津　～P4）。P鼠～㌘4は，径23～30孤の円形夕　深さ24～48cmである。規模と配列から主柱穴

と考えられる。

竃　北壁中央部に，砂混じりの褐色粘土で構築されている。大部分は削平されており9　袖部の道春状態はよく

ない。規模は，煙道部から焚　日部まで1蟻cm　両袖最大幅摘cm　壁外への掘り込みは48cmである。火床部銑

床面をわずかに据l）くぼめており、火熱を受けて赤変している．。煙道部は外傾して立ち上がるご

竃土層解説

＿1褐　　　　色　焼巨」、ブロック・焼ト粘上粒子少鼠　炭化物・炭化粒子・ローム小プロ、ソク・ローム粒日放量

2　赤　褐　色　焼上中プロ、ソク・焼巨粒了中量，炭化物・炭化粒子・ローム小プロ、ソク・ローム粒千微量
3　にぷい赤褐色　粘土粒子少量，焼土e炭化粒子微量

覆土　単一一一一一一層であり∴覆土が薄いため，堆積状況は明確でない。
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土層解説

1褐　　色　ローム粒子中量，ローム′J、ブロック少鼠焼土粒子・炭化物・炭化粒子・ローム中ブロック微量

遺物　土師器片4点（嚢片4点）が出土しているのみで，図示できるものはない。

所見　出土遺物が少なく遺構の遺存状態もよくないため，時期不明である。
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第160号住居跡（第178図）

位置　調査区の中央部，D3g2区。

規模と平面形　長軸4．05m，短軸3．95mの方形である。

主軸方向　N－30－W

壁　壁高は60－65cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　全周する。上幅14－25cm，下幅3～13cm，深さ4～6cmで，断面形はU字状である0

床　平坦で，竃前から南壁下にかけて踏み固められている。

ピット　Plは径24cmの円形，深さ28cmである。位置から出入り口施設に伴うピットと考えられる。

－234－
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0　　　　　　　　　　　　　　2m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥　　　i

0　　　　　　　　　　　　　　　1m

「　－－†－一一一一一一一一一一一一」



－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　′　　　　　　　　　　′　一　′　　　　　　　　′　　′′

、、　　　　　　′、　′′

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

部が折れた土製支卿が横位で出土して折る。煙道部は外機して立ち上がる。

篭土層解説

灰　褐　色　粘捌予多義　焼土龍予少量

暗赤褐色　廃土を粘土粒予少選　炭化粧予微量
3　にぷい褐色　粘土粒子多選

後　略赤褐色　ローム粒子少還夕　廃土粒予極量
暗赤褐色　焼Wとの炭化粒子微義

援豊　層からな勘　レンズ状の堆積を示し撃　自然堆積である。

土層解説

i　明　緑　色　しト招立J少量焼巨トゾー：‾」、ソシ・力仕・損じ粒j’・・しト∴4、ブしい雄之量

ご　掲　　色l‥‾ト！、小ゾしい′ク・LJ－∴粒「少量焼日月・・損じ物・尉じ粒j・・・ローH一刷り、r－い雄猫

3　明　褐　色　ローム粒子軒鼠ローム㌔ブロック少鼠廃土粒子e炭化物も炭化粒子欄ーム中ブロック微還

li　暗　褐　色　しト月、ゾtJ、、′ク・い－∴粒j’一少結焼卜粒J∴眉ヒ物・尉じ粒j′l・ローム中ブrrノ雄紺

う　勘　　色　しトム小プロ、ソケ・しト月－1イ少：，；∴　損じ粒十・日－ム中「、’口、ソク微量

適磯　土師錮戦場移隅親‰劉紬鵬鉦須離錮宜蕉憶射戊主潮齢鉦軋禽鋸組鋸離欄

丑』若齢る。覆土下層では第膵渦　の土師器高塚が南東3－ナ一部付近から誹の土師落髪が中央部から誹

の土師器婆が中央部北東欝を綾中央部東欝　から出土して齢る。凱　狛豊と削二道位の状態で出漉し若折る。

ノ

製立脚が火床部奥から出土して折る。その胤穫土中から　の土師器　ニヂュア土器が出土して折る。

所農　本跡の時期は　遺構の形態及び出土遺物から　健妃複葉と考えられる。

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

図版鵬i器穫恒ぢ健廟i音形の特徴i 手法の特徴　恒の色調あ焼成　備　考

第膵掴　塚　　Ah湖　底部か射一線部片〇丸底。体部は　m縁部内の桁毎機ナデ。休部桁毎　長石の石英の雲母　㌘5飢　鮒％

土師器　B　ぁ　内攣して立ち上が勘紅］縁部に至　へラ削勘内面へラ磨。内を外　窯褐色　　　　 床面　軋建3

る＋　　　　　　　　　　　　　 面黒色処理∵器面荒れ∵　　　　　普通

高　塚　A［2m］脚部から舶拶片0脚部は下位でノ浅　沼縁部内の外面横ナデ。瑚β夕摘　石英の雲母　　　㌘525　鮒％

2　土師器鵠釣譜霊豊鵠豊霊楊票漂霊漂禁錮㌃醜＋麿㍊腿
E　帖0　両専し，目線部は外反する＋　　　部内・外面構ナデ＋輪積み虹

嚢　　A　相も　体部から描線部片〇体部は内攣し　打線部内の外面横ナデ。体部外面　石英のスコ　ア　㌘髭7　　閥％

土師器　Bは凍　て立ち上が娠描線部は外疫するG　へラ削娠内海ナデ章　　　　　にぷい黄褐色　　餞」中　野監臓3

普通

登　　A［22減　俸部から描縁部片〇体部はタも傾し　打線部内も夕摘横ナデ〇体部内の　長石の雲母の．スコ　㌘528　　5％

土師器　B（凍　て立ち上が娠持縁部はわずかに　タ摘ナデ○器面荒れ。　　　　 リア　　　　　 床面

外圧する∴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 褐色　不良

嚢　　A　ユ887′体鼠［二］嫁部〃〃…′ふ部欠損C平底〇体［二臓部内めタ浦横ナデ。体部夕摘　長石の石英8雲母の　㌘526　　95％

土師器警豊溌農禁誓立ち上が約線部へラ削娠楠ナデ〇　　 霊詣色　覆土中伊もほ3

普通

ミニチュア婆　Bは2）底部から体部片〇平底。体部は外　体部内かタ摘ナデニ底部へラ削り。長石の雲母のスコ　㌘529　　20％

土師器　C　軋各　傾気味に立ち上がる〇　　　　　　　　　　　　　　　　　 号ア　　　　　 穫土中

工ぷい赤褐色

普通

－　2351－



第179図　第160号住居跡出土遺物実測図
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図版番号 券　　　 種
計　　　　　 測　　　　　 値

出土地点 備　　　　　　　　　　　 考
長さ（Ⅷ）径 （Ⅷ）孔径（cm）重量（g）

7 支　　　　 脚 （21．1） （15．1） － （984．9）竃　　　　 内DP71　　65％

第161A号住居跡（第180・181図）

位置　調査区の北部，D3d2区。

重複関係　当初，1軒の住居跡として調査したが，床下からも床面と壁溝が検出されたことから，上位のもの

－236



を第蟻A号住居凱下位のものを第蟻B号住居跡とした。4か所の主柱穴は芦すぐ外側にもそれぞれ柱穴が掘

られていた。内側の桂穴内の覆土はロームブロックが多くタ埋め戻されたと考えられることからラ外側のもの

を翫鋸A号住居跡に伴　主柱穴　内側の　のを第蟻B号住居跡に伴　主柱穴とした。凱飢A号住居跡の竃夕

壁溝は翫鋸B号住居跡の鼠壁溝より　内側に位置する。このことから第捌A号住居跡が　第摘B号住

居跡を掘　込んでいると考えられる。また　本跡は　第講の38猪号港によって掘　込まれている。

規模と平面形　義幸由7。8温mタ　短軸7。35mの方形である。

主軸方向　N－∴仁一E

壁　壁高は37－、63cmで．外傾して立ち上がる、・、

璧溝　全周する。上幅14～2cm　下幅　～ほCn　深さ　～ほcmで　断面形はU字状である。

、　‥ノ、lL二・′、・∴　‾′　　言　㍉、′‥tJ′・ノ十、一、し′・、ム　ノブ　‥く、一、．て．

ぼッ睦　5か所（P且～㌘5）。P且～㌘後はタ長径53～73cm芦短径38～［60］cmの楕円私深さ73～且0細であ

る。規模と配列から主柱穴と考えられる。P5ほ長径6細筆短径52cmの楕円乳深さ批mである。位置から出

入り‖施設に伴うビットと考えられる、一一・．

聴　北壁中央部にタ砂混じりの褐色粘土で構築されている。両袖部は，耕作により撹乱を受け一部壊されてい

る。規模は　煙道部から焚　打部まで摘cm　両袖最太幅蟻cm　壁外への掘　込みは紐である。火床部は9

床面を　cmはど掘り　ぼめてお酌　火熱を受けて赤愛している。煙道部は外傾して立ち上がる。

竃土層解説

1褐　　色　焼トトプロ・ソク・焼‖∵つ’・・損じ物・炭化粒J’－・ローム中・小プロ、ソク・U－ム粒j′・微量

2　褐　　　色　焼巨」、プロ・ソク・焼上・尉ヒ粒J’l・ローム中・小ブロック・ローム粒自散量

：う　明赤褐色　焼廿′守少結　焼伸・小ブロック・損じ物・炭化粒「ローム中・小プロ・ソク・ローム粒描紺

4　褐　　色　ローム小ブロック少鼠　焼土小ブロック。焼土の炭化粒子0ローム粒子微量

1褐　　　色　しトム粒J中量，ローム小プロ、ソク少量，炭化粒J’・・U－ム大・中プロ・ソク微量

尊皇　6層からなり，レンズ状の堆積を示しタ　自然堆積である。

土層解説

1暗　褐　色　焼トローム粒J’一少量言・封じ粒自微量

2　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土。炭化粒子微量

3　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土焼土。炭化粒子微量

4　にぷい赤褐色　焼土8ロームさ粘土粒子少量，廃土小ブロック微量

5　褐　　　色　ローム粒子中鼠　炭化粒子少鼠焼士粒子のローム小ブロック微量

6　褐　　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少鼠　焼土0炭化粒子微量

遺物　土師器射56点（棒削6放棄机朝点上須恵器片　点杯片　点　蓋片　点　慧片　点），土製品2息

含鉄淫206。2gが出土している。覆土下層では　第柑図1の土師器塔が南壁付近から正位で9　4の管状士錘が

中央部から出土している。床面では，　の土製支脚が北壁付近から出土している。　の土師器嚢は野　の覆土

上層から出土している。その他，覆土中から2の土師器杯が出土している。

所農　本跡は　第蟻B号住居跡の上部に貼床をして構築されていることタ　第蟻B号住居跡の柱穴のすぐ外側

にそれぞれ主柱穴が掘られていること，本跡が第摘B号住居跡の軋　西　風　北の四方の壁を掘り込んでい

ることから，第161B号住居を拡張して構築した住居跡と考えられる。時期はタ遺構の形態及び出土遺物から

6世紀後葉と考えられるご

第蟻Å号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 士 ・色調 ・焼 成 備　　 考

第18 2図 林 A　 13．4 口縁部 一部欠損。丸底。体 部は内 目線部 内 e外 面横ナデ。体部外 面 石 英 ・雲母 P 5 3 1　　 95％
1 土 師 器 B　　 も6 攣 して立 ち上が り， 日縁 部は直立 へ ラ削 り，内面放射状 のへ ラ磨 き。 にぷい褐色 覆土 中

す る。 内 ・外面黒色処 理。 普通 二次焼成

一一一一一一237－－－－－－－－一一
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第180図　第161A号住居跡実測図（り
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第181図　第161A号住居跡実測図（2）

堪）

図 版 番 号 器　 種 計 測 値 （c m ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・ 色 調 ・ 焼 成 備　　 考

第 1 8 2 図 杯 A ［ 7 ． 6 ］ 底 部 か ら 口 緑 部 片 。 丸 底 。 休 部 は 口 縁 部 内 ・ 外 面 横 ナ デ 。 体 部 外 面 長 石 ・ ス コ リ ア P 5 3 2 　　　 4 0 ％
2 土 師 器 B 　　 4 ． 3 内 攣 し て 立 ち 上 が り ， 口 緑 部 と の ヘ ラ 削 り 後 ， ナ デ ， 内 面 ナ デ 。 内 ・ に ぷ い 橙 色 覆 土 中　 P L 1 2 3

境 に 稜 を 持 つ 。口 縁 部 は 外 反 す る 。 外 面 黒 色 処 理 。 普 通 二 次 焼 成

3

要 A ［1 7 ．2 ］ 休 部 か ら ロ 緑 部 片 。 休 部 は 内 攣 気 口 縁 部 内 ・外 面 横 ナ デ 。 休 部 外 面 雲 母 ・ス コ リ ア P 5 3 0 　　　 4 5 ％
土 師 器 B （1 9 ．4 ） 味 に 立 ち 上 が り ， 口 緑 部 は 外 反 す

る 。

ヘ ラ 削 り ， 内 面 ナ デ 。 に ぷ い 褐 色

普 通

ピ ッ ト 内 P L 1 2 3

図 版 番 号 器　　　 種
計　　　　　 測　　　　　 値

出 土 地 点 備　　　　　　　　　　　 考
長 さ （皿 ） 径 （cm ） 孔 径 （c m ） 重 量 （ g ）

4 管　 状　 土　 錘 （ 7 ． 3 ） （ 4 ． 6 ） 1 ． 4 （1 0 8 ． 5 ） 覆　 土　 中 D P 7 2 　　 5 0 ％　　 P L 1 7 0

5 支　　　　 脚 2 5 ．0 8 ．6 － （1 2 2 6 ． 1 ） 床　　　　 面 D P 7 3 　　 7 0 ％

第161B・161C号住居跡（第183図）

位置　調査区の北部，D3d2区。
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第182図　第161A号住居跡出土遺物実測図

4　7　；　㌣

重複関係　第161B号住居跡は当初，1軒の住居跡として調査したが，4か所の主柱穴のすぐ内側にもそれぞれ

柱穴が掘られていることから，外側の柱穴のものを第161B号住居跡，内側の柱穴のものを第161C号住居跡とし

た。両住居跡の対応する主柱穴の位置は，ほぼ南北に25～75cmしか離れていないこと，第161C号住居跡の竃

の痕跡，踏み固められた床面などが検出されないことから，第161B号住居跡は，第161C号住居の建て替えの可

能性がある。また，両住居跡とも，第161A号住居跡，第37・38・39・53号溝によって掘り込まれている。

規模と平面形　第161B号住居跡は，長軸7．05m，短軸6・54mの方形である。第161C号住居跡は，第161C号

住居跡の主柱穴が第161B号住居跡の主柱穴より内側であるため，少し小規模であった可能性がある0

主軸方向　第161B号住居跡はN－40－Eである。第161C号住居跡の主軸方向は厳密には不明であるが，主

柱穴の位置から第161B号住居跡とほぼ同じである可能性がある。

壁　第161B・161C号住居跡ともに，壁高と立ち上がりは第161A号住居跡に上部を掘り込まれているため，

確認されていない。

壁溝　第161B号住居跡の壁溝は，全周する。上幅15～27cm，下幅8～16cm，深さ5～13cmで，断面形はU字

状である。第161C号住居跡は確認されていない。

床　第161B号住居跡の床は，第161A号住居跡の床下2～3cmのところから確認され，平坦である。第161C

号住居跡の床面は，第161B号住居跡の床面下位から確認されなかったため，第161B号住居跡とほぼ同じ高さ

の可能性がある。

ピット　覆土の状況と位置からピットの所属を判断した。第161B号住居跡は，4か所（Pl～P4）。Pl～P4

－240－
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は．長径35、つ771cm．短径（32）、（69）cmの楕円J私　深さ5（ト85cmである√　規模と配列から第161B号住居

跡の主柱穴と考えられる：第＿lGlC U住居跡は，Llか所‖）5．、P8主　P、P8は長径し18、78cm，短径41、70crn

の楕円形，深さ55、80cmであるご　規模と配列から第161C号住居跡の主柱穴と考えられる。．

竃　第1（うlI3号住舟誹亦の竃は，北壁中央部に構築されている．二、．袖部は．第＿1＝一一1号住居跡の構築の際に削、lそきれ．

火床部と壁外の部分だけが残存する。規模は，煙道部から焚き［刷はで1（うlc町　両袖最大申出ま不明．壁外への

掘り込みは・15cmであるご　火床部は，床面を17cmほど掘りくぼめてお星　火熱を受けて赤変しているご　煙道部は

緩やかに＿立ち上がる．二、．第1（う：1＿C号住居跡の竃は，第1＿（ilIH＿日日甘跡の竃が．第161C号住居跡の段階から使用さ

れていたか，同位置で造り替えが行われた可能性があるし・、

竃土層解説

1　にぷい赤褐色　粘土粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量　　　　4　暗　赤　褐　色　焼土粒子多鼠　粘土粒子中量，焼土小ブロック

2　暗　赤　褐　色　焼土や炭化0粘土粒子少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　微量

：う　にぷい赤褐色　ローム粒J’・中量．焼上・炭化粒J’・微量

覆土　第161I日月柚潮二は4屑からなり，ローム中・小ブロックを多く含んでいることから人糾’仕積と考えら

れる、、第161C号作中誹亦は第161B号住居跡の床面と同じ高さと考えられるため，覆日ま存在しない、、＿

土層解説

l　褐　　　色　ローム小プロ・ソク・ローム粒J’－多量

ご　暗　褐　色　ローム中ブロック中量

3　暗　褐　色　ローム小ブロック少量

・1　暗　褐　色　ローム小ゾロ、ソク・ローム粒J’・中量

遺物　第161B号f日朝亦から．土師器片350点（杯片56点，慧片294点上　須恵器片21点（杯片9点，悪片1＿2点上

′　′ノ　ー∴古　′⊥ノ持：・′、＼売　′ノノ　′、′．．∫．′′ノ′）・豆・高、・／′♪！，ノ′＿

所見　第16＿‘lIう号住居を拡張したものが第1（i上1号住居潮二であることから，第1（うlB号日朝亦の時期は，（‖1摘己

後葉以前と推定される。一　第161C㌢住居跡の時期は，第1（ilB号住居跡に建て替えられていることから，6世紀

後某以前と推定される以外に明確な時期は不明である。・．

第帽号健腰捗　第相国）

位置　調査区の北西部，I）2bO区、

規模と平面形　長軸7．78111，－鯨油7．70mの方形である、一、．

主軸方向　N－150－W

壁　壁高は25、・一55cmで，外傾して立ち上がる、－、

壁溝　全周する。上幅13、25cm．ト幅3、＿13cm，深さ4、7crnで．断面形はU字状である：

床　平粗で．中央部は踏み固められている。

ピット　5か所（、I）＿1、I）5主　PトPL／－′1は，桂4（ト58cmの円形，深さ8（ト86cmである：．規模と配列から主柱穴

と考えられる。I〕5は律56cmの巨川ラ言莱き24cmである。つ立置から出入り口施設に伴うピットと考えられる．、二

電　北壁中央部に構築されているこ　い輌摘；は，耕作により撹乱を受け残存していないご　火床部と煙道部のl一部

が残存しているのみである∴　火床部は、床面をわずかに掘りくぼめており，火熱を受けて赤変している。上製

支脚が，火床部の中央部奥に置かれている。煙道部は緩やかに立ち上がるこ

覆土　6層からなり，レンズ状の堆積を示し，自然堆積である二

土層解説

1　褐　　　色　焼土粒子多鼠　ローム粒子少量，炭化粒子eローム小ブロック微量

2　褐　　　色　炭化物・ローム小プロ・ソク・ローム粒J’一少品　焼上′トプロ、ソク・焼　ト炭化粒J’－・ローム中プロ、ソク微量

こう　暗　褐　色　炭化物【出違．焼上′」、ブロック・焼十・歳化粒J’・・ローム小プロ、ソク・ローム粒自微量

一一一一一一一一1一一2421－－－－…1－



第184図　第162号住居跡実測図

0　　　　　　　　　　　　　　2m

！　　　；　　　！

4　褐　　色　ローム粒子少量，焼土・炭化粒子・ローム中㌧小ブロック微量

5　褐　　色　焼土小ブロック・焼土・ローム粒子少量，炭化物・炭化粒子・ローム小ブロック微量

6　褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・ローム大・中ブロック微量

遺物　土師器片217点（杯片47点，高杯片2点，慧片168点），須恵器片11点（杯片9点，蓋片2点），土製品1

点，石製品1点，弥生土器片3点が出土している。覆土上層では，第185図2の土師器要が中央部南寄りから

出土している0覆土下層では，1の土師器杯が中央部南寄りから出土している。床面では，5の石製紡錘車が

北壁際から出土している0竃内では，4の土製支脚が覆土下層から出土している。3は須恵器提瓶の体部片で，

カキ目調整が施されている。自然粕。

所見　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から6世紀後葉と考えられる。
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第185図　第162号住居跡出土遺物実測図

第162号住居跡出土遺物観察表

10cm

ト一一一一一一一一一一一一一十一一A－一一一一一一」

図版番号 器　 種 計測値（皿） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第185図 杯 A 「13．6］ 休部から口緑部片。休部は内暫 し 口緑部内 ・外面横ナデ。体部外面 石英 ・雲母 P 533　　　 30％

1 土 師 器 B （3．4） て立ち上が り，ロ緑部は直立する。 ヘラ削り，内面ナデ。 明赤褐色

普通

覆土中

二次焼成

2

賓 A ［22．6］ 休部から口縁部片。体部は内攣 し ロ緑部内 ・外両横ナデ。休部外面 石英 ・雲母 ・スコ P 534　　 10％

土 師 器 B （8．5） て立ち上が り，ロ緑部は外反する。 ナデ，内面へラナデ。 リア

明黄褐色

普通

覆土中

図版番号 器　　　 種
計　　　　　 測　　　　　 値

出 土 地 点 備　　　　　　　　　　　 考

長さ（m ） 径 （cm） 孔径（Ⅷ） 重量（g ）

4 支　　　　 脚 （11．0） 10．1 － （494．0） 竜　　　　 内 D P 74　　 50％

図版番号 器　　　 種

計　　　 測　　　 値
石　　　 質 出 土 地 点 備　　　　　　　　 考

長さ（Ⅷ） 帽 （①） 厚さ（cm） 重量（g ）

5 紡　 錘　 車 4．6 1．3 0．8 36．8 粘　 板　 岩 床　　　　 面 Q 51　 90％

第163号住居跡（第186図）

位置　調査区の北西部，C3j3区。

重複関係　本跡は，第37号溝によって掘り込まれている。

規模と平面形　長軸3．56m，短軸3．52mの方形である。

主軸方向　N－20－W

壁　壁高27～32cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　北壁下を除いて巡っている。上幅12～20cm，下幅4～10cm，深さ3－5cTnで，断面形はU字状である0

床　平坦で，壁下を除いてほぼ全体に踏み固められている。

ピット　Plは長径37cm，短径34cmの楕円形，深さ11cmである。位置から出入り口施設に伴うピットと考えら

れる。

竃　北壁中央部に，砂混じりの褐色粘土で構築されている。天井部は崩落しており，両袖部が残存している。
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ヒ二二±＝∃m』二十二∃
第186図　第163号住居跡実測図

規模は，煙道部から焚き口部まで146cm，両袖最大幅101cm，壁外への掘り込みは99cmである。火床部は，床面

を4cmほど掘りくぼめており，火熱を受けて赤変している0土師器小形嚢と須恵器高台付杯を逆位で重ねたも

のが支脚として転用され，火床部奥に置かれている。煙道部は緩やかに立ち上がる。

埴土眉解説

1褐　　　色　粘土粒子少量，焼土・ローム粒子微量

2　にぷい赤褐色　粘土粒子少量，焼土・炭化粒子微量

3　暗　褐　色　粘土粒子少量，焼土・ローム粒子微量

4　赤　褐　色　焼土小ブロック・焼土粒子多量，炭化粒子中量

5　橙　　　色　ローム粒子多量，焼土小ブロック・炭化粒子微量

覆土　6層からなり，レンズ状の堆積を示し，自然堆積である。

土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　褐　　　色

4　暗　褐　色

5　暗　褐　色

6　明　褐　色

焼土小ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子微量
ローム粒子少量，焼土粒子・炭化物・炭化粒子・ローム中・小ブロック微量

焼土小ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子・ローム中・小ブロック・ローム粒子微量

焼土粒子・炭化物・炭化粒子・ローム中・小ブロック・ローム粒子微量

粘土粒子少量，炭化物・炭化粒子・ローム中・小ブロック・ローム粒子微量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化物・炭化粒子・ローム中ブロック微量
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遺物　土師器片213点（杯片60点，椀片3点，嚢片150点），須恵器片50点（襲片50点），含鉄津897・9gが出土

している。第187図1の土師器杯が南壁付近，2の土師器嚢が北東コーナー部付近と北西コーナー部，3の須

恵器聾が中央部東寄り，5の須恵器長頸壷が中央部と中央部東寄りの覆土下層から出土している。4の須恵器

要は，中央部の覆土上層と中央部北寄りと中央部南寄りの覆土下層から出土した破片が接合している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から10世紀前菜と考えられる。

第187図　第163号住居跡出土遺物実測図

第163号住居跡出土遺物観察表

‘‘三

10cm

∴

＝≧
ト一一一一一一一一十一一一Il」

図版番号 器　種 計測値（皿） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第187図 杯 A ［17．4］休部から口緑部片。体部は内轡気 口緑部，休部外面ロクロナデ，内 石英・雲母 P535　　 10％

1 土師器 B （4．4）味に立ち上がり，口縁部に至る。 面へラ磨き。内面黒色処理。 橙色

普通

覆土中

二次焼成

2

要 A ［18．9］休部からロ緑部片。体部は内攣気 口緑部内・外面横ナデ。体部内・ 長石・石英・雲母 P536　　　 5％

土師器 B （7．7）味に立ち上がり，口緑部は外反す

る。口緑部は外上方につまみ上げ

られている。

外面ナデ。 橙色

普通

覆土中

3

整 A ［22．8］口緑部片。口緑部は外反し，端部 口緑部内・外面横ナデ。 石英・雲母・スコ P537　　　 5％

須恵器 B （5．2）は外上方につまみ上げられてい リア 覆土中

る。 にぷい黄橙色

普通

二次焼成

4

藍 B （10．6）休部からロ緑都片。体部は内攣し 口緑部内・外面横ナデ。休部外面 長石・石英 P646　　　 30％

須恵器 て立ち上がり，口縁部は外反する。縦位の平行叩き，内面ナデ。 灰黄色

良好

覆土中

二次焼成

5

長頸瓶 B （13．8）底部から休部片。休部は内攣する。体部内・外面ロタロナデ。底部へ 長石・雲母 P538　　　 30％

須恵器 C　 lO．9 ラ削り。 灰色

良好

覆土中
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：J一　ニ∴′　′‾　∴、・／′、、J：、！

位置　調査区の北部，C311二1区、「

‾′聖工　　へノ　バ　′∴、′：－　し‥、・、．．一　′′、′、、J、．　′．．．二、・二′、、′：）

：悠r一‘　七　、！・・　∴　　・′＿、・ノ．ノ亮　一‾．′J

主軸方向　N－15し、－I二

壁　壁高は3（上し12cmで，外傾して立ちl二がる二、．

二・一　′　　　ノ　　　′二　、∴J、、′：∴′　ら　　　　、∴　　　　、　C　、、・、　　。　　∴．言

しつ：状である．一

床　平川で，中央部は踏み国められている。

；ノ　　　′′　　　　、，　　、′‘・′　　∴′、‘′　′ノ　　　二　一、、　　　′　　　＿　：′．　′　　∴

三　二？一　、‥＼′・工、′・′′∴レl・l′　′ノ．‾．・、　′∴．ノ・　　．；ノ、′′　　ニ′、′．√．！ノー′　　三　一∴　′、、

′ノノノ、．　‥！ノ、′　　ノ、′　　′－．√、　　′　　ノ　　ー　′1ノノ　　′・ノ′．

．　′　　．、二　　′ノ　　　′ノ′′∴　　、．つ　　　′．　　　．’．′う　一、．．　1．　′1．′　　　、

り：　′　　／．ノ　　　．　　′（－・　′．、′ノ・　こ　　・′・・、ノ．日．′　ノ，、′ノC．　ノ．′′、′　‥．・

・′一二　、　‥′　　′　′ノ、／　　′：・′．　　　ノ、′一　‥・　　′　こ．二、ノ、一一ト　′　　　　：　　・．　　′

煙道部は緩やかに立ち上がる＿

竃土層解説

1　灰　褐　色　焼土粒子微量

2　赤　褐　色　廃土粒子多量

3　暗赤褐色　廃土小ブロック0焼土粒子少量

・1暗′小机色　焼上・炭化粒子′レ量、帖‖11′つ’一微量

う　暗赤褐色　焼巨＝－！、粒子′少量∴　炭化粒自微量

・　　　　′′′　′　　　・′　′　′・！∴　∴′　ノ、′′、、ノ、一、′′ソ′

土層解説

1陽　　　色　ローム粒j’・′吊；∴　焼「トブ［Jい′ク・焼巨尉ヒ粒J’・・ローム申・小プロ・ソ招待

？　褐　　　色　しトム小ブU∴ソク・U－ム粒！・少量　焼上・損じ粒J’・・t＿トーム大ブLJ㌧′ク微；－；＿：

3　褐　　　色　ローム賂二錮慮ヲ　ローム小プロッタ少鼠　炭化粒子やローム太ブロック微義

一＿㌧　　　・ノ・　＼．一、＼、∴．　こ、′　1、一言　′　′　　　′、　・・′　′　　　　・・′　′ノ

′ノ・・　　、・・ノ′、＼、く－　′　　・・′　　　　′　　　‥　・′　一　　　　　　　　′・　′．　　・、　・・′′

．′－ノブノ　′．′　′　・′　′　ノ∴　一　．′′　　　′　∴ん、・．′－　′∴　　′　′′、．　ノ　　　＿一人　ノ、・　′′、′ノ・　′、

、、ノ・ノ」ノ．．・1．、　ノ、、′　′　　　、　′′　′′　　　　　　ソ　．・′く・．ノ　ノ‘　′　一　　．、．′

∴ノ．・ノ　′　′　　′∵　・・　　　　　ノ、・　－ノ′′　　∴　′ノ　　　ー　い　ノ′・′′　＿、　′′．　ノ　　　ノ

ノ、・ノ　′ノ　ミ　　　　　　　　′　　′・一′　　′　　　　　　　′、．・′′　′′　′′　　　　ノ

所農　本捗の時期は　遺構の形態及び出土遺物から　世紀複葉と考えられる。

・　′　′、∴1　．．・シ′′・、′

図版番可器種 計測値車両 器　形　の　特　徴 ！ 手　法　の　特　徴 胎土の鯛 凋可　 ノ備　 壷

第189図　　 塚 A ［12。6］体部から日縁部片。体部は内攣L　は縁部内の外面横ナデ。体部外面石英の雲母　　　　 P539　　 50％

1　　土師器B （4．2）て立ち上がり，日縁部との境に明　へラ削りタ　内面ナデ。内0外海窯窯褐色　　　　　　 覆土中

瞭な稜を持つ。目線部は直立する。色処理。 普通　　　　　　　 二次焼成

林 A 「1説4］底部から目線部片。丸底。体部は　ロ嫁部内の外面横ナデ。体部外面石英・雲母・スコ　P討0　　 10㌦

2　 土師器B （4議）内攣して立ち上がり　目線部は短　へラ削娠　内面ナデ。内の外面黒リア　　　　　　　 覆土中

橙色　　　　　　　 二次焼成

普通

く直立する。　　　　　　　　　　 色処理．。

2∠：17
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第188図　第164号住居跡実測図
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第189図　第164号住居跡出土遺物実測図

（⊃。
7

0　　　　　　　3cm

ヒ二T∃

図版番号 器　種 計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第189図 要 A ［16．6］休部から日録部片。体部は内攣し口緑部内・外面横ナデ。体部外面長石・石英・雲母 P543　　 15％
3 土師器 B （11．5）て立ち上がり，口緑部は外反する。ヘラ削り，内面ナデ。輪積み痕。橙色

普通

覆土中・床面

4

慧 A ［30．0］休部から口緑部片。口緑部は外反口縁部内・外面横ナデ。体部内・石英・雲母 P541　 10％
土師器 B （11．6）する。 外面ナデ。器面剥離。 赤褐色

普通

覆土中・床面

5

斐 A ［23．2］休部から口緑部片。休部は内攣気ロ縁部内・外面横ナデ。体部内・長石・石英・雲母 P542　　　 5％
土師器 B （8．4）味に立ち上がり，口緑部は外反す

る。

外面ナデ。 にぷい橙色

普通

覆土中

6

手捏土器 A　　8．3 口緑部一部欠損。平底。休部は内口緑部，体部内・外面ナデ。底部長石・石英・雲母・P544　　　90％
土師器 B　　5．9

C　　6．0

攣して立ち上がり，口緑部は内傾

する。

へラ削り。輪積み痕。 スコリア

にぷい黄橙色

普通

覆土中　PL123

図版番号 器　　　 種
計　　　　　 測　　　　　 値

出土地点 備　　　　　　　　　　　 考
長さ（cm） 径 （Ⅷ）孔径（cm） 重量（g）

7 土　　　　 玉 2．9 3．8 0．8 37．6 覆　 土　 中 DP75　 100％　　 PL167
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楯
計　　　　　 測　　　　　 値 ！出土地点

備　　　　　　　　　　　　 考長さ cm） 径　 cm車 径 cm）「重量（g）

翫8掴 8序　　 卿 （1281）巨 6・項　　 目 407を8） 将　 士　 車 DP76　　80％　　 PL173

9　 極　　 卿 （13．4） 6言 i　 「 躯 細 床　　　　 面 OP77　　80㌦　　 PL五3

窮帽考健贋跡　第摘囲）

位置　調査区の北部、C311・－1区、一

一：二、二‘、∴　ノ・・一′／、∴、．一∴　：－′・・√′∴、、十二′：、′、′′‥、∴　一、′一、．一　′　ノ′．・一、了：‥　　′＼・二′・、　ら

㍉、・　‾！・、　、　’・．．－　′∴　－′二　．三　′リ．ノ、ノ

主軸方向　N－1（う、’－W

壁　壁高は・茄cmで，ほぼ垂直に立ち上がる、∴

′′ニ　　　　ノ、′、、C、・、・．　　ト、　′、一、、こ・、・・J・・i一、、　、‥・ハ′J

床、「田で，中央部は踏み固められている、・

、　　′．′　　　　　・　　　・　　　　　　′、、、＼、′，　　∴′く　＼）、、（，′ノ　　　言　、．、ノ　　ー一、・・二、′．ノ、．　′、ニ

；′・′．　．、　ニ　′．「∴　　　二、÷ミ‘　　′′′′．Jc　′ノ．　′三、：ノ′′、一　′一二．ニ　′　；　　′＼′

施設に伴うビットと考えられる1・

篭　北壁中央部に　砂混じ　の褐色粘土で構築されている。天井部は崩落してお娠　両袖部が残存している。

′　∴　．・・：′／′′　　∴・㌧　　－．∵、′、C一丁　　′　。′、－．．．・、、・シ‥、！．，・′、1、ノ、．‥・・、′′．：　ノ∴、‥　　′．、

をニjcmほど握りくぼめており，火熱を受けて赤変している、煙道部は緩やかに立ち上がる、、

篭土層解説

1　灰　褐　色　粘‖＼l′つ’小品　ローム粒J’・少量

2　暗　褐　色　ロームの粘土粒子少量，焼士粒子微量

3　灰　褐　色　焼土粒子中量ラ　炭化の粘土粒子少量
4　暗赤褐色　廃土の炭化粒子少乱　数ま二小ブロックぁローム粒子微量

1　裾　　　色　ローム小プロ、、ノク・しトーム粒j’・少量，焼巨位！・・ローム中ブtJ、ソケ微量

．　　′′・．ノ′　ノ′．、′　．ノ／．ノ、言ソノ了′′．、．′　　　、：′、‘！、、′ノノ／′
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l
．
ロ
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ロ

色
色
色
色

褐

説解
暗
褐
褐
褐

層土

1

リ

‥

J

」

ーム粒J’・少量．焼上目美化粒J’一・日ーム中・小プロ・ソク微量

－ム小ゾロ、ソク・ローム粒j′・′出し　焼巨トゾロ、ソク・炭化粒j’一・日一一ム中ゾU、ソケ微昌l：

－ム小プロ、ソク中量、ローム粒j’一少品∵址上粒√・U－ム中ゾt」・ソ月微量

－ム粒J’・申品　ローム大・申・小プロ、ソク少量

＿　㌔　　・‥／′J、、一イ′　．：‥′　、、．；壬・′・！！㍉′．ノ、J′、′．・、一・一ノ！′　．∴　′　∴　′　／工’′、　′；、′

′　　　一、　ノ．　　　・、′　：、′、く　′ノ二　、／′．／、　ノ∴‾′‘ノ．　　＿　　∴．′．、　∴　・・ノ．子‥、／

杯が中央部から正位でタ　の須意器塚が北壁際から逆位で出土している。　の須恵器鉢は　竃付近の覆土上層

∴　のき　　　　・　ノ、十ノ．六　′′、ノ　　、ノ∴′・一、ノ着、叛ノ　＿∴　′∴

所農　本跡の時期はタ　遺構の形態及び出土遺物から　世妃中葉と考えられる。

第蟻号住居跡出土遺物観察表
踊 番可 器 種 計測値 （cm） 器 形　 の　 特　 徴 i 手　 法　 の　 特　 徴 胎十 ・色 調 ・焼成 備　　 考

第 用1図　　 悪 A ［18．4］ 目線部片∴　目線 部は外反 し，端 部 「1線部内 ・外面 植ナデ∴ 長石 ・有 英 ・雲母 P 54 5　　　 5 ％

†　　 十　 師　器 B （ 7．0う ほタも上 方 につ まみ 上 げ られ て い にぷ い褐色 覆土 中

る。 普通

林 A　 l説 5 休 部タ　ロ縁部ぷ一部 欠損。平底。体　 日縁 部草体 部内 の外面 ロクロナデ。 石英 ・雲母 ㌘54 6　　　 8 5％

2　　 須∴吏 器 B　　 4．3

C　　 紋6

部は外傾 し， 目線 部は外反す な。 「底 部回 転へ ラ切 り。 灰黄色

良好

床面　　 P L 12 3

二次焼成

一一…　250　－－－
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第1的図　第165号住居跡実測図

」＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥　　　l

図版番号器　種計測値（m）器　形　の　特　徴手　法　の　特　徴胎土・色調・焼成備　　考

第191図杯A　13．5休部，口縁部一部欠損。平底。体口緑部，体部内・外面ロクロナデ。石英・雲母P547　　　85％
3須恵器B　　4．3

C　　8．6

部は外傾して立ち上がり，口緑部

に至る。

底部多方向のヘラ削り。灰黄色

良好

床面

4

鉢A　36．3底部から口綾部片。平底。体部は口緑部内・外面ロクロナデ。休部長石・雲母・スコP548　　　80％
須恵器B　19．2外傾して立ち上がり，口縁部は外外面横位の平行叩き，内面へラナリア 覆土中・床面
C［20．0］反する。 デ。体部内面指頭痕。良好

－251－
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第191図　第165号住居跡出土遺物実測図

0

ヒ＝T＝当cm

第166A号住居跡（第192・193図）

位置　調査区の北部，D3b7区。

重複関係　本跡は，第166B号住居跡によって掘り込まれている。

規模と平面形　長軸9．10m，短軸8．90mの方形である。

主軸方向　N－10－E

壁　壁高は20～53cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　全周する。上幅19～34cm，下幅4－24cm，深さ5～14cmで，断面形はU字状である。

床　平坦で，中央部は踏み固められている。

ピット　9か所（Pl～P9）。Pl～P4は，径58～78cmの円形，深さ76－97cmである。規模と配列から主柱穴

と考えられる。P5は径42cmの円形，深さ62cmである。位置から出入り口施設に伴うピットと考えられる。P6

は長径43cm，短径37cmの楕円形，深さ38cmである。位置からP5の補助柱穴と考えられる。P7～P9は，長

径31－52cm，短径27～43cmの楕円形，深さ25～32cmである。位置から補助柱穴と考えられる。

竃　北壁中央部に，砂混じりの褐色粘土で構築されている。煙道部の一部と西袖部の北側は，第166B号住居

跡によって掘り込まれ，壊されている。天井部は崩落している。規模は，煙道部から焚き口部まで136cm，両

袖最大幅［184］cm，壁外への掘り込みは39cmである。袖の内壁は，火熱を受けて赤変している。火床部は，床

面を7cmほど掘りくぼめており，火熱を受けてかなり赤変している。煙道部は緩やかに立ち上がる。

電土層解説
1　灰　褐　色　ローム・粘土粒子少量

2　暗　褐　色　粘土粒子中量，ローム粒子少量

3　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム・粘土粒子少量，焼土粒子微量

4　暗赤褐色　焼土小ブロック・焼土粒子中量，粘土粒子少量

5　暗赤褐色　焼土小ブロック・焼土粒子多量

6　暗赤褐色　焼土小ブロック・焼土・粘土粒子微量

7　暗赤褐色　焼土小ブロック・焼土・粘土粒子少量

8　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土・粘土粒子微量

9　暗赤褐色　焼土粒子中量，粘土粒子少量

覆土　8層からなり，レンズ状の堆積を示し，自然堆積である。

・－1：252－－－－－



第192図　第166A号住居跡実測図（1）
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第193図　第166A号住居跡実測図（2）

土層解説

1　窯　褐　色

2　暗　褐　色

3　黒　褐　色

4　暗　褐　色

5　暗　褐　色

6　暗　褐　色

7　暗　褐　色

8　暗　褐　色

ローム小ブロック・ローム粒子少鼠　焼土・炭化粒f言ローム大ブロック微量

ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子・ローム中ブロック微呆
炭化粒了∴ローム小ブロック・ローム粒子少還，焼土粒子微意

ローム粒子中墓，ローム小ブロック少量，ローム人・中ブロック微量
ローム粒子中量，ローム小ブロック少墓，焼士・炭化粒子・ローム大ブロック微量
ローム小ブロック・ローム粒子中量

ローム小ブロック・ローム粒子中壷，焼土・炭化粒子・ローム中ブロック微意
ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化粒子微音

C。

C⊃　　23

10cm

0　　　　3cm

22　こ二二上二二二」

第194図　第166A号住居跡出土遺物実測図（1）

遺物　土師器片737点（杯205片点，嚢片531点，高杯片

1点），須恵器片15点（杯片5点，嚢片9点，蓋片1点）

土製品4点，石製品1点，管玉1点，小玉1点が出土し

ている。第194・195図覆土上層では，18の土玉が中央部

西寄りから，21の小玉が中央部から，22の管玉が西壁付

近から，23の軽石が中央部南寄りから出土している。覆

土下層では，1の土師器杯が中央部北東寄りから，6の

土師器杯が北壁際から，7の土師器杯が中央部から，14

の土師器嚢が中央部北寄りから，13の土師器嚢が竃西袖

部付近から出土している。床面では，2，5の土師器杯

が南壁付近から，8の土師器杯が北壁際から，16の土師

器ミニチュア土器が中央部北東寄りから，19の土玉が西

壁際から，20の土製支脚が竃西袖部付近から出土してい

る。竃内では，15の土師器甑が覆土下層から出土してい

る。壁溝内では，3の土師器杯が南壁港内の覆土中か

ら，17の土玉が東壁構内の覆土中から出土している。11

の土師器高杯は，中央部北寄りの覆土上層と覆土下層から出土した破片が接合している。12の土師器嚢は，竃

東袖部付近の覆土下層と床面から出土した破片が接合している。その他，覆土中から4，9，10の土師器杯が

出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から6世紀複葉と考えられる。

－254－
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第195図　第166A住居跡出土遺物実測図（2）
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図版番号㌃可彿料汗’器形の　特徴H「 予当年㌣隼隼」堅空塑堅 備　　考

第摘図 球　　A　は。扇　打線部一一一一一一一一ふ部欠損。丸底。体部は内　冒嫁部内8外商桟ナデ。体部外商　雲母 ㌘549　　　鮒％

且土師器　H　工う「曾して立ち十が上　目縁部は煩く　ヘラ削上内面放射状のヘラ磨き∵　黒色 覆土申　PLLH

直立する＋　　　　　　　　　　　　 内・外面黒色処理∴　　　　　　　 普通

2

棒　　Å　路の　に嫁部…ハムルふ部欠損。丸底。体部は内　コ縁部内の外商桟ナデ。休部外商　石英も雲母 ㌘550　　　桁％

土師器　迅　速を6　攣して立ち′上がり撃　描線部は短く　ヘラ削り穿内海放射状の鵜ラ磨き。にぷい橙色 床面　　PLHJ

直立する十　　　　　　　　　　　　 両・外面黒色処理∴　　　　　　　 普通

3

林　　A　は0　日緑雷一部大損＋　丸底＋休部は内　目線部内・外面構ナデ∴休部外面　有英・霊母 P551　　　六）㌦

士柚器　H　寸言　曾して千十十が上　目縁部は如く　へラ削り，内面／＼ラ磨き＋　内・外工ぷい褐色 壁港内　㌘Ⅲ24、

直立する。　　　　　　　　　　　 商黒色処理。券面勘．j准。　　　　　 普通

［

4

林　　A　待．　底部から目線部片∴　丸底∴休部は「1線部内・外面構ナデ∵休部外面　霊母 ㌘552　　　翻％

十師器　8　4．0 両曾して立ち十が上　目緑部は直　へラ削主　両面ナデ∵　内・外面黒　黒褐色 将士車　PLは寸

立する。　　　　　　　　　　　　　 色処理。　　　　　　　　　　　　　 普通

㌣3

棒　　Å　臓を　　底部からに縁部片こ　丸底。体部は　描線部内の外商横ナデ。倦部外面　石英の雲母 ㌘553　　　醜％

土師器　H　5．バ　内曾してI立ち十が上「イ緑部との　ヘラ削り藻，ナデ，内面ナデつ年　黒色 床面　　PLは寸

境に稜を捲り。描線部は内傾する。外商異色処理。　　　　　　　　　 普通

6

杯　　八　日．2　底部から目線部片＋　丸底∴休部は　目線部内・外面情ナチ＋休部外面　霊母・スコリア㌘55複　　　55％

土師器　B　。　内攣して立ち＿上が机　に嫁部は直　へラ削　後　磨凱内面ナデ。内を　黒褐色 掩士車　PLLH

立する。　　　　　　　　　　　　 外商異色処理。　　　　　　　　　 普通

ア

林　　A l∴J　底部から「1緑部片∴　丸底∴体肺は自席摘出「外面植ナナ∴　休部外面　霊母・スコリア㌘555　　　55％

十師器　H　tバ「甘曾して十ち十がリ．「1線部との　ヘラ削有弘ナデ†内面ナデつ内・日にぷい橙色 将士車　PLLH

境に明瞭な稜を持づ＋「1線部は両　外面黒色処理∴ 普通 二次焼成

傾する。

i

呂

林　　Å　つ」．十　底部から目線部片＋　丸底∴休部は　目線部内・外面怖ナナ＋　休部外面　圭母・1コリア㌘5猶　　　祁％

士擁器　H　l言　再曾して立ち十が十，目線部はわヘラ削十　内面ナデ＋　　　　　　　 黒褐色 床面　　㌘Ⅲ24

ずかに内傾する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通 二次焼成

9

琢　　Å［且説6］底部からに梯部片。：丸底。体部は　に：縁部内の外面横ナデ。体部外商　長石8雲母 ㌘5欝　　　舗％

土師霹　B　　や　　内攣して立ち上が勘　に縁部との　ヘラ削勘内面放射状汐へラ磨。族黄褐色 覆土中　野Ⅲ24

境に明瞭を稜を持つ。㌻二線部はわ　内あ外商黒色処理。器商荒れ。　　普通

ずかに内憾する。

10

m

鼠2

13

且4

15

16

塚　　A［13の4］底部から打線部片。丸底。体部は　打線部内あ外商横ナデ。体部外面　雲母の．スコリア㌘558　　　50％

土師器　B　拍あの　内攣して立ち上が娠i二線部とのヘラ削上　内面ナチ＋　再・外面黒　暗赤褐色 穫土中　㌘Ⅲ飢

㌘559　　　測％

境に明瞭な綾を持つ＋「1線部は両　色処理＋ 普通

廃する。

高　　林　Å！苦言　林部片＋林部は内曾気味に立ち十　日緑部内・外面植ナデ＋休部外面　長有・霊母・フ∴コ

士帥器　H　←寸．扇　が上　目線部との境に綾を持つ＋　ヘラ削り後，ナデ，内面ナチ＋　内　リア 将士中　PLLH

㌘561　　灘％

［二線部は外底する。　　　　　　　 薗窯色処理。　　　　　　　　　　 橙色

普通

嚢　　A［蟻も射　爆部からに嫁部片。体部は内攣し　描線部内の外商横ナデ。体部外商　長石も石英や雲母の

十紬　器‖　目　し1∴ト‖－こ立ち十が上目緑部は外反する＋ヘラ削りl内面ナチ∵　　　　　　　 スコリア 将士車・床面

㌘563　　　蟻％

明赤褐色

普通

聾　　A［蟻誹］体部か射縁部片。体部は内攣気　描線部内の　桁毎横ナデ。体部桁毎　石英の雲母さスコ

土師器　B　組あの　味に立ち上が娠　描線部は外反す縦位のヘラ削り．内面へラナデ∵　リア 将士申

㌘5寝　　　摘％

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 明褐色

普通

婆　　Å［㌶諸］体部から描線部片。体部は内攣し　描線部内の外面横ナデ。体部内の　長石0石英を雲母

土師器　B　柏を射　て立ちU．上が娠m縁部は外反する。外面ナデ。 橙色 将士申

P560　　　45％

端部は十方にわずかにつまみ十げ　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通

られている∵

軌　　A！乱立　休部か畑廿緑部片＋休部は外面し　目線部内・外面楯ナナ＋休部外面　長有・有英・霊母

土師器　B　緩。封　て立ち上が娠描線部は外庭する。ヘラ削娠　内面ナデ。　　　　　　 にぷい黄褐色 電再　　PL12寸

㌘5糾　　　摘％

普通

ミニ十∴「漂‖　B　t　ご」〕底部から恥部片＋　平底∴休部は内　休部外面へラ削有数　ナチ，内面　長有・右英・雲母

土師器　C　369　攣気味に立ち上がる。　　　　　　 ヘラ磨き。底部へラ削り後学ナデ。明黄褐色 床面

普通

一一一2封　－



図版番号
器　 種 i長さ毒 。。m）；建孔径議 射 g車 土地点　 備　　 考

第195固持土　　 玉i ・中　 木　 の目　 錆をア　 壁　 港　 内iD㌘撒　 摘％　 軋蟻7

18 拉 ＿ ＿ 皇 」 曇 と 」 」 土 工 ＝ 正 三 三 重 丁 茹 寺 「 汀 蒜 ㌃ 『 蒜 ㌃ 議 義

19 と ～ j ⊥ 」 ⊥ 」 曇 土 工 三 司 三 年 蒋 ㌃ ‾ 議 市 蒜 … 議 ㌃ 詣 蒜

第19滴20 支　　 卿巨 鵬 ！ 柏や項　　 恒 2 凍　 床　　 面 膠鋸　 祁％

第ヱ95図21 、　 玉i 可　 の日　 の目　 可 覆　 土　 可 汎 用　 鵬

匪版番号　器　　　種
亘 送 還 毒 記 石　 中 読

備　　　　　　　　考
蜘 嫡霊　管　　　　 玉 0日　 を1　 0日　 且の中 骨　　 看 護　 土　 中

Q う3　 100㌦　　 P L lTJ

図鵬車　 種伝 議 識 叫　　　　値 巨　 質 出土凱在i 備　　 考
紳輔極繍
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位置　謂登区の北部学　監鍼　区。

重複関係　本跡が　第摘風音住居跡の北壁酋儲瞳掘　込んで締る。
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壁　壁高は翻～器¢抱で汐　はぼ垂直に立ち上がる。
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部と竃内から雲母片岩が検出され　竃の補強材として使用されたと考えられる。両磯部の基部は　地山の闇－

ム層を削　出して構築している。鬼床部奥から煙道部にかけては　光熱を受けて赤愛して折る。火床部は　床

ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　・．

篭土層解説

1掲　　　色　焼上・損じ事つ∴しトム小ブし「ノケ・し＿トム粒「微量

2　褐　　　色　焼巨尉ヒ粒J’・・ローム′巨ノ、’ロ・ソク・しトーム半日一少払　暁巨巨ノ’、ロ、、ノク微量

：－；暗　褐　色　炭化粒j∴中量，焼‖章子少結　焼上・大・小プロ、ソク・tコーム小ゾ［「ノク・ロー月立子微量

4　明褐灰色　粘土粒子中量，焼土e炭化粒子中量

う　叶「小柱目上　焼上中プロ、、′ク・焼‖1つ′・少量　焼巨恒、主上・′ク・損じ物・損じ粒J’・・t二ト月、ゾt＿ト′ク・t二ト叫行脚｝；‥

′

土層解説

l　黒　褐　色　ローム粒子少量　炭化粒子微量

極暗褐色　ローム粒子少量　焼損炭化粒子微量

！；暗　配　色　U－∴・帖‖J′守少量，炭化粒J’一・U一一∴小ゾUlソパ微量
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遺物　土師器片317点（杯片167点，嚢片150点），須恵器片56点（要片56点），鉄製品1点，191・5g，含鉄淳7・6g

が出土している。覆土下層では，第197図4の土師器高台付椀が北壁際から正位で出土している。床面では，1

の土師器杯が中央部から斜位で，6の土師器高台付椀が竃付近から，7の土師器小皿が南東コーナー部から出

土している。竃内では，5の土師器高台付椀，8の土師器嚢が覆土下層から，9の土師器甑が北袖部内と覆土

下層から出土している。3の土師器杯は，北壁際の覆土下層と南壁際の床面から出土した破片が接合している。
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第196図　第166B号住居跡実測図
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その他，覆土中から2の土師器杯，10の灰粕陶器高台付椀，11の釘が出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から10世紀後葉と考えられる。
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第197図　第166B号住居跡出土遺物実測図

第166B号住居跡出土遺物観察表
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図版番号器　種計測値（Ⅷ）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　考

第197図土不A　ll．0底部から日録部片。平底。体部は口縁部，体部内・外面ロタロナデ。石英・雲母・スコP565　　　70％
1 土師器B　　3．2内攣気味に立ち上がり，口緑部に底部回転糸切り。 リア 床面　　PL124
C　　5．3至る。 にぷい橙色

良好

二次焼成

2

杯A［14．2］体部から口綾部片。休部は内攣し口緑部，体部外面ロタロナデ，内石英・雲母 P566　　10％
土師器B（4．6）て立ち上がり，口緑部はわずかに面横位のヘラ磨き。体都下端回転暗褐色 覆土中
外反する。 ヘラ削り。内面黒色処理。 普通 二次焼成
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図版番号　 器 種 恒 縮 mラ 器 形　 の　 特　 徴 ！ 手　 法　 の　 特　 徴 胎圭 鯛 凋 痢　 メ備　 考

第相 聞　　 棒　　 A　 は魁が 体部から目線部杵。体部は内攣し　 打線部　 体部外海口グロナデブ　内 長有 ・石英 ・霊母　 P 演8　　 郎㌦

土 師 一器　 B　再。釦 て立ち上が娠　 目線部はわずかに　 面へラ磨 。内薗黒色処理。 明黄褐色　　　　　 将士中 ・床面

外反する。 普通　　　　　　　 二次焼成

高台付椀　 A l上寸 打縁部W””′′′A部欠損。高台はノの字状　 描線部内の外商へラ磨 。体部外 産着の石英の雲母の　㌘567　　 踊％

4　 土 師 器 鵠 ：；

E　　 銑9

に開くご体部は内攣して立ち上が　 海口タロナデ普　内海へラ磨き。高 フ∴コリア　　　　　 塵十中　 P L l器

り受　口縁部はわずかに外反する。　 台貼付け。内 さ外商黒色処理。 橙色　　　　　　　 二次焼成

普通

高台付椀　 H　 H 言） 高台部か㍉目線部片＋　高台はハの　 体部内・外面ロクロナデ∵　高台貼 有薬・霊母　　　　 P 5γ8　　 蘭㌦

1　　 士 帥 器　 ＝　　 ∴＝ 字状に開く。体部は内攣気味に立 付け。 にぷい褐色　　　　 竃内

E　　 L 3 ち上がる。 普通　　　　　　　 二次焼成

高倉杵椀「B （説D 高台部からI H侵出昔「 高台はハの　 休部外面ロケU ナチ†内面へラ磨 石英・霊母　　　　 P　相　　　 即㌦

6 士 師 器　 D　 注目 字状に開く。体部は内攣して立ち　 き。高台貼付け。内面黒色処理。 橙色 床面

E　 l．0 上がる。　　　　　　　　　　　　　 体部外商下端墨書。 普通　　　　　　　 二次焼成

小　　 皿　 A ［9む2］ 底部からは縁部片。平底。体部は　 描線部，体都農巨夕翫紅ロタロづつ㌔ 長有 ・実母 ・スコ　 P 言い　 ・＝㌦

7　 捌 摘 黒 』 鵠 内攣気味に立ち上がり資［二等嫁部は　 底部河転糸切り。 リア　　　　　　　 床面　　 ㌘損 2複

わずかに外反する。 橙色　　　　　　　 二次焼成

普通

嚢　　 A ［26を3］ 体部から打線部片。体部は内攣L　 m 縁部 体部内 e外面ロタロナデ。 有薬 ・実母 9 1 」　 P l白　　　 川㌦

土 師 器　 B　組 の扇 て立ち上が娠 打線部は外反するご リア　　　　　　　 電内

端部は外上方にわずかにつまみ上 にぷい樟色

げられている。 良好

甑　　　 B （15。4） 底部から体部片。多孔式。体部は　 体部外商横位のへラ削りタ　内面ナ 有薬 ・雲母　　　　 P 冨　　　 持㌦

9　　 土 師牒糾 C ［路潮 外憾して立ち上がる。　　　　　　 デ　 内面下端へラ削 。 橙色　　　　　　　 竃内

普通

高台付椀　 Å　つ1．十 高台部から描線部片言三日月高台。 描線部 体部内やダ摘離コタロすう㌔ 長有　　　　　　　　 P 両γ　　　 骨㌦

10　 灰鯛 希 書 ［鵠 体部は内攣して立ち上が勘　 打線　 底部回転へラ削　 後 高台貼付け。 床黄色　　　　　　 覆土中　 野Ⅲ25

部はわずかに外甘辛る　　　　　　 目線部内・外面，休部両面施紬刷 良好　　　　　　　 黒井佃骨窯式

E　　 銑9 毛塗り。

い．離 。。 蔓　　 計　　 測　　 値　 信 士独占
備　　　　　　　　　　　　 考
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第198図　第167号住居跡実測図

寵土層解説

1暗　褐　色　焼土大・中ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子・ローム中・小ブロック微量

2　褐　　色　ローム小ブロック中鼠焼土粒子・ローム中ブロック少鼠焼土小ブロック・炭化物・炭化粒子微量
3　暗　褐　色　ローム粒子少鼠焼土小ブロック・焼土・炭化粒子・ローム小ブロック微量

4　暗赤褐色　焼土粒子中鼠焼土小ブロック・粘土粒子少量，焼土中ブロック・炭化粒子・ローム中・小ブロック・ローム粒子微量

覆土　4層からなり，レンズ状の堆積を示し，自然堆積である。

土層解説

1　褐　　　色　ロ

2　褐　　　色　ロ

3　暗　褐　色　ロ

4　褐　　　色　焼

ーム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土小ブロック・焼土・炭化粒子・ローム中ブロック微量

土

ム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土・炭化粒子・ローム中ブロック微量
ム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土・炭化粒子・ローム大・中ブロック微量

・炭化・粘土粒子少量，焼土小ブロック・炭化物・ローム中・小ブロック・ローム粒子微量

遺物　土師器片149点（杯片26点，椀片1点，聾片121点，高杯片1点），須恵器片19点（杯片16点，嚢片3点），

合鉄樺44・5gが出土している。覆土上層では，第200図4の須恵器杯が北壁際から逆位で出土している。覆土

中層では，2の土師器杯が南壁際から，3の土師器嚢が西壁付近から，5の須恵器杯が南壁際から出土してい

る01の土師器杯は，北壁際の覆土上層と中央部北寄りの覆土中層から出土した破片が接合している。その他，

覆土中から6の須恵器杯が出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から7世紀後葉と考えられる。
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第199図　第167号住居跡出土遺物実測図

第167号住居跡出土遺物観察表

二．・：

図 版 番 号 器 　 種 計 測 値 （c m ） 器 　 形 　 の 　 特 　 徴 手 　 法 　 の 　 特 　 徴 胎 土 ・ 色 調 ・ 焼 成 備 　 　 考

第 1 9 9 回 杯 A 　 1 4 ． 5 底 部 か ら 口 緑 部 片 。 丸 底 。 休 部 は 口 緑 部 内 ・ 外 面 横 ナ デ 。 体 部 外 面 雲 母 ・ ス コ リ ア P 5 7 4 　 　 　 8 0 ％

1 土 師 器 B （ 5 ． 1 ） 内 攣 し て 立 ち 上 が り ， 口 緑 部 は わ ヘ ラ 削 り ， 内 面 放 射 状 の ヘ ラ 磨 き 。 に ぷ い 橙 色 覆 土 中

ず か に 外 反 す る 。 普 通 二 次 焼 成

2

杯 A ［ 1 3 ． 9 ］ 底 部 か ら ロ 縁 部 片 。 丸 底 。 体 郡 は 口 緑 部 内 ・ 外 面 横 ナ デ 。 体 部 外 面 雲 母 ・ ス コ リ ア P 5 7 5 　 　 　 4 0 ％

土 師 器 B 　 　 4 ． 2 内 攣 し て 立 ち 上 が り ， 口 緑 部 と の ヘ ラ 削 り ， 内 面 ナ デ 。 内 ・ 外 面 黒 黒 褐 色 覆 土 中

境 に 稜 を 持 つ 。 目 線 部 は 内 攣 す る 。 色 処 理 。 普 通 二 次 焼 成

3

．一 A ［ 1 2 ． 4 ］ 体 部 か ら 口 縁 部 片 。 休 部 は 内 野 気 目 線 部 内 ・ 外 面 横 ナ デ 。 体 部 外 面 長 石 ・ 石 英 ・ 雲 母 P 5 7 6 　 　 1 0 ％

．土 師 器 B （ 6 ． 4 ） 味 に 立 ち 上 が り ， 口 緑 部 は 外 反 す

る 。

ヘ ラ 削 り ， 内 面 ナ デ 。 黒 褐 色

普 通

覆 土 中

4

杯 A ［ 1 5 ． 2 ］ 底 部 か ら 口 縁 部 片 。 平 底 。 休 部 は U 緑 部 ， 体 部 内 ・ 外 面 ロ ク ロ ナ デ 。 長 石 ・ 雲 母 P 5 7 7 　 　 　 4 0 ％

須 恵 器 B 　 　 4 ． 9

C ［ 8 ． 6 ］

外 傾 し て 立 ち 上 が り ， 口 縁 部 は わ

ず か に 外 反 す る 。

底 部 回 転 へ ラ 削 り 。 灰 黄 色

良 好

覆 土 中

5

杯 A ［ 1 5 ． 0 ］ 底 部 か ら 口 緑 部 片 。 丸 底 。 休 部 は 口 緑 部 ， 体 部 内 ・ 外 面 ロ ク ロ ナ デ 。 長 石 ・ 石 英 P 5 7 8 　 　 　 3 0 ％

須 恵 器 B （ 4 ． 7 ） 外 傾 し て 立 ち 上 が り ， 口 縁 部 に 至

る 。

底 部 回 転 へ ラ 削 り 。 灰 色

良 好

覆 土 中

6

杯 A ［ 1 5 ． 6 ］ 底 部 か ら 口 緑 部 片 。 平 底 。 体 部 は 口 縁 部 ， 体 部 内 ・ 外 面 ロ ク ロ ナ デ 。 石 英 ・ 雲 母 P 5 7 9 　 　 　 4 0 ％

須 恵 器 B 　 　 4 ． 6 外 傾 し て 立 ち 上 が り ， U 縁 部 に 至

る 。

底 部 回 転 へ ラ 削 り 。 浅 黄 色

良 好

覆 土 中

第168A号住居跡（第200図）

位置　調査区の中央部，D3h6区。

重複関係　当初，1軒の住居跡として調査したが，床下からも床面と壁溝が検出されたことから，上位のもの

を第168A号住居跡，下位のものを第168B号住居跡とした。4か所の主柱穴は，すぐ南側にもそれぞれ柱穴が

掘られていた。北側の柱穴内の覆土はロームブロックが多く，埋め戻されたと考えられることから，南側のも

のを第168A号住居跡に伴う主柱穴，北側のものを第168B号住居跡に伴う主柱穴とした。

規模と平面形　長軸7．50m，短軸7．42mの方形である。

主軸方向　N－200－W

壁　壁高は48－65cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　全周する。上幅16－376m，下幅6～16cm，深さ3～13cmで，断面形はU字状である。

床　平坦で，壁下付近を除いて全体がよく踏み固められている。

ピット　4か所（Pl～P4）。Pl～P4は，長径56～［69］cm，短径［43］～61cnlの楕円形，深さ58－74cm

である。規模と配列から主柱穴と考えられる。
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竃　北壁中央部に，砂混じりの褐色粘土で構築されている。天井部は崩落しており，両袖部が残存している。

規模は，煙道部から焚き口部まで147cm，両袖最大幅172cm，壁外への掘り込みは41cmである。火床部は，床面

を4cmほど掘りくぼめており，火熱を受けて赤変している。煙道部は緩やかに立ち上がる。

寵土層解説
1暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土・炭化・粘土粒子微量
2　黒　褐　色　焼土・炭化粒子・ローム小ブロック・ローム・粘土粒子少墓，焼土中ブロック・炭化材微量
3　暗赤褐色　粘土粒子中量，焼土小ブロック・焼土・炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子少畳
4　褐　　色　ローム粒子中量，焼土粒子・ローム小ブロック・粘土粒子少量

5　暗赤褐色　焼土粒子中量，焼土中ブロック・炭化粒子・ローム小ブロック・ローム・粘土粒子少量
6　暗　褐　色　ローム粒子中量，炭化物・ローム小ブロック少量，焼土小ブロック微量
7　暗赤褐色　焼土粒子中量，粘土粒子少鼠　炭化物微量

覆土　4層からなり，レンズ状の堆積を示し，自然堆積である。

土層解説
1黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土小ブロック・焼土・炭化粒子微量

2　暗　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子・ローム小ブロック少量，炭化物徴呈

3　暗　褐　色　焼土粒子・炭化物・炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子微量

4　極暗褐色　炭化物・炭化・ローム粒子少量，焼土粒子・ローム小ブロック微量

遺物　土師器片1040点（杯片185点，嚢片854点，甑片1点），須恵器片35点（杯片14点，賓片20点，蓋片1点）

土製品1点，石製品1点，鉄製品3点が出土している。覆土上層では，第201図4の土師器杯が中央部から，7

の土師器嚢が中央部東寄りから出土している。竃内では，1，2の土師器杯が竃酉袖部内から，6の土師器莞

ノ
、ここt、1　　1

l

∴∵二手二二二
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第201図　第168A号住居跡出土遺物実測図
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第蟻風音佳屠捗出土遺物観察表
図版鵬 極 橙 i計測酌 可　 音 形 の 特 徴 ； 手 法 の 特 徴　 恒 櫓 針 射 項　 儲宥　 考

第邦 画　　 棒　　 A　 e8　 ㌃働 距 部欠損○丸底○休部綱　 に凋部 内 0タ摘 横げ 。体部夕摘　 長石 を雲母　　　 ㌘58の　　 95％

土 師 器　 B　 を　　 攣 して立ち上が 娠　 描縁部との境　 へラ削 娠　 内海へラ磨 。　　　 にぷ齢黄橙色　　 竃内　　 乱 ほ5

に稜を持つ。「′が．1線部は内憾する。　　　　　　　　　　　　　　　 普通　　　　　　 二次焼成

塚　　 A　 9の3　 倦部学　臣二寺縁部一一一一一一一部欠損。丸底。体 i二］緑部内 0タ滴 横ナデ。体部夕摘　 石英 ぬ雲母　　　 ㌘5鋸　　 95％

ご　 「つ抽 器　 H　 ！H　 r船津 庸 して立ち十が 上 「南 部　 へラ削 上 内面放射状のヘラ磨き＋　吠黄褐色　　　　 電再　　 P L描

は内傾する＋　　　　　　　　　 内 ・外面黒色処理∵器面風船‡　 普通　　　　　　 ∴次焼成

塚　　 Å ［摘る3］ 休部から打線部片。体部は内攣 し　 目線部内 も外面横ナデ。休部外商　 石英 の雲母　　　 ㌘粥2　　 渕％

土 師 器　 B　摘 めか　 て立ち上が 勘　 打線部は短　 内俺　 へラ削娠　 内面ナデ。内 を　桁毎窯　 にぷい橙色　　　 覆土中 0床面

する。　　　　　　　　　　　 色処理。　　　　　　　　　　 普通　　　　　　 二次焼成炉監且25

棒　　 A　は342〕 底部から打線部片。丸底。体部は　 描線部内 のタ摘 撥ナデ。体部夕摘　 長石 の雲母 ゆ．スコ ㌘5消　　　 購％
凌　 げ 綱 ㌍ 3当 禁 蒜 謡 豊 畏 霊 霊 巨 細 機 材 湖 酢 荒　 に急 戦 覆土中

二次焼成
ずかに外傾する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通

高　 林　 8　バ 守　 胸部片＋円筒状である＋　　　　　 湘部外面航位のヘラ削り軋 十デ† 長有 ・有薬 ・実母 ㌘5鋸　　　　 ％
5　　 土 師 器　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 内面ナデ。脚部夕摘 赤彩。　　　 赤褐色 穫土中

普通

蛮　　 風 ［建つ］ 体部から ‾一一縁部片。体部は内攣 し　 描線部内 の外商横ナデ。倦部内 あ　石英 あ雲母 ㌘585　　　 5 ％

電再6　 土 師 器 附 469） 孟孟志孟雲芸；票 豊 濃 禁 外面ナデ。　　　　 慧 褐色

いる。

婆　　 A ［且凱速］ 休部か らm 縁部首。体部は内攣し　 描線部内 の外面横ナデ。体部 桁毎　 長石 の石英 e雲母 ㌘5糾　　　　 ％
ア　　 土 師 器　 B　融 凍　 て立ち上がり　目線部は外圧する。 へラ削娠　 内面ナデ。　　　　　 明赤褐色 将士申

普通

固尋 二 刃 率 毒 霊 箇 謡 志
出土地点　　　　　　備　　　　　　　　　　考

と逗二＿墜「宰凍「㍉言下「「千石蒜 覆　土　年中閥＋納

図版番号　器　　　種
i凝議 扇。。mラ；ぢ厚紬 竃畳討 出土地点　 備　　 考

摘　　刀　子　茎 望生」曇聖上」埜十字示汀㌻蒲「町議㌻義議
1且　序明鉄製品 聖 止 曇 吏 」 聖 上 ヰ 可 嘉 手 可 義
12　序明鉄製品 望辻土壁⊥曇 d j 手 薄 『㌻可議

2（う5　－－－－



第168B号住居跡（第202図）

位置　調査区の中央部，D3h6区。

重複関係　本跡は，第168A号住居跡によって掘り込まれている。

規模と平面形　長軸7．50m，短軸6．74mの長方形である。

主軸方向　N－200－W

壁　壁高は48－65cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　全周する。上幅14－38cm，下幅5～16cm，深さ3～13cmで，断面形はU字状である。

床　平坦で，中央部は踏み固められている。

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P4は，長径［51］～［55］cm，短径44～50cmの楕円形，深さ61～85cmで

〕l　　叫　Ll
33．4m

ヽ＝土子
1

第202図　第168B号住居跡・出土遺物実測図
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ノ　．　　　　　　．　　　　！　ノ′／．　　　、　、、　　　　、・　　言　　　　　　　　′、．

出入用！施設に伴うど、ソトと考えられる、－．

ノ′　　　　　′　　　　　　／　　　　　　′　　　ヽ　　′　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　ー　　′　　　　　　　　　　　　　　　J　　　　　　　　　　　　　′　′

′　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　　　　　　　　　　　ノ　　′　　　　　．、

′　′　　　　　　　′　′・　′　’！・・　　　　　′．ノ　′一．　　・．・・

土層解説

l　褐　　　色　ローム中・小ブ1」、∵ク中量

濃磯　第錮図　の鉄鉱茎が商壁際の覆土下層から出土しているのみで　その他の遺物は皆無である。

′　　　　　　　　　ニ　　∴　　　　ハ　　ノ　　′　．′　　＝

ノ・　、　　　　　　　　　　　ノ　′　′′

図版激高蔓　種」」と＿杢＝曇二才需嘉
附裔　　序絢可幅廟 Jlをlヽ厚さ（cm）重量（g）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 プ

第鋳鋼ユ鉄　鉱　茎i待項　09
い．寸
塗中華　土　中極示寺議

′　　　　　　′

ノ　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　・．′

′　　　　　　　　　　　　・．　　　　　　　　　　　　′′　　　　　′　　　　　　　　　　　　　′

ノ　　　ー　　　　　′ノ　　′′　　　′　　　　　　　　　　　　′　　　　′　　　　　　　　　′

′　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　・・・′′

壁藩　踏み固められた床面などが検出されな齢芸とかち　第蟻Å骨住居跡は　第蟻選者住居の建て替えの呼

能性がある、＿

ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　′

′　　　　　　　　　　　　　　　　′′　　　　．′　　　　　′′′′′′　′　　ノ　　　　　　　′．　　　　　　ノ　　′′

童朝霧陶　第蟻A常住屠跡はN…摘0…Eである。第摘B号佳屠跡の主軸方向は厳密には不明であるが　主

ノ　　　　　′　′　　　一　　　　　　　　　　　′　　・・′　′′′′．

ノ　　　　　′′　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　ノ　　′

壁湧　第蟻風音住居跡は登用するe上幅摘～射麺　下幅　～撒迅　深さ　～腑鞄で　断面形はU字状である。

第1＿（用B号住居跡は確認されていない、

床　第蟻Å骨住居跡は　平坦で　踏み固められた部分は見られな齢。第蟻B号住居跡の床面は　第蟻A号

佳屠跡の床面の下位から確認されなかったことから　ほぼ間じある齢はその上位にあった可能性がある。

一一　　　　　　′′　　　　　　　　　　　　′′　　　　　　　′　　′　　一　　　　　　　　　′

－　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　′　　　　　　　　一　　　　　　　　′　　　ノ　　′

・・ノ′　　．、　　　　　　　′　　　　　・　′　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　′

′．　　　　　、　ノ　ノ　　　′．　　‘′　二　　　　．、　　′

′′　　　　　　　　　三　　　　　　　　　　　　　　ノ　　．　　　　　　　ノ　′　′．：．　　　　　1′・′

′ノ　　　　　　　　　′　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　′　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　′

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　′　　　′　　　　　　　　　　　　′　′　　　　　′　　　　　′ノ

‥　2（う7　－
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第203図　第169A・169B号住居跡実測図（り
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第調図　第柑風号健腰跡実測図餞）

0　　　　　　　　　　　　　　頂m』

貯蔵究　飢69A号住居跡の貯蔵穴楓∴円と南壁の間に付設され　長径紬m　短径柏cmの楕円形で，深さは

55cmタ断面形はU字状である。第169B号住居跡の貯蔵穴は，南東コーナー部に付設され　長径浮封cm　短

径63cmの楕円形で　深さは紬　断面形はU字状である。翫69Å号住居跡の貯蔵穴が　凱梱B号住居跡の貯

蔵穴を掘り込んでいる、－、

貯蔵穴土層解説

第169A号住居跡の貯蔵穴は，3層（第1～3層）で，第169B号住居跡の貯蔵穴は，単一層（第4層）である。
1暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土・炭化載子微量

ゴ　褐　　　色　しト一月白’一少品　焼ト尉ヒ粒J∴ローム小プロ、、′ク微量

3　にぷい褐色　ローム粒子中量，焼土e炭化粒子微量

4　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中豊

壌　雛69A号住居跡は，東壁中央部に砂混じりの褐色粘土で構築されている。天井部は崩落しており，両袖

部が残存している0規模は，煙道部から焚き口部まで122cm，両袖最大幅12cm　壁外への掘　込みは凱cmであ

る。火床部は，床面を4cmほど掘りくぼめておりタ火熱を受けて赤愛している。土製支脚が，火床部奥に置か

れている。煙道部は緩やかに立ち上がりタのち外傾して立ち上がる○雛69B号住居跡の竃は，その痕跡が検

出されないことから，飢69A号住居跡の竃が第169B号住居跡の段階から使用されていたか，同位置で造り替

えが行われたものと考えられる。

竃土層解説

1褐　　色　ローム粧子中鼠焼土中ブロックの焼土e炭化粒子0ローム小ブロック微量

2　明　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少鼠廃土小ブロックも焼土e炭化粒子のローム中ブロック微量
3　褐　　色　焼土中ブロックも焼土eローム粒子少鼠焼土中ブロックや炭化粒子・ローム小ブロック微量

4　暗赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子中量，廃土小ブロックやローム粒子少量，焼土太ブロック。炭化粒子微量
5　明赤褐色　焼土太ブロック多量

6　褐　　色　焼士小ブロックの焼土粒子。ローム中・小ブロックゆローム粒子少鼠炭化粒子微量
7　明　褐　色　粘土粒子多量，焼土0炭化粒子微量

尊堂　第169A号住居跡はア層からなり，レンズ状の堆積を示し，自然堆積である。第169B号住居跡の覆土は

ない。

土層解説

1黒　褐　色　ローム粒子中量，焼土・炭化粒子微量

2　褐　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少鼠焼土も

炭化粒子微量

3　灰　褐　色　粘土粒子中量，焼土e炭化粒子微量

4　褐　　色　ローム粒子中量，炭化粒子eローム小ブロック微量

5　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

6　褐　　色　ローム粒子中鼠　炭化粒子少量，焼士粒子微量

7　褐　　色　ローム粒子中鼠　炭化粒子微量

－1－－－－269－…l1－－－
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第謂図　第柑風号健贋跡出羞遺物実測図

第摘A号住居跡出土遺物観察表

遺物　第169A号住居跡からほ，土師器片417点（棒

片43点，登片369点，甑片3点，高塚片2点），須

恵器片2点（琢片1点，椀片1点），土製品2点

が出土している√　床面では，第205図1の土師器

杯が南東コーナー部付近から正位で出土してい

る。竃内では，3の土玉，4の土製支脚が覆土中

から出土している。その他，覆土中から2の土師

器嚢が出土している。第169B号住居跡の遺物はタ

検出されなかった。

所凰　第169A号住居跡の時期は，遺構の形態及

び出土遺物から6世紀中葉と考えられる。第169

B号住居跡は，第169A号住居跡に建て替えられ

ておりタ　その建て替え時期は第蟻Å号住居跡の

廃絶時より古いことは確かであるが，伴う遺物が

なく詳細な時期を特定することはできないご

図版番号 器　 種 計測値 （cn） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎十 ・色調 ・焼 成 備　　 考

第 20 5回 杯 Å　 12．8 口 縁部一部 欠損 。丸底。体部 は内 目線部外 南棟ナデ後 ，ヘラ磨 きタ 長石 ・有英 P 58 8　　　 95％

1 土 師 器 B　　 5。1 攣 気味 に立 ち上 が り，目線部 との 内面横 ナデ。体部外商 へラ削 り， 赤橙色 床 面　　 P L 12 5

境 に 稜 を持つ。目線部 は内傾する。 内面 ナデ。器面荒れ。 普通 二次焼成

2

婆 B （軋 2） 底部か ら体部 片。平底。体部 は外 体部外 面へ ラ削 り後 ，ナデ，内面 石英 。雲母 P 58 9　　 10％

士 帥 器 C　　 臥 8 傾 して立 ち上 がる。底部 は突 出 し

てい る。

ナ デ。 にぷい赤褐色

普通

覆土中

図版番号 器　　　 種

計　　　　　 測　　　　　 値
出 士 地 点 備　　　　　　　　　　　 考

長 さ（cm） 径 （cn） 孔径 （cm） 重量 （g ）

3 十　　　　 王 3．6 3．3 私 9 3 3 ．5 竃　　　　 内 D P 8 3　　 m 0％　　 P L 用 7

4 支　　　　 卿 15．5 5．7 － （50 6．9） 竃　　　　 内 りP 8 8　　　 9 0％　　 P L 17 3

∴　テニi∵∵∴一．－　′こ一つ′．′－く・

位置　調査区の中央部タ　E3a7区。

規模と平面形　長軸3。60mタ　短車由3。00mの長方形である。

主軸方向　N－90い－E

壁　壁高は30～35cmでタ　外傾して立ち上がる。

壁湧　東壁の南側と北壁中央部の壁下を除いて巡っている。上幅蟻～罰cm　下幅　～　cm　深さ　～　cmで，

断面形はU字状である。

床　平坦で，竃前から西壁にかけて踏み固められている。

ぽッ睦　3か所（Pl～P3）。Pl～P3は，径29～56cmの円私　深さ28～33cmである。規模と配列から主柱穴

と考えられる。

…一一一一一一一一一一27（：）1－一一一1
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第206図　第170号住居跡実測図

日　　㊤

‾圏‾

竃　東壁中央部に，砂混じりの褐色粘土で構築されている0袖部は削平され，残存していない。規模は，煙道

部から焚き口部まで105cm，壁外への掘り込みは79cmである0火床部は，床面を10cmほど掘りくぼめており，

火熱を受けてわずかに赤変している。支脚は雲母片岩を使用し，火床部の奥に置かれている。煙道部は緩やか

に立ち上がる。

琶土層解説

1暗　褐　色　ローム小ブロック中量，ローム・粘土粒子微量

2　暗　褐　色　粘土粒子少量，焼土小ブロック・焼土・ローム粒子微量
3　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

4　黒　褐　色　炭化物少量，焼土・炭化・ローム・粘土粒子微量

5　暗赤褐色　焼土′トブロック・焼土・ローム粒子少量，粘土粒子微量

6　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土・粘土粒子微量

覆土　6層からなり，レンズ状の堆積を示し，自然堆積である。

土層解説

1黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

2　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

3　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土・炭化粒子微量

4　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

5　暗　褐　色　焼士・炭化・ローム粒子微量

6　褐　　　色　焼土粒子中量，焼土小ブロック少量
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遺物　土師器片103点（杯片21点，椀片2点，嚢片80点），須恵器片18点（杯片14点，蓋片2点，寛片2点），

土製品2点，石製品1点，鉄淫132．8g，含鉄淳228・2gが出土している。覆土下層では，第207図1の土師器杯

が南東コーナー部から正位で，6の羽口が中央部から出土している。竃内では，3の土師器高台付椀，4，5

の土師器嚢が出土している。その他，覆土中から2の土師器椀が出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から10世紀前葉と考えられる。

第207図　第170号住居跡出土遺物実測図

第170号住居跡出土遺物観察表

7

／

一／／

（

図 版 番 号 器　 種 計 測 値 （c m ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・ 焼 成 備　　 考

第 2 0 7 図 珂 こ A 　 l O ．0 底 部 か ら 口 緑 部 片 。 平 底 。 休 部 は ロ 縁 部 ， 休 部 外 面 ロ ク ロ ナ デ ， 内 長 石 ・雲 母 P 5 9 0 　　　 8 0 ％

1 土 師 器 B 　　 2 ．2 外 傾 し て 立 ち 上 が り ， 口 緑 部 は わ 面 へ ラ 磨 き 。 底 部 回 転 糸 切 り 。 内 に ぷ い 黄 橙 色 覆 土 中　 P L 1 2 5

C 　　 5 ．5 ず か に 外 反 す る 。 面 黒 色 処 理 。 普 通 二 次 焼 成

2

椀 A ［1 8 ．1 ］ 底 部 か ら 体 那 片 。 平 底 。 休 部 は 内 口 緑 部 ， 休 部 外 面 ロ ク ロ ナ デ ， 内 長 石 ・石 英 ・雲 母 ・ P 5 9 1 　　 4 0 ％

土 師 器 B 　　 6 ．1 攣 し て 立 ち 上 が り ， 口 縁 部 は 外 反 面 へ ラ 磨 き 。 休 部 下 端 回 転 へ ラ 削 ス コ リ ア 覆 土 中　 P L 1 2 5

C ［ 7 ．3 ］ す る 。 り 。 底 部 回 転 へ ラ 削 り 。 に ぷ い 黄 橙 色

普 通

二 次 焼 成

3

高 台 付 椀 A ［1 4 ．9 ］ 脚 部 か ら 口 緑 部 片 。 脚 部 は ハ の 字 口 緑 部 ，体 部 内 ・ 外 面 ロ ク ロ ナ デ 。 長 石 ・石 英 P 5 9 2 　　　 4 0 ％

土 師 器 B 　　 5 ．4 状 に 大 き く 開 く 。 休 部 は 内 攣 し て 休 部 下 端 回 転 へ ラ 削 り 。器 面 荒 れ 。 に ぷ い 黄 橙 色 竃 内　　 P L 1 2 5

D ［ 7 ．8 ］

E 　 l ．2

立 ち 上 が り ， 口 縁 部 に 至 る 。 普 通 二 次 焼 成
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図版番号 器 種 匝 服 属 器 形 の 特 徴 i 手 法 の 特 堅 」 聖 や 酢 彿 「 前 竃

第翻 園 斐　　 Å ［22を2］ 体部から第薩部片〇倦譜は内攣 L　 m 縁部内 0外商横ナデ。体部 桁毎　石英 の雲母 のノスコ　 ㌘593　　 30％

4 十 帥 器　 H　豆∴両 て立ち上が桁 に縁部は外反する〇　ヘラ削勘 内面ナデ。　　　　 日プア　　　　　 竃内

褐色　 普通

斐　　 A　 は呂を4］ 体部から打線部片。休部は内攣気　 を：‾］縁部内 の外海横ナデ。体部夕摘　 石英 や雲母をスコ　 ㌘5鍼　　　 ％

5 十　柚 器　 H　t　∴中 味に立ち上が上　 目緑部は外反す　 ヘラ削上　 内面へラナチ∵　　　 リア　　　　　　 電内

る＋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 工ふい褐色　 普通

晰 樟　 種 転 志 嘗哲 箋射 g車 土地点　 備　　 考

径　綾の 孔経亘車
6　極＋ 持目 前 紋9 裟6 攣 杢 再 ㌢ 土　 中桓料 「 議

ノ

位置　調査区の中央部学　監3aS区。

．．

童軸方向　Nつ2し－E

壁　壁高は購～補職で学　外傾して立ち上がる。

床　平鰻で　中央部は踏み固められて折る。

i　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　′　　′′　　′　　　　′

′　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　′

られる。㌘狛径舶¢mの隔乳　深さ翫cmである。位置から補助経穴　考えられる。

貯蔵究　南壁官に付設され　檀那監mの摘形で　深さは閻¢迅　断面形はU字状である。

′　　　　　　一ノ　　　　　　　　　　　　　ー　　　　　　　′　　　　　′　　′

規模は　煙道部から焚　描部まで摘農奴　商機最太幅はcm　壁外への掘　込みは紐である。火床部は　床面

ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー　　　　　　　　ノ　　　　′

竃土層解説

且　暗　褐　色　ローム粒子少農学　焼まめ炭化粒子微量

2　灰　褐　色　粘土粒子中量夢　ローム粒子少義普　焼土粒子微量

にぷい赤褐色　廃土の粘土粒子中鼠　炭化粒子少量

・l　暗　赤　褐　色　焼‖Jつ’中量　焼巨」、プロ、ソク・炭化粒J’・少量、ローム小ブし「ノ瑚之量

尊堂　　層からな娠　レンズ状の堆積を示しタ　自然堆積である。

土層解説

且　褐　　色　ローム粧子中鼠　廃土粒子も炭化物の炭化粒子微量

2　暗　褐　色　焼甘′つ’・・損じ物・尉ヒ粒川一量、十二トム粒J′A少量　し1－一∴小ブtJ、、ノク微量

こう　褐　　　色　ローム粒J’中量言封じ粒J’・少量．焼日章「微量

11暗　褐　色　焼日詰守少結　炭化物・尉ヒ粒J′・・ローム小プロ、ソク・し了－ム粒守一微量

う　黒　褐　色　焼上・損じ粒J’一少量∴鳩目巨小ブし「ノク・損じ物・ローム粒子微量．：

6　褐　　　色　ローム粒子中量ラ　焼土粒子微量

γ　褐　　色　しト一月l年中甘．規上骨つ′l少量　焼「jH’、しいノン・損じ粒j∴t－J一月、ブl＿Jtソク微量

′　′

慮　石製品結蕉　縄文土器片鉱産　弥生土器片虹軽が出漉し若齢る。覆土中層では　第別図　の土師器稀が

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

の土師器嚢が中央部東欝　からタ蟻の土師器嚢が中央部北欝　から出漉して折る。針路は正位で芦腿は選任

で出漉して折る。覆土下層では学　～　の土師器輝が中盤部南欝　から学帽の丑玉が中央部北東寄りから出土

′　　　　　′．・　　　ノ　　　　　　ー　　　　′　′′

1－－2告「
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⑥＋。張摘

尋

第隷属　窮膵号健應跡実測閑纏）

の　　　　　　　　　　　　　　　欄間

』　　　走

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　ノJ　　′′′′ノ　　　　　　　　　　　　　　′′・　　　　　　　　　　　　′′．

・′　　　　　′　′′　・、′‘　　　　　　　′　　　ノ　′、′．　　′、　′らシ　　　　　　．・　　　　　　　　　　′

′　　　　′　　　′　　　　　　　′　　　′　　　　　′′′′、　′　　、　　′・

′　　　　　　　　　　　　′！′　ノ　　′　ノ　　　　　　ソ　　　　　　・　　．

′　　　　　　　　′　　′　′　　一、

図研可器種　測倦廟　　 器　形　の　特　徴　　　 手　法　の　特　徴 胎㌣鰯凋可　 ノ備　考

第21）図　　時　　Å　仕5　丸底∴休部は内曾して立ち十が上　目縁部内・外面構ナデ＋体部内・石英・雲母・スコ　Pm5　　m㌦
1　子柚器　H　」誹　目線部はわずかに外圧する∴　　　外面へラ削り軋　ナテ㍉ リア　　　　　　　 魔子中　PLL誉

橙色　　　　　　　 二次焼成

普通

林　　Å　五ト　丸底＋休部は内曾して十ち「がリ，目線部内・外面構位のヘラ磨き∵石英・霊母　　　　 P5鮎　1両㌦
2　土師器　B　5の3　打線部はわずかに外反する。　 体部夕浦へラ削り，内面放射状の赤橙色　　　　　　 将士申　PLH誉

ヘラ磨き∴　目線部内・外面，休部

内面赤彩。
普通　　　　　　　 二次焼成

林　　Å　廿J　丸底＋休部は内曾して立ち十がり，目線部内・外面楯ナデ∴休部外面雲母　　　　　　　 ㌘597　　摘％

赤色　　　　　　　 将士申　PLは5J　士帥器　H　5・2　「！縁部は内傾する＋　　　　　　 へラ削り乾磨き，内面ナデ十日

緑部内・外面，休部外面赤彩∵普通　　　　　　　 二次焼成

林　　Å　仕り　体乱　‖緑部－・部欠損＋丸底∴体　目線乱休部外面へラ削り後．磨石英・霊母　　　　 P佃　　　酪㌦
寸　　士柚器　‖　5・り　舶お山曾して立ち十が十　日緑部　き，内面へラ磨きつ1線部内・外明赤褐色　　　　　 将士申　PLLm

ほ短く内憾する。　　　　　　　 風　体部外面赤彩。 普通　　　　　　　 二次焼成

林　　1 1m　体乱　目線部一部欠損∴丸底∵休　日縁部内・外面櫨ナデ∴休部外面雲母　　　　　　　 P599　　95％
土師器　B　　の　　部は内攣して立ち上が娠　打線部　ナデ　内面へラ磨。輸積み痕。赤色　　　　　　　 床面　　PL120

ほ煩く内傾する＋　　　　　　　　 目線部内・外面，休部外面赤彩＋普通　　　　　　　 二次焼成

塚　　A　は　　倦部の二線部－′一部欠損。丸底。体　得嫁部内のタ涌横ナデ。体部外面有薬・圭母　　　　 P（湘　　㈱㌦
り　　士師器　H　J・J　部は両曾して立ち十がリ，目線部　へラ削り†内面ナデ＋器面荒れ∴工ふい赤褐色　　　将士申　PLl邦

ほわずかに内傾する。 普通　　　　　　　 二次焼成

林　　Å　仕り　体乱　目線部・邦人損＋丸底＋体　目線部内・外面植ナデ、休部外面長有・石英・雲母・P佃2　　佃㌦
土師器B　の鵠 霊畿詣禁書孟義認　 へラ削娠内醜射状のヘラ磨。フ∴コリア　　　　　 床面　　PL121

にぷい赤褐色　　　二次焼成
する。 普通

林　　Å「Lバ　体乱　‖緑部－・部欠損＋　山武　休　日緑部内・外面横ナデ∵休部外面雲母　　　　　　　 ㌘601　　90％
8　　士帥器　H　5・り　部は内曾して立ち十がり，目線部　へラ削り後．磨き．内面へラ磨き＋黒褐色　　　　　　 将士車　PLはり

は煩く内傾する＋　　　　　　　　 内・外面黒色処理＋ 普通　　　　　　　 二次焼成
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図柄 号 器 種 恒 琶縮 可　 器 形 の 特 徴 ！ 手 法 の 特 徴　 極 ㌣ 鰯 凋 可　 ノ備　 考

第飢 図　 棒　　 A　 は　 底部からに縁部′”ふ。丸底c 体部は　 目線部内の　桁毎横ナデ。体部外癖　 石英ゆ雲母　　　 ㌘机　　 翻％

9　 土 師 器　 B　 逢せ3　 内攣して立ち上がりタm 縁部は直　 へラ削娠 内面ナデ。内や　新海窯　 にぷい橙色　　　 覆土中　 乱は6

立する〇　　　　　　　　　　 色処軋 器商荒れ。　　　　　 普通　　　　　 二次焼成

鋤．　 A は 湖　 底部から㌃縁部片〇丸底〇体部は　 m 縁部内 0　滴 横ナデ。体部夕摘　 長石 の石英 の雲母　 ㌘軌　　 渕％

摘　 土 師 器　 B　 の　 内攣して立ち上が　 言　 縁部は外　 へラ削勘 内海ナデ。輪積み痕。 にぶ 潤 色　　　 覆土中　 野監掴

反する0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通　　　　　　 二次焼成

杯　　 Å　 摘め　 底部から［二線部片。丸底。体部は　 打縁部内の　摘 横ナデ。休部外商　 石英の雲母　　　 ㌘鵜5　　 張％

1 土師器狛摘 莞霊謡悪霊若芸濃霊慧：鵠 孟農芸妄語かラ磨。内濁豊宗潤色　 警 成㌘監躇6
内傾す る。

塚　　 Å 血 習　 底部か ら描線 部首〇鬼底。体 部は　 ㌻1 線部内 0　滴 榛 ナデ。倦部 新海　 長石 の雲一粒　　　 ㌘摘　　 舶％

臓　 土 師 器　 B 摘 め封　 内攣 して立 ち上 が　 言　 緑部 多産　 へラ削　 後 磨 凱 内面 へラ磨 。 にぷ い赤褐色　　 穫土中

立 する〇　　　　　　　　　　 内 。タ摘 窯色処理。　　　　　 普通　　　　　 二 次焼 成

棒　　 A 乱 射　 体部 か ら－‾－‾縁部片。倦譜iは内攣 L　 L：：縁部 内 の　摘 櫨 ナデ。体 部 新海　 雲母　　　　　 ㌘腑7　　 鋼％

臓　 土 師 器　 B は 凍　 て立 ち上 が 机 に縁部 は直立 する。 ／＼ラ削　 後 磨 凱 内面へ ラ磨 。 にぶ 蟻 橙色　　 覆土 中　 野監．ほ6

普通　　　　　　　 二次焼成

品　 埠　 A　 鋼を　 棒部片〇珂藩 は内攣 して立ち上が ［：縁部内 0　滴 横 ナデ。体部 桁毎　 雲母　　　　　 ㌘摘　　 閥％

摘　 土 師 器　 B 橘 の　 勘 描線部 は外 反す るO　　　　 へ ラ削 娠 内面へ ラ磨 。内 や外　 にぶ 藩 褐色　　 覆土中　 軋 柑6

E　 摘 湖　　　　　　　　　　　　　 面赤 彩0　　　　　　　　　　 普通　　　　　 二次焼成

登　　 A は 湖　 底 部か ら ‾一層 部片言 平底。倦部 は　 ㌻二蘭 部内 のタ摘 横 ナデ。体 部夕摘　 長石 ゆ石英 を雲母　 ㌘摘　　 花％

蟻　 土 師 器　 B　 は　 内攣 して立ち上が 勘 m 縁部 は外　 へ ラ削　 後　 ナデ　 内面 ナデ。　 にぷい赤褐色　　 床面　 靴 は6

C　 604　 旗す る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通

婆　　 Å ［19減　 俸部か ら目線 部片〇体部 は内攣 し　 ㌃二蘭 部 内 0タ摘 横 ナデ。体部 内 か　 長石 の石 英 を雲母　 ㌘鋸0　　 渕％

・蟻　 土 師 器　 B は 凍　 て立 ち上が　 言　 縁部 は緩 やかに　 摘 ナデ0　　　　　　　　　 にぷ い赤褐色　　 覆土 中

外放す る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通

悪　　 Å 怒 ㌧1 休部か ら‖緑 部星 休 部は内曾 気　 ＝緑 部内 ・外面植 ナナ 体部内 ・ 長有 ・石英 ・実母　 P 五日　 1 ㌦

且ア　 土 師 器　 B 日 06川 床に立 ち上が　 言　 縁部 は外反す　 外面 ナデC　　　　　　　　　 にぷい黄褐色　　 覆 層 了

る○　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通

図版番号　器
稜 最遠 遥 返 還 か 可

怖 考

18　巨 軋 」 聖 」 蓮 エ コ 亘 巨 率 薄 ㌃ √ 市 議 95％ mm．67
摘　　土 玉！ 2る7　 2も日　 OもS i 2迫 キ 中序帽

摘％ PLl樟

図版番号　器　　　 種
i長さ㌶ 。。m）蓄；寝摩葦 射g） 石　 質 出土地点 i 備　　 考

…聖と適　　 石 可　 0日 Ie項 l o中 凝　灰　 岩 覆　土　 中極鍋　 私消

第膵考健贋妙　第割　の飢囲う

位置　調査区の中東部学　監詔だ8区。

′

．－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

童軸方向　N－：十、－I三

壁　壁高は粥～関cmで　はぼ垂直に立ち上がる。

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

床　平坦で　中央部やや南欝　が踏み固められている。

－　277－
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一　　　　　　　　　　　　　　　一　′．

ニー　　　　　ノ　・・　　　．、

の　　　　　　　　　　　　　　　頂m

』　　　走

ノ、′　　　′′ノ・　　　　　　　　　　　　く　）こ▼・ソ二・三　、、、、、、、し′　′ン′　′ノ　′、ノー．′ノ題∴′　ノ　　′

・上ノ．′′．　、’一　′′′　′、　′　′′、′′∴　言・′‥　ノこ、り∴　　　′′′．ノ、・′　・′く・、′　ノ　′　′

考えられる。．

ハ　　　　′一′　　′′・．　、　∴　′、　ノ、．ノ、′　、．′　　　　′　　　　′ノノ了．、．

′′・∴　・　　′　ノ∴　一　　　、‾　、　　　′ハ　′′ノ　ー　；・′　ノ・ノ・・ノ7、．・・（、∴′・：ノ　　∴　－、√′ノ′　＿

允熱を受けて赤変硬化している。火床部は　床面を紐ほど掘り　ぼめてお酌かな　火熱を受けて赤変硬化

している。．煙道部はほぼ垂直に立ち上がる、∴

竃土層解説

1灰　褐　色　廃土の粘土粒子少鼠　焼土小ブロックe炭化粒子微量
2　灰　褐　色　粘土粒子多量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
3　暗　赤褐　色　焼土中ブロックの炭化粒子多量
4　暗　赤褐　色　焼土小ブロック。炭化の粘土粒子少量
う　にぷい赤褐色　焼日章「・ローム小プロ・ソク少量

・　　′：　み、′．′二、　／ンノ・′、ソ∴′′、・∴′．　！′ノ、′一′一，、′つ．ら

土層解説

1褐　　　色　ローム粒J’・中量．ローム小プロ、ソク少結　焼上・炭化粒自微量

ご　暗　褐　色　ローム粒川一品　焼上・尉ヒ粒J∴ローム小プロ、ソク微量

：う　暗　褐　色　tブーム粒J∴中量．ローーム小プロ、ソク少量　焼I斗圧・尉ヒ物・炭化粒J′一微量

・1暗　褐　色　ローム粒J∴小結　ローム小プロ、ソク少量．焼上・炭化粒召微量

5　褐　　　色　ローム粒千多量，炭化物少品　焼上・炭化粒日放量

（i　褐　　　色　ローム粒J’一鋸呈∴　焼棉1子・炭化物・炭化粒！・・ローム小プロ・ソク微量

－′ご′　　　′　′　′′　　・ノ、′　′　　　‥　′・′　　　　　　　　≠‥　′　′‘　　ノ、′　ノ　　∴　ノ、′′

、′′ノ　亨、　　　　二・；　く　′ニ・／一′′′′　　！㌦′・・．・、　ノミ／二．：′ざ・．′・、7J．ノ、・．、J、′　ノ′、ノ′′　′ノ　　′ノノ

土師器鉢が西壁際から出土している。　の土師器嚢は　覆土下層の中央都南寄勘東壁際と中央部の床面から

・一′し′・′　′一　′ノ＼′　　′：j　ソ　　ノ：‥、　ノ　′∴　　∴ノノ；′　　ト　ノ、古．ノ、－ノソごク　、′一∵／l　－

ナ一部付近の床面から出土した破片が接合している。　の砥石は覆土中から出土している。

所農　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から6世紀中葉と考えられる。

…　279－－－－－
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第213図　第172号住居跡出土遺物実測図

第172号住居跡出土遺物観察表

10Cnl

l　　　　；　　　！

図版番号器　種計測値（皿） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　考

第213図杯 A［14．7］底部から口緑部片。丸底。体部は口緑部内・外面横ナデ。体部外面石英・雲母 P612　　　55％

1 土師器B　　4．0内攣して立ち上がり，口緑部に至ヘラ削り，内面へラ磨き。内・外にぷい黄褐色 覆土中　PL126

る。 面黒色処理。 普通

－280－



拷鵬　 器 種　 計測徳行n）　 器 彩　 の　 特 徴　　　 手 法　 の　 特 徴　 恒 0色調 の焼成　 備　 考

馳 3回　 棒　 A ［捌 ］ 体部から招縁附 。体部は礪 討 議 蒜 0 滴 横ナデ。体部外面 長着 せ石　 0雲母 ㌘飢3　 脇

土 師 器　 B 接 射　 て立ち上が娠 打線部は外反する。 ヘラ削娠内面放射状のヘラ磨 。厄 ぷい黄褐色　　 覆土中

内 ・外面黒色処理∴　　　　　　　 普通

澄　　 Å ［2 減　 俸部から描線部片二体部は内攣し　 打線部内や外面横ナデ。体部外商　 長石 の石英の雲母　 ㌘狙4　　 釦％

3　 土 師 器　 B 収 の　 て立ち上が　 沃 縁部は外反するC　へラ削勘 内面ナヂ○　　　　　 橙色　　　　　 穫土中 の床面

普通　　　　　　　　　　　 P Lは6

悪　　 A　 ご吊　 休部から‖緑肘 「 休部は内曾 L　 目線部内・外面構ナナ 休部外面　 長有・有英・雲母・ P 吊　　 肺㌦

土 師 器　 B 拍 凍　 て立ち上が娠打線部は外放する。 ヘラ削勘 内面ナデ○　　　　　 スコ　 ア　　　　 穫土中も床面

にふい橙色　 普通　　　　　 P L Lm

鉢　　 A ！独り！ 休部か吊 I緑甘片　 休部は内曾気　 日射 的 ・外面情ナデ＋休部外面　 有英・雲母　　　 P 紺　　 う㌦

土 師 器　 B 摘 むお　 味に立ち上が娠 打線部との境に　 ヘラ削娠 内面ナデ〇　　　　　 にぷい黄橙色　　 覆土中

綾を持つ∴目線部は外傾する∵　　　　　　　　　　　　　　　　 普通

図柄 ”－器　 種 i　 計　 測　 値　　　　 腰ル

備　　　　　　　　 考竺 『 ∵ ∵ ∵ 義 遠 洋 ㌃ 高 摩拍 極 射 g　 石　 質　 出土地点

中 砥　　 石巨 の5　 路 8 ・ 巨 鮒も7 極　 崗　 岩 覆　 土　 中
Q60　　PI．175

窮膵鸞健腰跡　第飢園）

・．　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　．・

′　　　　′

童軸方向　N－3が∴W

璧　壁高は舶～醐監腿で芦　ほぼ垂直に立ち上がる。

／　　　　　　　　　′　′

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′′　　ノ

一　　　　　　　　　　　　　　　　　°、　′　ノ′．′　　　′．　　　′　　　　－′　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・

れる、∴

′　　　′′′　′　′　　　　　　　一、　′　′・　　′，′　　一　二　　　′　　′　′、　、

・・　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　′　　′′ヽ　　　　　′　　　　　　　ノ　ノ　　′　′ノ

′　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　ノ　′　　　　　′　　　　　　　　ノ

部は，外傾して立ち上がる、「、

竃土層解説

l　灰　褐　色　腎－ムを粘土粒子少量　焼士の炭化粒子微量
灰　褐　色　粘土粒子中量　焼土の炭化凝予微量

3　灰　褐　色　焼士の炭化を粘土粒子微量

・l　暗赤褐色　焼日立’中量∴　枯‖＼白’・少私　焼上・炭化粒自散量

5　暗赤褐色　廃土粒子中量夕焼二藍の粘土粒子少量　炭化物の炭化粒子微量

′　　　　　　　　　′　　　　　′　　　　　　　　′　　　　　　　　　′　　　　　　　　′　　′

土層解説

1褐　　　色　ローム粒川一量．焼‖∵つ∴ローム小プロ、ソク微量

ゴ　褐　　　色　ローム粒子少量．ローム中・小プロ、ソク微量

：う　褐　　　色　ローム中プロ・ソク・U一一ム粒J’・少量．．ローム小ブtJ、ソ用土量

一1褐　　　色　ロー！、粒J’一少量．ローム小プロ、ソク微：ll二

1褐　　　色　ローム粒守・中量．ローム小プロ・ソク少星　焼日日一微量

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　ノ　　′

′

師器登が商コーナー部付近からタ　の須恵器輝が中央部北側から撃　の刀子が中央部南東側から出土して折る。

一一1一一、一一一一一281－－－1－



覆土下層では，4の須恵器杯が南コーナー部付近から出土している。床面では，6の須恵器鉢が東コーナー部

から正位の状態で，7の砥石が東コーナー部から出土している。竃の西側袖内からは2の土師器要，3の須恵

器杯が出土している。3は正位の状態で出土している。2，3は袖内から出土していることから，竃の補強材

として使用されたものと思われる。

所見　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から8世紀後葉と考えられる。

可

第214図　第173号住居跡実測図
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第215図　第173住居跡出土遺物実測図

第173号住居跡出土遺物観察表

10cm

10cm

61　　＿i i

上＿＿＿＿＿＿」＿＿＿＿＿＿＿　」

二仁≠
D

P　　8

0　・　49【－

図版番号 器　種 計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第215図 要 A ［21．6］休部から口緑部片。体部は内暫し口緑部内・外面横ナデ。体部内・長石・石英・雲母 PlOOl　 15％

1 土師器 B （14．5）て立ち上がり，口緑部は外反し，

端部は上方につまみ上げられてい

る。

外面ナデ。 橙色

普通

覆土中

2

嚢 A ［21．3］体部から口縁部片。休部は内暫し口縁部内・外面横ナデ。体部内・長石・石英・雲母 PlOO2　　10％

土師器 B （7．8）て立ち上がり，口緑部は外反し，

端部は上方につまみ上げられてい

る。

外面ナデ。 にぷい赤褐色

普通

竃内

3

均こ A　14．2 平底。休部から口緑部にかけて外口緑部，体部内・外面ロクロナデ。長石・石英・雲母 PlOO3　　98％
須恵器 B　　4．9

C　　8．3

傾して立ち上がる。 休部下端手持ちへラ削り。底部回

転へラ削り後，一方向のナデ。

灰色

普通

竃内　　 PL127

－283



図版番号 針 可 測 酌 可 ＋ 器 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特 ・机 胎土 の色調 0焼 成 備　　 考

第飢　 図 棒　　 Å ［相識］ 底 部か ら目線部片 。平底。体部 か ［＿ム‾‾＿i縁部 夕体部 内 の外 面 ロタロナデ。 長有 ・有薬 P l川場　　 諏㌦

4 項∴吏 器 B　 鼠8　 ら目線 部にか けて外傾 して立 ち上 底部下端 手持ちへ ラ削 り。 底部二 吠 色 覆土 中　 ㌘Ⅲ 27

C　 「㌫扇　 が る。 方向のヘ ラ削 り。 普通

5

杯　　 B　 は も郎　 底部 か ら休 部下位 片。平底二　休部 体部 内 0外 商ロ グロナ デ。底 部河 長有 ・有英 ㌘相浦　　 摘％

須 恵 器　 C ［ア。3］ ほ外傾 して立ち上 がる。 転へ ラ切 ：） 吠 色

普通

穫土 中

6

鉢　　 A　 38。4　 体部 か ら打線 部一一一P一止部 欠損 。平底。 目線部 内 ・外面楯 ナチ＋　休部 外面 長有 ・有 英 ・霊母 P 摘礪　　 鏡 ％

須 恵 器　 B　 摘。　 体部 は内攣 して立 ち上 が 軋．描線 横位の 半行叩 き．内面ナ デ∴　休 部 灰黄色 床面　　 P lJlごγ

C　 膵。　 部 は外 反 し　 端部 は外上 方にわず

か にづ 望み上げ られている。

下位手持 ちへラ削 勘。底部 ナデご 普通

綿　 H 。持　　　　　　　 計　　 測　　 値 ！石　 質
出土測主点 備　　　　　　　　　 考

組版田㍗ 欝　 穫 抜 海 幅 （C撒） 厚さ亘m） 遺墨（g）

ァ　 極　　 石！ 802 叡8 説3 Llごり．射 緑色凝吠告 床　　　　 面 0抽出　　 PL行う

第膵考健腰捗　第飢囲う

位置　調査区の北部．Cつつ待主上

規模と平面形　長軸圭75111，短軸日．lL血の長方形である

童軸方向　Nつ二十一W

壁　壁高は5（ト70cmで．ほぼ勘的二立ち上がる＿

壁溝　全周する　上帖1（ト18C恥　卜帖1、∵cm。深さ：′＼　cmで言柚rli彬はU字状である、、．

床　平坦で　中央部から竃前方部にかけて踏み固められて折る。

ピット　5か所（P「、I‥〕5主］当トつつは。長径37、52C町　短径32、i－18cmの楕廿肱　深さ52、（う（うcmである、規

模と配列から日iJCと考えられるつ）5は経線1－（）cmの目眩深さ2′1cmであるつ吊1から出入i‖l施設に伴うど、ソ

トと考えられる．、

竃　北壁中央部に　砂混じ　の褐色粘土で構築されて折る。煙道部は　耕作によ　撹乱を受け残存して齢な齢。

天圧部は崩落しており言両袖部が残存している、規模は，煙道部から焚き口部まで1・1（うcm言両袖最大幅1（う（）cm，

壁外への掘り込みは（＿汀cmである－、柚の内壁は。火熱を受けて赤変している，火床部は。わずかに床面を握りく

ぼめており，火熱を受けわずかに赤変している＿、煙道部は。外傾して緩やかに立ち上がる、－‥、

電土層解説

1　暗　褐　色　ローム小ゾUソク・し7－ム粒召数量．炭化粒J’一極微量
2　陽　　　色　ローム小ブtJ・リク・ローム粒J′－少量　焼「小プロ、ソン・焼上・炭化粒J∴・粧巨トプロ、ソト酢微量

∴；暗　褐　色　ローム粒J’一申ili∴　焼巨！「／ロ、ソク・焼上・炭化粒J’一・U－ム小プロ、ソク少甘．旭上中プロ、ソク・炭化物・ローム中ゾロ、＼・′

ク極微畳

l　赤　褐　色　焼巨巨・小ブLJ‥・′ク小品　焼‖三ごつ’・少量．炭化・しトーム粒Jrl微量

1　黒　勘　色　焼巨トブtコ、ソク・lブーム小ブし上ノク・し1－ム粒自坂量、炭化物・ロームl巨ノ、、し「ノウ恒微量

（う　暗　視　色　ローム粒子少量．焼巨巨ノ、’U、ソク・焼巨炭化粒J′・・ローム小ブLJい′ク微：重i：

γ　暗　褐　色　ローム粒J’一少量．焼上・炭化粒J’・・しゴー∴小ゾロ、ソ日放量，規「小ブtJ・ソ午匪微量
バ　勘　　　色　tブーム粒戸出；∴　甘化粒「・ローム小ゾU、リク少量　焼上中プロ、ソク・焼目白′－・ローム小ゾU！ノ・ケ微；Il∴　旭川一寸守「、ノノ

ク極微量

さ）畔1褐　色　焼「小プロ・ソク・ローム粒j’一少量．焼上・炭化粒J’・・ローム小プロ∵ク微量

覆土・＝層からな星　レンズ状の堆積を′」こし，自然堆積である　北西コーナー部の卜層から床面にかけて炭化

樹学　商壁中央部の下層から粘土塊が検出された。

281‥1
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第216図　第174号住居跡実測図
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土層解説

l　恒暗褐色　しトl∴小ゾロ、、′・ケ・LJ－∴粒J′・中量∴　しトl∴中ゾUリケ少：IL　焼巨」、ゾし了、′ケ微量

ご　暗　視　色　ローム中プロ、リン中量　しゴーム小プロ、ソク・ローム粒j’一少蔓

：ミ　暗　褐　色　ローム小プロ、ソク・tJ－ム粒J’一中量∴　ローム申ゾロ・ソク少量

・l　暗　視　色　ローム申プロ・ソケ中量　ローム大プロ・ソク・ローム粒J’・少量．炭化粒子微量

遺物　周腔六川一571点　画こ片16点、高林片主点∴　悪片553片，抽出つ点上　須恵器片22～症一言杯片200点，高台付

・　　　　　′　　　　　　′′、　　　　　　　　　、′　′∴　　　　　　　　　　　　　　　　′

∴　　　　　′、　　　　　　　　、　∴　二　′　　ノ・′・㌧　　　　‾、、、へ　′　′　　　．．　　　　ノ、　′　ノ

の上師器悪が中央部からそれぞれ出上している∴　覆土中層では，ilの須恵器杯。17，18の須恵器高台付林，2（．）

の須恵器盤，2！）の上工が南唯中央部から，22の須恵器意が南東コーナー部付近から，11の須恵器杯が南西コー

ナー部付近から出上している二　21の盤，28の上玉は中央部南側から，5，7，8、＿13915の須恵器杯，「（う

の＝抽器悪は中央部付近から，23の須恵器意は中央部東側から，2Liの須恵器意は中央部西側から．10の須恵器

林は電前方部から出上している、、5，2仕　2＿1＿は逆位，18は斜位の状態で出上している、二、覆トト層では。＿12，1∴1

の須恵器杯が南東コーナー部から，25の禎恵器鉢が中央部東側から1＿9の須恵器盤が竃の東袖部付近から逆位の

状態で出上している＿つ末面では，9の須恵器杯が中央淵旧ヒ西側から，26の須恵器悪が恒夫部から正位の状態で

出上している。．2（うは複層l層から出上した破片と接合しているこ　竃内からは，3‘二1の鉄製品が出土している．、そ

′　　　　　　　　　　　　　　　　　′　ヽ、J l　　　　　　　　　′′・　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　、′　　　　　　　ノ

外面に平行叩きが施きれている．、′、

所見　当住居跡は，覆日、‾層から床面にかけて焼上塊や炭化材がみられことから，焼失したものと思われる、

本跡の時期は∴遺構の形態及び注目二遣物から8世紀中葉と考えられる、－、

′　　　　　　　　　　　　′

図版番可器種　翻健葎m　　器形　め特　徴 手　法　の　特　徴胎士・色調・焼成備　　考

第2号図　　悪　　Al五ゴ　休部から目線部片＋休部は内曾し目線部内・外面構ナデ＋　体部内・長有・有英・雲母PlO07　　20㌦

†　　士　帥器　H（∴恒て立ち十がり，目線部は外反し，端外面ナデ∵ にぷい赤褐色覆土中　野監128

部は上方につまみ上げられている。 普通

嚢　　A［錮諸］倦部からロ縁部片。体部は内攣し目線部内・外面櫨ナデ∵休部外面長石・有薬・雲母Pm08　　10㌦

2　　士師器H（7．8う　て立ち十がり，‖縁部は外反し，端ナデ，内面へラナデ∴ にぷい褐色将士中

部は上方につまみ上げられている。 普通

3
休部内面へラナデ，外面へラ削；）長有・有英・実母P10脚　　10㌦

底部木葉痕。 にぷい褐色　普通粒上申

琢　　A13。6　体部からロ縁部一部欠損。平底。目線部，体部内・外面ロクロナデ＋長有∴石英P相川　　帥％

1　　須恵器　H　寸．2　休部から目線部にかけて外傾して底部不定方向のへラ削十 灰色 将士申　PL127

C　　980　立ち上がる。 普通

塔　　A　摘も　　倦部から描線部一一一一一部欠損。平底。目線乱体部内・外面ロクロナデ∴長有・有英・霊母P1日1†　　70％

ユ　　須∴吏器　H　J．2　休部から目線部にかけて外傾して休部下端手持ちへラ削りし　底部へ黄灰色 将士申　PL127

「　．0　　立ち上がる∴ ラ切り後，三方向のヘラ削十普通

杯　　A　且も　　体部から打線部〃一部欠損。平底。目線部，体部内・外面Uクロナチ＋長石・石英・雲母Pl（＝2　　山）％

0　　紬∴吏器　H　寸．0　休部から目線部にかけて外伸して休部下端手持ちへラ削十底部不黄灰色 将士中　PLは7

C　　8．9　立ち上がる。 定方向のヘラ削り 普通

杯　　Å　つ．圭　底部から‖縁部片∵　平底∴休部か目線部，体部内・外面ロクロナデ「長I石・右英・スコPlOユ3　　45％

「　　頂点器　8　1．0　ら‖縁部にかけて外伸して立ち十体部下端手持ちへラ削り窟底部二リア 将士申

C　　8。4　がる。 方向のヘラ削り∴ 暗灰黄色　普通

棒　　A［摘誹］底部から打線部片。平底。体部か目線部，体部内・外面ロクロナチ∵長石・石英・実母P川‖　　器㌣ん

8　　柚∴吏器　8　1．8　ら目線部にかけて外傾して立ち十休部下端手持ちへラ削；）底部∴灰黄色 将士申

C［8諸］がる。 方向のヘラ削；「 普通

棒　　A　は。融　底部から仁線部片。平底。体部か目線部†休部両・外面ロケロナチ＋長石・有薬・実母㌘1飢5　　35％

リ　　狛∴吏器　H　寸．リ　ら目線部にかけて外傾して立ち十休部下端手持ちへラ削十　底部へ灰黄色 床面　　PLlご丁

C［S。2］がる。 ラナデ。 普通

……286－－－－－…一一
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図版番号 器　種 計測値（Ⅷ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第217回 杯 A ［13．8］底部から口緑部片。平底。休部か 口緑部，体部内・外面ロクロナデ。長石・石英 PlO16　　 30％

10 須恵器 B　　4．3 ら口緑部にかけて外傾して立ち上 休部下端手持ちへラ削り。底部不 灰黄色 覆土中

C ［8．8］がる。 定方向のヘラ削り。 普通

11

杯 A ［13．2］底部から口緑部片。平底。体部か 口緑部，体部内・外面ロクロナデ。長石・石英・雲母 PlO17　　 40％

須恵器 B　　4．0

C　　 7．4

ら口緑部にかけて外傾して立ち上

がる。

底部回転へラ切り後，ナデ。 灰黄色

普通

覆土中

12

土不 A ［11．0］底部から口緑部片。平底。休部か 口緑部，体部内・外面ロクロナデ。長石・石英 PlO18　　 35％

須恵器 B　　 3．7 ら口緑部にかけて外傾して立ち上 休部下端手持ちへラ削り。底部へ 灰黄色 覆土中　 PL127

C　　 7．1 がる。 ラ切り後，一方向のヘラ削り。 普通

13

杯 A　 13．2 体部から口緑部一部欠損。平底。 ロ緑部，体部内・外面ロクロナデ。長石・石英・雲母 P1223　　 60％

須恵器 B　　 4．1 休部から口緑部にかけて外傾して 体部回転へラ切り後，二方向のへ 灰色 覆土中　 PL127

C　　 8．3 立ち上がる。 ラ削り。 普通

－288－



図柄 号 器 種 恒 び酌 可　 器 形 の 特 徴 i 手 法 の 特 堅 」 聖 や 酢 彿 「 前 竃

第217園　　 琢　　 A は208］ 底部から描線部片。平底。体部か ［二線部 体部内の　桁毎ロタロナデ。 長石 ぜ石英 の雲母　 ㌘摘摘　 諏％
摘　 須 恵 器　 B　 e8　 ら打縁部にかけて外傾して立ち上　 体絡下端手持ちへラ削 。底部不　 着灰色　　　　 覆土中

し　 ∴り　 がる∴　　　　　　　　　　　　　 定方向のヘラ削り∴　　　　　　　 普通

棒　　 A は 。幻　 底部から描線部片C 平底9 体部か　 摘締「体部内や舞南口タロナデ。 石英か雲母　　　 ㌘摘銅　 鏡％
蟻　 須 恵 器　 B　 を　　 射 線部にかけて外傾して立ち上　 底部下端手持ちへラ削り。底部二　 灰黄色　　　　 穫土中

C ［ア減　 がる。　　　　　　　　　　　 方向のヘラ削り。　　　　　　　 普通

棒　　 Å　 温狛〕‖剥離酔一部欠損言平底。体部から　 コ縁部 倦部内 の　桁毎ロタロナデ。 長石 の石英のスコ　 ㌘摘撒　 鮒％

圧　 項∴吏 器　 H ！＝　 ‖緑部にかけて外煩して立ち十が　 体甘下端手持ちへラ削十 底部 一 リア　　　　　　 覆上中　 P Lはγ

「　 丁・ホ　 る∴　　　　　　　　　　　　　 方向のヘラ削；）　　　　　　　 吠色　 普通

高台付林　 A つ ・帖　 高台部か年 l緑部片＋高台は長く 「！緑乱 体部内・外面ロケU ナチ， 長有 ・有薬　　　 P ＝引　 潮㌦
lア　 須 恵 器 雲 ［；：雲］ 憲完若；太宗慧たら豊 禁芸晋！こ讐 夕摘 白餅 由。高油 触　 笠霊色　　 穫二錘 ㌘監且27

E　 l。3　 線部はわずかに外反する。

高台付林　 Å 11 0　 休部から＝緑甘雷状 粧 高台は　 目線乱 体部内 ・外面ロケロナチ， 長有 ・右薬・雲母　 P l氾ゴ　 和㌦

摘　 須 恵 器 鵠 ：溌 豊憲票 翳 警 遠票 鐙　 底部纏 へラ切 後 高鍋 触 競 い黄色　 義二芸 形㌘監ほ8

E　 温。3　 に外反する。

轟嗅鰭應療意表謡恋恋率巌攣桓恵85％
普通E　 lを2　 に外 圧す る。

盤　　 Å　 融 減　 俸部 か 射 二線部．”′〃山部欠損。高台 は　 に縁部 体部鵬 の　桁毎口 タロナ デ。 長石 の石英 あ雲母　 ㌘摘飢　 釦 ％

錮　 須 恵 器 鵠 豊；溌 護憲票 票旨警 遠票 晋　 郎 摘 転戦ラ削 胤 高地 紬 霊 色　　 覆土中 野は ア

E　　 言　 に外庭する。

第飢 園　　 盤　　 A　 弧 9　 紅二線部一一一ふみ－ム部欠損。高嶺潤はノの字　 打線部 体部内のタ摘 ロタロナデ。 凝着 を石英 も雲母　 ㌘照射　 鋪％
飢　 須 恵 器　 B　 ・　 状に開 。休部針直線的に立ち上　 底部回転へラ削　 後 高畠湧 付け。 灰オリーブ色　　 覆土中　 野監鼠27

D　 路　　 が勘 描線部はわずかに外反する。 底部へラ記号。　　　　　　　　 普通

E　　 お2

i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 i
第月γ図　　 五　 日 1 鉦1．「リま鋤 、㍉目線部片＋づま対 ま掲　 目線部．天け部内・外面ロケロナ　 長有 ・有薬　　　 P l情　 調㌦
ごゴ　 須 恵 器　 H　 ㌫） 工珠彬である　大川端出潮言 互く， デ＋大桐 に回転へラ削り＋　　　 黄吠色　　　　　 魔士車

F　　 e5　 に縁部は短　 折　 返している。　　　　　　　　　　　　　　　　 普通

G　　 お　＿

惹　　 Å 氷 り！ 天井部から目線部星 天井部は低　 目線弘 大け部内・外面ロタロナ　 長有 ・石英 ・霊母　 P l情　 事㌦
ぷ　 項 恵 器　 H　 ∴い　 く丸上　 目縁部は短く折り返して　 十 天井部回転へラ削り＋　　　 吠白色　　　　　 甘十申

いる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通

24　 須 霊 器 警 鴇 霊） 憲孟宗霊宝雷㌘二票誌遠景 豊 醜 票 浣 豊 ㍊ 漂 競 話 語 瀾 藍 「鐙 書　 鵬
G　 お　　 ぼも。天井部は丸齢。　　　　　 縁に　 然粕。　　　　　　　　　 普通

聴 待図　　 鉢　　 Å　舟 ・生　 体部から目線部一一部矢作「 1『七　 日縁部内・外面横ナナ 休部外面　 長右 ・石英・雲母　 P l梱　 和㌦

翫　 須 恵 器　 B　 蟻の　 休部は内攣して立ちい．一一一一が娠　 コ縁　 斜位の平行叩凱 内面ナデ。休部　 オリーブ黒色　　 覆土中　 靴 は呂
C　 摘む　　 部は短相 反し　 端部は最達。　 下位手持ちへラ削 。底部ナデ。　 普通

悪　　 A　 H∴バ　 休部か吊1線 部片＋休部は再曾し　 目線部内 ・外面構ナデ、体桐 油　 長有 ・有英 ・霊母　 P 仕や）＋ ：油㌦

郎　　 須 恵 器　 H　山 手予　て立ち十がり・目線部は外反し 「‖横位の半行叩き，内面ナチ＋船種　 にぷい橙色　　　 床面
唇部は十方につまみ上げられている∴「ふ痕∵　　　　　　　　　　　　 普通

図版番号 器　　　 楯
計　　　　　 測　　　　　 値

出＿二登二地 点　　　　　　 備　　　　　　　　　　 考

撃や斗径㈲斗潤廟丁壷諒
28 序　　 玉 30日　 も5 のめ8 日 を4 i種　 二ヒ　 年生評 踊ユ ］㈲％＋ 粗描

29 士　　　　 工 2可　 2e9 り．丁 且凱6 穫　 土　 中桓欄 2　 品㌃ 寺 蒜

80 」二　　　　　 王 触 可 （細 「鉄郎 「凱釦 穫　 土　 中恒 臓 ＋ 鵬

3鼠 性　状　士　錘 壷 項　 子細 「銑釦 汀乱射 覆　 土　 車庫 臓 ＋ 鵬

図鵬号 音　 種転 を 葦 講 読 車　 質恒 中　 條
考

詑　 紡　錘　車i 可　 繍 i を7　 綾瀬 粘　板　岩覆　土　中綿錆　私消

図版鵬 器　 種 伝 奇 畠 。。詩 壷 落 首 圧 服

傭 考

】聖 ⊥　 釘　　 13も3　　 005　　 0を5　 ユ2の且　 覆　 土　 中 M lOO2 95％ PLHり
狙　 棒　　 銀 i 抽 i e9　　 0中　 細 竃　　 内座 摘鵬

95％
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第175号住居跡（第219図）

位置　調査区の北東部，E3fO区。

規模と平面形　斜面部のため南側3分の2は確認できなかったため平面形は明確でないが，残存する壁から一

辺が3．80mはどの方形と推定される。

主軸方向　N－00

壁　壁高は8cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　平坦で，中央部から竃前方部にかけて踏み固められている。

竃　北壁中央部に，砂混じりの褐色粘土で構築されている。上部は耕作による撹乱を受けているため，両袖部

と火床部のみ残存している。規模は煙道部から焚き口部まで70cm，両袖最大幅86cm，壁外への掘り込みはほと

んど見られない。袖の内壁は，火熟を受けて赤変している。火床部は，わずかに床面を掘りくぼめており，火

熱を受けわずかに赤変硬化している。煙道部は，外傾して緩やかに立ち上がる。

寵土層解説

1　褐　　　色　ローム粒子少量

2　暗赤褐色　焼土・粘土粒子少量，炭化粒子微量

3　暗赤褐色　ローム粒子少量，焼土小ブロック微墓

覆土　掘り込みが浅いためほとんど残っていない。

土屑解説

1　褐　　　色　ローム粒子中量，焼土粒子・ローム中ブロック微量

遺物　土師器片22点（杯片2点，嚢片20点）が出土しているが，細片のみであった。

所見　本跡は，出土遺物が少ないことから時期不明である。

売O b中

旦33．4m

，一一一一一一一一一一一一一、－

一一・一一一．．一一一一‾

第219図　第175号住居跡実測図
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第176号住居跡（第220図）

位置　調査区の北東部，E4a5区。

規模と平面形　東側2分の1が調査区域外で，中央部付近に撹乱を受けているため，規模や平面形は明確では

ないが，残存した北西壁から一辺が3．50mの方形と推定される。

主軸方向　N－510－W

壁　壁高は23～38cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　撹乱のためほとんど残存していないが，中央部に一部踏み固められた部分が見られる。

竃　北西壁中央部に構築されている0耕作による撹乱を受け，火床部と煙道部のみ残存している。規模は，煙

道部から焚き口部まで100cm，両袖最大幅（45）C皿，壁外への掘り込みは80cmである。火床部は，床面をわずか

に掘りくぼめており，火熱を受けわずかに赤変硬化している。煙道部は，外傾して緩やかに立ち上がる。

寵土層解説

1明赤褐色　焼土粒子中量，焼土′トブロック・ローム小ブロック・ローム粒子微量

第220図　第176号住居跡実測図

覆土　3層からなり，レンズ状の堆積を示し，自然堆積

である。

土層解説

1暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土小ブロッ
ク微量

2　暗　褐　色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子
少量

3　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブ
ロック少量

遺物　土師器片93点（杯片4点，嚢片89点），須恵器片

5点（杯片3点，聾片2点）が出土しているが，ほとん

－291－

1m

！　　；　　」

I　一　　一1・－　I

第㌶1匡l　第176号住居跡出土遺物実測図



．　　　　　　　　　　　　　ノノ　′′　・・　　′′　　　　　　　　　　　．　　！′　　′　　　　　一

いる　3の須恵器悪休部片は外面に、「行叩きが施されている＿一、．

所見　本跡の大部分が撹乱を受け∴遣物も細片であるが。遺物から時期は9世紀前葉と考えられる．こし

第膵骨住居跡出土遺物観察表
醜 番可 器 種 恒 酢 可 ＋ 器 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 0色調 ゆ焼成 i 備　 考

第黒†図　　 悪　　 Å　 封．正　 頭部から‖緑部片＋　目線領 土外反 目線部内 ・外面構ナデ∴ 長有 ・有英 ・霊母　 P 川制　　　 ㌦

鼠　　 土 師 器 B （3。0）　し端部は上方につまみ上げられて 橙色　　　　　　　 竃内

いる。 普通

琢　　 B　は 。郎　 底部から体部片。平底。休部は外 目線部．体部内 ・外面 U タロナデ∴ 長有 ・有薬　　　　 P l出1　　 5 ㌦

2　　 須 恵 器　 C ［7。8］ 傾して立ち上がる。 底部下端手持ちへラ削 ：「 底部へ 吠黄色　　　　　　 将士中

ラ削り。 普通

′

位置　調査区の北東部∴酎蟻劇覿

重複関係　本跡は．第181・182号上坑によ／）て握り込まれている、、．

規模と平面形　長軸圭∴i8m。妙柚木1＿2mの方形であるし、

童軸方向　N－77、－－＿E

壁　嘩高は2（トl－1（うcmで，外傾して立ち上がる－、

壁溝　東壁トと南壁トの　一部を除いて巡っている∵　十輔車ト3＿lcm，卜幅8、つ来町　深さ5、mcmで，断面形は

しつ：状である。

床　半ナItで．中央部が踏み固められている＿∴

′　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　′

深さ36cmである、性格は不明である．、

竃　東壁中央部に　砂混じ　の褐色粘土で構築されて折る。義井部は崩落してお酌　蘭磯部が残存して齢る。

′　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　′

′　　　　　　　　、ノ　　　　　　　′ノ　′　　　′　　　　　　　　　　　　　　　ノ

煙道部は，外傾して緩やかに立ち上がる、＿、

電土層解説

l　暗　赤　褐　色　焼上・炭化粒「・U…ム小プロ、リク・ローム粒自微量

2　暗　赤　褐　色　焼士や炭化粒子少量，ロームの粘土粒子微量

！；工ぷい赤褐色　焼上人ゾロ・ソク・焼上粒J’・中量　枯目白’当パIl∴　炭化粒J’・・lJ－∴小ブtJ・ソク微：Il：

．i　暗　褐　色　焼吊つ∴ローム小ブリ、ソク少量　焼上ノ（プロ・ソク・炭化・ローー∴・粘上粒自微量

5　暗　赤　褐　色　焼士粒j’小品　焼「小プロ、ソク・炭化粒J’少量．ローム・帖‖＼白’一微：ニ‡呈：

（；褐　　　　色　ローム粒j’一中量．．ローム小プロ、ソク少軋　焼巨ト・ローム中フ1トソク微量

′　　　′　′　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　、　′ノ

土層解説

鼠　暗　褐　色　炭化のローム粒子少量，焼士粒子微量

暗　褐　色　炭化粒子少量　ローム粒子微量警　ローム粒子極微量

3　灰　褐　色　焼士の炭化のロームの粘土粒子微量

黒　褐　色　炭化物中量　粘土粒子少量　焼士粒子微靂

1　褐　　　色　ローム粒J’中量．炭化粒召鋸ti：

遺物　土師器片350点（杯片168点。慧片182点上　須恵器片22点（高台付杯片上私　意片2点，慧片19点上」二

王蟻慮　管状圭錘膵癌　縄文土器片鉱産が出土し若折る。覆土署層では　第霊園　の土師器高海相椀が商壁

中央部から，l＿・4の上玉が西壁中央部から言Hの管状吊垂が北西コーナー部からゥ11の「信　2工　2〔）∴軋　32の

2！）2　－
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第222図　第177号住居跡実測図
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管状土錘が中央部南西側から，23，25～27，31，33の管状土錘が北壁中央部から，9，10，12，19，22の土玉

が北東コーナー部付近から出土している。床面では，3の土師器高台付椀，7の土師器聾が両壁中央部付近か

ら，24の管状土錘が中央部南西側から，15，17の土玉，28の管状土錘が北壁中央部から，21の土玉が中央部か

ら，8，16の土玉が北東コーナー部付近からそれぞれ出土している。竃内からは，1，2，5の土師器高台付

椀が出土している。2はPl内から出土した破片と接合している。その他，覆土中から4，6の土師器高台付

椀，13，18，20の土玉が出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から10世紀前葉と考えられる。

，．
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第223図　第177号住居跡出土遺物実測図
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第177号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 欄 可　 備　 考

第223図 高 台付 椀 A ［16．7］ 高台部か ら日録 部片。高台部 はハ 目線 部 ・体 部 内 ・外 面 ロ ク ロナ 長石 ・石英 ・雲母 P lO3 3　　 40％

1 土 師 器 B　　 5．9 の字状 に開 く。体 部は外傾 して立 デ。体 部内面へ ラ磨 き。 内面黒色 橙 色 竃 内
D ［8．4］

E　 l．7

ち上 がる。目線 部はわずか に外 反

す る。

処理 。底部高台貼付 け。 普通 二次焼 成

2

高台付椀 A　 14．2 高台部 一部欠損。高 台部はハの字 日 縁 部 ・体 部 内 ・外 面 ロ ク ロ ナ 長石 ・右奥 ・雲母 P l O32　　 9 0％
土 師 器 B　　 6．3 状 に長 く開 く。体部下端 に稜 を持 デ。体 部内面へラ磨 き。内面窯色 ス コ リア 竃内　　 P L 12 8

D　　 9．3 ち，体部 は外 傾 して立 ち上がる。 処理。底部 回転 糸切 り後，高台貼 橙色 二次焼成

E　　 2．8 目線部 はわずかに外反す る。 付け。 普通

3

高台付 椀 A ［1 8．2］ 底部か ら口縁 部片。高台剥離。体 目線 部 ・体 部 内 ・外 面 ロ ク ロ ナ 長石 ・石英 ・雲母 P lO 34　　 30％
土 師 器 B （6．0） 部は内攣 して立 ち上が る。 目線 部 デ。体部内面へ ラ磨 き。 内面黒色 ス コリア 床 面

はわずか に外反 する。 処理 。体部下端 回転へ ラ削 り。高

台貼付 。

橙 色

普通

二 次焼 成

4

高台付椀 A ［15．0］ 底部 か ら口縁部片。 高台剥離。体 目線 部 ・体 部 内 ・外 面 ロ ク ロ ナ 長石 ・石英 ・雲母 P l O3 5　　 2 5％
土 師 器 B （4．7） 部か ら口縁 部 にか けて内攣 して立 デ。内面へ ラ磨 き。内面異色処理。 スコ リア 覆土 中

ち上が る。 高台貼付 け。 明赤褐 色

普通

二次焼成

5

高台付 椀 A ［1 3．6］ 底部か ら日録 部片。高台刺離 。体 口縁 部 ・体 部 内 ・外 面 ロ ク ロ ナ 長石 ・雲 母 ・ス コ P lO 36　　 1 0％
土 師 器 B （4．7） 部は内攣 して立ち上が る。 目線 部 デ。高台貼付 け。 リア 竃内

はわずか に外 反する。 にぷい褐色

普通

二次焼 成

6

高台付椀 B （2．3） 底 部か ら体部片。 高台剥離。体部 目線 部 ・体 部 内 ・外 面 ロク ロナ 長石 ・雲母 ・スコ P lO3 7　　 10％
土 師 器 はわずかに内攣 して立ち上が る。 デ。体 部内面へ ラ磨 き。 内面 黒色

処理。 高台貼付 け。体部外商 と底

部 に墨書 。

リア

橙色

普 通

覆土 中

7

嚢 A ［2 2．0］ 頚部か ら口縁 部片。 目線 部は外反 日縁部 内 ・外面桟 ナデ。体部 内 ・ 長石 ・雲母 ・ス コ P lO 38　　 5 ％
土 師 器 B （4．3） し，端部 は上 方につ まみ上 げ られ

てい る。

外 面ナデ。 リア

にぷ い橙色

普通

床面

図版番 号 券　　　 種

計　　　　　 測　　　　　 値 ！ 出 土 地 点

l
備　　　　　　　　　　　 考

長 さ （cm ） 径 （cm ） 孔 径 （cm ） 重 量 （g ）

8 土　　　　　 玉 1．9 1．9 0．3 4 ．7 床　　　　 面 n P lO O5　　 10 0 ％　　 P L 168

9 土　　　　 玉 1 ．9 2 ．0 0 ．4 5 ．8 覆　 土　 中 n P lOO 6　　 10 0 ％　　 P L 168

1 0 土　　　　 玉 1 ．7 2 ．0 0 ．4 5 ．8 覆　 土　 中 n P lOO 7　 10 0％　　 P L 1 68

1 1 土　　　　　 玉 1 ．5 1 ．7 0 ．5 3 ．3 覆　 土　 中 D P lOO 8　 10 0％　　 P L 1 68

12 土　　　　 玉 1．5 1．6 0 ．4 2 ．8 覆　 土　 中 D P l OO 9　　 100 ％　　 P I．16 8

13 土　　　　 玉 1．7 2．0 0 ．5 4 ．6 覆　 土　 中 O P lO lO　 lOO ％　　 P L 16 8

14 土　　　　 玉 1．8 1．7 0．3 4．5 覆　 土　 中 D P lO l l　 lOO ％　　 P L 16 8

15 士　　　　　 玉 1．6 1．7 0．4 4 ．0 床　　　　 面 D P lO 12　 1 00 ％　　 P L 168

1 6 土　　　　　 玉 1 ．8 2 ．0 0 ．4 6 ．1 床　　　　 面 n P lO 13　 10 0 ％　　 P I．168

1 7 土　　　　 玉 1 ．3 1 ．5 0 ．3 2 ．7 床　　　　 面 n P lO 14　 10 0％　　 P I．168

18 土　　　　 玉 1 ．8 1 ．9 0 ．4 4 ．7 覆　 土　 中 D P l O 15　　 10 0％　　 P L 1 68

19 土　　　　　 玉 2．1 2．1 0 ．6 4 ．9 覆　 土　 中 D P l O1 6　　 1O O％　　 P L 1 68

20 土　　　　　 玉 2．1 2．2 0 ．5 6 ．8 覆　 土　 中 n P lO 1 7　 100 ％　　 P L 16 8

2 1 土　　　　 玉 2 ．2 2．3
0・6 i

7 ．9 床　　　　 面 n P lO 18　 100 ％　　 P 工．16 8

2 2 土　　　　 玉 2 ．2 2 ．0 0 ．6 6．1 覆　 土　 中 n P lO 19　 1 00 ％　　 P L 16 8

2 3 管　 状　 士　 錘 3 ．5 1．0 0 ．3 3 ．3 覆　 土　 中 D P lO 20　 10 0 ％　　 P I．17 0

24 管　 状　 土　 錘 3 ．4 1 ．4 0 ．5 5 ．0 床　　　　 面 B P lO 21　 10 0 ％　　 P L 170

25 管　 状　 土　 錘 4．1 1 ．2 0 ．3 4 ．7 覆　 土　 中 D P l O2 2　 10 0％　　 P L 1 70
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図版番号 器　　　 種
計　　　　　 測　　　　　 値

出 士 地 点 備　　　　　　　　　　　　 考

長 さ （cm） 径 （cn） 孔径 （cm） 重量 （g ）

第233図26 管　 状　 土　 錘 3．1 L l 0．4 3．0 覆　 土　 中 D P lO2 3　 10 0％　　 P m 1 70

27 管　 状　 土　 錘 3．3 1．2 0．4 4．7 覆　 土　 中 D P lO2 1　 10 0％　　 P L 1 70

28 管　 状　 土　 錘 3．4 1．2 0．4 4．3 床　　　　 面 りP lO2 5　　 10 0％　　 P L 1 70

29 管　 状　 土　 錘 3．2 1．0 0．4 3．0 覆　 土　 中 りP lO2 6　 10 0％　　 P L 1 70

30 管　 状　 土　 錘 乙9 1．1 0．4 3．1 覆　 土　 中 n P lO2 7　　 10 0％　　 P L 1 70

31 管　 状　 土　 錘 2．9 1．1 0．4 2．6 覆　 土　 中 D P lO2 8　　 10 0％　　 P L 1 70

32 管　 状　 土　 錘 2．6 L l 0．4 2．5 覆　 土　 中 D P l O2 9　 10 0％　　 P L 17 0

33 管　 状　 土　 錘 3．6 1．1 0．4 3．3 覆　 土　 中 D P l O3 0　　 1㈲％　　 P L 17 0

34 管　 状　 士　 錘 2．1 1．2 0こ4 2．4 覆　 土　 中 D P l 03 1　 100％　　 P L 17 0

第膵考健腰跡（第224図）

位置　調査区の北部，D4e2区。

規模と平面形　長軸5．25m，短車由5言0mの方形である。

主軸方向　N－120－W

壁　壁高は24～′40cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　全周する。上幅15～34cm，下幅3～15cm　深さ　～蟻cmで　断面形はU字状である。

床　平坦で，出入り口から竃前方部にかけて踏み固められている。

ぽッ睦　5か所（Pl～P5）。Pl～P4ほ，長径56～80cm，短径56～68cmの楕円形，深さ78～88cmである。規

模と配列から主柱穴と考えられる。㌘5は長径50撒，短径40cmの楕円形，深さ48cmである。位置から出入り口

施設に伴うピットと考えられる。

竃　北壁中央部にタ砂混じりの褐色粘土で構築されている。煙道部は，耕作により撹乱を受け残存してない。

天井部は崩落しており，両袖部が残存している。規模は，煙道部から焚き口部まで128cm，両袖最大幅156cm，

壁外への掘り込みは29cmである。袖の内壁は，火熱を受けて赤変硬化している。火床部は，床面を8cm掘りく

ぼめており，火熱を受け赤変している。煙道部は，外傾して緩やかに立ち上がる。

竃土層解説

1　灰　褐　色　粘土粒子中量，焼土も炭化粒子微量
2　暗　褐　色　焼土・粘土粒子少量，炭化粒子微量

3　にぷい黄褐色　粘土粒子多量，焼土粒子中量，炭化粒子微量

4　暗　赤　褐　色　焼土粒子中量，炭化・粘土粒子少量

5　黒　褐　色　焼土・炭化・粘土粒子少量

6　暗　赤　褐　色　焼土粒子多量

覆土　3層からなり，レンズ状の堆積を示し，自然堆積である。

土層解説

1褐　　　色　ローム小プロ、ソク・ローム粒子少量．焼ト炭化粒J’・・ローム申プロ、ソク微量

2　褐　　色　ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・ローム粒子少量，焼土・炭化粒子微量

3　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土小ブロック・焼士・炭化・ローム小ブロック微量

遺物　土師器片349点（杯片66点，棄片283点），須恵器片13点（捧片11点，高台付杯片2点），弥生土器片1点

が出土している。覆土下層では，第225図1の土師器杯が北東コーナー部から正位の状態で，4の土師器賓が

中央部南西側から出土している。床面では，3の土師器嚢が中央部南西側から出土している。竃の西袖内から

は，2の土師器嚢が出土している。

新風　本跡の時期は9　遺構の形態及び出土遺物から6世紀中葉と考えられる。
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第詔図　第膵考健應跡出藍遺物実測図

第膵号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼 成 備　　 考

第225図 林 A　 1 2．4 目線部一部欠損。 丸底。体部 は内 目線部 内 ・外面横 ナデ∵　休部外面 長右 ・雲母 ・スコ P lO 39　　 95％

1 土 師 器 B　　 4。5 攣 して立ち上が り，目線部 との境

に明瞭な稜 を持つ 。目線部 は直立

す る。

へ ラ削 り後，ナデ， 内面 ナデ。 リア

明赤褐色

普通

覆土 中　 PL 128

2

聾 A ［15言］ 体部 か ら目線部片。体 部は内攣 し 目線部 内 ・外 面構ナデ∴　体 部内 ・ 長石 P l O4 1　　 4 5％

土 師 器 B （13．9） て立 ち上 がる。目線部 は外反 する。 外 面ナ デ。 明橙色

不 良

竃 内

器面荒 れ

3

聾 A ［25．6］ 頚部 から目線 部片。 口縁 部は外反 目線 部内 ・外面 構ナデ∵ 長石 e石 英 e 雲母 P lO 4 2　　 5 ％

土 師 器 B （8．0） す る。 橙色

不良

床面

4

嚢 A ［2 1．6］ 体部か ら打線 部片。体部 は内攣 し 日縁 部内 の外面横 ナデ。体部へ ラ 長石 6石英 の雲母 P lO 43　　 1 0％

土 師 器 B （8．7） て立 ち上が り，日縁部 は外反 し，

端部 は上方 につ まみ上げ られてい

る。

ナデ。 にぷ い黄橙色

普通

覆土中

第膵考健腰掛　第霊園）

位置　調査区の北東部．I：．）4－d∠日東こ

規模と平面形　長軸7．80m．短軸7．75mの方形である。

主軸方向　N－00

壁　壁一馬は5十～55cmで．ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　全周するこ　上幅1（ト38cm∴下幅6・、16cm，深さ3～10cmで，断面形はU字状である。

床　平川で，中央部が踏み固められているニ

ピット　6か所（Pl、P6主　Pl～P4は，長径56～71cm．短径50▼、65cmの楕円形，深さ42′、79cmであるご　規

模と配列から主柱穴と考えられる。P5，P6は長径55・、62cm．短径40、46cmの楕PJ形．深さ32～41cmである。

位置から出入り口施設に伴うピットと考えられる二、．

竃　北壁中央部に，砂混じりの褐色粘上で構築されている二　天坪部は崩落している∴規模は，煙道部から焚き

一一一一一一一一一298－－一一一一・
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第226図　第179号住居跡実測図
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‖部まで152cm言両袖最大幅1＿根）C町　壁外への握り込みは50cmである∴袖の内壁は，火熱を受けて赤変している、

火床部は，床面を8cm握りくぼめており，火熱を受け赤変f酎ヒしている、！．煙道部は，外傾して緩やかに立ち上

がるご

寵土層解説

1　暗　褐　色　焼上・ローム粒J’・少量．炭化・粘＝位「微量
ゴ　灰　褐　色　帖‖＼．′つ㌧中量．焼上・炭化粒jr・少量
3　暗　褐　色　焼士。ローム中ブロック少量夕　炭化粒子微量
・1　赤　褐　色　粘日量子中量．焼‖こ白’一少＿lL　炭化粒j′‥ローム小プロt、′ク微量
5　暗赤褐色　粘土粒子中量9　焼土粒子少量

6　暗赤褐色　焼土粒子中量，粘土粒子少量
7　褐　　　色　ローム小ブロック少鼠　焼土小ブロックの炭化やローム粒子微量，焼土中ブロックを焼土粒子をローム中ブロック極微巌
8　暗　褐　色　焼日章’・・ローム小ブローソク・ローム粒jr一微量

覆土　ノ10層からなり．レンズ状の堆積を示し，自然堆積である。北西コーナー部から南壁にかけての床面に焼

日鬼や炭化物が検出されている、・

土層解説

1　暗　褐　色　炭化・ローム粒J’一少量，焼日章√微量

2　褐　　　色　ローム小プロ、ソク・ローム粒J’・少量．炭化粒自微量

3　褐　　　色　廃土・ローム粒子少量9　ローム小ブロック微量

－1　辟；褐　色　焼上・炭化・U－ム粒J’－少量．ローム小ゾt」ツケ微量

う　褐　　　色　炭化・ローム粒「多量．U一一ム小プロ、ソク少：－l：

（ミ　暗　視　色　焼‖二十「多量．焼巨トプロ・ソケ・炭化・ローム粒J′一少量．ローム小プロ・ソク微冒．：

7　褐　　　色　ローム粒J′一多量、ローム小プロ・ソク少量．焼‖1日′・微量

8　褐　　　色　ローム粒J’一多量．炭化・ローム小ブロック微量

9　褐　　　色　焼士e炭化e粘土粒子少量夕　焼士小ブロック微量

川　赤　褐　色　焼上・炭化粒J′－・ローム小プロ、ソケ少結　帖卜粒J’・微量

遺物　＝抽器片1235点（林片317点，悪片田6点．ミニチュア上器片2点上　須恵器片20点　り不日つ」日工　悪片（i

′　　　∴√、′∴　　　　′、ノ　′∴　　　　′ノ、－′　／′　　　、‾　′J‘∴ノ′・ノ′、＼、′くノ　　　　　　ー　　　　、

の日亜器林，2t）の日工が北西コーナー部付近から．7の上師器林，2（うの日工が南西コーナー部から．17の＝紬

器悪，28のトトが南東コーナー部付近から，2（＿）の須恵器提瓶が南壁部の南西コーナー部寄りから出上している、

7は逆位，11は正位の状態で！廿上しているご　覆日、一層では，1＿3の土師器鉢が中央部北西側から，＿16の上師器悪

が中央部から．22，25の「kが北東コーナー部から．27のIつ工が電前方部から出上しているつ末面では．1．2

の上帥器林．1＿～）の‖抽器悪が南壁中央部から，3．t主10の上師器林，12の上師器椀，1工15の日抽器鉢，21

の十I三が北西コーナー部から，18の土師器翌が中央部から，30の上製紡錘車が南西コーナー部付近から甘上し

ている。1、3，！主　′10は正位の状態で出十している。、（iの上師器林はI）2両から出上している－．

所見　北西コーナー部から南壁部にかけての床［裾二焼日鬼や炭化材がみられ，遣物の大部分は触トト．面から出

上している。このことから∴本跡は焼失住居であ星　遺物の大部分は焼失後北西側から投棄されたものと思わ

れるごつ1寺期は，遺構の形態及び出上遣物から6世紀後葉と考えられる、・

．‘′　′　l′、・　　ん′言へノ

図版番号 器　輔 計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土の色調0焼成 備　　 考

第227図 林 A　l説1 打線部一部欠損。丸底。体部は内目線部内・外面楯ナデ＋　休部外面長石・実母 PlO44　　98％

1 士舶　器 B　　5。0 攣して立ち上が娠　打線部との境ヘラ削り橡，ヘラ磨き、内面へラ黒褐色 床面　　 PL128

工明瞭な稜を持つ∴　目線部は内傾磨き∵　内・外面黒色処理÷ 普通

する。

2

林 A ［14。2］底部から日縁部片。丸底。体部は打線部内の外商横ナデ。休部外面長有・雲母 Pl＝・n　　γ0㌦

土師器 B　　5．5 内攣して立ち上がり，打線部とのヘラ削　後　へラ磨凱内面ナデ。赤黒色 床面　　 PLは8

境に明瞭な綾を持つ∵「1線部は両内・外面黒色処理＋ 普通

傾する。．

林 A ［12．5］体部から目線部欠損。丸底。休部目線部内・外面横ナデ＋　休部外面雲母・スコリア PlO46　　85％

3
士　師　器 B　　もアほ内攣して立ち上がりラ　打線部と

の境に明瞭を稜を持つ。‖縁潮庖

内傾する。

ヘラ削り後†ヘラ磨き．内面ナデ＋にぷい褐色

普通

床面　　 PTノ†？8

一一一一　300－－－－－－
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第227図　第179号住居跡出土遺物実測図（1）

ll－　J

0　　　　　　　　　　　　10cm
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第228図　第179号住居跡出土遣物実測図（2）

0　　　　　　　　　10cm

ト一一一一丁一一l」
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21～29

0　　　　　　　　　　5cm

乃　I i　　＿」



図版番号 器　 種 庫 則倍（cm）！ 器　 形　 の　 特　 徴 ！ 手 法　 の　 特　 徴 ！胎土 ・色調 欄 成 ！ 備　 考

第227図 林 A ［13．6］ 休部か ら臼縁 部片。体部 は内攣 し 日録 部内 ・外面桟 ナデ。体部外面 石英 ・雲母 0針状 P lO4 9　　 35％

4 士 師 器 B （4．6） て立ち上が り，目線部 との境 に明 ヘ ラ削 り後，ナデ，内面へ ラ磨 き。 鉱物 覆土中
瞭な稜 を持つ。目線部 は内傾す る。 内 ・外 面黒色処理∵ にぷい橙色　 普通 内外 面摩滅

5

土不 A ［14．4］ 底部 か ら目線部片 。丸底。体部 は 日縁部 内 か外 面横ナ デ。体部外 面 石英 ・雲母 P lO4 7　　 45％
土 師 器 B　　 4．6 内攣 して立ち上が り，目線部 との へ ラ削 り，内面ナデ。 内 0外面 窯 黒褐色 覆土 中

境 に明瞭な稜 を持つ 。目線部 は内

傾す る。

色処理。 普通

6

林 A ［13．0］ 底部か ら目線 部片。体部 は内攣 し 目線部 内 ・外面横 ナデ。体部外面 長石 ・雲母 P lO 50　　 40％
土 師 器 B　　 4．2 て立 ち上が り，目線部 との境 に明 へ ラ削 り後，ヘ ラ磨 き，内面 ナデ。 黒褐色 ピッ ト内 P L 128

瞭な稜 を持 つ。目線 部は直立す る。 外 面黒色処理。内面 うるし仕上 げ。 普通

7

林 Å　 13．8 目線 部一部欠損。 丸底。体部 は内 目線部 内 ・外 面横ナ デ。体 部外 面 長石 の石英 ・雲母 ・ P lO5 1　　 90％
土 師 器 B　　 4．4 攣 して立ち上が り，目線部 は直立 へ ラ削 り後，ヘ ラ磨 き， 内面 へラ スコ リア ・針状鉱 覆土 中　 PL 1 28

す る。 磨 き。 内 ・外 面黒色処理。 物

黄灰色　 不良

外面摩滅

8

林 A ［14．8］ 底部 か ら目線 部片。丸底 。体 部は 目線部 内 e外面横 ナデ後，へ ラ磨 雲母 P lO 48　　 40％
土 師 器 B　　 5．5 内攣 して立 ち上が り， 目線 部 との き。体部 内面へ ラ磨 き，外面へ ラ 黒色 覆土中

境に明瞭 な稜 を持つ。 日録 部は内

傾す る。

削 り後，ヘ ラ磨 き。内 ・外面黒色

処 理。

普通

9

林 Å　 13．3 体 部か ら口縁 部片 。丸底。体部 は 目線 部内 ・外面横 ナデ。体 部外 面 石英 ・雲母 ・スコ P lO5 2　　 90％
土 師 器 B　　 4．5 内攣 して立 ち上 が り，目線部 との ヘ ラ削 り，内面ナ デ。 内 ・外 面窯 リア 床面　　 PL 1 28

境 に弱 い稜 を持つ 。目線部 は内傾

す る。

色処理。 明赤褐 色

普通

10

林 A　 13．6 目線部 一部欠損。丸底 。体部は内 目線部 内 ・外面横 ナデ。体部外面 長石 ・雲 母 P lO 53　　 80％
土 師 器 B　　 4言 攣 して立 ち上が り， 口縁 部は直立 へ ラ削 り後 ，へ ラ磨 き，内面ナデ。 黒 色 床面　　 P L 12 8

す る。 内 ・外面黒色処理 ∴ 不良 内面摩滅

H

杯 B （4諸） 体部か ら日録 部一部欠損。丸底 。 目線 部内 ・外面横 ナデ。体部外面 雲母 ・スコ リア P lO 54　　 75％
土 師 器 体部は内攣 して立ち上が り，体 部 へ ラ削 り後，ナデ，内面ナデ。内 の 灰 褐色 覆土中　 椚田28

との境 に弱 い稜 を持つ。 目線部 は

内儀 する。

外面黒 色処理∴ 普通 日録 部摩滅

12
椀 B （4．9） 底部 か ら目線部片。 平底。体部 は 体部 内 e外 面ナデ。体部下端 へラ 長石 ・石英 ・雲母 P lO5 5　　 55％
土 師 器 C　　 5．5 内攣 して立ち上が る。 削 り。底部刷 毛 目。 橙色　 普通 床面

鉢 A　 21．0 体部か ら日経 部一部欠損 。平底。 目線部内 ・外 面ナデ。体部外面へ 長石 ・石 英 ・雲母 P lO 56　　 80％

13
土 師 器

鉢

B　 15．0 体部 は内攣 して立 ち上が り，目線 ラ削 り後， ナデ，内面ナデ。

目線 部内 ・外面 ナデ∴体 部内 ・外

橙色 覆土中　 P L 12 9

C　　 7．6

A ［21．8］

部はわず かに外 反す る。

体 部か ら目線部 片。体部 は内攣 し

普通

長石 ・石英 ・雲母

外 面荒れ二次焼

成

P lO 57　　 80％

14
士 師 器

鉢

B （13．1）

A ［20．6］

て立ち上が り， 目線 部は わずか に 面 ナデ。

目線部 内 ・外 面ナデ。体部外面へ

橙色 床 面　　 Pも129

外 反する。

底部か ら目線 部片。平底 。体 部は

普通

長石 e石 英 。雲母

外面 荒れ二次焼

成

P lO 58　　 40％

15 土 師 器

嚢

B　 15．0 内攣 して立 ち上が り， 目線 部はわ ラ削 り後， ナデ，内面へ ラナデ。

＝縁 部内 ・外面 ナデ∴体 部内 ・外

にぷ い赤褐色 床面
C ［8．0］ ずか に外反 する。 普通 内面底煤付着

A　 は8．5］ 底 部か ら日録 部片。平底。体 部は 長石 ・石英 P lO 59　　 80％

16

第22 8図

士 師　 器

聾

B　 21。8 内攣 して立 ち上 が り，目線部 は外 面 ナデ。

目線部 内 ・外 面ナデ∵体部 内 ・外

明赤褐色 覆土中　 P L 12 9

C　　 ＆6 反 する。 普通 内外 面摩滅

A　 14．2 体 部か ら口縁部片。体 部は内攣 し 長石 ・石 英 ・雲母 P lO6 0　　 25％

17 士 帥　 器

楽

B （9．0）

B （34．0）

て立 ち上が り，目線部 は外 反する。

体部か ら目線 部片。体部 は内攣 し

面ナデ。

＝縁 部内 ・外面 ナデ∵体部内 ・外

明赤褐 色

普通

長石 e石 英 ・雲母

床面　　 PL 1 28

二次焼成

P lO 6 1　　 60％

18 士 師 器

整

C　　 8。3

A ［33．8］

て立 ち上が り，目線 部は外反す る。

体 部か ら目線部片 。体部 は内攣 し

面 ナデ。

目線 部内 ・外面ナ デ。体 部外 面ナ

橙色

普通

長石 ・石英 ・雲 母

床面　　 P L 12 9

二次焼成

P lO 62　　 25％

19

2 0

士 師 器

提　　 瓶

須 恵 器

B （19．7）

（12．0）

て立 ち上が り，日録部 は外 反す る。

端部 はわずか に上方 につ まみ上 げ

られている。

体部片。体 部は丸 く，肩 部に把手

デ 内面 へ ラナデ。

体部外面 カキ 昌調整。

橙色

普通

！

長石 ・石 英 ・小石

床 面

P lO6 3　　 5 ％
が付 く。 灰色　 良好 覆土 申

一一一一一3031一一一一一一一1一一一



図版番号 器　　　 柚

計　　　　　 測　　　　　 値 巨 士 地 点

備　　　　　　　　　　　　 考
長 さ （cm） 径 （cm） 孔径 （cm） 重量 （g ）

第228図21 士　　　　 工 3．3 説2 私5 2㌢ 7 床　　　　 面 D P l O3 2　　 10 0％　　 P L 用8

2 2 士　　　　 工 2．9 3．0 私9 23。9 覆　 士　 申 D P m 3 3　　 m ％　　 P L H吊

23 土　　　　 玉 3．0 2．6 0．9 19．9 将　 士　 中 D P H lM　　 10 0％　　 P L

2 4 士　　　　 工 3言 2．7 0．7 20．8 覆　 土　 中 D P m 3 5　　 川　％　　 P L 日清

25 士　　　　 工 3言 2．8 私8 20．5 覆　 土　 中 り㌘103 6　　 10 0％　　 P L 16 8

2 6 士　　　　 玉 3．0 2．6 0．7 1乱3 将　 士　 申 D P l（u 7　　 100％　　 P L 圧8

2 7 土　　　　 玉 乙8 芝4 0．7 16．6 覆　 土　 中 D P m 演　　 川 ％　　 P u （吊

28 士　　　　 玉 2．9 2．6 0．7 17。2 覆　 土　 中 D P lO J 9　　 100％　　 P L 用8

2 9 土　　　　 玉 乙8 2．7 0．7 17．9 覆　 土　 中 D P l山0　　 100％　　 P L m 8

図版番号 器　　　 種
計　　　　　 測　　　　　 値 巨 土 地点

備　　　　　　　　　　　 考
径 （cn） 厚さ（cm）巨 L径（cm）i 重射 g ）

30 紡　 錘　 車 5．2
2さ2 i o49

55。8 床　　　　 面 D P l（＝1　　 95％

楯
計　　　 測　　　 儀

質　　 出士 地 古 備　　　　　　　　 考
長さ（C可 幅 極 ）！厚さ（cm）l重量（g） 石　　　　　　　　　　　　 川、

31 ！砥　　 石 12・6 i 6せ9 i 503 ！ 55805 砂　　 岩 I覆　 土 、中 Q lOO2

：芦㌦！∵′h．：l：、∴′、誉差又′

位置　調査区の北東，I）4こ13区、．

重複関係　本跡が，第181B号住居跡の北側を掘り込んでいる。

、．．ここ・．一‥．言．、l　－　′十、㌦・！・　‥、′／ノ、′言3、八′、．

主軸方向　N－82。－I＿三

壁　壁高は17、′28cmで言まぼ垂直に立ち上がるご

・‾　∴・、・言、一　一ノ　高÷二六し　一、‘！：：ノ、、′　′二　つ吉）－、∴ぐ－・・、、l．膏、′＼TYl　六二、・、′C・言、、！′　三つ　′、∴

である。

床　平坦で一幸央部が踏み固められている。

蟹　東壁中央部に　砂混じ　の褐色粘土で構築されている。煙道部は　耕作により一部撹乱を受けている。天

井部は崩落してお酌　両袖部が残存している。規模は　煙道部から焚　打部まで摘雛m　両袖最太幅蟻cm　壁

外への掘　込みは凱cmである。袖の内壁は　火熱を受けて赤愛している。火床部は受　床面をほとんど掘りくぼ

めてなら　火熱を受け赤変硬化している。煙道部は　外傾して緩やかに立ち上がる。

電土層解説

＿1　褐　灰　色　焼巨ローム小ブロック・ローム・粘出自’一少量

2　褐　灰　色　ローム小プロ・ソク・粘上位千中量．ローム粒子少量

：1灰　褐　色　焼上中プロ、ソク・焼上粒J’一・ローム小ブロック・ローム・粘上粒J’一少量

．1灰　褐　色　焼上・ローム・粘＝位r少量

5　暗　褐　色　粘土粒子多量，焼土小ブロックの廃土粒子。ローム小ブロック少量

6　極暗赤褐色　焼士小ブロックの焼士粒子中量，ローム小ブロックの粘土粒子少量

7　暗赤褐色　焼回－・小プロ、ソク・焼目口中一－し　尿少量

8　赤　褐　色　焼土中ブロック・焼上粒子中量．粘土二粒「・灰少量

〔）榊銅ミ褐色　焼トトプロ、ソク・焼巨拉了小結　ローム小プロ、ソク・ローム・粘い粒子少量

10　赤　褐　色　焼土小ブロック・焼土粒子多量，焼土中ブロック中量，粘土粒子0灰少量

11柾暗褐色　焼トローム・粘い粒！・少量

啓蓋　4層からなるが　耕作による撹乱を受けているためタ　堆積状況は明確でない。

土層解説

l　暗　褐　色　焼目白’‥ローム小プロ・ソク少量，ローム粒召散量、炭化粒子極微量

2　褐　　　色　焼上・炭化粒J∴・ローム小プロ・ソク・lコーム粒J雄描∴　焼巨トプロ、ソク極微量

3　褐　　　色　ロームノj、ブロックeローム粒子中量，ローム中ブロック少量，焼土粒子微量，炭化粒子極微量

．1兢　褐　色　焼目白’一少結　焼「小プロ、ソク・ローム粒召持し　焼上申プロ、ソク極微量

一一一一一一一一一一一1－304－－－－－1－－1
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第229図　第181A号住居跡実測図

0　　　　　　　　　　　　1m

」＿＿＿＿」＿　　」

遣物　土師器片206点（杯片35点，高杯片7点，聾片164点），須恵器片95点（杯片61点，高台付杯片10点，盤

片1点，蓋片1点，聾片22点），土玉4点，管状土錘3点，刀子2点が出土している。覆土下層では，第230図

7の土玉が南西コーナー部から，10の管状土錘，12の刀子が西壁部から，14の刀子が北壁部から出土している。

床面では，1の土師器杯が南東コーナー部から，3，4の土師器高台付杯が南壁部から，6の土玉が中央部西

側から，8の土玉，9の管状土錘が中央部南西側から，11の管状土錘，13の刀子が南西コーナー部付近から出

土している。なお，土師器片の中には，古墳時代の遺物が含まれているが，これらは本跡が古墳時代の住居跡

を掘り込んでいるためである。その他，覆土中から2の土師器杯，5の土玉が出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から10世紀前葉と考えられる。
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第230図　第181A号住居跡出土遺物実測図

第181A号住居跡出土遺物観察表

◎

⑦

C＝＝ヨ二∈≡⊇
ll

0　　　　　－　－3

0　　　　　　　　　　　5cm

5～14　　「　　i j

図版番号器　種計測値（Ⅷ） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　考

第230図 杯 A ［13，0］底部から口緑部片。平底。体部か口緑部，体部内・外面ロクロナデ。長石・石英・雲母PlO64　　65％

1 土師器B　　4．1

C　　7．2

ら口縁部にかけて外傾して立ち上

がる。

底部回転へラ切り。 橙色

普通

床面　　PL229

2

珂こ A ［11．0］底部からロ緑部片。平底。休部は口縁部，体部内・外面ロクロナデ。石英・雲母 PlO65　　25％

土師器B　　3．5 外傾して立ち上がり，口緑部はわ体部内面へラ磨き。底部不定方向灰色 覆土中

C ［5．6］ずかに外反する。 のヘラ削り。内面黒色処理。 普通

3

高台付杯A ［12．6］底部から口緑部片。平底。体部か口縁部，体部内・外面ロクロナデ。石英・雲母 PlO66　　25％

土師器B （5．0）ら口緑部にかけて外傾して立ち上

がる。

休部内面へラ磨き。内面黒色処理。明黄褐色

普通

床面

4

高台付杯B （2．0）高台部から休部片。高台は長くハ休部内面へラ磨き。高台貼付け。長石・石英・雲母・PlO67　　20％

土師器D　　8．5

E　l．1

の字状に開く。 内面黒色処理。 スコリア

明黄褐色

普通

床面

図版番号 器　　　 種

計　　　　　 測　　　　　 値
出土地点 備　　　　　　　　　　　 考

長さ（Ⅷ）径 （Ⅷ）孔径（Ⅷ）重量（g）

5 土　　　　 玉 1．9 2．1 0．3 5．5
覆　 土　 中 DPlO42　 100％　　 PL168

6 土　　　　 玉 1．4 1．8 0．4 3．2 床　　　　 面 DPlO43　 100％　　 PL168

7 土　　　　 玉 1．9 1．9 0．4 4．3 覆　 土　 中 DPlO44　 100％　　 PL168

8 土　　　　 玉 1．6 2．3 0．5 6．2 床　　　　 面 DPlO45　　 100％

9 管　状　土　錘 2．7 1．3 0．4 3．8
床　　　　 面 DPlO46　　 100％　　 PL170

10 管　状　土　錘 （2．1） 1．1 0．4 （1．5）覆　 上　 中 DPlO47　　　 50％　　 PL170

11 管　状　土　錘 2．2 1．1 0．4 2．2 床　　　　 面
DPlO48　 100％　　 PL170

ー306－1



図版番号
舅に！ 種 i　 計　　 測　　 値 i 出土地点　　 備　　　　 考

裔　　 序攣可幅高可嘉高汀義諒
第230図12 刀　　 可　 如 月 1－2 i o可 （錮 覆　土　 可 M ユ004　 95％　 PLユ77

13 生 ＿ ヱ 上 空 止 二 年 「 完 司 「 箭 床　　 面iM ユ006　 95％　 軋177

摘 生 ＿ ヱ 」 塑 止 ∴ 早 「寺 司 『 議 覆　土　可 M lOO7　 95％　 軋177

、・・．－　　P．．∴′、′

位置　調査区の北東，I）J b3区．、ニ

‘・、′　　　／、－　　　・．・′′　ノ．こ、　　′　・　′　　　　　ノ、．、、′

二　　　　　一　　・’　．　　・　　∵、′′‥．ン　　‾．′′

主軸方向　N－（㍉－Ⅵ▼

、　一、　　C　‾　　∴　　　　　、′　一二　′′　′：

′′・′　′　　　　、ハ　　・　　　′　　′　　　　　こ　　　　　∴、　′、ニ㍉．．

、　　　　　　ノ．、′′　　レ　　′　‾＼　ノ．

．　　ノ　　　′ノ′　＿　′ノノ′′′　－　、　∵　′′　　　′′　′、　　　′り　　　　∴′　く　　　，∴了

′　　　ノ、　　・∴ノヘ・′、　′′　　ノ′ノ　ー　　　　　′　‥、′　　　、、・′r　　・こ　′、．　．′　　1．′／、′ノ′‥　′

′′′　・・　′′ノ　て　′、′ノ′　′ノ、ノl‥一、′、′　ニ　　　　′・　‥り　、・ノ、・・′　′　　　、′　　ニノ　′′・－

を受け赤変硬化している、、

竃土層解説

1灰　褐　色　帖卜粒J′－多量　焼トトプロ、ソク・焼‖∵イ微量

にぷい褐色　粘土粒子中量　焼土小プロッタのローム小ブロック微量

にぷい褐色　粘土粒子中鼠　焼土粒子少量　廃土小ブロック微量

4　褐　灰　色　粘土粒子多鼠　焼土粒子微量

5　褐　灰　色　粘土粒子多量9　ローム小ブロック少鼠　廃土小ブロック微量

（i　吠　裾　色　粘‖∵′：子多甘．魂上中プロ・、ノク・焼出目一・ローム小ブロック少量

7　灰　褐　色　粘吊日中：‡i∴　焼巨巨小ゾtJ、ソク・焼‖∵つ∴ローム中・小プロ・ソク少量

8　極暗糾色　旭日Jイ中量　焼同一・小ゾロ、ソク・ローム小プロ、、′クつ枯上粒√少量

ゝ）軌暗視色　ローム小プロ、ソク・粘廿日∵少量，焼卜申・小ゾt‾上′ク・焼ロイ′つつ故量

摘　灰　赤　色　粘土粒子多鼠　焼土小ヅセックも焼土粒子中量9　焼土中ブロック少量

′　ノ′　∴　′　・　　　　　′　　′′・！　　　′′　　′　′∴．′′．七′′　′、．・′′　　二．ノ、・′∴　一．一　′′′．

れる、＿・．

瀾

暗

暗

視

赤

暗

暗

暗

暗

暗

吠

暗

暗

暗

層量

ヱ

2

3

4

5

6

7

8

9

用

は

1

2

摘

説

色

色

色

色

色

色

色

色

色

色

色

色

色

褐

褐

　

褐

褐

褐

褐

褐

褐

褐

褐

褐

褐

ローーム小プロ、ソク・ローム粒√少㍑　焼‖宣子微量

ローム中プロ、ソク少量．ローム小ブロック・ローム粒自微量

ローム小ブロック多結　焼巨トプロ・ソク・焼ロイ′：千・ローム申プロ、ソク・ローム粒川一量

焼ロイ′守多量．瑚日当－・小プロ、：′′ク中量　損じ物・損じ粒j∴コーム小ブtJ・ソク・U一月立上少蔓

し了－ム小ゾLJい′ク・U一一∴粒J′・少昌を

ローム小ブリ、ソク中量．ローム中プロ・ソク・ローム粒「少㌫　焼巨トプロ、ソク・焼‖1イ微量

ローム小プロ、ソク小品　ローム中プロ、ソク・ローム粒巨吊呈∴　焼トトプロ・ソク・粘日章f・微量：

ロームl「ト小プロ、ソク少量，ローム中ゾロ、二ノク微量

ローム中・小ゾロ・ソク・ローム粒J′一少量．ローム大プロ、ソク微最

焼巨」、プロ、ソク・ローム小プロ、ソク・ローム粒J′・・帖目白’・少；ll：

ローム小プロ、ソケ・ロー月∵亘少量．焼巨トゾし「ノケ・焼ロイ′守・ローム中プロ、ソク微量

ローム大・申・小ブロック・ローム粒J’一少量

ローム申・小プロ・‥′′ク・ローム粒J′一少量

′　　　／　′、　　′′　　　　　　′　　　　′　　′　ノ　　　′　　　　′ノ　つ＿／ノ　　　ノ＼　ら　′・・・

ノ　′　　′！′′′ノ　　ノ′　′　′　　ノ、－、lノ　．　　　　　′′．　′ノ　　　、　　　　　′′言；′・′　　　ウノ

ノ1′′′、′・　／′ノ　　′左　／・ノイ　ノ　ノ　くつ　′　　当　　ノ・－′∴　ノ　・．、′・∫　　　′ノ．　J了∴

′　　　　　　　　　′　　　　　　　　　一′　　・′　・　　　′・・′‥　　′、′′　　　′　′′　　　　　・′ノ

′　　′　　　　　、、′′′　　ノ　′　　′・㌧　・ノ　′・　　ソ′　　・・′　7　・・一・　一・；・′′　　　　　′　′一
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覆土下層から出土した破片と接合している。その他，覆土中から3の土師器杯が出土している。

所見　本跡は，人為的に埋め戻されており，遺物が南壁側の中層から床面にかけて出土していることから，埋

め戻す際に商壁から投棄されたものと思われる。時期は，遺構の形態及び出土遺物から7世紀前菜と考えられ

る。

当

第231図　第181B号住居跡実測図

第181B号住居跡出土遺物観察表

＿＿L34．3m

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

L　　　；　　　！

0　　　　　　　　　　　　　　　1m

！　　　；　　　i

図版番号器　種計測値（cm）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　考

第232図坤こA　13．8休部から口緑部一部欠損。丸底。口緑部内・外面横ナデ。体部外面石英・雲母・スコPlO68　　95％

1 土師器B　　4．7体部は内攣して立ち上がり，口緑ヘラ削り後，ヘラ磨き，内面へラリア 覆土中　PL129

部は直立して立ち上がる。 磨き。内・外面黒色処理。 にぷい黄橙色

普通
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第232図　第181B号住居跡出土遺物実測図

図版番号 器　 種 計測値（C皿） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第23 2図 杯 A ［1 1．6］ 休 部か ら口縁部 一部欠損。丸底。 口緑 部内 ・外面横 ナデ。 休部外面 石 英 ・雲母 ・スコ P lO6 9　　 45％

2 土 師 器 B　　 3．5 体 部か ら口緑部 にかけて内攣 して ヘ ラ削 り後，ヘ ラ磨 き，内面放射 リア 覆 土中　 P L 1 29

立 ち上 がる。 状のヘ ラ磨 き。内 ・外 面黒色処理。 にぷい黄橙色

普通

3

上不 A ［15．0］ 休部か ら口緑 部片。休部 は内暫 し 口緑部内 ・外 面横 ナデ。体部外 面 石英 ・雲 母 P lO 70　　 4 5％
土 師 器 B （4．9） て立 ち上 が り，口緑部 は内傾 して ヘ ラ削 り後， へラ磨 き。内面へ ラ 灰黄橙色 覆土中

立 ち上が り，端 部は上方 にわずか

につ まみ上 げ られてい る。

磨 き。内 ・外面黒色 処理。 普通 二次焼成

4

坤こ A ［13，2］ 底 部か ら口緑部片 。丸底。休部 か 口緑部 内 ・外面横 ナデ。体部外面 雲母 P lO 72　　 35％
土 師 器 B （4．5） ら口縁 部にか けて内攣 して立 ち上 ヘ ラ削 り後，ヘ ラ磨 き。内面へ ラ にぷい黄橙色 覆土 中

が る。 磨 き。 内 ・外面黒色処理。外 面輪

積み痕。

普通

－309－



図版番可 器 種 恒 幌 可　 器 形　 の　 特 徴 手　 法　 の　 特　 徴 i胎土 8色調 0焼成
備　　 考

弟黒 図　　 林　　 A　 ．1　 休部から目線部片∴休部は内曾し 目線部内 ・外面構ナナ＋休部外面　 有英・雲母 P m －1　 謝％
5　　 土 師 器　 B （。朋　 て立ち上が娠 日嫁部は直立する。 ヘラ削り後，ヘラ磨き†内面放射　 橙色 将士中

状のへラ磨き。　　　　　　　　　 普通

林　　 Å　つ．主　 底部から目線部片＋丸底∵休部は 目線部内 ・外面構ナデ∵休部外面　 有英・雲母 P l（号1　　 諏㌦
0　　 士 師 器　 8　 2．0　 両増して立ち十がり，目線部は毎 ヘラ削り後†ヘラ磨き．両面へラ　 にぷい黄橙色 将士申

く内傾する。 磨き十　両・外面黒色処理∴　　　　 普通 二次焼成

林　　 Å　つ3．十　 底部から目線部片∵丸底∴休部か

γ　　 士 師 器　 8　日 ．事　 ら目線部にかけて内曾して立ち上

がる。

‖緑部内・外面植ナデ∴休部外面　 有英 ・雲母

へラ削有私 へラ磨き，内面ナデ∴　にぷい赤褐色

普通

P ユ075　　 20％

博士中

二次焼成

棒　　 A　は 減　 俸部から招縁部片。体部は内攣し

8　 土 師 器 B （482） 姦悪孟若露呈：［豊 富監 禁 票

目線部内 ・外面植ナデ∵休部外面　 有英 ・実母 ・スコ

へラ削り後，ヘラ磨き，内面へラ　 リア
磨き十　両・外面黒色処理∵　　　　 浅黄色

普通

P 温鮮3　　 測％
床面

鉢　　 Å　豆8言〕 休部から目線部片∴休部は外傾し 目線部内・外面ナデ＋体部内・外　 長有 ・有英・霊母 P 且07ア　　 ユ．5％
リ　　 士 帥 器　 8　日2」）「て立ち十がリ，目線部との境工稜 面へラ磨き＋　　　　　　　　　　　 橙色 穫土中

を持つ。打線部は外反する。 普通

嚢　　 A ［摘。l］ 体部から打線部一部欠損。平底。

摘 控 師 当 ㌢ 岩 滝豊 票 ㌍ 羞 霊 鵠 票

目線部内 ・外面ナナ∴体部内 ・外　 長石・右英・雲母・ P m 76　　 85％

床面　　 P L H丹

二次焼成

面ナデ∵　底部木葉痕∴　　　　　　　 スコリア

明赤褐色
方につまみ上げられている。 普通

甑　　 Å ［25諸］ 体部から打線部片。無儀式。体部 目線部内・外面ナデ∴休部外面ナ　 長有 ・有英 ・フ∴コ ㌘1078　　 25％
11 土 師 器 B （23の4） 禁等票差孟孟‡票 団 冒嫁部は デ，内面へラ磨き∴内面黒色処理∴　リア

にぷい黄樟色

床面

…

普通

ノ　ー′

位置　調査区の北東部，I‾〕4C（う区。

、、・　・　∴　　　　　　　　　ノ

童軸方向　N－90－E

壁　壁高は（う（ト68cmで言まぼ垂直に立ち上がる．

ト　　　∴　　　　′　　∴こ　　　　　　　　　　　：一　′　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　．／．1

床、上根で，中央部が踏み固められている．＿．、、

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　′　　　　　　　　　′　　　　　′．・　′　ノ　′　　　　　　　′　′

′　′・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′、　　′　　　　　　　′　　　　、　　　′　　′

トと考えられる、・・・．

′・　　　　　　′　　　　　　′　　、　　　　　　　′　　′　　　　　　　　　　　　　　　′

′　　∴　　′′　　　′　　′　‾　ノ∴　′　′′　′　　　　′・・′　　　′．′：　　∫．、．、′　　　′

′　　　　　　′　　　　　　　　　ノ　　　　　㌧′　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　・　′

篭土層解説

－1褐　　　色　焼土中プロ、ソク‥尭上位J’一・尉ヒ物・炭化粒J∴ローム小ブロック・ローーム粒自微量

2　暗　褐　色　焼＝拉！可弓も　焼上中プロ・ソク少軋　焼回「プロ、ソク・尉ヒ・ローム粒召放電二

：う　′ホ　褐　色　焼トトプロ・ソク・焼悌t千少結焼上人・中プロ、ソク・炭化粒J’・・ローム小プロ、ソク・ローム粒j㌧微量

・1暗赤褐色　粘‖＼l′つ∴少結　焼上・炭化粒日放量

一．　　　　　・ノ　′　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　′　　　　　ノ　　′ノ　′　　　　　　I　　　ノ　　　　　′　′　　′

ている、。

一一一一一…一一一3′10…－llll一一
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土層解説
1褐　　色　ローム小ブロック少量，焼土小ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化・ローム粒子微量
2　赤　褐　色　焼土粒子・ロームノJ、ブロック少量，焼土小ブロック・炭化物・炭化粒子・ローム中ブロック・ローム粒子微量
3　褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・炭化物・炭化粒子・ローム大・中ブロック微呈
4　褐　　色　ローム粒子少量，焼土・炭化粒子・ローム中・小ブロック微遥
5　褐　　色　焼土・炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子微量

遺物　土師器片367点（杯片76点，嚢片291点），須恵器片30点（杯片11点，高台付杯片3点，蓋片5点，要片

11点），灰粕陶器片1点，土玉1点，管状土錘1点，不明鉄製品1点，砥石1点が出土している。覆土上層で

は，第234図3の土師器嚢が北壁部から出土している。覆土中層では，5の須恵器高台付杯が西壁部から出土

している。覆土下層では，12の不明鉄製品が北東コーナー部から，4の須恵器高台付杯が竃の前方部から，10，11

の砥石が南西コーナー部から出土している。床面では，2の土師器杯が北東コーナー部から，7の灰粕陶器短

頚壷が中央部南側から，9の管状土錘が竃前方部から出土している。その他，覆土中から6の須恵器蓋，8の

土玉が出土している。

所見　本跡は，焼土塊がみられることから焼失の可能性がある。時期は，遺構の形態及び出土遺物から7世紀

末葉と考えられる。

ノ

C8

仁）

第234図　第182号住居跡出土遺物実測図

第182号住居跡出土遺物観察表

＼＼ミ≡∃⊆；君

∴∴・．∠ノノ：

8・9・12

0　　　　　　　3cm

ヒ　†　→

10cm

l i　　　」

図版番号器　種計測値（Ⅷ）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴胎土・色調・焼成備　　考

第234図杯A［11．8］体部から口緑部片。休部から口縁口緑部内・外面横ナデ。体部外面長石・雲母 PlO80　　25％

1土師器B（4．5）部にかけて内攣して立ち上がる。ヘラ削り後，ヘラ磨き，内面放射

状のヘラ磨き。内・外面黒色処理。

灰黄褐色

普通

覆土中

－312－



図版番号　 器　 穫　 調 臓 海）　　　 器　 形　 の　 特　 徴 手 法　 の　 特 徴 i胎か 舶 用 刺　 ノ清　 孝

第23 図　　 棒　　 A　はお8］ 体部か射甘隊部杵。体部は内攣七 目線部内 ・外面横ナナ＋休部外面　 長有 ・実母　　　　 P l日出　　 却㌦

2　　 土 師 器　 B　は 。射　 て立ち上が娠　 打線部との境に稜 ヘラ削り後．ヘラ磨き．内面放射　 吠黄褐色　　　　　 床面

を持つ∴　目線部は外傾する∴ 状のヘラ磨き守上 外面黒色処理＋　普通

嚢　　 Å ［2 ぁ扇　 頚部から描線部片。打線部は外疲 ‖緑部内・外面ナデ＋　　　　　　 長有・右英・雲母　 P 川氾　　 5㌦

土 師 器　 B　は。封　 ずる。招唇部はわずかに外上方に 工ぷい赤褐色　　　 将士中
り澄み＿み＿鼠二げられている。 普通

高台付杯　 8　十L の　 高台部から休部片∴高台は壇くハ 体部内・外面U タロナチ＋底部高　 長石 ・石英 ・雲母　 P 川83　　 演㌦

寸　　 狛∴吏 器　 ＝　つり．十　 の字状に開く∵休部は外傾して立 台貼付け＋　　　　　　　　　　　 黄吠色　　　　　　 魔子中

E　　 O。5　 ち上がる。 普通

高台相棒　 Å ［且5ぁ4］ 高台部からm 嫁部片。高台部は短 体部内 ・外面ロケU ナナ∴吠部高　 長有 ・有薬　　　　 P lO出　　 目㌦
二　　 項 恵 器　 H ・L 8　 くハの字状に聞く＋休部は外粧し 台貼付け∴　　　　　　　　　　　 オリーブ黒色　　　 薇士中

∂　　　　　　 D ［88打　 て立ち＿＿＿＿＿とが娠　 打線部はわずかに

E　 のを6　 外放する。

普通

音　　 Å　つ．正　 目線高片＋「1線部はわずか工外圧 目線部内・外面U ク＝ナチ＋　　　 長右・有薬 ・圭母　 P 川帖　　　 ㌦

須 恵 器　 B　 ′。射　 し内面に短いかえ　 を捲り。 吠色　　　　　　　 魔子中

普通

悪　　 8　日．車　 体部から頭部片∴休部はわずかに 目線乱 体部内・外面ロクH ナデ＋　長右　　　　　　　 P 川87　　 5 ㌦

7　　　　 膣 頚部はほぼ垂直跳 ヒ 外面自然謝＋　　　　　　　　　　 吠色　　　　　　　 床面

普通　　　　　　　 債投産

図版番号 器　　　 種

喜

計　　　　　 測　　　　　 値 巨 土 地点 i 備　　 考

長さ亘mj 径　 行の 孔往け雨

8 土　　　　 玉 お5 †．丁
のせ5 i 3e3 務　 土　 中 桓 醜 9　 掴髄　 頭踊

9 管　状　士　錘 説5 1．2 抜目　 お5 床＋ 商 桓 腑 の　 踊悔　 陛踊

図版番一号 霹　　　 穫
i　　 計　　 測　　 値 巨　 中 ヰ　 備＋　 考

桓 摘 可 幅 廟 厚さ（cm汗 鎚 廟

1り 砥　　　　 有 触 可 （摘 甘 可 郁鵬 愛　 山・項 務 」ヒ　中極肌葺　Ⅲ澗

Ⅲ 砥　　　　 右 8日　 を5 2を5 恒 あ3 粘　 板　 岩 覆　土　 中iQ摘視　 野監且閥

図版番号
ロ㍍　 種 i　 計　　 測　　 値　 信 打 …

存　 健 棒 露 幅 （cm） 厚さ（cm日 登射 g日 出土地がももも　　 備　　　　 考

12 不　　　　 明　　 「説の 1．2 キ3　　　 はま釦　 覆　 土　 中　 M 膵臓　　 猶％

′　　′

健置　調査区の北部学　監航　区。

′　　、

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　′

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

た紺能性がある。第　固持は　第摘風音住居跡が第摘選者住居跡の　方の壁を掘　込み　竃　床　柱粟を新

たに構築し若齢る這とかち　第摘3g骨佳屠跡を拡張し立て替えた紺能性がある。

規模と平面形　長軸5．72Ill，短軸5．65111の方形である、、－、

童軸方向　N一年㌧∴Ⅳ

壁　壁高は翫～開襟nで野　外機L等立ち上がる。

′　　′　　′

ニ31：う
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芸l

′

0　　　　　　　　　　　　　欄間』

ノ　　　　　′　′′　　　′

′　　′　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　て′　　，　　．・く　　　・・・二　　　・．　′．一

′　ィ、′　　　　　　　　　、′・′　　′　′　ノ　′　‥　′．　．．一　　　，

一　　　　　　一　′、ノ′・′・　　′．　ノ　′　　　′　　　′、　　′　′　　′　　三．、．′　　．

・　　　　　　　　　′一1′一　　　　　′　′　　　・、．′　′、　　・．

・′′∴．　　　　′′　　　　、　　　　　′　ノ　　　　　′′・ノ　ノ　／′J　′′

‥　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　∴′　　　　　　　‥、　　′′　　　　　　　　ノノ　　′　　　．、・′　、・ノノ′′ノ　　′　′ノ′

一　　　　′・′　、　′　　　　　　　　　′　　′　　　・　　　　　　　　　　　　′　√∴′′、’∵‘．∴′　′　．′．

′／　　・‾　′　　′　′　′　′′

篭土層解説

1暗　陽　色　焼巨J、プロ、ソケ・ローム粒J’一少量．焼日章J′－・

ローム小プロ、ソケ・粘日立r微量

ご　暗　褐　色　焼巨トプロ・ソク・焼巨尉ヒ・ローム・枯目白’一

少量タ　ローム小ブロック微量

：；暗赤褐色　焼上ノ」ゾロ・ソク・粘目白′中量．焼巨トプロ、ソク・

4　極暗褐色　粘土粒子中鼠焼士小ブロック。焼土粒子少量

5　灰赤褐色　灰多鼠焼土中の小ブロック中鼠粘土粒子少量
6　赤　褐　色　焼士小ブロック多量

7　灰　褐　色　粘土粒子多義

バ　褐　吠　色　粘日月・中量焼伸・小ブし「・ク′描∴　焼‖章
子微量

・・　　　′　′′′　　　　　　　　　　　　　′　－ノ　′

穫豊　層からな勘　レンズ状の堆積を示しタ　自然堆積である。

羞腰解説　　　　　　　　　　　　　　ム小ブロツク微靂

溌鵠憲聖篭諸芸0豊諸芸　　　暗褐色禁詣硝子少量焼土粒子もローム4、プ

；芸欝慧芸誓窒ま葱妻三豊窓慧意こて誓　冒：豊荒羞芸言霊葦認篭濃温炭髄子微量
′　　　′′　　　　　　′　′　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　′　　ノ・　　　　　　　　′

、　　　　　　　′　　　　一　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　ノ　′　′　　　　′　、　　　　　　′

一　　　　　‥　　　　　　　　　　　　　　′ノ　′′　ノー　　　　　・・　　　　　　′　　　　′′　　′　　　　′

′　　　ノ．′・　　　　　　　　－　　　′　　　　、．言　　′・′ノ　　　　′∵ノ；　′　　′

‘ソ言・／　′′′　′　　　一　　′言　′　：ノ　　　　′・．　ノ、′．′

∴　　　　　　　　　′　′　∴′　　　　ノ、　′　′　　　　ノ　　㌧　・ノ　ー′　　　　′　　′　′

′　　′　　・・　　　　　　　′　ノ　　　′　′　　′　　　　ノ′ヽ・・　　　′

′　　　　∴　ノ・　′　　ノ　　　ノ　　　ノ′　　一　　　　　′　7　′．　　ノ　　′．　∴・′　′′．．′・一一一

一一一　31＿5－　－
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第237図　第183A号住居跡出土遺物実測図（1）
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第238図　第183A号住居跡出土遺物実測図（2）
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している．」末Irliでは・上　5の須恵器林が中央部北側から．7の須恵器林が竃の前方部からIlつ、ン：の状態で，17

の須恵器蓋が中央部北東側から逆位の状態で出上している．＿－I当内から2（）の須恵器高林が出上している、、その

他∴覆回－から1＿1の須恵器林．15の須恵器盤．22の須恵器長頸瓶。26の須恵器廿面硯，32の砥石．33の刀子が

出上している、1、27の須恵器鉢の11線部片は外面に平行叩き。28の須恵器鉢の頭部片は外面に格子目叩き，2～ト

：月の須恵器鉢の休部片は外面に同心円状の叩きが施きれている、、

ノ、－，・．　　　　　　　′　′　；　　　′＼　′′∵′　二一　′、　′　・・　．′′　　．‥′　　‥′　・　　＿、′、＿　、

柱穴を新たに構築していることから，第1、83甘号住居跡を拡張して建て替えたものと考えられる、一　本跡の時期

は－　遺構の彬態及び出上遣物から8世紀後葉と考えられる、＿、

第摘A号住居跡出土遺物観察表
図版番可 器 種 桓 溺健 cn　　 器 形　 の　 特　 徴 千　 法　 の　 壮　 徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　　 考

第器 図　　 嚢　　 A ［23。4］ 体部か ら持縁 部片。体部 は内攣 し 目線 部内 ・外 面ナナ∵体 部内 ・外 長石 ・石英 ・雲母 ㌘1瞞8　　　 ％

土 師 器　 B　 摘 。射　 て立 ち上が りラ　端部 はわず かに外 面 ナデ。 工ふい赤褐 色 覆土中

上方 につ まみ上 げ られて いる。 普通

嚢　　 B （軋お 「底部か ら体 部下 位片。平底。倦部 休 部内面ナデ， 外面 へ ラ磨 き∴吠 長石 ・有薬 ・実 母 P lO 89　　 m ％

2　　 土 師 器　 C ［8。2］ ほ内攣 して立 ち上が る。 部木葉痕 。 工ぷい黄褐 色

普通

将士申

塔　　 A lもO i底 部一部欠損。平 底。体溺潜ち ‖ 目線部 資体部 内㍉ 夕領毎ロタロナデ。 長有 ・有薬 ・白色 P l川相　　 聞㌦

須 恵 器 鵠 ：溌 ヂ［に か けて夕臓 して立 ち上が 体部下端 手持ちへ ラ削 り。底 部回

転へ ラ切 り。

針状物

灰色

普通

覆土 中　 野Ⅲ 29

杯　　 A　 摘。　 目線 部一部欠損。平 底。体部か ら 目線部 ，体部 内 0外 面ロ タロナデ。 長有 ・有薬 ・圭母 P l O9 1　　 95％

須 恵 器　 B　　 も7　 描線 部にか けて外傾 して立 ち上が 体部下端手 持ちへ ラ削 り。底 部阿 灰 黄色 床面　　 P L L D

C　　 8∴3 ；「る。 転へ ラ切　 後 二 方向のへ ラ削 。 普通

杯　　 A　 は説2］ 目線 部一部欠損。平底。体部 は外 目線 部．体 部内 ・外面 ロ タロナ デ∴ 長有 ・有英 ㌘109 2　　 85％

う　　 紬∴吏 器 H　　 寸．2 傾 して立 ち上が り， ロ縁 部はわず 休 部 卜端手持 ちへ ラ削 ：） 底部 回 にぷい褐色 床面　　 P L 12リ

C　　 8。6 か に外 反す る。 転 へ ラ切 り。 普通 二次焼成

琢　　 A　 は逢。0］ 日縁部一 部欠損。平底。体 部か ら 目線 部，体部内 e外商 ログ ロナデ。 長有 ・有 薬 ・圭母 P lO 9 3　　 85％

小　　 袖∴吏 器 B　 4言　 目線部 にかけて外傾 して立 ち上が 体 部下端 回転へ ラ削 り。底部∵ 方 にぷ い黄 色 将士 中　 P L はリ

C　　 8．4　　 る。 向のヘ ラ削 り。 普通

棒　　 A ． ：は∵2 ．日コ縁部一 部欠損。平底。体部 か ら 日縁 部9体 部内 の外商 ロクロナデ。 長有 ・有 薬 ・実母 P lO t＝　　 80％

7　　 須 恵 器　 B　 38 9　 打縁部 にかけて外傾 して立 ち上が 体 部下端回転へ ラ削 り。底部一一一一ふ方 灰黄色 床面　　 P L l封

C　　 8誹　　 る。 向のヘ ラ削 り。 普通

棒　　 A　 m は ］ 底 部か ら招縁 部片。平底。体 部か 目線 部．体 部内 ・外面 ロケロナデ＋ 長有 ・石英 ・白色 ㌘10 95　　 75％

須 恵 器 鵠 ：鵠 警 部 にかけて夕礪 して立 ち上 底部 回転 へ ラ切 り。 針状物

黄褐色

普通

覆士中　 P L lごり

棒　　 A lO。8　 日縁 部一部 欠損 。平底。体部 から 目線乱 体部 内 ・外面 ロクロナデ∴ 長石 ・右奥 ・白色 P lO 96　　 鋸％

須 恵 器 鵠 ：溌 部にか けてタ湧 して立 ち上が 底部 回転へ ラ切 り後†周縁 回転へ

ラ削 り。

針状物

灰 色

普通

覆土中　 P L l20

杯　　 A　 Lは 4］ 底 部か ら打線部 片。 平底。体部 は 「1線 部，体部 内 ・外面ロ クロナデ∵ 長有 ・有薬 ㌘109 7　　 40％

10　　 須 恵 器　 B　 4．4　 外傾 して立 ち上 が り，目線部 はわ 底部 回転へ ラ切 ；「

「1 線 部、体部 内 ・外面 ロ クロナ デ＋

黄灰色 覆土 中

P l O9 8　　 35％

C　　 紋0 ず かに外反す る。 普通

杯　　 A　 Lほ 裏目 底部 か ら打線部片。平 底。体部か 長右 ・石英 ・雲母

H　　 須 恵 器　 B　 ．1　 ら口縁 部にかけ て外傾 して立ち上 休部 卜端千持 ちへ ラ削 十　 底部回 灰 黄色 将士 中

P l lO l　 15％

C ［5．2］ が る。 転 へ ラ切 り後 ，ナデ。 普 通

高 倉仕種 「B （乙の　 高台部 か ら体部片。高 台はハの字 目線 部，体 部内 ・外面 ロクロナデ∵ 長石 ・石 英 ・雲母

12　　 須 恵 器　 B ［9．8　 状 に開軋　 体 部 は外傾 して立ち上 底 部回転へ ラ削 り後，高台貼 付け。 黄褐色 覆士 申

藍　 1。1　 が る。 底 部へ ラ記号3 普通

一　一3：18　－－－－



図版番号 器　 種 恒 腑 cm）！ 器　 形　 の　 特　 徴 ！ 手　 法　 の　 特　 徴
胎 士 ・色調 ・焼成 備　　 考

第237図 高台付杯 A ［10．2］ 高台部 か ら日縁部片 。高台は長 く 日縁部，体部内 ・外面 ロ クロナデ。 長石 e 石英 P l O9 9　　 40％
13 須 恵 器 B　　 4．4

D ［6．2］

E　 l言

ハの字状 に開 き，体 部は外傾 して

立ち上が り，口縁部 はわずかに外

反す る。

底部回転へ ラ切 り後，高台貼付 け。 オリーブ灰 色

普通

覆土 中

14

高台付杯 B （5．0） 高台部か ら体 部片。高台 は長 くハ 日縁 部亨体 部内 ・外面 ロクロナデ。 長石 ・石英 P ll OO　　 20％
須 恵 器 D ［10．8］

E　 l．3

の字状 に開 き，体部 は外傾 して立

ち上 がる。体 部 との境 ににぷ い稜

を持 つ。

底 部回転へ ラ削 り後 ，高台貼付 け。 灰黄色

普通

覆土中　 P L 130

15

盤 A ［23．4］ 体部 か ら目線部片。休 部はわずか 目線部，体部 内 ・外 面 ロクロナデ。 長石 ・石英 P llO 2　　 5 ％
須 恵 器 B （3．6） に内攣 して立 ち上が り，目線部 は

外傾す る。
灰色

普通

覆土 中

16

蓋 A　 16．8 目線部一部 欠損。天井部 は扁平 で， 目線 部，天 井部 内 ・外 面 ロクロナ 長石 ・石英 P llO3　　 80％
須 恵 器 B　　 4．5

F　　 2．8

G　　 仕7

外 周部 はわず かに外反す る。 目線

部は短 く折 り返 してい る。つ まみ

は擬 宝珠形で ある。

デ。天井部回転へ ラ削 り。 暗灰黄色

普通

覆土中　 P I．130

17

蓋 A　 15．9 つ まみ部欠損。 天井部は丸 く， 日 目線部 ，天井部内 ・外面 ロク ロナ 長石 ・石英 P llO 4　　 95％
須 恵 器 B （2．7） 縁部 は短 く折 り返 してい る。 デ。天井 部回転 へ ラ削 り。 内面 自

然粕。

灰 黄色

普 通

床面　　 PI．130

18

皿 B （2．0） 底部か ら体 部片。平底。 体部はわ 体部内 。外面 ロクロナデ。体部 下 長石 ・石英 ・白色 P llO 6　　 5 ％
須 恵 器 C　　 5．8 ずか に外反 して立 ち上 がる。 端手。持 ちへ ラ削 り。底部二方 向

のヘ ラ削 り。体部 にへ ラ記号。

針状物

灰色

普通

覆土中

第238図 捏　　 鉢 A　 l軋8 目線 部一部欠損 。平底。体部 は外 口縁部 ，体部 内 ・外 面 ロクロナデ。 長石 ・石英 P llO 5　　 95％
19 須 恵 器 B　　 凱 3 傾 して立 ち上 が り，目線部 は短 く 体部下端 手持ちへ ラ削 り。底部二 灰 色 将士 申　 P L 130

C　 lO．3 内側 に折 り返 している。 方 向のへ ラ削 り。 普通

高　　 林 B （9．1） 脚部 か ら捧部下半片 。脚部は細 く 埠部，卿部 内 ・外 面 ロクロナデ。 長石 ・石英 ・白色 P llO 7　　 50％

20
須 恵 器 D ［10．3］

E　　 6．3

袖部 はラ ッパ状 に広 が り，端部 は

短 く折 り返 してい る。杯 部はわず

かに内攣 して立 ち上が る。

外面 自然粕。 針状物

灰色

普通

ピッ ト内P L 1 30

2 1

高　　 林 B （9．4） 脚部片。脚部 は太 く，袖部 はラ ッ 肺 部内 ・外面 ロクロナデ。 長石 ・石英 P ll O8　　 20％
須 恵 器 D　 15．5 パ状 に広が り，長方形達 しを一段

三 方に穿 っている。端部 は段 をな

す。

灰色

普通

覆土中　 P L 130

2 2

2 3

24

2 5

26

長 頭上瓶 B （＆4） 高台部 か ら体部片。 高台は短 くハ 体部内 ・外 面ロク ロナ デ。 高台貼 長石 ・石英 P llO 9　　　 5 ％
須 恵 器

鉢

D ［11．0］

E　　 O．5

A ［30．6］

の字状 に開 く。体部 は内攣 しなが

ら立 ち上 がる。

目線部片。体 部は， わず かに内攣

付け。

目線 部内 ・外面 ロクロナデ。体部

暗灰 黄色

普通

長石 ・石英 ・雲母

覆土 中

P lllO　　 5 ％
須 恵 器

鉢

B （7．2）

B （11．0）

して立 ち上 が り，日縁部 は短 く外

反 し，端部 は外 傾す る。

底 部か ら体部片。 平底。体部 は，

外 面横 位の平行叩 き，内面ナ デ。

体部外 面縦位の平行叩 き，体 部下

褐灰色

普通

長石 ・石英

覆土中

P ll l1　　 20％
須 恵 器

甑

C ［18．0］

B （9．4）

わずかに内攣 して立ち上が る。

体部片。 多孔式。体 部は外 傾 して

位手持 ちへラ削 り，内面 ナデ。

体部内面 ナデ。外 面斜位 の平行 叩

灰 色

普通

長石 ・石英 ・雲母

覆土中

P ll 12　　 10％
須 恵 器

円 面 硯

C ［17．8］

A ［9．4］

立 ち上が る。

脚 部上位か ら硯 部片。脚部 は，わ

き，体部下位手持 ちへ ラ削 り。

硯 部 と脚 部 とは一体 の作 りで あ

暗灰黄色

普通

長石 e石英 ・雲母

覆土 中

P ll13　　 30％
須 恵 器 B （2．2） ずかに開 きなが ら下降 し，外縁側 る。脚 部には等間隔 に縦 位の凹線 褐灰色 4 区覆土 中

面 と脚部 に， 断面 三角形の突帯が

巡 る。＿硯 部 は外縁 に長い突帯が巡

る。

が施 されている。外面 自＿然粕。 良好 P I．13 0

図版番号 器　　　 種
計　　　 測　　　 値 巨　 質

出土 地点 備　　　　　　　　 考
長さ（cm） 幅 （cn） 厚 さ（cm） 重量（g ）

32 砥　　　　 石 （6．5） 3．1 2．0 （57．0） 凝　 灰　 岩 覆　 土　 中 Q lOO5　　 P L 174

－319－



図版番号 器　　　 種
計　　　　　 測　　　　　 値

出 土 地 点 備　　　　　　　　　　　 考

長 さ（cm） 幅 （cn） 厚 さ（cm） 重量 （g ）

第238図33 刀　　　　 子 （8．1） 1．4 0．2 （7．3） 覆　 土　 中 M lO O9　　　 95％　　 P I．17 7

3 4 刀　　　　 子 （11．2） 1．4 0．4 （10．9） 覆　 土　 中 M lO lO　　　 95％　　 P L 17 7

第柑3B◎柑院号住居跡（第239も240図）

位置　調査区の北部，C4j3区。

重複関係　第183B号住居跡は，第183A号住居跡によって四方の壁を掘り込まれ，第183C号住居跡は第183B

号住居跡によって新たに柱穴が掘られている。

規模と平面形　第183B号住居跡は，長軸4．78m，短軸4。60mの方形である。第183C号住居跡の規模と平面形

は不明であるが，第183C号住居跡の柱穴が第183B号住居跡の柱穴の内側に位置していることから，第183B

号住居跡より小規模であると思われる。

童軸方向　第183B号住居跡は，N－90－Wである。第183C号住居跡の主車由方向は厳密には不明であるが，

主柱穴の位置から第183B号住居跡とほぼ同じである可能性がある。

壁　第183B号住居跡は，上部を第183A号住居跡に掘り込まれており，現存する壁高は10～15cmで，外傾して

立ち上がる。第183C号住居跡の壁高は確認されていない。

壁溝　第183B号住居跡は，ほぼ全周する。上幅11～21cm，下幅4～10cm，深さ4～10cmで，断面形はU字状

である。第183C号住居跡は確認されていない。

床　第183B号住居跡は，平坦で，中央部が踏み固められている。第183C号住居跡の床面は第183B住居跡の

床面の下部から確認されなかったことから，第183B号住居跡とほぼ同じ高さの可能性がある。

ぽット　覆土の状況と位置からピットの所属を判断した。

第183且号住居跡は，4か所（Pl～P4）である。Pl～P4は，長径35－41cm，短径28－33cmの楕円形，深

さ50～68cmである。規模と配列から主柱穴と考えられる。第183C号住居跡は，6か所（P5～PlO）である。

P5～P8は，長径38～49cm，短径33～42cmの楕円形，深さ52～62cmである。規模と配列から主柱穴と考えら

れる。P9は径36cmの円形，深さ38crnで補助柱穴と考えられる。PlOは長径86cm，短径64cmの楕円私　深さ

20cmで，性格は不明である。P5－PlOの覆土には焼土，ロームブロック等を含み，埋め戻されている。

電　第183B号住居跡の竃は，北壁中央部に砂混じりの褐色粘土で構築されている。焚き口部から火床部，袖

部下部のみ残存する。規模は火床部から焚き口部まで122cm，両袖最大幅114cmである。火床部は，床面を10cm

掘りくぼめており，火熱を受け赤変硬化している。第183C号住居跡の竃は厳密には不明であるが，第183B号

住居跡の竃としても使用された可能性がある。

竃土層解説

1　暗　褐　色　焼土・ローム・粘土粒子少量

2　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子・粘土粒子少量

3　灰　褐　色　粘土粒子中量，焼土中・小ブロック・ローム粒子少量

4　極暗赤褐色　焼土・粘土粒子中量，焼土中・小ブロック・炭化材少量

5　極暗赤褐色　焼土・粘土粒子中量，焼土中ブロック・炭化材少量

覆土　9層からなり，ローム中。小ブロック，ローム粒子を含む人為堆積である。第183C号住居跡の覆土は

存在しない。

土層解説

8　褐　　　色　ローム中ブロック多量，ローム小ブロック・ローム粒子中量

9　暗　褐　色　粘土粒子中量，ローム粒子少量

ー320－
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第239図　第183B・183C号住居跡実測図（1）
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窮鍼図　第柑遜随考健腰妙実測図紹）

1（1褐　　　色

11明　褐　色

12　暗　褐　色

13　暗　褐　色

lLl　灰　褐　色

15　暗　褐　色

1（う　褐　　　色

旦調の魯間

・－こ．．・t．－こ　．．－も　ーが一．．愉　仙・一触　‾．．．．・．’－・・・・・・・・・

‾、、′＼∴ノ

の　　　　　　　　　　　　　　　　瑠m

』　　　走

U－ム中・小ゾU、、′′ケ・U－ム粒J’中量

ローム小プロ、ソク・U－ム粒J’・多量∴　ローム中プロ、ソク少量

ローム小プロ、ソク・ローム粒戸川軋　ローム申ブロック少量

ローム粒j’l小結　ローム小プロ、、ノク少量

墟上骨守・・ローム小プロ、ソク・粘日量！・中量．焼巨」、プロ・ソク・lJーム申プロいノク・・ローム粒J’一少量

焼上′トブし「ノク・焼‖三日’・・ローム中・小ブロック・ローム粒J′・少量

ローム中・小プロ・ソク・ローム粒J’一多量

遺物　第183B号住居跡は，土師器片95点（杯片10点、慧片85点上　須恵器片48点（杯片3勘．lL　高台付杯3点。

悪片7点上　刀子1点が出上しているし一木面では，第241＿図＿1の須恵器杯，2の須恵器蓋が電東袖付近から．出

上している。、その他，覆日、‾層から3の須恵器蓋が東壁部から西壁付近のLlの力子が出上している、、、．第183C

号†封調亦からの遺物はない。・．

所見　第18二日：3号住居調こは，主柱穴が第183C号住居跡の主柱穴と廿・の対角線士の外側に位置していること。

第＿183C射拭l潮この柱穴が厘め扇きれていること，竃が同　一位置で床面が同一∴レベルである可能性が高いこと

などから第183C号住有用亦が，建て替えられたものとみられるご　第183B号住居跡の時期は，遺構の形態及び出

上遣物から8世紀中葉と考えられ，第1＿83C射日朝亦の時期は，8世紀中葉以前と推定される．、ニ

第錮図　第柑　随鸞健贋跡出藍遺物実測図

9　　　　　　　　　　　　　　10cm

、二　　二＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿・・＿　＿＿ふ＿＿＿＿＿＿＿▲
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第183B号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第24 1図 杯 A　 14．4 底 部か ら口緑部片。平底。 休部は 口縁部，体部内 ・外 面 ロクロナデ。 長石 ・石英 ・雲母 P l l14　　 7 5％
1 須 恵 器 B　　 3．5 外傾 して立ち上が り， 口緑 部はわ 休部下端手持 ちへラ削 り。底部三 スコ リア 床面

C　　 9．6 ずか に外 反す る。 方向のヘ ラ削 り。 にぷ い黄燈色

普通

2

蓋 A ［2 0．4］ 口緑部か らつ まみ部片。天井 部は 口緑 部，天井部 内 ・外 面 ロタロナ 長石 ・石英 ・雲 母 P l1 15　　 70％
須 恵 器 B　　 4．9

F　　 3．0

G　 l．2

丸 く，目線部 は短 く折 り返 してい

る。つ まみ は擬 宝珠形であ る。

デ天井部回転へ ラ削 り。 にぷい黄色

普 通

床 面　　 P L 1 30

3

蓋 B （2．6） 天井 部か らつ まみ部片 。天井部は 天井部 内 ・外 面 ロクロナデ。 天井 長石 ・石英 P 1 11 6　　 15％
須 恵 器 F　　 2．8

G　 l．2

扁平 で，外 周部 はわず かに反る。

つ まみは擬 宝珠形であ る。

部回転 へラ削 り。 黄灰色

良好

床面

図版番号 器　　　 種
計　　　　　 測　　　　　 値

出 土 地 点 備　　　　　　　　　　 考
長 さ（cm） 幅 （cn） 厚 さ（m ） 重量 （g ）

4 刀　　　　 子 （8，3） 1．1 0．4 （9．9） 覆　 土　 中 M lO l 1　　 9 5％　　 P L 17 7

第184号住居跡（第242図）

位置　調査区の北東部，E3gO区。

規模と平面形　畑の境界に位置するため南側3分の2は削平され，平面形は明確でないが，残存する壁から一

辺が4．20mはどの方形と推定される。

主軸方向　N－9。一E

壁　壁高は10～15cmで，ほぼ外傾して立ち上がる。

床　平坦で，竃前方部が踏み固められている。

第242図　第184号住居跡実測図
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ピット　2か所（Pl，P2）。Plは長径28cm，短径22cmの楕円形，深さ70cm，P2は径25cmの円形，深さ15cm

である。規模と配列から主柱穴と考えられる。

竃　北壁中央部に，砂混じりの褐色粘土で構築されている。規模は，煙道部から焚き口部まで90cm，両袖最大

幅102cm，壁外への掘り込みは20cmである。袖の内壁は，火熱を受けて赤変硬化している。火床部は，床面を

7cm掘りくぼめており，火熱を受け赤変硬化している。煙道部は，外傾して媛やかに立ち上がる。
寵土層解説

1褐　　　色　焼土・ローム・粘土粒子少量，炭化粒子微量
2　暗赤褐色　焼土小ブロック・焼土・粘土粒子少量
3　暗赤褐色　焼土・粘土粒子少量，ローム小ブロック微量
4　暗赤褐色　焼土粒子少量，灰微量

5　時赤褐色　ローム粒子少量，焼土・炭化粒子微量

覆土　掘り込みが浅いためほとんど残っていない。

遺物　土師器片49点（杯片6点，高杯片2点，嚢片41点），管状土錘2点，鋼製品1点，鉄淳20gが出土して

いる。覆土中では，第243図1の土師器賓が北西コーナー部付近から逆位の状態で出土し，その他，2，3の

管状土錘，4の不明銅製品が出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から10世紀前葉と考えられる。

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

L－▼L一一一一一一一一十一一一一一一一一一一一一一」

第243図　第184号住居跡出土遺物実測図

第184号住居跡出土遺物観察表

♪
］

I I

。＝＝＝＝＝二二ここここ＝二二ク

0

」．⊥＿∴㌢

図版番号 器　 種 計測値（皿） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　 考

第24 3図 慧 A　 2 0．0 休部か らロ縁 部片。体部 は内攣 し 口緑 部横ナデ。休 部外面へ ラ削 り， 長石 ・石英 ・雲 母 P 1 194　　 80％

1 土 師 器 B （1 7．7） て立 ち上が り，口緑部 は内轡 して

立 ち上が る。

内面 ナデ。 ス コリア

にぷい橙色

普通

覆土中　 P L 13 0

図版番号 器　　　 種

計　　　　　 測　　　　　 値
出 土 地 点 備　　　　　　　　　　　　 考

長 さ（皿） 径 （Ⅷ ） 孔径 （cm） 重量 （g ）

2 管　 状　 土　 錘 7．1 2．0 0．6 2 4．1 覆　 土　 中 D P lO 5 1　 1 00％　　 P L 170

3 管　 状　 土　 錘 7．2 2．1 0．6 3 2．8 覆　 土　 中 D P lO 52　 1 00％　　 P L 170

－324－



図版番号
器　 種 ！　 計　　 測　　 値　　 邑逐　 お

備　　　　　　　　　　　 考首　 里∵ 嘉 高 幅　 毎扇 卑さ亘車 出土瀬上療
養登をg）

第243回確 不醐 胤 可 （繍 1．0 －
鉦 可 撹＋ 乱 M lLHヱ　　頂㌦

窮柑　糸考健贋妙　第別　珍祝園）

位置　調査区の北部、C・二・1つ13区＿∵

、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′＼　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

′　　　ニ　　　・

童軸方向　N－1＿5し、一一E

壁　壁高は3（ト36cmで9　ほぼ巾油工立ち上がるご

ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　′

酎測海　摘桝斬津野凋Ⅶ娠　㌘距雄射乳　義摘舶可齢勘　短隠針濁流敵矧別院　深遽鉦魂細躇あ凱

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二　・　　　　　　′．　　′

′　　　　　　　　　　　　′′　　　　　　　　　　′

深さ2（ト：汀cmである＿一　規模と配置から補助柱穴と考えられる＿、、・

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

．・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　′　′

煉道部は，外傾して緩やかに立ち上がる、、

篭土層解説

1暗　褐　色　焼巨トゾし「ノク・LJ－∴小ブLJ、ノク・し1－ム・粘ロイつ’一少量

ご　陽　吠　色　情‖11イ中量　焼「小ブし「リク・U一一1月三．1っ′・′吊；∴　しトーム小ゾl」・、ノン微；－；：

3　褐　灰　色　焼土中あ小プローブタの粘土粧子中鼠　焼土太ブロック少量

11恒暗勘色　焼巨」、ゾU・リケバー‖・．粒上レ量．焼同一プロ・ソク微量

5　黒　褐　色　焼‖∵イ中量．土庄上中・小ゾt‾」、ソク少品　吠・粘日章√微量

6　暗赤褐色　焼士凍プ漑ッタ多量努　焼土中ブロック中農

7　吠　褐　色　焼　ト粘目白’・中量，焼日中・小プロソク・吠′少量

8　暗　褐　色＋焼土0粘土粒子少量芦　焼土擁ブロック機運

極暗褐色　焼土粒子少量　焼土㌔プロッタぁ粘土粒子微量

川　褐　吠　色　焼巨j、ゾロ、ソク・ローーム小ゾロ・、′ク・焼上・U一一！、粒J′・少量

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

土層解説

鼠　暗　褐　色　ローム粧子中還芦　焼士のローム小ブロック少鼠　粘土粒子微量

ご　暗　褐　色　しトー∴小ブt．了、ソク・lJ一一∴粒「少量．規巨巨ハ」、ソク・tコーム申ゾU、ソク微：重を

3　日音　褐　色L　ローム小ゾロ、ソク中量．ローム申プロ、‥ノク・ローム粒J’一少品　焼巨」、ブし「ノク微量

極暗褐色　焼土粒子の炭化材もローム小ブロック少鼠　粘土粒子微量

1　暗　褐　色　址巨トブし「′ク・ローHHH－ム小ブし「′ク少量．ローム粒自敬量

6　褐　灰　色　ローム顔プロッタの粘土粒子少鼠　炭化物微量

γ　褐　吠　色　焼巨卜・t‾」一一ム小ブtJ・ソク・粘日章「中量

創動　土師那融縄目捌静摘言酎細鵬鉦頚腰掛掬甑畑滞削乱私　議瀞離相当鼠　登晰机私意

片軋蕉　高塚片飢産　婆則雄意ラ　妖魔陶器私産　刀子監査　釘鉱産　砥石信蕉　銑浮蟻纏が出まじ等折る。

′一　　　　　　　′

′ノ　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′′

折る。覆士官層ではタ　の土師器高海相皿が北商ヨーナ一部からタ　呂の土師器婆が北東慧転ぶ軒一部から学　風摘

′　　　　　　′　　　　　′　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー
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′・・　　　．1　′．　　　　　一一　　　　　　J

の　　　　　　　　　　　　　　瑠m』

、言　　′ノ　／、、′／、　　　　　′　′　・′言　′　　　′、∴．′・・　　′ノ．′　・．　．、，′．′　、ノ′

ノ　豆、′・　′′ノ′∴′・′′　　　　ノ、′′一′ノ　　、　′ノ　′、∴　　う、　′、．，‥　・′　′　　′　　′・．′ノ

器杯が出土している。．

・・　・　　　′′‘′ノ　ノ　　・シ．　一・　　′　　　′　∴・．ノ

第摘A孝住居跡出土遺物観察表
図版番可 器 種 桓 潮酌 可　 器 形 の 特 徴 i 手 法 の 特 徴 胎土。色調 欄 成 i 備　 考

第2鵬　 棒 i A 13。7　 休部から打線部一部欠損。平底。 打線部内。タ摘 。ク。ナデ。体部
長石 ・雲母　　　　 P ll丹　　 70㌦

†　 十 帥 器　 H　 寸・2　 休部は，内曾して立ち十がる十日　 内面へラ磨き∵内面黒色処理∵体 吠黄褐色　　　　　 将士車　 P Lは0
し　 バ・8　 線部はわずかに外反する∴　　　　 部 卜端回転へラ削十　底部回転へ 普通

ラ切り後，回転へラ削i「底部「栗」

盤堂
誓虔曇　巨ヨ　○

林　　 A　 つ∴1！ 底部か ら休部片・中心 休部は， 体部内 ・外面ロクロナデ＋体部内

2　 土 師 器 警 ［筈：雲］ 禁 浣 孟‡票 団 臓 はわ 霊義認 孟 底部醜 糸切 。内

長石 ・雲母 ・スコ　 P †は0　　 宥㌦

リア　　　　　　　　 将士申　 P L上の

にぷい黄燈色

普通

林　　 H　 ∴誉　 底部から休部片∵平底∴休部は， 体部内・外面ロクロナデ∴体部下

3　 土 師 器 C 886 礪 して立ち上がるG　　 霊孟讐芸這芸讐望遠票 謡

長有 ・石英 ・霊母　 P ll封　　 梱％

スコリア　　　　　 将士車

にぷい燈色
処理。 普通

林　　 Å　つ？・十　 底部から目線部片∵休部は両曾し　 ‖縁乱 体部内 ・外面ロクロナデ∴ 長右 ・石英・雲母　 P l122　　 30％
寸　　 士 師 器　 H　 J・0　 て立ち十がり，＝緑部はわずかに　 休部内面へラ磨き＋内面黒色処理∴ スコリア　　　　　 床面

し　 五8　 外反する＋　　　　　　　　　　　 高台部剥離 にぷい褐色　 普通

土　 器　　 底部片湖 底〇　　　　 霊 ：豊 ラ磨 〇内面黒色処理。 長石 ・石英 ・雲母　 P lは3　　　 ％

燈色　 普通　　　　 覆土中　 P L L狛

高台付皿 I H （ヱの　 高台部から休部片∴高台はハの字　 体部内 ・外面ロクロナテ㌧休部内

土 師 器 鵠 ；溌 禁 誌 票 誓 わずかに内攣 霊蒜譜 。内面異色処理C 高畜
長石 ・霊母・スコ　 P ll封　　 持％

リア　　　　　　　 覆士車

にぷい黄橙色

普通

悪　　 Å　二甘 8！ 休部から‖緑部片∴休部は，内専　 目線部内・外面ナデ＋体部内・外

ア　 土 師 器 B は ぬ2） 志芸孟志羞雲豊；姜莞 豊 面ナデ。

ている。

長石・石英 ・雲母　 P ll告　　　 ％

明赤褐色　　　　　 覆土中

普通

一一一一一1一一、－－－－－－327、－－－－－－－
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第246図　第186A号住居跡出土遺物実測図
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図版番号 器 種 桓 測縮 m日　 器 形 の 特 徴 i 手 法 の 特 徴　 極 か 舶 用 痢　 メ備　 考

第銅削瑠　　 隻　　 B （ 湖　 底 部か ら体部一AAi；－半片。平底。体部　 体部外 商へ ラ削 娠　 内面 ナデ。底　 長石 の石英 8　㌔礫　 ㌘H 罰　 舶 ％

8　　 土 師 器　 に　 780　 は内攣 して立 ち上 がる。　　　　 部木葉痕 。　　　　　　　　　 暗褐 色　　　　　 穫土 中

普通

捧　　 A　 蟻を　　 体部 か ら㌻二縁部－ムーー…－ふ部 欠損 。平底。　 招縁部 体部内 の外商 ロ タロナデ。 長石 の石 英 あ雲母　 ㌘lほ7　 損％

須 恵 器　 B　　 の　　 体部 はわずかに内攣 して立 ち上が　 底部回転へ ラ切 。　　　　　　 黒褐色　　　　　 霧土中　 軋 臓0

C　　 も0　 勘 ［二線 部はわずか に外傾 する。　　　　　　　　　　　　　　　　 普通

杯　　 A　 つ ・工　 作部か ら目線 部 l部欠損∴辛吠∵　 「1緑 乱 体 部内 ・外面 ロ ケU ナナ∴　長有 ・有薬　　　　 P lH J　 柚㌦

伸　 項 忠 器　 H　 吊　 休部 はわず かに内曾 して立 ち十 が　 休部 卜端ナデー底部回転へ ラ切 十　 吠色　　　　　　 味 面　　 PL lM

C　　 を複　 娠　 ㌃：：縁部 はわずか に外疫す る。　　　　　　　　　　　　　　　　 普通

棒　　 Å　 摘め　　 休 部か ら描線部 －′－””′一部欠損。平底。　 描線鼠 体部 内 あ外商 ロタロナデ。 長石 の石英　　　 ㌘1臓5　 鮮 ％

Ⅲ　　 須 恵 器　 B　 403　 体 部はわずか に内攣 して立 ち上が　 体部下端 へ ラ削 。底部 河転 へ ラ　 灰色　　　　　　 覆土 中　 野Ⅲ 凱

C　　 ぁ3　 娠　 打線部 はわず かに外反す る。　 切 り後学　底 部周縁ナ デ。　　　　 普通

棒　　 B　 出 の再　 を二縁部 片。に縁部 は外傾 する。　 m 縁部内 め外商 口タロナ デご外面　 長石 や雲母　　　　 ㌘且は9　　 ％

は　 項 患 器　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 に墨 吉‡　　　　　　　　　　 吠黄色　　　　　 将士中　 P l．問

普通

均　　 誤　 は 減　 打線部片。 描線 部 はわず かに外 反　 描線 部内 の　摘 ロタ ロナデ。外商　 凝着 あ雲母　　　 ㌘且臓の　　 ％

昌　　 狛∴恵 器　　　　　 する＋　　　　　　　　　　　　 工墨雷 ∵　　　　　　　　　　　 吠色　　　　　　 甘十申　 P L l封

i　　　　 i　　　　　　　　　　　　　　　　　 i普通

椀　　 A l∴ 「 高台部か 甘 蘭 部片＋高台は わず　 目線乱 休 部再 ・外面 U クロナチ＋　 長右　　　　　　 P ＝＝＋＋ ．廿㌦

摘　卵由陶器書 芸：；霊浣雷漂豊票票票雷警昌遠雷漂禁警孟賢覧蒜孟警品；ナ警票禁 霊色　　 豊 号㌫凱

E　。．ホ　外反する＋　　　　　　　　　　　　言文トナン痕＋

図版番号
招口　 詔 計　　　　 盲、摩柚 m警 鎚 訂 石　 質 出土地メ蕉　 備　　 考

詣　 機 首 露 幅　 転m）

15 砥　　 可＋ 摘
5め複 可　 鵬 緑色凝灰岩 覆　 土　 中極 摘紺　 野監膵5

図版濫読菩　穫」」と…杢二三二才云議
田㌍ 吏　 健棒 南 極 高 厚さcnラ　重量廟　 出土地ダー一、　　 備　　　　　 考
蟻　 刀　　 子巨 細 i　 も5 可　 は湖　覆　土　可M膵臓　鮎％　軋描
膵　 刀　　 子巨 細 i　 な4 隼 「 融 中 転＋ 中 高 √ 蒜 ㌦ 蒜
且中 級　　 鉱巨 細つ＋ 鍼 0を5 日 987月床　　 面iMlOユ5　95％　軋178
牛車袈＋ 謝り （繍‖＋ 諭 撃つ （摘 恒蔓　土　中序服6　料√詣議

第柑転院考健腰紗　第錮　⑳飢囲）

健置　調査区の北部学　監4鵬区。

重複関係　本跡は第溺号藩と第臓風音佳屠跡によって掘　込まれてお娠第摘6¢常住屠捗を掘　込んで折る。

規模と平面形　長軸5．31m1，秒柚圭991mの方形である、、

童軸方向　N一十∴つ‥

璧　壁高は・－11ト5（）cmで。外傾して立ち上がる．

ノ　　　′′　　　　　ノ　′　一　　、　　　　　　　　　　　　　′・　　　　　　′′　ヽ　　′　　′ノ、

床　平川で言芯の前方部が踏みIll津）られている・．

－　′　　　　′　ノ　　′　　　　　　　　　　　　　　　　′′′．　　′　　　′　ノ・　　　′　　　／：　′　　　′　　　′　　′

′　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　・・ノ　′　　ノ　　′　　′　　　　′、　　　　　一　　　　　　　　　．一　′　一

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　′

32〔）
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第247図　第186B号住居跡実測図（1）

2m

トl－一　十－一一一一」

竃　北壁中央部に，砂混じりの褐色粘土で構築されている。天井部は崩落しており，両袖部が残存している。

規模は，煙道部から焚き口部まで193cm，両袖最大幅165cm，壁外への掘り込みは85cmである。袖の内壁は，火

熱を受けてわずかに赤変している。火床部は，床面を6cm掘りくぼめており，火熱を受け赤変硬化している。

寵土屑解説

1　褐　　　色　ローム粒子少量，焼土小ブロック・焼十・炭化物・炭化粒子・ローム小ブロック微呈

2　褐　　　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土小ブロック・焼土・炭化物・炭化粒子微量
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①　　　　　　　　　　　　　　　瑠m

』　　　走
′、‘・　　　　　　　　一　　　　一．一

Ji暗＋掲　色　焼巨J、プロ、ソク・焼‖打ム・ローム小プロ、ソク・ローム粒J二少量言封じ物・尉ヒ粒J’－・ローム申プロ、ソク微量

tl　赤　褐　色　焼廿日’中量，焼上中プロ・ソク・粘「粒子一少量，毒口ヒ物・尉ヒ粒J∴ローム小プロ・ソク・ローム粒1㌧微量

1　にぷい燈色　焼巨粘自ら白’・申品　焼「トプロ、ソク少量言封ヒ粒自微量

（う　赤　褐　色　焼巨い・小プロ、ソク・焼日∵可中量，尿少量．ローム小ブロック・ロー月日l微量

7　褐　灰　色　粘日章「多結　ローム小プロ、ソク・ローム粒J’一微量

8　極暗褐色　焼トトブロック中品　焼吊白′－・ローム小ブロック少量

ゝ）暗　褐　色　粘巨位イー少結　焼‖章子・ローム小プロ、ソク・ローム粒j’一微量

川　灰　褐　色　粘ロム白’中量∴　焼卜・炭化・ローム粒J′一少量

′′　′、　・・・′′、′′　′′　′一一′　′・′　　り、．一　　　′ノ

土層解説

1暗　褐　色　ローム小ブロック中結　焼「トプロ・ソク・ローム申プロ、ソク少量．炭化物・粘日日l微量

2　暗　褐　色　ローム中・小プロ・ソク中量言封ヒ物・ローム大ブUl、′ク・ローム粒J’・少結　焼「粒守微量

：1暗　褐　色　ローム中・小プロ・ソク中量，焼巨トゾU、ソク・ローム大ゾU、ソク・ローム粒子少量

・1極暗褐色　ローム小プロ・ソク少量　焼‖＼白′－・尉ヒ物・ローム・粘巨相子微量

′・　　．一・．　　ノ　　　　’．　′　　　三′、′　　ノ　′　　′′　　′一　　　‥　ノ　　　　　ー、

ノ　　　　　　　　　　　　　　　′ノ、′　　　　ノ　ノ　　　　′′　′　　　　　　　　　、．、、ら

J　∴　′　　′；　′　ノ′　　　′　ノ　ノ　　′・・ニ　　り・　′・‡′・・′′　ノ・　．　′．7

′　子．　ノ　．′　　　′　′　′ノ　　′、　′′、∴、、　　／・′．　　′　　ノ　ウ　　・　　　　′′．　ノ　′　　′

′　　ノ　　　　′　　　　　　　　　′　　　　′ノ三．／∴′．・　′　　　　ソ′′　／．′弓了、′ノ．．′　　　′′　ノ　　　′

′・′ノ　′　　　　　　∴：一　ノ　′、ノ　　ノ　　∴　∴　ノ　㌦′ノ′．′へ一　　　ソ言ユ，ノ　　ミ′：　　　　′　　′　・′′．

・・′　′　′　フ　′　　　　′′、　′，つ‥二　　′ノ′ノ∴二　　・・・∵了　　′　　∴、・′′J′’ご　　　　　　　∴　・・

′一　ノ　　　′′∴　ノ　′′　　　′　　∴　／ノ∴　てt．　′′′．ノ′ノ′　　ノ　テ　　′．′言　′・’′　一　　．ノ；′

器据鉢，＿16の須恵器鉢，20の砥石が出土しているこ

新選　本坊の時期は　遺構の形態及び出土遺物から　健栂複葉と考えられる。

一一一一一一331－ムーー



∈‾‾　∃　司

ノ

＿　＿ノ

－

国

も
2

0

16　L一丁二当cm

第249図　第186B号住居跡出土遺物実測図（1）
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第250図　第186B住居跡出土遺物実測図（2）

第186B号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　3cm

！　i－…」

図版番号器　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　考

第249図整A　16．1体部一部欠損。平底。休部は，内口緑部内・外面ナデ。体部内・外長石・石英・雲母P1132　　95％

1 土師器B　19．1攣して立ち上がる。口縁部は外反面ナデ。体部下半へラ削り。底部スコリア 麗内　　PL131

C　　7．8 し，端部は上方につまみ上げられ

ている。

木葉痕。 明赤褐色

普通

2

彗 A［22．0］休部からロ縁部片。体部は，内攣上」緑部内・外面ナデ。休部外面ナ長石・石英・雲母Pl133　　20％
土師器B（9．8）して立ち上がる。口縁部は外反し，

口唇部は外上方につまみ上げられ

ている。

デ内面へラナデ。 燈色

普通

覆土中

3

聾 B（6．3）底部から体部下半片。平底。体部体部下半へラ磨き，内面ナデ。底長石・石英・雲母Pl134　　10％

土師器C［10．2］は内攣して立ち上がる。 部木葉痕。 にぷい燈色

普通

覆土中

4

杯 A　13，4休部から日録部一部欠損。平底。口緑部，体部内・外面ロクロナデ。長石・石英・雲母Pl136　　95％

須恵器B　　4．2休部から口緑部にかけ外傾して立体部下端ナデ。底部回転へラ切り灰色 覆土中　PL131

C　　7．8ち上がる。 後周縁一方向のナデ。 普通

5

杯 A［13．6］底部から口緑部片。平底。休部は目線部，体部内・外面ロクロナデ。長石・石英 P1137　　45％

須恵器B　　4．2

C［8．4］

外傾して立ち上がり，口縁部はわ

ずかに外反する。

休部下端ナデ。底部回転へラ切り。黄灰色

普通

覆土中　PL131

6

杯 A［13．4］底部から口綾部片。平底。休部か口緑部，体部内・外面ロクロナデ。長石・石英 P1138　　45％

須恵器B　　4．5ら目線部にかけて外傾して立ち上体部下端ナデ。底部一方向のヘラ灰色 床面　　PL131

C　　7．4がり口緑部はわずかに外反する。削り。 普通

7

高台付杯B（2．4）高台部から体部下位片。高台は長体部内・外面ロクロナデ。底部回長石・雲母 Pl139　　10％
須恵器D［9．8］

E　l．2

くハの字状に開き，休部は外傾し

て立ち上がる。

転へラ切り後，高台貼付け。 灰オリーブ

普通

覆土中

8

高台付均こA［11．4］高台部から口緑部片。高台は長く口緑部，体部内・外面ロクロナデ。長石・石英・白色P1140　　30％
須恵器B　　4．7

D［6．0］

E　　O．9

ハの字状に開き，体部から口緑部

にかけてわずかに外反して立ち上

がる。

底部高台貼付け。 針状物

灰色

普通

覆土中

9

盤 B（2．7）高台部から体部片。高台はハの字体部内・外面ロクロナデ。底部回長石・石英・雲母P1141　15％

須恵器D　11．2

E　l．3

状に開き，体部は外傾して立ち上

がる。

転へラ切り後，高台貼付け。 灰色

普通

覆土中

－333



図版番可 霹 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 十 ・色調 ・焼成 備　　 考

第249図　 高　　 盤 B （3．5） 脚 部上 部か ら盤部片。盤 部はわず 盤部 内 。外 面 ロクロナデ。盤部 下 長有 ・石英 ・雲母 P l14 3　　 5 ％

10　　 須 恵 器 かに内攣 して立 ち上が る。脚部 は， 位回転へ ラ削 十 黒褐色 床面

三 方 に長 方形 の 透 か し穴 を有 す

る。

普通

H i 恵 霊
B　 「乱射 脚部片。脚 部は広 がる。 脚部内 ・外面 ロケロナデ∵ 長石 ・白色針状 物

吠 オリーブ色

普通

P l147　　 5 ％

穫土中

蓋 Å　 11．．8 目線部か ら天井部片 。天井部 は低 目線 部，天井部 内 ・外面 ロク ロナ 長有 ・石英 P l14 2　　 70％

は　　 須 恵 器 B （2．0） く丸 く9　日綾部 は短 く折 り返 して デ言 天井部回転へ ラ削 り。 黄灰 色 電 内　　 P LH l

いる。 普通

蓋 B （2ヰ逢う 天井 部か らつ まみ部片。 天井部 は 天井部 回転へ ラ削 上　 内面 ロ クU 長有 ・有 英 P l 「日　　 日％

13　　 須 恵 器 F　　 2。7

G　　 圭2

丸 く。つ まみは擬宝珠形 であ る。 ナテ㌔ 吠 オ リーブ色

普通

ビ、ノト内

捏　　 鉢 Å　 「L O 体部 か ら日縁 部“…一部欠損。平 底。 目線部，体部内 ・外面 ロ ケロナデ∵ 長有 ・石英 ・雲母 P l145　　 85％

＝＋ 日頃 患 器 B　 ll。2 体部 は内攣 して立ち上が 娠　 日録 底 部二方 向のヘ ラ削 り。 灰黄色 覆土中　 野も131

C　　 紋9 部 はわずか に外 傾す る。 普通

捏　　 鉢 B （5．5） 底部か ら体部片 。平底。体部 は内 体 部内 ・外面 ナデ∴ 長石 ・石英 ・雲 母 P l14 6　　 15％

15　　 須 恵 器 C　 「乱射 攣 して立 ち上が る。 灰 黄色

普通

覆土中

鉢 A ［32。8〕 体 部か ら目線部片。体 部は外傾 し 目線部 内 ・外面 ナデ∴休 部外面格 長石 ・白 色針状物 P H 媚　　　 ％

16　　 須 恵 器 B （8。5） なが ら立ち上が る。 日縁 部は外反 千 日叩 き，内面ナデ∴ 吠オ リーブ色 覆土 中

し†端 部に凹線 を持つ∴ 普通

第250国　　 賓 A ［姐 4］ 打線部 片。日縁部 は外反 する。端 「1 線部 内 ・外 面ナデ∴　内面 にヘ ラ 長有 ・霊 母 ㌘115 0　　 5 ％

汀　　 狛∴吏 器 B　 「説の 部 は上方 につ まみ上げ られる。 記号。 灰黄色

普通

覆土 中

嚢 A ［3軋8］ 目線部片。 目線 部は外反す る。端 目線 部内 ・外面 ナデ∵外面 2 本 1 長石 ・雲母 P l1 49　　 5 ％

用　　 須∴吏 器 B （6．5） 部は下端が突 出する。 条 の櫛 描波状 文、内面 自然舶∵ 灰色

普通

覆土中

図柄 車　 種 i長さ。。n）計！径 。。m）盲；ぢ孔径。。蒜 。g）i 出土地点

！ 備　　　　　　　　　　　 考

第2臓 直　　 義！ 2e3 1。8 鍼 I 十十Ⅰ＋ 覆　 土　 中 D PlO53　　 川0％　　 PL168

図版番号
。。　 i　　 計　 測　　 値 巨　 質

出士地点 備　　　　　　　　 考
裔　　 序 拍 ） 幅 （cm） 厚さ（cm） 重量（g）

20 砥　　 可 （拍 （3も3） 1．8 （78言） 凝　 灰　 岩 覆　 土　 中 Q m 29　　Pm174

J‾’ニ　　　　′　　　　∴ノ、、．く

位置　調査区の北部，C∠1112区ご

重複関係　本跡は，第36新井と第186A e186B㌢駐屠跡によって掘り込まれている。

ハ　′　　　　　　　　ノ　′ノノ！′、一7′ら、！一　　′．一一∴－．′′l′′　′、り　′一守∵．、人′言　か　′完∴′一一　㌧＿　√′言′　三　‘二　一

れる二、

主軸方向　N－4ローE

、ノ　　，ノノ　′’・、′、、′　　ノ、．　∴　＿∴／ノ′、、C　　言上ノ：演（！′ノ摘・・言　′′い　一早、′、昭一、子′）．′．　′′・

横と配列から主柱穴と考えられる。P　は　長径髭cm　短径墟cmの楕円形　深さ鍼cmで　補助桂穴と思われる。

竃　第摘B号住居跡によって掘　込まれているため　磯部の粘土範囲と火床部のみが残存する。北壁中央部

に　砂混じ　の褐色粘土で構築されている。火床部は　床面をわずかに掘り　ぼめてお酌　鬼熟を受け赤変硬

化しているニ
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第251図　第186C住居跡実測図

覆土11層からなり，ロームブロックを多く含むことから人為堆積と考えられる。
土層解説

1褐　　色　ローム中・小ブロック・ローム粒子多量，ローム
大ブロック中量

色

色
ローム大・中・小ブロック・ローム粒子中量
ローム大・中・小ブロック・ローム粒子中量，焼
土小ブロック・焼土粒子少量

4　褐　　　色　ローム大・中・小ブロック・ローム粒子中量，焼
土中・小ブロック・焼土粒子少量

5　暗　褐　色　焼土中・小ブロック・ローム小ブロック・ローム

6　暗　褐　色

7　暗　褐　色
8　褐　　　色
9　暗　褐　色
10　暗　褐　色
11暗　褐　色

0　　　　　　　　　　　　　　2m

」＿＿＿＿⊥　　　」

粒子中量，焼土粒子・ローム中ブロック少量
ローム小ブロック中量，ローム粒子少量
ローム中・小ブロック少量
ロ

ロ

ロ

ーム中・小ブロック中量
－ム小ブロック・ローム粒子少量
－ム中・小ブロック少量，ローム粒子微量
ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土小ブ
ロック・焼土粒子・ローム中ブロック微量

遺物　土師器片77点（杯片5点，高杯片10点，嚢片62点）が出土しているが，ほとんどが細片であるため，図

示できるものはない。

所見　本跡は，第36号溝と第186A・186B号住居跡によって掘り込まれているため，竃と柱穴しか残存しない。

時期は，遺構の重複関係及び出土遺物から8世紀復業以前と考えられる。
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位置　調査区の北軋　Cこii8区。

規模と平面形　長軋圭6∴hll，虹軸上13111の方形であるご

主軸方向　N－71し、－E

壁　壁高は2（ト3（うcmで，外傾して立ち上がる二、

′′　　　　　　　ユ′ノ・・．・　　′．　、′　　　一　　′：．　．・．・′　二　　　　　　　　　　、∴　　、、′、

而形はU辛状である、、

床、印tで，中央部が踏み出められている、二，

′・　　　　　　ノ　　　　　　　　　　′、／、′、′′．二　言、．‾叛、＼、′、′　∴　・ノミ．．、ノ　　．′．∴

′　　′、　　・・′ム　　　′ノ′　′′ノ　　　　　　ノ　　′、　　ノ　　・、一　　　′　　′　′　　，′　一　　′′　′　ノ、　　′

崩落している。規模は∴腫道部から焚き‖部まで122cm∴両袖最大幅は6cm．壁外への掘り込みは7伽mである。

′ノ　′　さ　、・、′　′′　ノ　　　′′　′、、　．　　ハ　　　　′＼、∴．／　　　・ノ　　′＼・　　・′　　こ　・′′、

しているJ頬道部は，外傾して緩やかに立ち上がる．二、、、

竃土層解説

l　暗　褐　色　ローム・粘＝位「少量

2　極暗褐色　焼「小プロ、ソク・粘‖＼白′一少量．ローム粒日放量

：1　極暗′ホ褐色　焼上申・小プロいノク・ローム・机上障子少；－i呈：

L－1　極暗赤褐色　焼目白’・申結　焼「小プロ・ソク・ローム粒J′・少量

5　極暗赤褐色　焼土粒子のローム小プロッタ少還

6　極暗褐色　口叫ム小ブロック軒量チ　焼土小ブロック少量

γ　暗　褐　色　焼日章√・ローム小プロ、ソク・ローム粒j’一少㍑　焼「小ゾU・ソク微量

覆土　9層からなり，l＿。2，8，9層は自然堆積で、3・、7層はロームプロ、ソクを含む人為堆積であるこ、

土層解説

l　極暗褐色　U－ム粒J’一少：占　ローム小ブロック微量

ご　暗　褐　色　ロー－ム小ゾlJ・ソク・ローム粒J’・少量，ローム中ゾロ、ソク微量

！；暗　褐　色　ローム中・小プロ、：！ク・ローム粒J’・少量．焼「小ゾロ、ソク微量

Ll　暗　褐　色　焼「小ブロック・ローム中・小プロ、ソク・ローム粒J′・少［li：

5　暗　褐　色　ローム小プロ・ソク中量、ローム大・申プロ、ソク・ローム粒J’l少：Il：

（；　極暗褐色　ローム中・小プロ、ソク中量、ローム粒j’－少量

7　極暗褐色　ローム小ブロック中結　ローム申プロ、、′ク・ローム粒J’一少量

8　暗　視　色　ローム大・中プロ、ソク中量、ローム小プロ、ソク・ローム粒j’・少；暮I：

！）褐　　　色　ローム申・小プロ、、、′ク・ローム粒J’一中量．1ローム大プロ、ソク少最

∫　　　　ノ　′　　′　　　′′　ノ‘′　　　　　　′　′　　・　　′　′　ニ′　ノ　　　′　′．　　　′　　：：・　バ′　′．

・・．　　　　　　ノ　、　ノ　　　　′′′ノ、′　　　′　　　　　　　′1　t、　　　・．　′．′′．′　　　′ソノ　　ノ　．

′　ノ　ノ　　　　　　′′．・　　　、′二、　　　′（ノ．　　　　　‘了／－　　ノ　　　′　　∴　　／．ノ　、　　　．．

・・′　′削′・・　・、　　　　　　　‘　テ′　　　ノ：′！．　　7、　ノ　　′　7　′′　　　一　　　′′、．．　、∴　　一　′

’′　一′　　リ、：　′　　′　　　　　　　　　’　′　′．　シ′　′　′　　　　　′　′．　　　　　・　　　　　′　・・　ノ
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王が南壁部から出土しているご　その他，覆上中から5の須恵器望，26の土玉が出上している、一

所見　本跡は，覆上下層にローム小ブロック・ローム粒千を含む層が入り乱れて堆積していることなどから厘

め戻されたものと思われる∴本跡の時期は，遺構の形態及び出上遺物から1＿0世紀前葉と考えられるこ

／、、一、．′ノ　　　ご　ゲ′言・∴、

図版番可 器 種 恒 酢 可＋ 器 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士・色調・焼成 備　　 考

第253図　高台付椀

1　　 士師器

Å　つ5．主　体部内・外面ロクロナデ∴体部内

8　日．お　面へラ磨き，内面黒色処理∴　底部

回転系切り札　高台貼付け∴

体部からロ稼部片。高台部剥離。 長石・雲母・スコ P l151　　 50％
体部からロ嫁部にかけて内攣して

立ち上がる。

リア

橙色

普通

覆士申

一一一一336－…1－－－
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第252図　第187号住居跡実測図
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第253図　第187号住居跡出土遺物実測図
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図版 番号 器　 種 計測値 （m ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　 考

第 2 53 図 高 台 付 椀 A ［1 3．8 ］ 体 部 か ら口 綾 部 片 。 高 台 都 制 臥 体 部 内 ・外 面 ロ クロ ナ デ 。 体 部 内 長 石 ・雲 母 P 1 15 2　　 30 ％

2 土 師 器 B （ 5．1） 休 部 か ら口 緑 部 に か け て 内 攣 して 面 へ ラ磨 き ， 内 面 黒 色 処 理 。 高 台 に ぷ い 赤 褐 色 覆 土 中　 P L 1 31

立 ち 上 が る 。 貼 付 け。 普 通 二 次 焼 成

3

高 台 付 椀

土 師 器

B （ 2 ．1）

D ［ 7 ．4 ］

E　 l．1

高 台 部 片 。 高 台 は直 線 的 に 開 く。 高 台 貼 付 け。 長 石 ・石 英 ・ス コ

リ ア ・白 色針 状 物

橙 色

不 良

P l 15 3　　 2 0 ％

床 面

二 次 焼 成

一一338－



図版番号 器　 種 計測値 （cmラ 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 士 ・色調 ・焼成 備　　 考

第253回 薗
瓦

B　 「凱封 底 部か ら体部片。 丸底。体部 は内 体部 内面ナデ。体 部外面平行叩 き。 長石 ・石 英 P l15 4　　 10％
4 頂 点 器 攣 して立ち上が る。 灰色

普通

床面

悪 B （15．8） 底部か ら休 部片。平底。体 部は内 体 部外面へ ラ削 りタ　内面 ナデ。 長有 ・雲母 ・ス コ ㌘1155　　 ユ0％
5 須 恵 器 し　 15．0 攣 して立 ち上 が る。 リア

にぷい褐色　 普通

将士中層

図版番号 ‖
計　　　　　 測　　　　　 値 巨 土 地 点

備　　　　　　　　　　 考
長 さ （cm） 径 （cm） 孔径 （cm） 重量 （g ）

6 土　　　　 玉 1．9 2。2 0．7 説 7 床　　　　 面 D P m 5 5　　 m 0％　　 P L 日清

7 士　　　　 工 2．0 1 89 私9 5．7 床　　　　 面 D P l O5 6　 100％　　 P L 16 8

8 士　　　　 工 2言 2．3　　　　　 0．7　　　　　 0．6 魔　 士　 中 D P lO 5 7　 100％　　 P L l68

9 士　　　　 王 2。2 乙2 0．7 5。9 床　　　　 面 ⅢP lO 58　 10 0％　　 PL 1 68

10 土　　　　 玉 1．8 2．1 銑8 説5 床　　　　 面 D P 川鍋　 100％　　 P L 用8

H 土　　　　 玉 1．6 1．9 0．4 3。5 覆　 士　 申 D P 川棚　 100％　　 P L 用8

1 2 士　　　　 工 1．リ
184 ！ 0・6 i 2や4 l床　　　　 面 D P m 6 1　 100％　　 P L 16 8

1 3 士　　　　　 工 1。5
1・8 ！ 005

説7 覆　 土　 中 D P l O寝　　 川 ％　　 P L 用8

14 土　　　　 玉 14日　 ‥… 「 右
4．2 覆　 土　 中 D P lO 63　 1伸％　　 PL 168

15 土　　　　 玉 188 i 2両　 の5
叡8 穫　 土　 中 D P m （H　　 HlO％　　 P L 日清

16 」二　　　　 王 1．7
1e7 i o e 8

1．1 将　 士　 中 D P lO（抗　　 日）0％　　 P L 日清

17 土　　　　 玉 1．8 L 7 私8 3．3 床　　　　 面 D P lO砧　　 川0％　　 P H 6 8

1 8 士　　　　 工 1．8
1 07 i o p7 i 2 08

床　　　　 面 D P 川（汀　　 100％　　 P L 用8

19 士　　　　　 工 圭6
14日　 o可　 364

床　　　　 面 D P l輔8　 100％　　 P L 用8

20 士　　　　 玉 1．7 且。9　　　　　 0．5　　　　　 も5 床　　　　 面 D P lO H ）　 10 0％　　 P L H届

21 土　　　　 王 圭9 1。8　　　　　 0．8　　　　　 4。4 床　　　　 面 D P lO 70　 10 0％　　 P L 用8

2 2 土　　　　 玉 1．6
1 07 i o可　 3t l

覆　 士　 中 D P lO 71　 10 0％　　 P L 16 8

2 3 士　　　　　 工 1．バ 1．0 私6 3．3 将　 士　 中 D P l O7 2　 100％　　 p L 16 8

24 土　　　　 玉 生 し 守 ‖ （言 「 義
床　　　　 面 D P 川73　　 m 0％　　 P L 川8

25 土　　　　 王 186 1．7 私7 説8 床　　　　 面 D P lO 74　　 10（1％　　 PL 1 68

26 士　　　　 玉 148 i l・8 i o・6
叡 0 覆　 土　 中 D P lO 75　 10 0％　　 P L I G8

2 7 士　　　　 工 1．7 圭7
0。5 i 3 0 3

床　　　　 面 O P lO 76　 10 0％　　 p L H捕

28 土　　　　 玉 1．8 1．9 銑6 4せ4 覆　 土　 中 D P lO7 7　　 100％　　 P L l（浴

29 土　　　　 玉 お9 1．8 私5 鼠5 床　　　　 面 D P l O7 8　 100％　　 P L 日清

30 土　　　　 玉 16畑　 中　 06
4言 床　　　　 面 D P l O7 9　 100％　　 PL 168

3 1 士　　　　 玉 2可　 鼠 3
0せ6 寸．1 床　　　　 面 D P lO 80　　　 70％

図版番号 器　　　 種
計　　　 測　　　 植

出土地点 備　　　　　　　　 考
長さ（cn） 幅 （cn） 厚さ（cm） 重量（g ） 石　　　 質

32 砥　　　　 石 説2 説6
親 日 5709

凝　 灰　 岩 床　　　　 面 Q 川08　　 PL 175

享　ふ　二Il　く　t1－J、′ノ　′：・ノ

位置　調査区の北部，C。1－d3区二

㌔；－、了I′　ノ＼言／ノ　．晶二、言　　い・、1・・ノ！、′′∴‾、′′′

′、・、‥′l‾t　三：　ヾ－・1．・：∴、、∴的　　　のノノ．・一三、言ノら

主軸方向　N－f）2°－E

－…－・339－　－－－－
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第254図　第188A号住居跡実測図
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」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　　」　　　　　　　」　＿　i　　　！

壁　壁高は15－22cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦で，竃の前方部が踏み固められている。

竃　東壁中央部に，砂混じりの褐色粘土で構築されている。天井部は崩落しており，両袖部が残存している。

規模は，煙道部から焚き口部まで80cm，両袖最大幅130cm，壁外への掘り込みは32cmである。袖の内壁は，火

熟を受けて赤変している。火床部は，床面を6cm掘りくぼめており，火熱を受け赤変硬化している。煙道部は，

外傾して緩やかに立ち上がる。

寵土層解説

1　黒　褐　色　焼土粒子少量，ローム粒子微量
2　暗赤褐色　焼土小ブロック・焼土・粘土粒子少量，炭化物微量

3　暗赤褐色　焼土小ブロック・焼土・粘土粒子中量
4　灰　褐　色　焼土粒子多量，粘土粒子中量

5　暗赤褐色　焼土粒子多量，焼土小ブロック中量
6　暗　褐　色　焼土粒子小ブロック・焼土粒子少量，ローム粒子微量
7　暗赤褐色　焼土粒子中量，粘土粒子微量
8　暗　褐　色　焼土粒子多量，粘土粒子少量

9　暗赤褐色　焼土粒子少量，焼土小ブロック・炭化・ローム粒子微量
10　暗赤褐色　焼土小ブロック・焼土粒子多量，粘土粒子少量
11極暗赤褐色　粘土粒子中量，焼土小ブロック・焼土粒子少量
12　暗　褐　色　焼土・粘土粒子少量，ローム粒子微量

覆土　2層からなり，自然堆積である。

土層解説

1極暗褐色　ローム小ブロック少量，焼土小ブロック・ローム粒子微量

2　暗　褐　色　ローム中・小ブロック少量，ローム粒子微量

遺物　土師器片485点（杯片98点，高台付杯5点，嚢片382点），須恵器片174点（杯片54点，高台付杯片1点，

340－
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第255図　第188A号住居跡出土遺物実測図

蓋片3点，嚢片116点），灰粕陶器片1点，土玉11点，刀子1点，釘1点，不明鉄製品1点，鉄棒45gが出土し

ている。覆土上層では，第255図4の土玉が北東コーナー部から出土している。覆土下層では，6の土玉が竃

の前方部から出土している。床面では，2の須恵器鉢，15の刀子，9，13の土玉が北壁部から，17の不明鉄製

品が中央部から，7，11の土玉が南壁部から，8の土玉が中央部南側から出土している。竃内からは，3の灰

粕陶器長頸瓶が出土している。その他，覆土中から1の土師器要，5，10，12，14の土玉，16の釘が出土して

いる。

所見　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から9世紀後葉と考えられる。

第188A号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（Ⅷ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　 考

第255図 整 A ［3 0．0］ 体部か ら口緑 部片。体部 は内攣 し 口緑 部横 ナデ。体部内 ・外 面ナデ。 長石 ・石英 ・雲母 ・ P 14 35　　 5 ％

1 土 師 器 B （7．0） て立ち上が り， 口緑 部は外反 し，

端 部は外上方 につ まみ上げ られ て

いる。

スコ リア ・白色針

状物

橙色　 普通

覆土中

2

鉢 A ［14．2］ 体郡 か ら口緑部片。体 部は外 傾 し 口緑部 内 ・外面ナデ。外面縦位 の 長石 ・石 英 ・雲母 P 14 3 6　　 5 ％

須 恵 器 B （6．1） て立 ち上 が り，口緑部 は撞 く外 反

し，端 部は外傾す る。

平行叩 き，内面ナデ。 灰色

普通

覆土 中

341－



醜 離 日 洋 種 桓 服 属 器 形　 の　 特　 徴 i 手 法　 の　 特　 徴 胎土櫓 針 射 中　 寿話　 考

ノ 休部から頭部片＋　休部は内曾して　 体部内・外面ロクロナデ∴　頭乱 長石
吠オリーブ色

良好

立ち上がる。　　　　　　　　　　　 体部外海底粕施粕。

図版番号
。　 i　 計　　 測　　 値 巨 土地点

備　　　　　　　　　　　　 考長さ cn） 径　 cn車 径 cm） 重量施）

4 土　　 玉！ 109 2・‖ ＋ 狛‖ ＋ 親 将　 士　 申 O Pl（吊1　　 五時％　　 PLHD

5 士　　 玉！　 可　 0日　 eァ 5。8 将　 士　 申 OP m 氾　　 川　％　　 PL l梱

6
土　　 可 ＋ 親日 ＋ …つ＋ 鍼 5言 覆　 土　 中 D Pl相　　　 川％　　 PL1両

ア
土　 H可＋ m i l可　 鍼

説3 床　　　　 面 OP 川q　　 m　％　　 PLl（拍

8 土　　 可 1も6 280 i oも4 i 5や6 床　　　　 面 DP相応　　 川0％　　 PLl榊

9 土＋ 王 i m i ぉバ ＋ 堅 軋9 床　　　　 面 nP 川舗　　 川0％　　 Pl．1（吊

10 士　　 玉！　 可　 も9 0可　 の2 将　 士　 車 DPlO87　　川0％　　 PL lH）

Ⅲ 士　　 可　 二m i m つ　 鍼 i … 床　　　　 面 DPlO88　 100％　　 PLl梱

12
土　　 玉 i ユ03 109 i oの5

叡2 覆　 士　 車 DPm 榊　　 100％　　 PLl梱

13 土　　 王 i l可　 お目 ＋ 鋸‖ ＋ 錮 床　　　　 面 nP l佃0　 1日0％　　 PI．1榊

摘 土　　 可　 2も1 ！ 2も2 0諸 巨 湖 ） 楷　 十　 申 DP ll20　　　個）％　　 PL

計　　　　　 測　　　　　 値

待ヽ　　∴　　に音 HH　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 L

醜 田導 春　 種 恒 （cn） 幅 （cm）恒 （C腿日 登射 g）仁は 酎 ‾‾真　　 備　　　　 プ

蟻　 刀　　 子巨 湖 1の2 i oも5 日 88可 床　　 面 M 摘膵　 猶％　 軋膵7

ユ6 i 釘 i （600） 006 ！ 066 i （4滴　 覆　 土　 可 M 飢8　 粥％　 PL膵9

鼠7　序 明鉄製品巨 細 5め6 l oo8 ！ （鵬 極　　 面iM 1019　 95％

，　’‾　　　：～ノ　、

位置　調査区の北部，C‘1－d3区、＿、．

重複関係　本跡は，第＿188A号住居跡によって掘り込まれているご

規模と平面形　長軸圭t）Om，短軸4．16111の長方形であるご

主軸方向　N－24°、－I三

壁　壁高は3（ト∠18cmで，外傾して立ち上がる．こら

壁溝　全周する。．上幅25～41cm∴卜幅6、・12cm言莱さ6～12cmで，断面形はU字状である：

床　平坦で　中央部が踏み固められている。部分的に熱を受け赤化した部分がある。

ピット11か所（Pl、Pll主　Pl、P：1は，長径45、54cm，短径32、48cmの楕円形，深さ54、84crnであるこ

規模と配列から主柱穴と考えられる。P5は長径46cm，短径27cmの楕円形，深さ53cmである。P6－、Pllは，

長径16～32cm，短径8へつ3cmの楕［甘形言策き4へ46cmであるご　位置から補助柱穴と考えられる．。

竃　北東壁中央部に，砂混じりの褐色粘l二で構築されている．ご天井部は崩落しており，l両袖部が残存している。

規模は，煙道部から焚き口部まで162cm∴両袖最大幅i＿30C町　壁外への掘り込みは102cmであるご　袖の内壁は，

火熱を受けて赤変している。火床部は，床面を7cm掘りくぼめており，火熱を受け赤変碩化している。．煙道部

は，外傾して緩やかに立ち上がる。

竃土層解説

1　灰　褐　色　焼上′トプロ、ソク・焼‖三白′一・ローム中・小プロ・ソク・ローム・帖目白’・少量．焼いいプロ、ソク微［‡l二

2　灰　褐　色　焼上′トプロ、ソク・焼‖三白’・・ローム小プロ、ソク中量．焼巨ローム申プロ、ソク・ローム・粘巨位！・少量

：う　暗　褐　色　焼巨」、ブロック・焼‖位√・ローム小プロ、ソク・粘＝位「少結　焼上申ブロック微量

．1暗赤褐色　焼上人・申・小プロ・ソク・焼巨粒子多量

一、－－－l一一一一一342…一一一l一一
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第256図　第188B号住居跡実測図
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5　褐　灰　色　灰中量，焼士小ブロックのローム粒子少量，焼土中のローム小ブロック微量

6　赤　褐　色　焼土龍子中最，焼土小ブロック少鼠　焼土中ブロックの炭化をローム粒子微量

7　赤　褐　色　焼目白’・中量．焼「小ゾロ、ソク少量．炭化粒J’・・ローム小プロ・ソク・ローム粒自敬量

8　褐　　　色　ローム粒J’・少結　焼上・炭化粒J’－・ローム小プロ・ソ打微量

覆土15層からなり，ローム大・中・小プロ、ソクや焼士粒千を含む人為堆積であるご

土層解説

1　褐　　　色　ローム申・小プロ、ソク多結　焼「小ブロック・炭化物・粘上粒J’・少量，焼いいプロ、ソク微；li：

2　褐　　　色　ローム小プロ・ソク・ローム粒J’－中量．焼「小プロ、ソク少量．炭化物・粘日六号一微量

：1暗　褐　色　ローム小プロ、ソク・ローム・粘い粒子少量．炭化物微量

・1暗　褐　色　焼目白’・多量．ローム大・中・′トプロ・ソク・帖‖＼白’・少結　炭化物微量

う　暗　褐　色　ローム小プロ・ソク中量，焼「小プロ、ソク・炭化物・ローム中プロ、ソク・ローム粒J’・少量，枯日清っ’・微［－1：

（i　暗　褐　色　炭化物・ローム小プロ、ソク中量．ローム粒J’・少品　焼目白’一・ローム大・l巨プロ、ソク・粘ロム1つ’・微［－1：

7　暗　褐　色　ローム大・中プロ、ソク中量．焼上′トプロ、ソケ少品　粘日量「微量

8　赤　褐　色　焼土小ブロック0焼士粒子多量夕　焼土中ブロック中量，灰少量

！）黒　褐　色

10　黒　褐　色
11暗　褐　色

12　暗　褐　色

13　暗　褐　色

「1褐　灰　色

15　暗　褐　色

炭化物，ローl一一ム中・小ブロック　出し　焼＝位√・炭化材少量

ローム小プロ・ソク・ローム粒r中量．焼上粒J’・・ローム中プロ、ソク少量，ローム大プロ、ソク微量

ローム中ブロック・ローム粒上　ローム大・小ブロック・粘上粒j’・少量．焼巨」、ブロック微量

ローム中プロ、ソク・ローム粒J’一中量．焼上・ローム小プロ、ソク・粘上粒J′一少量

ローム申プロ、ソク鋸il∴　ローム大ブロック少量，焼上中ブロック微量

ローム小プロ、ソク・精工粒J’・中量

ローム小プロ、ソク小品　ローム粒J′・少量，ローム中プロ、ソク微量

遺物　土師器片209点（琢片弧蕉　高歯相棒片　点　嚢片蟻点上　須恵器片鋸点　棒片測点　蓋片　点　鷺片

甜慮　甑片　点上　土玉　点　刀子　点　銑淳摘鮒gが出土している。覆土上層では　第翫図膵の鍵が中央部

北西側からヲ相の士玉が中央部付近から出土している。覆土下層ではタ　の土師器棒が北東コーナー部からタ5

の土師器杯が中央部南西側から，6の土師器林が巨央部南西側から，7の土師器高台付IIILが中央部北東側か

ら∴1．1の須恵器鉢が中央部南東側から，14の上玉が巨央部南東側から．18の丑子が中央部南西側から出土して

ノ．′′、、二　ノ　′ノ．．1j′∴′ノ、．、′・　ノノ　′j　‘′′ノノ′、三、＿　　′ノノ　．，ノ・ノ：、′′′　′∴日、題　　ノ　　／ノ　′．∴′：′レ∴・ノ∴、、．

の土師器棒が中央部北西側から正位の状態で資　蟻の須恵器棒が商酋コーナー部から芦　8の土師器登資　温2の須恵

器襲撃　温5の土玉が中央部付近から，蟻の土王が中央部南東側から出土している。竃内からは9　9の土師器嚢が

出上している．、、

所見　本跡の時期は，遺構の形態及びJ年上遺物から9世紀後葉と考えられるこ、

第温88B号住居跡出土遺物観察衷

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼 成 備　　 考

第257囲 林 Å　 13．6 持縁部一部欠損。平底 。体部 は内 ＝縁部 ，体部 内 ・外 面 ロクロナデ∴ 長‡石 ・雲母 P l1 59　　 85％

1 士 師 器 B　　 も2 攣 して立ち上が り．， 目線 部はわず 休部内面 へ ラ磨 き∴底部 回転 へラ 燈色 床面　　 PL 1 31

C　　 ㌫2 か に外 反す る。 切 り後， ナデ。内面黒色処理。 普通

2

林 A　 は．7 体部 か ら目線 部一部欠損 。平底。 目線部，体部内 ・外 面ロク ロナデ∵ 雲母 ・スコリア P 1 44 7　　 95％

士 帥 器 B　　 4。4 休部 から目線 部にか けて内曾 して 休 部下端 回転へ ラ削 り，内面へ ラ 黄褐色 床面　　 P L 1 32

C　　 6の4 立 ち上が る。 磨 き。底部 回転 へラ削 り。 内面黒

色処 理。底部 に 「均こ」の刻苦。

普通 二次焼成

3

ま不 Å　 言3．2〕 体 部か ら口癖糟臣一部欠損。平底。 目線 部，体 部内 ・外面 ロクロナデ∵ 長石 ・雲母 P l 160　　 7 5％

土 師 器 B　　 4．4 体 部 は内攣 して立ち上が り， 目線 休 部下端回転へ ラ削 り，内面へ ラ にぷ い黄褐色 床面　　 P L は 2

C　　 7．4 部はわずか に外 反する。 磨 き。底部 回転へ ラ削 り。内面黒

色処理 。

普通

4

杯 A ［13 80］ 底 部か ら体部片。平底 。体部か ら ＝縁部 ，体部 内 ・外面 ロクロナデ∴ 長石 0 雲母 P H 56　　 45％

士 師 器 B　　 5．0 目線 部にかけて 内攣 して立ち上が 体部下端 回転へ ラ削 り。体 部内面 燈 色 将士申　 P L 13 1

C　　 6．6 る。 へ ラ磨 き。 底部回転へ ラ削 り。内

面黒色処理 。

普通

5

林 A ［1 3．2］ 底部か ら目線 部片。平底 。体 部は ＝縁部，体部 内 ・外面 ロク ロナデ÷ 長石 ・石英 ・雲 母 ・ P l 16 1　　 75％

士 師 器 B　　 4．4 内攣 して立 ち上が り， 打線 部はわ 体 部下端 回転 へラ削 り，内面へ ラ スコ リア 楷土 中　 PL 1 32

C ［7．4］ ずか に外傾 する。 磨 き．底部 回転へ ラ削 ；「　 内面黒

色処 理。

にぷい黄褐色

普通

一一一344－－－1－
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図版番号　 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 工 ・色調 ・焼成 備　　 考

第257国　　 庫 A　 は7。6］ 休部 か ら目線部片．休 部か ら目線 ＝緑部，体部 内 ・外 面ロ クロナデ＋ 長石 ・有 英 ・雲 母 ・ P l16 2　　 10％

6　　 土 師 器 B （4諸） 部 にかけて外傾 して立 ち上が る。 休部下端 回転へ ラ削 りl 内面 黒色 スコ リア 将士 中

処理∴ にぷい黄橙 色

普通

二次焼 成

高台 付皿 Å　 言寸．亘 高台部 か ら目線 部片∴　高台部は毎 目線部，体部 内 ・外面 ロ タロナデ＋ 長有 ・雲母 ・ス コ ㌘116 3　　 45％

7　 土 師 器 B　　 2．6 くハの字状 に開 く∵　休部 か ら目線 休 部内面黒色 処理∵　底部回転へ ラ リア 将士 中　 P L は†

0　　 7．0 部 にか けて外傾 して立 ち上 がる。 削 り後，高台貼付 け。 にぷ い褐色 二次焼成

E　　 O．7 普通

登 A　 は5．4］ 休部か ら＝縁 部片∵休 部は内曾 し 目線 部構ナ デ∴体部 内 ・外面ナデ＋ 長有 ・雲母 ・スコ P ll桐　　 10㌦

8　 土 師 器 B （5るア） て立ち十が り，＝緑部 は外反 し， リア 将士申

端部は外十方 につ まみ十 げられて にぷい黄橙色

いる。 普通

嚢 A ［22。0］ 体 部か ら目線部片 。体部 は内攣 し 目線 部構ナデ∴体部内 ・外面 ナデ∵ 長石 e 石英 さ雲 母 P 115 7　 15％

9　 土 師 器 B （13ギア） て立ち上が り， ロ縁 部は外反 し， 体部外 商に輪積み痕。 橙 色 竃 内

端 部は外 十方 につ まみ十げ られ て

いる。

普 通

林 A ［摘誹］ 底 部か ら日縁部片。平底 。体部 は 目線部 †体部 内 ・外 面 ロクロナデ＋ 長石 ・白色針状物 ㌘H 66　　 30％

10　　 須 恵 器 B　　 も9 内攣 して立ち上が りタ　ロ縁部 はわ 体部下端手 持ちへ ラ削 り。底 部三 灰黄色 床面　　 P L l封

C ［6。6］ ず かに外 反する。 方向のヘ ラ削 ；「 普通

鉢 A ［22．7］ 体部か ら目線 部片。体部 は外傾 し 目線部 内 ・外 面ナデ∴　体部 外‡面縦 長石 ・石 英 ・霊母 P は65　　 10％

11　　 紬∴恵 器 B　 0 1。9） て立 ち上 が り，目線部 は短 く外反

し，端部 は外傾 す る。

位の格子 目叩 き，内面ナデ∵ 黒褐 色

普通

覆土 中

嚢 A ［36．6］ 目線部片∵　＝緑 部 は外反 し，端部 目線 部内 ・外面 ナデ∵　＝縁 部に1 長有 P l l樟　 10％

12　　 須 恵 器 B （3．6） は外下方 に突出す る。 条の波状文が施 されてい る 、内面 灰色 床面

自然相 ∵ 普通

図版番号 器　　　 種
計　　　　　 測　　　　　 値 巨 土 地 点

備　　　　　　　　　　　　 考長 さ輔　 径　 cn 車 酎 cm） 重量 ね ）

13 士　　　　 玉 2．0 2．3 私6 ＆5 将　 士　 申 D P l O9 2　 100％　　 P L H D

14 上　　　　 玉 2。4 2．2 0．5 10．0 覆　 士　 中 D P l㈲ 3　　 100％　　 P L l爪）

ま5 士　　　　 工 1．7 上8 私7 説2 床　　　　 面 D P m 日　　 用0％　　 P L lい）

16 士　　　　 玉 360 3i l 銑9 （23も7） 床　　　　 面 D P H ）！＝　　　 95％　　 P L l梱

図版番号 日日　　　 種
計　　　　　 測　　　　　 値 ！

i 出 土 地 点
備　　　　　　　　　　　 考

者轟 長 さ（cm） 幅 （cm）
厚 さ （cm） l 重量 （g ）

17 鍵 8．4 私7
0・4 I （6の7）

覆　 土　 中 M lO2 1　　 95％　　 P m 179

18 刀　　　　 子 i 8や0
1．3

0ヰ4 i （947） 覆　 土　 中 M lO2 0　　 95％　　 PL 177

′∴工′∵∴㍉ふ　′∴九十上

位置　調査区の北部，C2i9区。

規模と平面形　掘　込みが浅　耕作による撹乱を受けているため　規模と平面形は明確ではないが撃　残存して

いる床面から長軸（1．90）m，短軸（1．44）mの長方形と推定される．。

主軸方向　N－520－E

床　平出で，中央部が踏み固められている．。

竃　北東壁中央部に構築されているが．火床部のみ残存している。火床部の規模は，長軸81cm，l虹軸44cm，深

さ15cmで火熱を受け．わずかに赤変硬化している。

一一一一一一346－1－
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第258図　第190号住居跡実測図

埴土層解説

1極暗褐色　焼土小ブロック少量，ローム小ブロック微量

2　極暗赤褐色　焼土小ブロック・焼土粒子中量，ローム粒子微量

3　極暗赤褐色　焼土粒子中量，焼土小ブロック・ローム中・ノトブロック微量

4　褐　　色　ローム中ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子微量

覆土　掘り込みが浅いため，覆土は残存していない。

遣物　土師器片7点（杯片1点，要片6点）が出土している。第

259図2の須恵器盤が南東側の床面から出土している。1の土師

器嚢が竃内から出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から9世紀後葉と

考えられる。

第190号住居跡出土遺物観察表

一l＼、こ一
0　　　　　　　　　　1m

』二一一十一1－－一二∃

＼一一」二者
0 10cm

［＿　　；　　＿」

第259図　第190号住居跡出土遺物実測
図

図版番号 器　 種 計測値（m ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色 調 ・焼成 備　　 考

第2 59図 嚢 A　 16．6 体部か ら口緑 部片。休部 は内暫 し 口縁部横ナ デ。体部内 ・外 面ナデ。 長石 ・雲母 P 1 168　　 3 0％
1 土 師 器 B （8．1） て立ち上が り，口緑 部 は外 反 し，

端部は外上方 につ まみ上 げられて

いる。

橙色

普通

奄内　　 P L 13 2

2
盤 B （4．4） 底 部片。 高台部剥離。 底部 内 ・外 面 ロクロナデ。底 部国 長石 ・石英 P l16 9　 10％
須 恵 器 転へ ラ削 り後，高台貼付 け。 灰色　 普通 床面

第193A号住居跡（第260園）

位置　調査区の西部，Fld9区。

重複関係　本跡が，第193B号住居跡の北部を掘り込んでおり，第193C号住居跡を拡張している。

規模と平面形　長軸5．96m，短軸5．77mの方形である。

主軸方向　N－170－W

壁　壁高は32～44cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　全周する。上幅20～30cm，下幅4～12cm，深さ2～10cmで，断面形はU字状である。

床　平坦で，中央部が踏み固められている。

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P4は，長径24～43cm，短径24～42cmの楕円形，深さ44～89cmである。規

－347－
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横と配列から主柱穴と考えられる。P5は径40cmの円形，深さ48cmである。位置から出入り口施設に伴うピッ

トと考えられる。

竜　北壁中央部に，砂混じりの褐色粘土で構築されている。煙道部から両袖基部にかけて，耕作により撹乱を

受けほとんど残存していない。天井部は崩落している。規模は，煙道部から焚き口部まで約119cm，両袖最大

幅約155cm，壁外への掘り込みは48cmである。袖の内壁は，火熱を受けて赤変している。火床部は，床面を12cm

掘りくぼめており，火熱を受け赤変硬化している。

寵土層解説

1褐　　　色　焼土・炭化・ローム粒子少量，炭化物・ローム中ブロック微量

2　褐　　色　焼土粒子・焼土小ブロック，ローム中・小ブロック・ローム粒子微量，炭化粒子微量

3　赤　褐　色　焼土小ブロック・焼土・粘土粒子少量，ローム粒子微量，炭化粒子・ローム小ブロック極微量

4　赤　褐　色　焼土粒子中量，焼土小ブロック少量，焼土中ブロック・炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子極微量
5　暗赤褐色　焼土粒子多量

6　暗赤褐色　焼土粒子中量，焼土小ブロック・粘土粒子・灰微量，炭化粒子極微量

覆土　5層からなり，レンズ状の堆積を示し，自然堆積である。
土層解説
1　褐　　　色　ロー
2　暗　褐　色　ロー
3　暗　褐　色　ロー
4　褐　　　色　ロー
5　暗　褐　色　ロー

ムノトブロック・ローム粒子少量，焼土小ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子微量・ローム中ブロック極微呈
ム

ム

ム

ム

中・小ブロック・ローム粒子少量，焼土小ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子微量，焼土中ブロック極微量
小ブロック少量，焼土・炭化・ローム粒子微量
中・小ブロック少量，ローム粒子微量，焼土・炭化粒子極微量

・粘土粒子少量，焼土小ブロック・焼土・炭化粒子・ローム小ブロック微量，炭化物極微量

遺物　土師器片284点（杯片75点，高台付杯片9点，要片200点），須恵器片12点（杯片12点），鉄津50g，含鉄

I

ア
l

l

＼

l

0　　　　　　　　　　　　　10cm

L＿　　；　　　！

第261図　第193A号住居跡出土遺物実測図
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部から出上している，．．、その他。覆巨車から，1の日抽器林が出上している、＿一

所見　本跡は，第193「号住居跡の主柱穴や壁溝の配列．床面の高さ，竃の位置から．第193C号住居跡の南，

東壁の　つノーを拡張して構築したものと考えられるつ時期は、遺構の形態及び川上遣物から（‖咽己後葉と考えら

れる。・、．

′　　．′　　　　・；ノ．′・こ′、′

賄番号　器種恒雁行n）　 器形　の　特　徴　　　 手法　の　特　徴 胎士・色調・焼成 備　　考

第郎＿図　　棒　　A　は説幻　底部から目線部片。丸底。体部は　目線部内を外商横ナデ。体部外蘭長有・霊母・スコ㌘1170　　35％

†　十柚器　H＋」言「「内曾して立ち十がり，目線部との　ヘラ削上　内面ナデ∵　内・外面黒リア 将士中

境に明瞭な稜を持つ。［］縁部はわ　色処理。 黒褐色

ずかに内傾する。 普通

塚　　A　は4．6］体部から目線部片3体部は内攣し　日縁部内の外面横ナデ。体部外廟長石を雲母 Pは71　25％

2　　土師器　B（5諸‖て立ち上が娠日録部は直立する。ヘラ削り　内面へラ磨。内の外褐灰色 覆土中

面黒色処理∵ 普通

聾　　A　綾も6　休部上位欠損。平底。体部は内攣　打線部横ナデ。体部夕摘中位から長有・石英・雲母㌘1173　　30％

3　　土師器　B　H独鋭目して立ち上が仇　に縁部は大き　　下位にかけてへラ削り学内癖ナデ。橙色 将士申

C　　9。6　外反する3 不良 内面器商剥離

悪　　Å　封．0　休部・部欠損∵平底∴休部は内曾　目線部楯ナデ∵休部外面中位から長有・有英・霊母㌘1172　　60％

4　土師器警3芸：鵠 孟苦篭霊；誌漂豊霊　 下位にかけてへラ磨軋内面げCにぷい褐色

普通

将士中　PLl黒

つまみ上げられている。

、ル六‾　ノ・∴∴　∴号∴く．′

位置　調査区の西部，I－‾γ1＿et）区、、

重複関係　本跡は，北部を第193Å・㍉lt）こうC号仕方欄机二よ／Jて握り込まれている．、、、・

規模と平面形　－1辺が圭8Illの方形と推定される、．、＿、

主軸方向　N－2（）い－W

壁　壁高は38、・12cmで，外傾して立ち上がる二・

壁溝　仝周する。上幅18、29cm∴卜幅7へ12cm言莱さ2十10cmで，断面彬はU字状である：

床　平川で一巨央部は踏み回められている．、、、

ピット　∴1か所（PU、P9主I‾）（十、P‖よ　長径二九トi1－3cm．短径25、ノ∴仕）cmの楕廿形，深さ：：1：ト78cmである．。、規

模と配列から主柱穴と考えられる。

覆土・自層からなり。レンズ状の堆積を示し言′i然堆積である、．

土層解説

1　褐　　　色　ローム粒J’・少甘．炭化物・炭化粒Jr一微量．焼‖待つ’・極微量

2　暗　褐　色　焼‖＼「「・炭化・ローム粒J’・少量、炭化物微量

：う　暗　褐　色　炭化・ローム粒J’・少㍑　焼廿1っ’・微量

．1暗　褐　色　規「骨′つ’一・歳化物・炭化・ローム粒J’－少量

遺物　日抽器引‘226点（杯片48点．高林片1．8点，悪片＿1（勅主上　須恵器片2＿1＿点（林片1点，慧片20点上　尿瓶陶器

′、′〔了、、一、、、′′．∫一　　　　　一、∴′‘、′′く　′ソノ　ー′一′’　√だ　－；′′、ナ　　′ノ亘

恵器林蓋が中央部北東側から，3の上師器杯が南壁部から，7の須恵器悪が中央部付近から出上している・覆

日‾こ一層では．し1－の土師器高林が中央部北東側から出上している一木面では，1の土師器杯が中央部東側から逆

位の状態でr什上している、二

所見　本跡の竃は，第1〔‾）3Å・193〔つ月拭朋舶二北側を据年込まれた時に壊されたもの思われる、つ時期は，遺構

の形態及び出土遣物から6世紀宮1葉と考えられる、。

一一一350l一一一、一一一一、、



0　　　　　　　　　　　　　　10cm

」　　　；　　　！

第262図　第193B号住居跡出土遺物実測図

第193B号住居跡出土遺物観察表

＿、、l、、Il、：

図版番号器　種計測値（C皿）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴胎土・色調・焼成備　　考

第262図杯A　14．1口緑部一部欠損片。丸底。体部は口緑部内・外面横ナデ。体部外面長石・雲母・スコP1174　　90％
1土師器B　　4．6内攣して立ち上がり，口緑部はわヘラ削り後，ナデ，内面へラ磨き。リア 床面　　PL132
ずかに内傾する。 内面黒色処理。 橙色

普通

二次焼成

2

杯A［14．1］底部から口綾部片。丸底。休部は口緑部内・外面横ナデ。体部外面長石・雲母・スコPl175　　45％
土師器B　　4．2内攣して立ち上がり，口緑部は内へラ削り後，ヘラ磨き。内面ナデ。リア 覆土中　PL132
傾する。 にぷい褐色

普通

二次焼成

3

杯A［16．0］休部から口綾部片。休部は内攣し日録部内・外面横ナデ。体部外面長石・雲母Pl176　　45％
土師器B（4，2）て立ち上がり，ロ緑部は直立する。ヘラ削り後，へラ磨き。内面ナデ。黒褐色 覆土中　PL133

内・外面黒色処理。 普通 二次焼成

4

高　　杯A［11．6］休部から口緑部片。休部はわずか口緑部外面縦位のヘラ磨き，内面長石・雲母・スコPl177　　20％
土師器B（5．2）に内攣して立ち上がり，口緑部と横位のヘラ磨き。休部外面へラ削リア 覆土中　PL132
の境に明瞭な稜を持つ。ロ緑部はり後横位のヘラ磨き。内面横位の黒褐色 二次焼成
大きく外反する。 ヘラ磨き。 普通

5

璧A［17．0］体部上位から口緑部片。休部は内口緑部外面へラ磨き。内面横ナデ。長石・雲母・スコPl178　　10％
土師器B（7．0）攣して立ち上がり，口緑部は大き

く外反する。

体部内・外面ナデ。 リア

褐灰色

普通

覆土中

6

杯　　蓋B（3．0）天井部片。天井部は全体に丸みを天井部内面ロクロナデ。外面自然長石 P1179　　35％
須恵器 持つ。天井部と口緑部の境で明瞭

な稜を持つ。

粕。 オリーブ黒色

普通

覆土中

7

要B（23．2）底部から頚部片。丸底。休部は内頚部外面に7本1条の櫛描波状文長石・小礫Pl180　　30％
須恵器 攣して立ち上がり，頚部は外傾すを2段に配する，内面ナデ，休部オリーブ灰色淫土中　PL132
る。頚部と口緑部の境に凹線を持

つ。

外面カキ目調整。 不良 外面器面剥離
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第193C号住居跡（第263図）

位置　調査区の西部，Fld9区。

重複関係　本跡が，第193B号住居跡の北部を掘り込んでおり，第193A号住居跡によって拡張されている。

規模と平面形　長軸5．75m，短軸5．40mの方形である。

主軸方向　N－170－W

壁　壁高は38～46cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　全周する。上幅19～28cm，下幅5－15cm，深さ5～9cmで，断面形はU字状である。

第263図　第193C号住居跡実測図
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床　平坦で，中央部は踏み固められている。

だッ紅　6か所津温～P6）。Pl～P複はタ長径42～60cm，短径姐～55cmの楕円乳深さ63～81cmである。規

模と配列から主柱穴と考えられる。P5，㌘6ほ長径44～52cm，短径37～50cmの楕円私深さ摘～飢cmで　性

格は不明である。Pl～㌘6の覆土はタ　ロームブロック躊ローム粒子が含まれてお娠埋め戻されているもの

とみられる。

毯　床面を調査したが竃の痕跡がみつからなかったことから翫消A号住居跡と同位置に存在したと思われる。

尊堂　単一層で9　人為堆積である。

土層解説

1褐　　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中最

遠磯　土師器片2点（聾片2点）が出土しているがタ綿片であるため図示できるものはない。

所農　本跡の床面は　第摘Å号住居跡の床面下部から検出され，主柱穴は，人為的に埋め戻されている。こ

れらのことから　本跡は第摘Å号住居跡の拡張以前のものと思われる。時期は，遺構の形態及び出土遺物か

ら　世紀複葉以前の第摘Å号住居跡と時間差がない時期と考えられる。

第臓考健腰掛　第邦囲）

位置　調査区の西部　Fl掴区。

親機と平面形　義孝由4。52m，短車由逢。35mの方形である。

主軸方向・N－00

壁　壁高は38・、′54cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁湧　北壁下を除いてほぼ巡っている。上幅蟻～mm　下幅　～　cm　深さ　～ほcmで　断面形はU字状であ

る。

床　平坦でタ　中央部が踏み固められている。

ぽッ睦　5か所（P且～㌘5）。Pl～P4はタ長径39～52cm，短径34～媚cmの楕円私深さ67～82cmである。規

模と配列から主柱穴と考えられる。P5は径36cmの閏乳深さ32cmである。位置から出入り口施設に伴うピッ

トと考えられる。

聴　北壁中央部に，砂混じりの褐色粘土で構築されている。天井部は崩落しており，東磯部と煙道部は耕作に

よる撹乱を受けている。規模銑煙道部から焚き口部まで100cm，両袖最大幅l約m，壁外への掘り込みは37。m

である。袖の内壁はタ火熱を受けて赤愛している。火床部は，床面を　cmほど掘り　ぼめてお娠火熱を受けタ

赤変硬化している。

竃土層解説
‘1黒　褐　色　ローム粒r・少鼠　焼十粒子微量

2　灰　褐　色　ローム・粘土粒子少量，炭化粒トローム小ブロック微量
3　暗　褐　色　粘土粒子少量，焼土の炭化極微量
4　褐　　　色　粘土粒子中量，炭化粒子微量
5　暗赤褐色　焼土粒子多量，粘土粒子少量

6　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量
7　暗赤褐色　焼上・炭化・ローム粒子少量

8　暗　褐　色　焼巨J、プロ、ソク・ローム粒子少鼠　焼土粒千・ローム小プロ、ソク・粘日立了一微量
9　褐　　　色　ローム粒川一一一一最，ローム小ブロック少量

尊皇　7層からなり，ローム中ゆ小ブロックやローム粒子を含む人為堆積である。
土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

・t　暗　褐　色

5　暗　褐　色

6　暗　褐　色

7　暗　褐　色

ローム粒子中量．ローム中・小ブロック少量

ローム小プロ、ソク・粘土粒子少量，ローム粒子微量

ローム中・小ブロック・ローム粒f一少量

ローム中プロ、ソク・ローム粒f－1情‡∴　ローム小ブロック少量

ローム中・小ブロック・ローム粒子少量，粘土粒子微量

ローム粒子中量，ローム中も小ブロック少量

ローム大・中プロ、ソク少鼠　焼十粒子・ローム小ブロック・ローム粒子微量

一一353－－－一
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第264図　第194号住居跡実測図
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遺物　土師器片150点（杯片24点，嚢片126点），須恵器片2点（要片2点）が出土している。覆土下層では，

第265図1の土師器嚢が中央部から出土している。P5内からは，2の土師器嚢が横位の状態で出土している。

3の須恵器嚢の口縁部片は頚部に11本1条の櫛描き波状文が施されている。

所見　本跡は，覆土にローム小ブロック・ローム粒子を含んでいることから人為的に埋め戻されたものと思わ

れる。時期は，遺構の形態及び出土遺物から7世紀前葉と考えられる。

T i＿＿芋m

第祁5図　第194号住居跡出土遺物実測図

第194号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　10cm

L＿＿＿＿＿＿＿－⊥　　　！

図版番号器　種計測値（皿）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴胎土・色調・焼成備　　考

第265図嚢A　23．3休部から口緑部片。体都は内暫し口緑部横ナデ。休部外面の中位か長石・石英・雲母Pl182　　75％
1 土師器B　32．1て立ち上がる。口緑部は外反し，ら下位にかけてへラ磨き，内面ナにぷい黄橙色覆土中　PL132
C［8．2］端部は外上方につまみ上げられて

いる。

デ。 普通 外面煤付着

2

璽A［15．6］底部から口緑片。平底。体部は内口緑部横ナデ。休部内面ナデ。内・長石・石英・雲母P1181　　70％
土師器B　17．0

C　　8．0

攣して立ち上がり，口縁部は外反

する。

外面器面摩耗。 橙色

不良

ピット内PL132

第195号住居跡（第266図）

位置　調査区の西部，E3e7区。

規模と平面形　掘り込みが浅いため，竃の火床部と床面が一部残存してるのみで，規模と平面形は不明である。

主軸方向　［N－0つ

床　平坦で，北壁下と東壁側が一部踏み固められている。

竃　北壁中央部に，砂混じりの褐色粘土で構築されている。耕作により撹乱を受けているため，火床部のみ残

存している。火床部の規模は長径70cm，短径61cmである。火床部は，床面を16cm掘りくぼめており，火熱を受

け，赤変硬化している。

－355－



覆土　覆土はほとんど残存していない。

遺物　出土遺物はない。

所見　本跡の時期は，出土遺物がないため不明である。

／一／／‾‾

＼　、‘、　　一、＼

、、、、＼＼、、．号一、－、

旦34．0m

第266匡l　第195号住居跡実測図
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第198号住居跡（第267図）

位置　調査区の北部，C3C6区。

規模と平面形　長軸4．30m，短軸3．94mの方形である。

主軸方向　N－190－E

壁　壁高は7－17cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦で，中央部が踏み固められている。

竃　北壁中央部付近に，砂混じりの褐色粘土で構築されている。天井部は崩落しており，両袖部が残存してい

る。規模は，煙道部から焚き口部まで138cm，両袖最大幅117cm，壁外への掘り込みは70cmである。袖の内壁は，

火熱を受けて赤変している。火床部は，床面をわずかに掘りくぼめており，火熱を受け赤変硬化している。煙

道部は，ほぼ垂直に立ち上がる。

埴土層解説
1暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化物微量
2　暗　褐　色　ローム小ブロック中量，ローム・粘土粒子少量，焼土粒子微量
3　暗赤褐色　焼土小ブロック・焼土・ローム・粘土粒子少量
4　暗　褐　色　焼土・ローム粒子・焼土小ブロック微量
5　暗　褐　色　ローム粒子少量・焼土小・ローム小ブロック微量
6　暗　褐　色　焼土小ブロック・焼土粒子・ローム粒子少量

－356－
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第267図　第198住居跡実測図

7　暗赤褐色　焼土小ブロック・焼土粒子・ローム粒子少量
8　暗　褐　色　焼土小ブロック・焼十粒子中量
9　暗　褐　色　ローム粒子多量

10　暗　褐　色　焼土小ブロック中量，ローム粒子少量，焼土粒子微量
11暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子微量

覆土　2層からなるが，覆土が浅いため，堆積状況は明確でな

い。

土層解説

1暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，
焼土ノトブロック・焼土・炭化粒子微量

2　暗　褐　色　焼土粒子中量，炭化粒子・ローム小ブロック・ローム・粘土
粒子少量，焼土中・小ブロック・ローム大ブロック微量

遺物　土師器片113点（杯片34点，要片79点），須恵器片1点（杯

片1点），縄文土器片1点，鉄津25gが出土している。床面で

は，第268図2の土師器聾が北東コーナー部付近から出土して

いる。その他，覆土中から1の土師器杯が出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から古墳時代後

期と考えられる。

－357－
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第268図　第198住居跡出土遺物実測図



第198号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼成 備　　 考

第 2 68図 土不 A ［14．4］ 口緑 部片。体部 と口緑 部の境 に明 口緑部横 ナデ。体 部内 ・外面黒色 長石 ・雲 母 P 1 18 3　　 5 ％

1 土 師 器 B （2．0） 瞭 な稜 を持 ち，口緑部 は内傾 する。 処理。 黒色

普通

覆土 中

2

聾 A ［17．0］ 休部 か ら口緑部片。体 部は内攣 し 口緑部横 ナデ。体 部外 面へ ラ削 り 長石 ・雲 母 P 1 184　　 5 ％

土 師 器 B （6．7） て立 ち上が る。 口縁 部は外反 し，

端部 は上方 につ まみ上 げ られてい

る。

後ナデ， 内面 ナデ。外 面指頭痕。 にぷい赤褐 色

普通

床面

第199号住居跡（第269図）

位置　調査区の北部，C3e6区。

規模と平面形　長軸［2．74］m，短軸［2．35］mの方形と推定される。

主軸方向　［N－0つ

壁　壁高は11－16cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦で，中央部が踏み固められている。

竃　北壁中央部に，砂混じりの褐色粘土で構築されている。煙道部と火床部上面は，耕作により撹乱を受け残

存していない。天井部は崩落しており，両袖部が残存している。規模は，煙道部から焚き口部まで82cm，両袖

最大幅103cm，壁外への掘り込みは35cmと推定される。袖の内壁は，火熱を受けてわずかに赤変している。火

床部は，床面をわずかに掘りくぼめており，火熱を受け，赤変硬化している。

竃土層解説

1褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子微量，炭化物・炭化粒子極微量

2　褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土・炭化粒子・ローム中ブロック微量

3　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少鼠焼土・炭化粒子微量，焼土′トブロック極微墓

4　暗　褐　色　焼土小ブロック・焼土粒子少量，焼土中ブロック・炭化物・炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子極微壷

5　暗　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

6　暗　褐　色　ローム′トブロック・ローム粒子少量，炭化粒子極微量

覆土　耕作による撹乱を受けているため，覆土はほとんど残存していない。
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遺物　土師器片57点（杯片7点，慧片49点，甑片1点），須恵器片12点（杯片3点，甑片9点），含鉄淳25gが

出土している。床面では，第270図2の須恵器甑が中央部南側から出土している。その他，覆土中から1の須

恵器杯が出土している。3の須恵器鉢の口緑部片は外面に横位の平行叩きが施されている。

所見　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から9世紀前葉と考えられる。

〒：1二

0　　　　　　　　　　　　　10cm
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第270図　第199号住居跡出土遺物実測図

第199号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 27 0国 坤こ A ［13．0］ 体部か ら日録 部片。体部 はわずか 口縁部，体部内 ・外面 ロクロナデ。 長石 ・石 英 P l 185　　 5 ％

1 須 恵 器 B （2．9） に内攣 して立ち上が り， 口縁 部は

外傾す る。
灰色

普通

覆土中

2

甑 B （1 0．2） 休部片。体部 はわずかに内野 して 休 部外 面平行叩 き，体 部下位へ ラ 長石 P l18 6　　 5 ％
須 恵 器 C ［1 2．0］ 立ち上が る。 削 り，内面ナデ。 灰色

普通

床 面

第200号住居跡（第271図）

位置　調査区の北部，C3gl区。

規模と平面形　長軸4．36m，短軸4．05mの方形である。

主軸方向　N－380－W

壁　壁高は10～21cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　北東壁下を除いて巡っている。上幅14～20cm，下幅4～8czn，深さ4～7cmで，断面形はU字状である。

床　平坦で，中央部が踏み固められている。

ピット　4か所（Pl～P4）。Pl～P4は，長径40～52cm，短径27～40cmの楕円形，深さ45～69cmである。規

模と配列から主柱穴と考えられる。

竃　北西壁中央部に，砂混じりの褐色粘土で構築されている。煙道部は，調査区域外になるため不明である。

天井部は崩落しており，両袖部が残存している。規模は，火床部から焚き口部まで81cm，両袖最大幅96cm，壁

外への掘り込みは不明である。袖の内壁は，火熱を受けて赤変している。火床部は，床面を6cm掘りくぼめて

おり，火熱を受け，わずかに赤変硬化している。

－359－



寵土層解説
1　暗　褐　色　ローム粒子中量，粘土粒子少量
2　暗赤褐色　焼土小ブロック・焼土粒子中量

3　暗赤褐色　焼土小ブロック・焼土粒子少量
4　暗赤褐色　焼土・粘土粒子少量

5　褐　　　色　ローム粒子中量，焼土・粘土粒子極微量
6　暗　褐　色　ローム・粘土粒子中量
7　暗　褐　色　焼土・ローム・粘土粒子中量

8　黒　褐　色　ローム粒子中量，粘土粒子微量

覆土　4層からなり，レンズ状の堆積を示し，自然堆積である。南コーナー部の下層に焼土塊が検出されてい

る。

土眉解説
1極暗褐色　焼土粒子中量，ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量
2　暗赤褐色　焼土粒子中量，焼土中ブロック少量，炭化粒子・ローム中・小ブロック・ローム粒子微量
3　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土・炭化粒子・ローム大ブロック微量

遣物　土師器片184点（杯片44点，蛮片140点），須恵器片7点（杯片1点，嚢片6点），土玉1点，管状土錘1

点，鉄製釘1点が出土している。覆土下層では，第272図1の土師器杯が正位の状態で竃前方から，4の土師

第271図　第200号住居跡実測図

－360－

0　　　　　　　　　　　　　　1m

l　　一・　十　　　・i

2m

！　　　；　　　！



器嚢が中央部北西側から，3の土師器嚢，8の管状土錘が中央部南東側から出土している。床面では，2の土

師器椀，5の土師器嚢が竃の前方部から，9の釘が竃の西側から出土している。その他，覆土中から6の須恵

器施，7の土玉が出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から6世紀後葉と考えられる。

‾‥‾‾：

第272図　第200号住居跡出土遺物実測図

第200号住居跡出土遺物観察表
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図版番号器　種計測値（皿）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　考

第272図杯A　12．9ロ緑部一部欠損。丸底。体部は内口緑部内・外面横ナデ。体部外面長石・雲母・スコPl187　　95％

1 土師器B　　4．6攣して立ち上がり，口綾部との境ヘラ削り後ナデ，内面ナデ。内面リア 覆土中　PL133

に稜を持つ，口緑部はわずかに外

反する。

剥離。 橙色

普通

二次焼成

2

椀B（6．1）休部から口緑部片。体部は内攣し口綾部外面横ナデ，内面へラ磨き。長石・雲母 Pl188　　45％
土師器 て立ち上がり，口綾部は外反する。体部内面へラ磨き。内面黒色処理。

外面器面剥離。

にぷい黄褐色

普通

床面

3

嚢B（4．7）底部から休部下位片。平底。体部＿体部外面へラ磨き，内面ナデ。長石・石英・雲母P1191　10％
土師器C　　8．4は内野して立ち上がる。 にぷい橙色

普通

覆土中

4

要A［20．2］口緑部片。口綾部は外反し，端部口縁部横ナデ。 長石・石英・雲母Pl190　　5％
土師器B（5．5）はわずかに外上方につまみ上げら

れている。

にぷい黄橙色

普通

覆土中

5

要A［21．9］口緑部片。口緑部は外反し，端部口緑部横ナデ。 長石・石英・雲母Pl189　　5％
土師器B（7．0）は外上方につまみ上げられてい

る。

橙色

普通

床面

6

須恵器B（5．0）体部片。体部は内攣して立ち上が体部内・外面ロクロナデ。 長石・石英 P1192　　5％
施 る。 黄灰色

普通

覆土中

－361－



図版番号 器　　　 種
計　　　　　 測　　　　　 値

出 土 地 点 備　　　　　　　　　　　　 考
長 さ（Ⅷ） 径 （Ⅷ） 孔径 （cm） 重量 （g ）

第272図7 土　　　　 玉 1．9 1．9 0．5 （3．9） 覆　 土　 中 D P lO 96　　 80％

8 管　 状　 上　 錘 （9．8） 3．6 1．8 （12 8．0） 覆　 土　 中 D P lO 97　　 90％　　 P L 1 70

図版番号 器　　　 種
計　　　　　 測　　　　　 値

出 土 地 点 備　　　　　　　　　　　　 考

長 さ（cm） 幅 （cm） 厚 さ（cm） 重量 （g ）

9 釘 （3．9） 0．7 0．5 （2．8） 床　　　　 面 M lO 22　　 95％　　 P L 17 9

10 針 （2．0） 0．1 － （0．4） 穫　 土　 中 M lO4 7　　 95％　　 P L 17 9

第201号住居跡（第273図）

位置　調査区の北西，C2j8区。

規模と平面形　長軸3．56m，短軸3．50mの方形である。

主軸方向　N－230－E

Il　⑥

－362－
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壁　壁高は19～23cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　平坦で，中央部が踏み固められている。

竃　北東壁中央部に，砂混じりの褐色粘土で構築されている。耕作により撹乱を受けており，両袖部先端部，

焚き口部，煙道部のみが残存している。規模は，煙道部から焚き口部まで100cm，両袖最大幅150cm，壁外への

掘り込みは52cmである。焚き口都は，床面を6cm掘りくぼめており，火熱を受け赤変硬化している。煙道部は，

外傾して緩やかに立ち上がる。
寵土層解説

1暗　褐　色　焼土粒子中鼠焼土小ブロック・炭化物・ローム小ブロック・ローム粒子少鼠　粘土粒子微量
2　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム・粘土粒子少量，焼土小ブロック・焼土粒子微量
3　暗　褐　色　ローム・粘土粒子少量，焼土小ブロック・焼土粒子微量
4　灰　褐　色　粘土粒子中量，焼土・炭化粒子・ローム中ブロック微量
5　暗赤褐色　焼土・炭化・粘土粒子少量

覆土　3層からなるが，耕作により撹乱をかなり受けているため，堆積状況は不明である。
土層解説

1暗　褐　色　ローム中ブロック中量，ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土小ブロック・焼土・炭化粒子微量
2　暗　褐　色　ローム小ブロック中鼠　ローム粒子少量，焼土・炭化粒子微量
3　褐　　　色　炭化粒子中量，焼土小ブロック少量，焼土粒子微量

遺物　土師器片153点（杯片18点，聾片135点），須恵器片10点

（杯片7点，嚢片3点），土玉1点が出土しているが，ほとん

どが細片であるため図示できるものは2点のみであった。覆土

中から，第274図1の須恵器杯，2の土玉が出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物が細片であるため明確でないが，

奈良時代と考えられる。

第201号住居跡出土遺物観察表
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第274図　第201号住居跡出土遺物実測図

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　 考

第2 74図 珂こ A 「10．0］ 休 部か ら口綾 部片。 体部 は内攣 し 口緑 部，体部 内 ・外面 ロクロナデ。 長石 ・石英 P l19 3　　 5 ％
1 須 恵 器 B （2．9） て立ち上が り，口緑 都はわずか に

外 傾する。

灰 色

普通

覆土中

図版番号 器　　　 種
計　　　　　 測　　　　　 値

出 土 地 点 備　　　　　　　　　　　 考
長 さ（cm） 径 （cm） 孔径 （馳） 重量 （g ）

2 土　　　　 玉 1．7 2．3 0．5 7．3 覆　 土　 中 D P l O9 8　 10 0％　　 P L 1 69

第202号住居跡（第275図）

位置　調査区の北東部，D2d4区。

重複関係　本跡は，第40号溝に掘り込まれている。

規模と平面形　長軸5．22m，短軸4．97mの方形である。北西コーナー部は調査区域外に延びる。

主軸方向　N－170－W

壁　壁高は12～30cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦で，中央部が踏み固められている。

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P4は，長径34～74cm，短径30～62cmの楕円形，深さ31～67cmである。

規模と配列から主柱穴と考えられる。Plは配列が南側にわずかにずれるが，他に検出できなかったことから

主柱穴とした。P5は径31cmの円形，深さ48cmである。位置から出入り口施設に伴うピットと考えられる。

竃　北壁中央部に，砂混じりの褐色粘土で構築されている。天井部は崩落しており，両袖部が残存している。
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第275図　第202号住居跡実測図
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規模は，煙道部から焚き口部まで134cm，両袖最大幅138cm，壁外への掘り込みは29cmである。袖の内壁は，火

熱を受けて赤変している。火床部は，床面をわずかに掘りくぼめており，火熱を受け赤変硬化している。煙道

部は，外傾して緩やかに立ち上がる。

竃土層解説

1　暗　赤　褐　色　焼土粒子多義，粘土粒子少量

2　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土・粘土粒子微量

3　暗　褐　色　焼土・粘土粒子少量，焼土中ブロック微量

4　にぷい赤褐色　ローム粒子少量，焼土中ブロック・焼土粒子微量

5　暗　褐　色　焼土粒子少量，焼土中ブロック・焼土粒子微量

6　褐　　　　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量
7　暗　赤　褐　色　焼土中ブロック・焼土・粘土粒子少量

8　にぷい赤褐色　粘土粒子少量，焼土中ブロック・ローム粒子微量
9　暗　褐　色　焼土中ブロック・焼土・ローム粒子少量

10　暗　赤　褐　色　ローム粒子中量，焼土中ブロック・焼土粒子少量

覆土10層からなり，レンズ状の堆積を示し，自然堆積である。住居中央部下層から床面にかけて炭化材や焼

土塊が検出されている。

土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子多量，ローム中ブロック微量
2　暗　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

3　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

4　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土中ブロック少量，炭化材微量
5　暗　褐　色　ローム粒子中量

6　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土・炭化材少量

7　暗　赤　褐　色　焼土中ブロック・焼土粒子中量，粘土粒子少量

8　にぷい赤褐色　粘土粒子少量，焼土中ブロック・ローム粒子微量

9　暗　褐　色　焼土中ブロック・焼士・粘土粒子少量

10　暗　赤　褐　色　ローム粒子中量，焼土中ブロック・焼土少量

遺物　土師器片42点（埠片6点，慧片36点）が出土している。覆土下層では，第276図3の土師器嚢が北東コー

ナー部から横位の状態で出土している。床面では，2の土師器嚢が北西コーナー部から正位の状態で出土して

いる。竃内からは，1の土師器高塚が出土している。

湘韓 0　　　　　　　　　　　　　10cm
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第276語　第2C2苺住居跡出土遣物実測函
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新風　本跡は，覆土下層に焼土塊や炭化材がみられることから，焼失家屋と思われる。時期は，遺構の形態及

び出土遺物から6世紀中葉と考えられる。

第202号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器 ‾種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色訴巨 焼 成 備　　 考

第27 6図

1

高　　 杯

土 師 器

E （8．5） 脚部片。脚 部は ラッパ状 に開 く。 脚部外 面へ ラ削 り，内面へ ラナデ。 長石 ・石英

明赤褐色

普通

P l1 95　　 20％

竃内

2

嚢 A ［2 1．9］ 体部 か ら口縁 部片。体部 は内攣 し 口縁 部横ナデ。体部 内 ・外 面器面 長石 ・雲母 ・ス コ P l1 96　　 40％

土 師 器 B （2 0．9） て立 ち上 がる。目線部 は大 き く外

反す る。

荒 れ。 リア

にぷ い黄褐色

不良

床面　　 P L 13 3

3

婆 B （30．1） 体部片。体 部は内攣 して立 ち上 が 体 部外 面ナデ。 内面器 面荒れ。 長石 ・スコ リア P l1 97　　 40％

土 師 器 る。 橙色

不良

覆土中

第邦風考住居跡（第277図）

位置　調査区の北東部，D2g2区。

重複関係　本跡が，第203Bも203D号住居跡を掘り込んでいる。

規模と平面形　長軸［3．45］m，短軸［2・83］mの方形と推定される。

主軸方向　N－1110－E

壁　壁高は10cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦で，竃南側にわずかに踏み固められた部分が見られる。

竃　南東壁中央部に，火床部のみ残存する。焚き口部，両袖部は第203D号住居跡に掘り込まれている。火床

部の規模は径74cmの円形で，床面を5cm掘りくぼめており，火熱を受け赤変硬化している。煙道部は，外傾し

て緩やかに立ち上がる。

竃土層解説
1暗赤褐色　焼土粒子多鼠焼土中ブロック中量，ローム小ブロック，ローム・粘土粒子少量

2　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量
3　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

覆土　掘り込みが浅いため，堆積状況は不明である。
土層解説

1暗　褐　色　炭化粒子もローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土中ブロック∵廃土粒子弓走化物微量

遺物　土師器片282点（杯片60氏高台付杯片1点，棄片220息甑片1点），須恵器片13点（杯片9点，蓋片

2点，嚢片2点），土玉1点が出土している。覆土中からは第277図，1の土師器高台付杯，2の手捏土器，3

の土玉，4の砥石が出土している。

所見　覆土中から竃の袖部補強材とみられる熱を受けた雲母片岩が出土していることから，竃は耕作等によっ

て削平されたものと思われる。時期は，遺構の形態及び出土遺物から10世紀前葉と考えられる。

第203A号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第277図

1

高台付杯

土 師 器

B （2．0） 高台部。高台はハの字状に開く。 高台部貼付け。 長石 ・雲母

明赤褐色

不良

P l199　　 5 ％

覆土中

二次焼成
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第277図　第203A・203B号住居跡・出土遺物実測図
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図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色 調 ・焼成 備　　 考

第277回 手捏土器 A ［9．5］ 底部か ら口緑部 片。平底。体部 は 口縁 部，体部内 ・外 面ナデ。底部 長石 ・石英 ・雲母 P l1 98　　 45％
2 土 師 器 B　　 3，5

C　　 5．1

外傾 して立 ち上 が り，口緑部 は内

攣する。

木葉痕 。 にぷい黄褐色

普通

覆土中

図版番号 器　　　 種
計　　　　　 測　　　　　 値

出 土 地 点 備　　　　　　　　　　　 考
長 さ（cm） 径 （cIn） 孔径 （cm） 重量 （g ）

3 土　　　　 玉 1．9 2．5 0．5 （5．7） 覆　 土　 中 D P lO9 9　　 50％

図版番号 器　　　 種
計　　　 測　　　 値

石　　　 質 出 土 地 点 備　　　　　　　　 考
長 さ （m ） 幅 （cm） 厚 さ（cm） 重量 （g ）

4 砥　　　　 石 （5．3） （3．7） 0．9 （21．9） 緑 色 凝 灰 岩 覆　 土　 中 Q lOO 9　　 PL 174

367－



第鏑議院常住腰跡　第27図）

位置　調査区の北東部，n2g2区。

重複関係　本跡は蔓　第203Aの203り号住居跡によって掘り込まれている。

規模と平面形　長軸［3．10］m，短軸3．01nlの方形と推定されるご

主軸方向　不明

壁　壁高は10cmで，外傾して立ち上がる。

床　平粗で，踏み固めた部分は兄られない。

覆土　覆土が浅いため，堆積状況は明確でない。、

土層解説

1　暗　褐　色　炭化・lコーム粒J’一少量．焼土中プロ、ソク・焼土粒J′一・歳化物・ローム小プロ、ソク微量

遺磯　土師器片l点（嚢片1点），軽石温点が出土している。覆土中からは　第2帯図　の土師器嚢，　の土師

器壷が出土している。

所見　本跡の時期は．遺構の形態及び出土遺物から古墳時代後期と考えられる。、

第翻　B号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　 考

第27 7図 一二圭ご寛 A ［7．4］ 体部か ら目線部 片。体部 は内攣 し 目線 部横 ナ デ。体 部外 面 へ ラ削 長右 ・雲母 P 12 00　　 20％

1 土 師 器 B　 「軋射 て立 ち上が り，首線部 は外 反す る。 りタ　内面ナデ。 橙 色

普通

覆土中

2

聾 B （1 1．9） 体 部か ら目線部片 ，端部欠損。体 目線 部横 ナデご体部 内 ・外面ナ デ∴ 長石 ・石英 ・雲母 ・ P 120 1　 15％

土 師 器 部は内攣 して立 ち上 が り，目線部

は外反する。

内 e外 面輪 積み痕。外 面器面剥離。 ス コリア

橙 色

不 良

覆士 中

窮調　日常健履跡（第278囲）

位置　調査区の北東部，D2f2区ご

重複関係　本跡が，第203B号住居跡を掘り込んでおり，第203A号住居跡によって掘り込まれている。

規模と平面形　長軸5．42m，短軸5．01mの方形である亡

主軸方向　N－280－W

壁　壁高は20～40cmで，外傾して立ち上がる。

床　平出で，踏み固められた部分は見られない二、

だッ睦　4か所（Pl～P4）。Pl～P4は，長径40～60cm，短径39～47cmの楕円形，深さ30～61cmである。規

模と配列から主柱穴と考えられる。

篭　北西壁中央部に，砂混じりの褐色粘土で構築されている。天井部は崩落しており，両袖部が残存している。

規模はヲ　煙道部から焚き口部まで102cm，両袖最大幅102cm，壁外への掘り込みは37cmである。袖の内壁は，火

熱を受けて赤愛している。火床部は，床面をわずかに掘りくぼめており，火熱を受け赤変硬化している。煙道

部は，外傾して緩やかに立ち上がる。

竃土層解説

1　暗　褐　色　ローム・粘土粒子少鼠　焼一一巨炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子微量
2　褐　　　色　焼土・粘土粒子少量，炭化物微量

3　暗赤褐色　焼土・粘土粒子少量，炭化物微量

4　暗赤褐色　焼土粒子中量，焼土小ブロック少量，炭化粒子微量

5　暗赤褐色　焼士粒子少量，炭化・ローム粒子微量

－368－



第278図　第203D号住居跡実測図
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覆土　7層からなり，レンズ状の堆積を示し，自然堆積である。竃付近に焼土塊の堆積が見られる0

土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　褐　　　色

4　褐　　　色

5　暗　褐　色

6　褐　　　色

7　褐　　　色

ローム少量，焼土・炭化粒子・ローム小ブロック微量
炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土小ブロック・焼土粒子・炭化物微量
ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量，焼土・炭化粒子微量
ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土・炭化粒子・ローム小ブロック微量

粘土粒子少量，焼土小ブロック・焼土・炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子微量
ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子微量
ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子微量

遺物　土師器片185点（杯片36点，嚢片149点），須恵器片1点（杯片1点），土玉2点，砥石1点，含鉄津15g

が出土している。覆土上層では，第279図4の須恵器高台付杯が東コーナー部から正位の状態で出土している。

覆土下層では，1の土師器嚢が竃西側から，5の須恵器蓋が竃東側から逆位の状態で，3の須恵器杯が南コー

ナー吾附近から，6の土玉が中央部東側から出土している。Pl北側からは，2の土師器嚢が出土している0

その他，覆土中から，7の土玉が出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から8世紀前葉と考えられる。

子‥‾‾「
、・．

0　　　　　　　　3cm

6　！i　」

第279図　第203D号住居跡出土遺物実測図

第203D号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色 調 ・焼成 備　　 考

第27 9園 嚢 A ［10．6］ 体部 か ら口緑部片。休 部は内暫 し 口緑 部横 ナデ。体部内 ・外 面ナデ。 長石 ・石 英 ・雲母 P 1 20 2　 15％

1 土 師 器 B （22．6） て立 ち上 がる。 口緑 部は外 反 し，

端部 はわずかに外上 方につ まみ上

げ られている。

にぷ い橙 色

普通

覆 十中

2

要 B （7．9） 底部 か ら休 部片。平底 。体 部は内 体部外面へ ラ磨 き，内面ナデ。底 長石 ・雲 母 ・ス コ P 1 20 3　　 15％

土 師 器 C　　 9．0 轡 して立 ち上が る。 部木葉痕。 リア

にぷ い橙 色　 普通

覆土 中

3

杯 B （3．2） 底部 か ら体部片。平底 。体 部はわ 口緑 部，体 部内 ・外面 ロクロナデ。 長石 ・石 英 ・雲母 P 1 20 5　 10％

須 恵 器 C　　 8．0 ずか に内攣 して立 ち上 がる。 底部回転へ ラ削 り。 灰黄色

普通

覆土 中

－370－



触 吋 器 橙 巨酬 紬
器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎圭 舶 用 可　 ノ備　 考

第27 図　 高台付捧　 A　 摘．6 高台部から目線部片e　高台は短く 目線部，体部内・外面ロクロナデ∴ 長有・小礫　　　　 P l 出　　 川％

4　　 須 恵 器　 B　 5も3 ハの字状に開く。体部はわずかに 底部回転へラ削り後，高台貼付け∴ 黄吠色　　　　　　 将士車　 P L LB

C　　 ＆7

E　 l．1

内攣して立ち上がり営　口嫁部は外

傾する。
休部外面にヘラ記号∴ 普通　　　　　　　 へラ記号

蓋　　　 A　 l鋭6 打線漁一部欠損。つまみはボタン 目線部，天井部内・外面ロクロナ 長石 ・有英・雲母　 P は州　　 伸㌦

斗 線
状である∵　天井部は丸く，目線部デ天井部回転へラ削り∴ 橙色　　　　　　　将士中　PLBJ内側に短いかえりを持つ。 普通

図版番号

PP　 種 i　 計　　 測　　 生 ＿ 」 腑 の …

存　 i 長さ（cm） 径 （cm） 孔径 cm） 重量玩 ） 出土 地ハ、、　　 備　　　　　 考

6
土　　 玉 i 2せ4

3．5 0．9　　　 23言　　 将　 士　 中　 D P llOO　 l㈲％　　 P L l梱

7
土　　 玉 i l09

2．2
m i （抽 斗 夏　 土　 中車 腑 飢 ！料

′二　六′′－了′＿．・　、′ノ．．ノ工ノ、

位置　調査区の北西部　り1拶区。

規模藍平面形　一辺が冒。粥mの方形と推定される。竃西壁等の遺構の3分の2は芦調査区域夕机二延びている。

主軸方向　不明

壁　壁高は55～67cmで∴垂l狛二立ちl二がるし－、

壁溝　調査区域外を除いてほぼ巡っている。上幅鋼～凱cm言醐齢～柑cm　深さ　～　cmで　断面形はU字状

である。

床、上根で，PLI‾）2の西側は踏み固められているこ、

ぽッ睦　　か所ほお　P2）。P且タ　㌘2は，径4温～50cmの円形，深さ86～89cmである。規模と配列から主柱穴

と考えられる．

啓羞12層からな軋　層と　層が自然堆積9　その他の層がローム中の顔プロッタを含むÅ為堆積である。壁

周辺の下層から床面にかけて炭化材や焼土塊が検出されている。

土層解説

1　暗　褐　色

2　褐　　　色

：う　褐　　　色

・－1　褐　　　色

5　暗　褐　色

（う　褐　　　色

7　黒　褐　色

8　褐　　　色

9　褐　　　色

10　褐　　　色
11褐　　　色

12　褐　　　色

焼上・炭化・ローム粒j’・少蔓

ローム粒J’・中量，焼巨炭化粒！一・ローム小ブロック微量

焼上中プロ、ソク・粘I二粒J’一中量，焼上・炭化粒J「一少量

ローム粒千多量．ローム小ブロック中量．焼十粒子・炭化物微量

炭化粒j’小結　ローム粒f一少－‡L　焼士粒千微量

炭化物・ローム小プロ、ソク・ローム粒j’一少軋　焼日章千微量

炭化粒J’・多量、炭化物小結　焼l≠イー・ローム粒j′一少量

ローム中・小ブロック・炭化物・炭化・ローム粒J’・少量．焼1井目’l微量

ローム粒子中鼠　炭化粒千・ローム小プロ、ソク少軋　焼土粒千微量

ローム粒子少量，焼土粒子微量

ローム粒j’l多量，ローム小プロ、ソク中量言封じ物・炭化粒J’一少結　焼‖幸子微量

ローム粒j’中量．炭化粒J’一少量

遺物　土師器片202点（棒片4点　登片蟻点上　須恵器片　点　嚢片　点上　砥石　点が出土している。覆土上

層では，第281図6の土師器高塚が北東コーナー部から逆位の状態で出土している。覆土下層ではタ　且0の土師

器嚢，8の土師器鉢が北東コーナー部から9　9の土師器賓が中央部から出土している。用は斜位の状態で出土

している。床面では，1の土師器杯，7の土師器高塚が南壁部から，2の土師器棒が中央部から，3の土師器

棒，5の土師器高塔911の砥石が北東コーナー部付近から，4の土師器杯が中央部南東側から出土している。

1は正位，5は逆位，7は横位の状態で出土している。
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第280図　第204号住居跡実測図
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第281図　第204号住居跡出土遺物実測図
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が堆積していることなどから芦　焼失後埋め戻されたものと思われる。時期は，遺構の形態及び出土遺物から6

世紀後葉と考えられる。．

第鋼号住居跡出土遺物観察衷
図研 号　 器 種 恒 雁 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 壮　 敵 胎士 ・色 調 ・焼成 備　　 考

第2鋸 図　　 棒　　 Å ［ほ 釦 底部か ら打縁 部片。丸底 。休部は 目線 部植ナ デ∴休 部外面へ ラ削 り 長有 ・雲母 ・スコ ㌘12 07　　 柵％

1　　 土 師 器 H　　 う．1 内攣 して立 ち上が 娠　 目線 部 との 後へ ラ磨 き． 内面 ナデ＋体部 内 ・ リア 床面

境 に明瞭 な稜 を持づ。 招縁 部は内 外面黒色処理＋ 明赤褐 色

傾す る。 普通

塚’＋ 「B （確言） 体部か らロ縁 部片。体部 は内攣 し 打線 部横ナデ。体部外 面へ ラ削 り 長右 ・雲母 ・ス コ ㌘12 08　　 4 5％

2　　 土 師 器 て立 ち上が 勘　 ‾ヤ縁部 との境 に明 後へラ磨 き，両面 ナデ∵体部 内 ・ リア 床面

瞭 な稜 を持 つ。冒縁 部は内傾す る。 外面 黒色処理＋ 黒褐 色　 普通 二次焼成

塚　　 A　 は5。0］ 体部か ら打線部 片。体部 は内攣 し 日縁 部横ナデ。体部外 面へ ラ削 り 長有 ・霊母 ㌘12 09　　 50％

3　　 土 師 器　 B　 「叡郎 て立 ち上が 娠　 描線部 はわずかに 後へ ラ磨 き，内面 ナデ＋体部内 ・ 褐灰色 床 面　　 P L L H

内傾す る。 外面黒 色処理∴ 普通

杯　　 Å ［2 0。2］ 底部か ら打線部 片。丸底。体 部は 目線 部横 ナデ。体部外商 へ ラ削 り 長右 ・崇母 P 12 1日　　 30㌦

4　 土 師 器　 B　 7も3 内攣 して立 ち上 が り営　口縁部 との 後へ ラ磨 き．内面放射状 のヘ ラ磨 灰褐色

普通

床面

境 に弱い綾 を持 つ＋「1線部 は内偵

する。

き＋　休 部内面黒 色処理痕 ∵

高　　 塚　 A 18。l 脚 部 及 び棒 部 －ル一部 欠損 。脚 部 は 林 「1線 部外 面縦位のヘ ラ磨 き，内 長石 ・雲母 ㌘12 11　　 85％

土 師 器　 B　 l説 5 ラ ッパ状 に開 く。 捧体部 は内攣 し 面横位 のヘラ磨 き∴　林休 部外面構 橙色 床面　　 ㌘Ⅲ 33

5 り ［1説 5］ て立ち十が り† 目線部 との境 に明 位 のヘ ラ磨 き†内面放射状 のヘ ラ 普通

E　　 丁．り 瞭な稜 を持つ。打線部 は外 反す る。 磨 き＋　胸 部外面縦位のヘ ラ磨 き，

内面へ ラ削 り＋

高　　 林　 A l∴1 脚 部欠損。球体部 は内攣 して立 ち 林 「1 線 部 内 ・外 面 構位 のヘ ラ磨 長右 ・霊母 P 1 21 2　　 55％

6 i土 師 器十 B は 凍 上 が 娠　 目線部 との境 に明瞭 な稜 き＋　林休 部外面へ ラ削 り後 ，ヘ ラ 橙 色

普通

粒士 申　 P L L H

を持 つ。m 縁部 は外属 す る。 磨 き。 内面放射 状のへ ラ磨 き。内

面黒色 処理＋

高　　 杯　 B （9を5） 脚部 片。脚部は ラ ッパ状 に開 く。 脚部外面縦位 のヘラ磨 き． 内面へ 長石 ・雲母 ・スコ P 1 21 3　　 5 5％

7 十 柚　 器　 D　 は リ ラ肯り十　 両面林 部 ・外面脚 部黒 色

処理 （うる し ？）。

リア

橙色　 普通

床面　　 P u JJ

8 ！士 締 盟
体部 か ら打線 部片。体部 は内攣 し

て立 ち上 が り，目線 部は外圧 する。

日録部横 ナデ。体部外 商へ ラ削 り， 長石 ・皇 母 P 12 1 6　　 2 0％

内面へ ラ磨 き∴ 明赤褐 色　 普通 将士中

嚢　　 A ［23．2］ 体部 か ら目線 部片。体部 は内攣 し 目線部横ナ デ。体 部外面へ ラ削 り 長石 ・右 英 ・雲母 ㌘12 15　　 2 0％

9　　 土 師 器 B （15も7） て立 ち上 が り9　日縁部 は太 きく外 後，ナデ， 内面 ナデ。内面器蘭 荒 にぷい黄橙色 柁士中

反す る。 れ。 普通

嚢　　 A　 は9。2］ 体部か ら日録 部片。体部 は内攣 し 目線 部横ナデ。体 部外 面へ ラ削 り 長石 ・石 英 ・雲母 P 12 14　　 9 0％

1 0 「土 師 器 日当 伽 湖 て立 ち十が り†目線部 との境 に明 後ナデ，内面ナ デ十　両 ・外面 器面

荒れ。

橙色

普通

将士申　 P L 13 1

瞭 な稜 を持つ 。目線部 は太 きく外

反す る。

図柄 車　 種 計　　　　 測　　　　 値
有　　　 質　　 出 十 地 古 備　　　　　　　　 考

長さ cm 中 電　 cn） 厚 さ cm） 重量届 Jlヽヽ

H　　 砥　　　　 石 舶 2）！ 3・4 i 3可 蝕鵬 凝　 灰　 岩 序　　 面 Q 川川　　 P L 175

第調号健應妙　第錆囲）

位置　調査区の西部，EId9区。

．．′．よこ、：ノ・・、．！、＝∴　吉、∴i＝　′、′′、つ言言上‾′・つ．ら　′．′ご　▲　十一・l′∴宮／l了′く∴再、了十．、′1

主軸方向　N－2＿10－W

壁　壁高は1（ト21＿cmで，外傾して立ち上がる二

一一　37∠「



0　　　　　　　　　　　　　2m

！　　－I　　　」

エl

第282図　第205号住居跡実測図
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壁溝　西壁下を除いて巡っている。上幅18～25cm，下幅6～11cm，深さ4～15cmで，断面形はU字状である。

床　平坦で，中央部が踏み固められている0

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P4は，長径35～46cm，短径31－42cmの楕円形，深さ58～74cmである0規

模と配列から主柱穴と考えられる。P5は径49cmの円形，深さ20cmである。位置から出入り口施設に伴うピッ

トと考えられる。

竃　北壁中央部に，砂混じりの褐色粘土で構築されている0天井部は崩落しており，両袖部が残存している0

規模は煙道部から焚き口部まで119cm，両袖最大幅121cm，壁外への掘り込みは34cmである。袖の内壁は，火熱

を受けて赤変している。火床部は，床面を8cm掘りくぼめており，火熱を受けわずかに赤変硬化している。煙

道部は，外傾して緩やかに立ち上がる。

寵土層解説

1灰　褐　色　粘土粒子中量，焼土・炭化粒子微量

2　暗赤褐色　焼土・粘土粒子・灰少量，炭化粒子微量

3　暗赤褐色　焼土粒子中量，炭化粒子少量，焼土中ブロック微量

4　にぷい赤褐色　焼土粒子・ローム小ブロック少量

覆土　6層からなり，ロームブロックやローム粒子を含む人為堆積である0

土屑解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

4　褐　　　色

5　褐　　　色

6　褐　　　色

炭化材・ローム中・小ブロック・ローム粒子少量

ローム中・小ブロック・ローム粒子少量

ローム粒子中量，ローム中ブロック少量，ローム小ブロック微量

ローム粒子中量

ローム小ブロック，ローム粒子中量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

遺物　土師器片73点（杯片17点，嚢片56点），須恵器片3点（杯片3点）が出土している。覆土下層では，第

283図1の土師器杯が竃内から，2の土師器杯が中央部南東側から出土している。床面では，3，4の土師器

－376－

第283図　第205号住居跡出土遺物実測図
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鉢が竃の西側から正位の状態で，5の土師器要が中央部南側から，6の土師器要が中央部南東側から出土して

いる。7の須恵器鉢の体部片は外面に同心円状叩きが施されている。

所見　本跡は，覆土にローム小ブロック・ローム粒子を含む層が堆積していることなどから，埋め戻されたも

のと思われる。時期は，遺構の形態及び出土遺物から7世紀前葉と考えられる。

第205号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 28 3回 土不 A　 15．4 ロ緑部一部欠損 。丸底。体部 は内 口縁 部横 ナデ。体 部 外 面へ ラ削 長石 ・石 英 ・雲母 P 12 17　　 95％

1 土 師 器 B　　 4．4 攣 して立 ち上が り，口緑部 は内傾 り、，内面ナデ。 明赤褐色 覆土中　 P L 134

する。 普通 二次焼 成

2

杯 A ［1 3．1］ 底 部か ら口緑部片。 丸底 。体部 は 口緑 部横 ナ デ。休 部外 面 へ ラ削 長石 ・石英 ・雲母 ・ P 12 18　　 50％
土 師 器 B　　 3．7 内管 して立ち上が り，口緑部 は短

く外 反する。

り，内面ナ デ。内 ・外 面黒色 処理。 白色 針状物

黒褐 色

普通

覆土中　 P L 1 34

3

鉢 A　 13．4 底部か らロ緑 部片。平底。体 部 は ロ緑部横 ナデ。体 部内 ・外面器面 長石 ・石 英 ・雲母 P 12 20　　 8 5％
土 師 器 B　 lO．2

C　　 7．1

内管 して立ち上が り， 口縁 部は直

立す る。

荒れ。 明赤褐色

不良

床面　　 P L 134

4

鉢 A　 1 5．5 底部か ら口緑部 片。平底。体 部は 口縁 部横 ナデ。体 部 外 面へ ラ削 長石 ・石英 ・雲 母 P 12 19　　 85％
土 師 器 B　 l l．8

C　　 6．4

内轡 して立 ち上 が り，口緑部 との

境 に弱い稜 を持つ。 口緑部は 内傾

す る。

り。底 部ナデ。 内面器 面荒れ。 明赤褐色

普通

床面　　 P L 1 34

5

要 A ［2 1．2］ 休部 か ら口緑部片。体 部は内暫 し 口縁部横 ナデ。体部外面 ナデ，内 長石 ・石英 ・雲母 P 122 1　 10％
土 師 器 B （8．5） て立 ち上が り，口緑部は外反す る。 面へ ラナデ。 にぷい橙色

普通

床面

6

嚢 B （14．7） 底部か ら体 部片。平底。体部 は内 体部外面へ ラ削 り，内面 器面剥離。 長石 ・石 英 ・雲母 ・ P 12 22　　 3 0％
土 師 器 C　　 9．1 攣 して立 ち上 がる。 スコリア

赤褐色

不良

床面

第206号住居跡（第284図）

位置　調査区の西部，ElhO区。

規模と平面形　掘り込みが浅く耕作による撹乱を

受けているため，規模と平面形は明確ではないが，

残存している壁や床面から一辺が2．36mの方形

と推定される。

主軸方向　N－60－E

壁　壁高は4C皿である。

床　平坦で，中央部が踏み固められている。

竜　北壁中央部に，火床部のみ残存する。火床部

は長径62cm，短径53C皿の楕円形で，熱を受け赤変

硬化している。

覆土　単一層であり，覆土が浅いため，堆積状況

は明確でない。

土眉解説

1暗　褐　色　焼土・炭化・ローム粒子少量

」し33．4ml

K O

よ
2m

！　　　；　　　！

第284図　第206号住居跡実測図
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遺物　土師器片16点（嚢片16点）が出土しているが，ほとんど細片であるため，図示できるものはない。

所見　本跡は出土遺物も少ないため，時期不明である。

第207号住居跡（第285図）

位置　調査区の西部，Fla9区。

規模と平面形　掘り込みが浅く耕作による撹乱などを受けているため，規模と平面形は明確ではないが，残存

している壁や床面から一辺が2．26mの方形と推定される。

2m

l i　　　　！

第285図　第207号住居跡実測図

主軸方向　N－00

壁　壁高は7cmである。

床　平坦で，中央部が踏み固められている。

竃　北壁中央部に，わずかに焼土，粘土が残存している。

範囲は長径104cm，短径92cmの不整楕円形である。

覆土　単一層であり，覆土が浅いため，堆積状況は明確

でない。

土層解説
1　褐　　　色　ローム粒子少量，焼土・炭化粒子微量

遺物　土師器片16点（杯片2点，嚢片14点），須恵器片

1点（杯片1点）が出土しているが，ほとんどが細片で

あるため，図示できるものはない。

所見　本跡は出土遺物も少ないため，時期不明である。

第208号住居跡（第286図）

位置　調査区の南西部，Gla9区。

規模と平面形　長軸4．80m，短軸4．71mの方形である。

主軸方向　N－40－E

壁　壁高は46～51cmで，垂直に立ち上がる。

壁溝　北壁下の竃東側と南壁下から南西コーナー部にかけて巡っている。上幅12～25cm，下幅6～14cm，深さ

2～8cmで，断面形はU字状である。

床　平坦で，中央部が踏み固められている。

ピット　2か所（Pl，P2）。Pl，P2は，径25～37cmの円形，深さ42～55cmである。規模と配列から主柱穴

と考えられる。

笥　北壁中央部に，砂混じりの褐色粘土で構築されている。天井部は崩落しており，両袖部が残存している。

親横は，煙道部から焚き口部まで107cm，両袖最大幅91cm，壁外への掘り込みは34cmである。袖の内壁は，火

熱を受けて赤変している。火床面は，床面を4cm掘りくぼめており，火熱を受けわずかに赤変硬化している。

煙道部は，外傾して緩やかに立ち上がる。

378－
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竃土層解説
1暗　褐　色　ローム小プロ・ソク・ローム粒J’一少結　焼巨トプロ、ソク・炭化廿微量
2　にぷい赤褐色　焼土中ブロック中量夕　焼士粒子少量，粘土粒子微量
3　暗　赤　褐　色　焼士小ブロックe焼土粒子・炭化材・粘土粒子少量
4　灰　褐　色　灰中量，焼士小ブロック・焼土粒子の粘土粒子少量
5　暗　褐　色　ローム粒子中量

覆土　5層からなり，レンズ状の堆積を示し，自然堆積であるこ．

土層解説

1　暗　褐　色　ローム・炭化粒子少量，焼士粒子微量

2　暗　褐　色　ローム粒J’一少量．焼土・炭化粒子微量

こう　暗　褐　色　焼巨炭化・ローム小ブロック・ローム粒子少軋　炭化物微‡‡呈：

11　褐　　　色　ローム粒J’・中量・ローム小プロ・ソク微量

5　暗赤褐色　炭化粒戸出I∴　焼日章r・炭化物・ローム・粘巨位！・少量

遺物　土師器片565点（棒片悶点　嚢片舶点上　須恵器片　点　種片　点），土去1点夕　土製支卿2点，砥石1

点が山一－lI二しているご　第287～290図覆土上層では，30の土玉がJ－vl「1二している．1覆土中層では，5，8，9の土師

器杯，31の土製支脚が北東コーナー部付近から，10の土師器杯が中央部南東側からタ　温2の土師器登が中央部北

東側から出土している。8タ1は斜位管　用は正位，封は横位の状態で出土している。32の土製支解が中央部北

西側から横位の状態で出上している言覆土下層では，1の土師器林，17の土師器藍，2∠Iの日晰器甑は北東コー

ナー部付近から，2，∠1の土師器林が南壁部から正位の状態で出土している√　3の土師器杯，26の日抽器甑，27

の土師器手捏土器が中央部北側から，6の土師器杯．33の砥石が南東コーナー部付近から，7の土師器杯，16

の周帽詩悪が巨央部から．1＿4，20，22の土師器望，11の日肺器鉢が巨央部南東側から出上している。13，18の

土師器登が中央部東側からヲ　温9の土師器嚢が中央部西側からタ　釣の土師器嚢が中央部からタ　28の土師器手淫土

器が中央部南側から出土している。1は斜位，信　7，1上　27は正位，3，17．28は逆位，24は横位の状態で

出土している。床面ではタ　蟻，2の土師器嚢，錆の土師器甑が中央部から出土している。錆は横位の状態で出

上している。、29の須恵器豊頭部片は休部との境に突帯を持ち，頸部に11本1＿条の櫛描き波状文，体部外面に同

心円の当て其痕が施きれている。

所見　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から（目性紀月一葉と考えられるこ、

第208号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎工 ・色調 ・焼 成 備　　 考

第28 7図 林 A　 l．4．0 口縁部一部 欠損。丸底。体 部は内 目線 部横ナデ。体部外商 へラ削 り， 長石 ・右 英 ・雲母 P 12 24　　 9 8％

1 土 師 器 B　　 7．0 攣 して立 ち上が り， 目線 部 との境 内面 へ ラナデ。外面輪 積み痕。 白色針状鉱物 覆士中　 P L lM

に明瞭 な稜 を持 つ。 目線部 は内傾

す る。

にぷ い褐色

普通

二次焼成

2

林 A　 1 5．0 日縁部一部 欠損 。丸底。体部 は内 目線部横 ナデ。体部外面へ ラ削 り， 長石 ・石英 ・雲母 P 12 25　　 98％

士 師 器 B　　 4。0 攣 して立 ち上 が り，目線部 は短 く 内面放射 状のヘ ラ磨 き。内面黒色 にぷい黄褐色 将 士申　 PL 13寸

内傾 す る。 処理。 普通 二 次焼 成

3

杯 A　 12．5 日録 部一部欠損 。丸底。体部 は内 目線部横 ナデ。体 部外面へ ラ削 り， 長石 ・石 英 ・雲母 ・ P 122 6　　 98％

土 師 器 B　　 5．5 攣 して立 ち上が り，目線部 との境 内面 ナデ。 白色針状物 覆士 申　 P L lM

に弱 い稜 を持つ。 目線部 は外反す

る。

にぷい黄橙色

普通

二次焼 成

4

林 A　 14．0 ロ縁 部一部欠損。 丸底。体部 は内 目線部横 ナデ。体 部外 面へ ラ削 り， 長石 ・石英 。雲母 P 1 22 9　　 95％

土 師 器 B　　 4．7 攣 して立ち上が り，打線 部は直立 内面ナ デ。 内 e 外面黒色処理 。 にぷい黄褐橙色 覆土 中　 P 軋1 35

す る。 普 通 二次焼成

5

林 A ［1 2．8］ 体部 か ら目線部片。体 部は内攣 し 口縁部横 ナデ。体 部外 面へ ラ削 り， 長石 ・右 英 ・雲母 P 1 23 3　　 2 0％

士 師　 器 B （5．1） て立 ち上 が り， 目線 部 との境に明 内面ナデ。 赤褐色 覆土 中

瞭 な稜 を持 つ。目線 部 は内傾す る。 普通 二次焼成

6

杯 A　 1 2．3 日経部一部 欠損。丸底。体 部は内 日録 部横ナ デ。体部外面 へ ラ削 り， 長石 ・石 英 ・雲母 P 12 2 7　　 9 8％

士 師 器 B　　 4。9 攣 して立 ち上が り， 目線 部 との境 内面雑なへ ラ磨 き。外面赤彩。 にぷ い橙色 覆土 中　 P L 13 4

に稜 を持つ 。目線部 は内傾 する。 普通 二次焼成

ー1380－－・
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第287図　第208号住居跡出土遺物実測図（1）
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図版番号 器 種 桓 離 極 ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　　 考

第287図 杯　　　 A　 lも1 底部から目線部片。丸底。体部は 口縁部横ナデ。体部外面へラ削り， 長有・右奥 ・雲母 P 1231　 90％
7 土 師 器　 B　 402　 内攣して立ち上がり9　日縁部は短　 内面へラ磨き。内面黒色処理。 橙色 将士申　 PLLH

く直立する。 普通 二次焼成

8

林 A －12．7 目線部一一”一部欠損。丸底。体部は内 目線部横ナデ．休部外面へラ削り、「長有 ・石英・雲母

内面雑なへラ磨き。　　　　　　 にぷい橙色

普通

P 1228　　 98％
士 師 器 B　 5・1　 攣して立ち上がり，目線部との境

に弱い稜を持つ。目線部は外傾す

る。

将士中　 PL Ln

二次焼成

林 A　 摘・9　 体部から打線部片。体部は内攣し 目線部横ナデ。体部外面へラ削り， 長石e石英 の雲母　 P 1232　　 55％

9 士 師 器 B （4・2） て立ち上がり，日録部との境に明 内面ナデ。 明赤褐色　　　　　 将士中　 PLH 5

瞭な稜を持つ。目線部は直立する。 普通

10

林 Å　 12．5 丸底。体部は内攣して立ち上がり， 目線部横ナデ。体部外面へラ削り 長石 ・石英・雲母 P 1230　 100％
士 師 器 B　 3。7　 日縁部は短く外反する。 後へラ磨き，内面へラ磨き。内・ にぷい黄褐色 覆士車　 PLlM

外面黒色処理。 普通 二次焼成

H

鉢 A　 16．6 昌縁部一u一部欠損。平底。体部は内 目線部横ナデ∵体部内・外面器面 長石 ・石英 ・雲母 P 1448　　 90％
土 師 器 H　 l1．8

C　　 ㌫4

攣して立ち上がり，打線部は外反

する。

荒れ。輸積み痕。 明赤褐色

普通

覆土中

嚢 A　 16．4 底部から目線部片。平底。体部は 目線部横ナデ。体部外面へラ削り。 長石 ・石英・雲母 P 12射　　 95％
12 土 師 器 B 15．7　 内攣して立ち上がりプ　ロ縁部は小 内面器面荒れ＋ 赤褐色　　　　　　 覆土中　 PL135

C　　 7．8 さく外反する。 普通

1－…一一1383　－1－
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第290図　第208号住居跡実測図（4）
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図版番号器　種計測債（Ⅷ）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　考

第287図要A　16．8底部から口縁部片。平底。体部は目線部横ナデ。体部外面へラ削り。長石・石英・雲母P1242　　70％

13 土師器B　20．1

C［7．1］

内攣して立ち上がり，口緑部との

境に稜を持つ。口縁部は大きく外

反する。

内面器面荒れ。 明赤褐色

不良

覆土中　PL135

14

要 A［17．6］体部から口縁部片。休部は内暫しロ緑部横ナデ。体部外面輪積み痕。長石・石英・雲母P1243　　80％

土師器B（12．0）て立ち上がり，口緑部は外反する。内・外面器面荒れ。 明赤褐色

普通

覆土中　PL135

15

嚢 A［17．6］底部から口緑部片。休部は内暫しロ緑部槙ナデ。体部内・外面券面長石・石英・雲母P1244　　40％

土師器B　16．6

C［6．4］

て立ち上がり，ロ綾部は外反する。荒れ。 にぷい赤褐色

普通

覆床面

16

聾A［14．4］体部からロ縁部片。体部は内暫し口緑部横ナデ。休部内面ナデ，外長石・石英・雲母P1245　　30％

土師器B（10．5）て立ち上がり，口緑部との境に弱

い稜を持つ。口緑部は外反する。

面へラ削り。外面器面荒れ。橙色

普通

覆土中　PL135

第288図璽A　20．2口緑部一部欠損。平底。体部は内口緑部横ナデ。体部外面へラ削り長石・雲母 P1234　　90％

17 土師器B　28．0

C　　8．4

攣して立ち上がり，ロ緑部は大き

く外反する。

後ナデ，内面ナデ。内面器面荒れ。にぶいい橙色

普通

覆土中　PL135

18

整 A［24．4］底部から口縁部片。平底。体部は口緑部横ナデ。休部外面へラ削り，長石・雲母 P1236　　70％

土師器B　28．7

C　　8．2

内攣して立ち上がり，口緑部との

境に弱い稜を持つ。口縁部は大き

く外反する。

内面ナデ。 にぷい橙色

普通

覆土中　PL136

－384－



図版番号 器　 楯 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼 成 備　　 考

第298回 餐 A ［24。6］ 体部か ら日縁部片。休部 は内攣 し 目線 部横ナデ。体部外 面中位か ら 長有 ・実母 P 123 7　　 40％
ユ9 土 師 器 B （22．8） て立ち上が る。 日録部 は外反 し， 下位 にかけてへ ラ磨 き。 内面器面 にぷい黄色

普通

覆子 中　 PL l証
端 部は外上方 につ まみ上げ られ て

いる。

荒れ。

20

滅瓦 A　 2。．1 体部 か ら目線部片。体 部は内攣 し 目線部横 ナデ。体部外 商へ ラ削 り， 長有 ・有英 ・雲母 P ユ238　　 60％
土 師 器 B （22．3） て立 ち上 が り， 目線部 との境 に弱

い稜 を持 つ。目線部 は大 き く外 反

す る。

内面ナデ。 内面輪積 み痕。 樟色

普通

覆土中

21

悪 A　 21．6 体 部か ら打線 部片。体部 は内攣 し 目線 部横ナデ∴休 部外 面へ ラ削 ：「 長有 ・有薬 ・雲母 P 123 9　　 45％
土 師 器 B （26。4） て立ち上が り，打線 部は太 きく外 内面輪積 み痕。内面器商 荒れ。 明赤褐 色 将士 中　 P L は0

圧 する。 普通

登 A　 2も6 体部 か ら目線部片。体 部は内攣 し ＝緑部横 ナデ∴休 部外面へ ラ磨 き，、長石 や雲母 ㌘1240　　 30％

22 土 師 器 B （2軋8） て立 ち上 が りタ　ロ縁部 は大 きく外 内面ナデ。 にぷい褐色 覆子中　 P L l演
反す る。 普通

■
第290図

23

婆

士 帥　 器

A　 l凱4

B　 3私8

底部か ら日縁 部片。平底。体部 は

内攣 して立 ち上 が り，日録部 は外

目線 部横 ナデ。体部外商へ ラ削 り，

内面 ナデ∴

長石 ・石英 ・圭母

明赤 褐色

P 123 5　　 85％

床面　　 P L L汀
C ［8．2］ 反する。 普通

第289図 甑 A　 2叡9 底部 か ら目線部片。 無儀 式。体部 目線部横 ナデ。体部外 面へ ラ削 り， 長有 ・有英 ・霊母 P 1246　　 90％

24 土 師 器 B　 2鋭4 はわず かに内攣 して立 ち上が り， 中位 に刷毛 ＝痕 ＋　内面ナデ∵ 灰黄褐色 覆土中　 P L 135

C　　 凱4 日縁部 は外 反す る。 普通

甑 A ［26や5］ 底部か ら目線 部片。無底式。体 部 打線 部横ナデ。体部外面へ ラ削 り， 長石 ・石英 ・雲母 P 124 7　　 85％

25
士 師 器 B　 25．5 は内攣 して立 ち上が り， 目線部 と 内面 ナデ。 橙色 床 面　　 PL L捕

C　　 紋9 の境に弱い稜 を持つ。打線部 は外

反する。

普通

甑 A　 2軌2 目線 部一一一部欠損。平底 。体部は内 目線部横 ナデ。体 部外 商へ ラ削 娠 長有 ・石英 ・霊母 ㌘1248　　 45％
26 士　 帥　器 B　 2鋭2 攣 して立ち上が り， 目線 部は外反 内面ナデ。 赤褐色 将士車　 P L は6

C ［11．7］ す る。 普通

第290図 千拙士器 A　　 凱0 目線部W”・′′ノー′”ム部 欠損。平底。体部 は内 目線 部植ナデ∴体部内 ・外 面ナデ∴ 長有 ・霊母 P 124 9　　 95％
27 土 師 器 B　　 4。ユ 攣 して立 ち上 が り， 日縁部 は内傾 底部 木葉痕。 黒褐色 縄 士中　 P Lは寸

C　　 説4 する。 普通

28

千捏士器 A　　 8。4 目線 部夕　底部一一部 欠損。丸底。体 目線部 横ナデ∴休 部外 面へ ラ削 り， 長石 ・雲母 P 125 0　　 80％
土 師 器 B　　 説3 部 は内攣 して立 ち上 が り，日録部 内面ナ デ。 内面輪積み痕。 にぷ い黄褐 色 将士 申　 P L lM

との境 に稜 を持つ。 目線 部は内傾

す る。

普通

図版番号 器　　　 種
計　　　　　 測　　　　　 値 巨 土 地 点

備　　　　　　　　　　　 考
長 さ（cn ） 径 （cm） 乳径 （cm） 重量 （g ）

30 土　　　　　 玉 2．7
24 5 ！ 0・7

1 6．0 覆　 土　 中 n P l川2　　 川0％　　 P L 16日

31 支　　　　 卿 1凱3 （7。6） － （116 1．5） 覆　 土　 中 のP ll O3　　　 90％　　 P L 1 73

3 2 支　　　　 卿 （9．2） （5．5） － （2賂 5） 覆　 土　 中 D P ll出　　　 70％

図版番号 器　　　 種
計　　　 測　　　 値 巨　 質

出土地点 備　　　　　　　　 考
長さ（cm） 幅 （cm） ［厚さ（cm）i重射 g）

33 砥　　　　 石 （5．7） （2。6）！ 圧 2） （20。3） 安　 山　 岩 将　 士　 申 Q lO12

第2の9風考健腰掛（第29且図）

位置　調査区の南西部，G2el区ご

重複関係　本跡が，第209B号住居跡を掘り込んでいる。

規模と平面形　長軸6．66m，短軸6。35mの方形である。

主軸方向　N－70－E

壁　壁高は25、5（うcmで，虻葎吊二立ち上がるご

璧濁　全属する。上幅1～罰cm　下幅　～鐙cm　深さ　～摘cmで　断面形はU字状である。

－…1一一一一一、385－－－1－1－



＝l
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ノヾ　　∴ノ：．、一　　一　ノ　ー：、フ・11ハノ′、－‥ノノ　ノ／・一言、ら

陛ッ睦　か所津～P6）。P温～P複は，長径53～81cm学短径43～73cmの楕円乳深さ51～温0紬である。

規模と配列から主柱穴と考えられる。㌘5は径33cmの閏乳深さ93cmである。位置から補助桂穴と考えられる。

㌘6ほ長径mc勘短径抽mの機関乳深さ28cmである。位置から出入打り施設に伴うピットと考えられる。

確　北壁中央部に　砂混じ　の褐色粘土で構築されている。天井部は崩落してお酌商機部が残存している。

規模は　煙道部から焚　口部まで蟻cm　両袖最大幅蟻cm　壁外への掘　込みはmcmである。袖の内壁は芦火

熟を受けて赤愛している。火床部は　床面を　cm掘り　ぼめてお娠火熱を受け赤変硬化している。煙道部は学

外傾して緩やかに立ち上がる。

竃土層解説

1褐　　　色　ローム小ブロック・ローム粒子少鼠　粘土粒J’1・焼巨トプロ、ソク微量
2　暗　褐　色　粘土粒子少量，焼土中ブロックぬ焼土粒子微量
3　褐　　　色　焼土小ブロック少量資　焼土・粘土粒子微量
・1暗赤褐色　焼同一プロ・ソク・焼ト粘日章千・尿中量

5　暗赤褐色　粘土粒子中量，焼土粒子少鼠　焼士小ブロック微量
6　暗　褐　色　粘土粒子中量，焼土粒子少量
7　暗赤灰色　灰多量，焼土。粘土粒子微量

‾　ニ　　ーつ′　ノノ　ー′　　　　′　‾／　ノン′く　工、′　∴1㌦‾　ハノ．‘工、′し：ら

土層解説

1　暗　褐　色

2　褐　　　色

3　暗　褐　色

4　褐　　　色

5　暗　褐　色

6　暗　褐　色

7　黒　褐　色

8　暗　褐　色

ローム粒戸出呈∴　焼トトプロ、ソク・炭化粒J’一・ローム小ブロック微量

ローム粒川一一量．ローム小ブロック少＿＿まL　焼日章イ1微量

ローム粒「多量．ローム′トプロ・ソク少軋　焼上粒J’一・炭化物・尉ヒ粒自壊量

ローム小プロ・ソク・ローム粒J’・中量．炭化物微量

ローム粒川一品　焼上・炭化粒J’・・ローム小ブロック微量

焼上・炭化・ローム粒J’・少結　焼巨トプロ・ソク・ローム小ブロック微量

焼上・炭化・ローム粒J’一少量、ローム小プロ、‥ノク微量

炭化粒J’一少量，焼上位了・・炭化物微量

ヰ・　　ノ・　、ノ・　′・・　∴　∴′一、、　′・、、一・ノ　′　　‥一ノ′　‥　こノ読′、′∴、ノ．、・）二，∴。．ミ　・′

・・‥、ノ　　ノ′　　∴ノ′、　′＼′：．∴ハノノ、、′　′′く　　′．、ごこ　了ノ．　／．・ノノー、．′．′、‥（．ノ′．・

′′ニ　′っ，：・‘　上′、、・ノ・∴∴ブ′　ノ・′　′　雄、∴′一九′．・　一∴ノ亮　′．・∴・′こ　　・′ウニ　＿・∵′・′′、ノ，、‥′

部付近から9　8の土師器嚢が北西コーナー部付近から芦蟻の銑鉄が北東コーナー部から出土している。　は斜

′　ノ㌦‘・ノ言し、－　＿、∴　ら　′′、′∴′＿　∴〃ノ　∴‥イ・′旬－′、．′・－′′ト．　ノノ　＿い／ノ＼′：ノ、ノ∴一二時，j′・ノ

ら芦　5の土師器庫が北東コーナー部からタ　9の土師器嚢が中央部北西側からタ温3の土師器ミニチュア土器が斜

位の状態で中央部南西側からタ　Ⅲの須恵器提瓶が中央部から出土している。　の土師器嚢が竃内から出土して

いる。蟻の須恵器登胴部片は桁毎に格子目四隅徽　カキ自調整を施している。蟻の須恵器賓は第霊号住居跡

出土の141の須恵器票と同一個体である。

くノ、／、∴、∴　ノ．　　　′、′′　ノ・ノン　・、′　′′　′′十′∴ミ‾－．か了′、′、、∴、′　ら　＿　′二、つ′　ノ　バ工∴．′　∴

戻されたものと考えられる。時期は，遺構の形態及び出土遺物から7世紀前葉と考えられる。

第209A号住居跡出土遺物観察表
図版番可 器 種 桓 鵬 廟 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴＋ 「紅 絹 漸 焼成

備　　 考

第292図　　 棒　　 Å ［ユ3め4］

1　　 士 師 器　 B　 J．1

底部からロ綾部片。丸底。体部は

内攣して立ち上がりタ　ロ綾部は内

傾する。

目線部横ナデ∵体部内・外面へラ　 長石 ・雲母

磨き∴　内・外面黒色処理∴　　　　 黒褐色

普通

P 1252　　 70％

将士申　 P L 137

林　　 Å　つ ．告 底部から日縁部片。丸底。体部は 目線部横ナデ∴休部外面へラ磨き， 長有 ・雲母 ・．スコ ㌘1264　　 70％
2　 土 師 器　 B　 386 内攣して立ち上がり，打線部は内 内面ナデ∴　内面黒色処理∵　内面器 リア 覆土中

傾する。 面荒れ。　　　　　　　　　　　 にぷい黄橙色

普通

一一一387－－一一Ill一
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第292図　第209A住居跡出土遺物実測図（1）
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軍誰

第293図　第209A号住居跡出土遺物実測図（2）

0

⊆＝土＝当m

0　　　　　　　　　　　10cm

l i　　　1

図版番号器　種計測値（cm）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴胎土・色調・焼成備　　考

第292図妻不A［12．6］底部から口緑部片。丸底。体部は口緑部横ナデ。休部外面へラ削り長石・雲母・スコP1253　　40％
3 土師器B　　4．5内攣して立ち上がり，口緑部との後へラ磨き，内面へラ磨き。内・リア 床面　　PL137

境に明瞭な稜を持つ。口緑部はわ

ずかに内傾する。

外面男色処理。 黒褐色

普通

4

杯A［14．0］体部から口緑部片。体部は内暫しロ緑部横ナデ。体部外面へラ削り長石・雲母・スコP1254　　20％
十師器B（8．0）て立ち上がり，口緑部は外債する。後へラ磨き，内面へラ磨き。内・

外面黒色処理。

リア

黒褐色　普通

床面

5

坤：A［16．2］体部から口縁部片。体部は内暫し口縁部横ナデ。体部外面へラ削り，長石・雲母 P1255　　30％
土師器B（3．4）て立ち上がり，口緑都はわずかに

外傾する。

内面へラ磨き。内・外面黒色処理。黒褐色

普通

床面

6

士不A［13．6］体部から口緑部片。休部は内暫し口緑部横ナデ。休部内面へラ磨き，長石・雲母・スコP1256　　20％
土師器B（3．9）て立ち上がる。口緑部は直立し，

口唇部は内削ぎ状で，内面に弱い

稜を持つ。

外面へラ削り。内・外面黒色処理。リア

黒褐色

普通

覆土中

7

要B（12．8）底部からロ緑部片。平底。休部は口縁部横ナデ。体部外面へラ削り，長石・雲母 P1260　　75％
土師器C［7．7］内轡して立ち上がり，口緑部との

境に明瞭な稜を持つ。口緑部は外

反する。

内面ナデ。内・外面器面荒れ。橙色

普通

竃内　　PL137

8

嚢A［17．2］体部から口緑部片。体部は内攣し口緑部横ナデ。休部外面へラ削り，長石・雲母・スコP1261　10％
土師器B（6．7）て立ち上がり，口綾部は外反する。内面ナデ。 リア

にぷい赤褐色

普通

覆土中

9

要A［22．4］休部から口緑部片。体部は内攣し口緑部横ナデ。休部外面中位から長石・石英・雲母P1257　　50％
土師器B（32．0）て立ち上がる。口緑部は外反し，

端部は外上方にわずかにつまみ上

げられている。

下位にかけてへラ磨き，内面ナデ。にぷい橙色

普通

床面　　PL137

10

要A［22．4］体部から口綾部片。休部は内攣し口緑部横ナデ。休部外面へラ磨き，長石・雲母 P1258　　30％
土師器B（16．7）て立ち上がる。口緑部は外反し，

端部は外上方につまみ上げられて

いる。

内面ナデ。 にぷい黄色

普通

覆土中　PL137

11

嚢A［32．2］休部から口縁部片。体部は内暫し口縁部横ナデ。休部外面へラ削り，長石・石英・雲母P1259　　20％
土師器B（13．0）て立ち上がる。口緑部は大きく外

反し，端部は外上方にわずかにつ

まみ上げられている。

内面ナデ。 にぷい褐色

普通

覆土中

12

甑A　25．4底部から口緑部片。無底式。休部口緑部横ナデ。体部外面へら削り，長石・石英・雲母・P1262　　70％
土師器B　27．0

C　　9．3

は内攣して立ち上がり，口縁部と

の境に弱い稜を持つ。口縁部は外

反し，端部は外上方にわずかにつ

まみ上げられている。

内面ナデ。 スコリア

明黄褐色

普通

覆土中

－389－



図版番可 器 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 士 ・色調 ・焼成 備　　 考

第293図　 ミニチュア土器 A　　 2．7 丸底 ご休 部は内攣 して立 ち上が り， 目線部 横ナデ＋体 部内 ・外面ナデ∴ 長有 ・霊母 P 14 4 9　 10 0％

13　　 土 師 器 B　　 3．5 日縁 部は短 く外反 する。 にぷい黄褐色

普通

床面　　 P L L汀

ミニチ ェア聾

提　　 瓶 B　 「説が 体 部片。体部 は円形状 を里す る。 巻 き十 げ，ロクロ整彬∴休 部外面† 長石 P 1263　　 20％

†寸　　 須∴吏 器 太面 にカキ ＝調整，東面 に格子 目

叩 き∴　自然 紬付着＋

灰褐色

良好

床面　　 P L l器

図鵬 車　 種 計　　　　　 測　　　　　 値 巨 土地点
備　　　　　　　　　　　　 考

長さ　cm）　幅　 cm）　厚さ　cm）　重畳施）

1日 鉄　　 鉱 掬 可 ＋ 臣‖＋ … 「説扇 覆　 土　 中 M lO23　　95％　　 PL178

第2鍋随考健贋妙　第邦囲）

位置　調査区の南西部，G2t）2区ご

重複関係　本跡は，第20！）A㌢虹居跡によって捕り込まれている、。，

規模と平面形　長軸4．70m．短軸∠1．66mの方形である。

主軸方向　N－30－W

壁　壁高は35へ∠二17cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。．

壁溝　仝周する、、吊舶7、25cm∴卜幅6、13cm言莱さ4、12cmで，断面形はU字状である、－L

床　平班で，中央部が踏み固められている。

ピット　5か所（I－〕トP　主I）1、P4は，長径33～44crn，短径32、37cmの楕円形，深さ5（トG：1cmである。規

模と配列から主柱穴と考えられる。P　は長径器cm　短径謂cmの楕円形　深さ凱cmである。位置から出入りm

施設に伴うど、ソトと考えられる。

聴　北壁中央部にタ　砂混じりの褐色粘土で構築されている。天井部は崩落しており，両袖部が残存している。

規模は資　煙道部から焚き持部まで108cm，両袖最大幅125cm　壁外への掘　込みは渕cmである。袖の内壁は，火

熱を受けて赤愛している。火床部は，床面をわずかに掘りくぼめており，火熱を受け赤変硬化している。煙道

部は，外傾して緩やかに立ち上がる。、、

寵土層解説

1　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量9　粘土粒子微量

2　暗赤褐色　ローム小ブロック中量，炭化物・ロームe粘土粒子少量

：j　暗　褐　色　焼「小ブロック・焼上・粘上粒子少量

．1暗赤褐色　ローム小プロ・ソク・ローム・粘日も白’・少量

啓豊　且2層からなり，レンズ状の堆積を示しタ　自然堆積である。

土層解説

1　暗　褐

2　暗　褐

3　暗　褐

4　暗　褐

5　暗　褐

（ミ　暗　褐

7　褐

8　暗

9　暗

1し）暗

11暗

12　暗

褐
褐
褐
褐
褐

色
色
色
色
色
色
色
色
色
色
色
色

ローム粒J′・少量，炭化粒J∴・ローム小プロ・ソク微量

ローム粒J’・少量，

ローム粒j’一少量、

ローム粒J’一少量．

ローム粒J′一少量，

ローム小プロ・ソク

ローム粒子多量，

ローム粒子少量，

焼上・炭化粒千微量

焼上・炭化粒J’l・ローム小ブロック微量

焼上・炭化粒J’l・ローム小ブロック微量

炭化粒子・ローム小ブロック微量

。ローム粒子少量，焼土粒子微量

ローム小ブロック少量

炭化粒子微量

炭化・ローム粒J’l少結　焼上・粘‖三白’一微量

ローム粒J∴少鼠　焼上・炭化粒Jて・・ローム小プロ、ソク微量

ローム粒子少量，焼土粒子eローム小ブロック微量

ローム粒子少量，焼土粒子eローム小ブロック微量

遺物　土師器片蟻点　捧片野点　嚢片は点上　須恵器片　点　聾片　点）銑鉄　点　鉄淳軸　縄文土器片

3点が出土している。覆土下層では，第295図2の土師器高塚が中央部南側から，3の須恵器提瓶が南東コー

一一1一一一一390－－－－－－－－、一一1
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第294図　第209B住居跡実測図
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ナ一部から，4の鉄鉱が中央部から出土している。床面では，1の土師器杯が南東コーナー部から出土してい

る。その他，覆土中から4の鉄鉄が出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から6世紀中葉と考えられる。

□』∠姓2
薗畢二し＿　J mO O　　　　　4

第295図　第209B号住居跡出土遺物実測図

第209B号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；　　　！

図版番号器　種計測値（皿）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　考

第295図杯B（5．1）底部からロ緑部片，口唇部欠損。ロ緑部横ナデ。体部内・外面ナデ。長石・雲母 P1265　　10％

1 土師器 丸底。体部は内攣して立ち上がり，

口緑部はわずかに外傾する。

暗灰黄色

普通

床面

2

高　　杯

土師器

E（9．1）

D［11．1］

脚部片。脚部はラッパ状に開く。脚部外面へラ削り，内面へラナデ。長石・雲母

にぷい赤褐色

普通

P1266　　25％

覆土中

3

提　　瓶B（6．7）頚部片。頚部はわずかに外反して頚部外面カキ目調整，内面ロクロ長石・石英・小礫PlO40　10％

須恵器1 立ち上がる。 ナデ。頚部二段構成。 灰色

普通

覆土中　PL137

図版番号器　　　種

計　　　　　測　　　　　値
出土地点 備　　　　　　　　　　　 考

長さ（cm）幅（CⅢ）厚さ（①）重量（g）

4 鉄　　　　鉄（13．9） 0．7 0．4 （6．1）覆　土　中MlO24　　95％

第210号住居跡（第296図）

位置　調査区の南部，G2b7区。

規模と平面形　長軸3．88m，短軸3．85mの方形である。北側上面は近代の溝による撹乱を受けている。

主軸方向　N－300－E

壁　壁高は48～56cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　全周する。上幅18～30cm，下幅6～15cm，深さ6～12cmで，断面形はU字状である。

床　平坦で，中央部が踏み固められている。

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P4は，長径37～43cm，短径35～43cmの楕円形，深さ37～63cmである。規

模と配列から主柱穴と考えられる。P5は長径35cm，短径31cmの楕円形，深さ24cmである。位置から出入り口

施設に伴うピットと考えられる。

竃　北東壁中央部に，砂混じりの褐色粘土で構築されている。煙道部は，近代の溝により撹乱を受け残存して

いない。天井部は崩落しており，両袖部が残存している。規模は，煙道部から焚き口部まで〔78〕皿，両袖最

－392－



第296図　第210住居跡実測図
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太幅1霊cmである。袖の内壁は　火熱を受けてわずかに赤愛している。火床部は穿　床面を6cm掘りくぼめてお

り．火熱を受け赤変‾f酎ヒしている。・

竃土層解説

1褐　　　　色　ローム粒J’一少量．焼巨」、プロ・ソク・焼巨尉ヒ・ローム小ブロック・粘出口・微量

コ　にぷい赤褐色　焼巨粘吊白′一少量，焼「トプロ、ソク・尉ヒ粒J’‥ローム小プロ、ソク・ローム粒自微量

：う　暗　赤　褐　色　焼‖J′子中結　焼同一・小プロ、ソク・損じ物・炭化・ローム・粘蟻圧少量．ローム中・小プロ、ソク微量

4　暗赤褐色　焼土小ブロックせ焼土粒子少鼠　炭化物・炭化粒子。ローム小ブロックやローム粒子微量

5　暗　赤　褐　色　焼巨トプロ、ソク・焼目白’‥ローム小ゾロ、、ノ′ク少甘．炭化・ローム・粘巨位！－微量

尊堂　　層からな勘　レンズ状の堆積を示しタ　自然堆積である。

土層解説

1極暗褐色　焼巨」、プロ・ソク・焼巨樹ヒ物・炭化粒r・ローム粒J′・少結　ローム中プロ・ソク・帖日章J’l微蔓

2　暗　褐　色　焼巨い・小ゾロ・ソク・焼日章「・炭化物・炭化粒J∴ローム大・中・小プロ・ソク・ロー′一F－ム粒子微量

：う　黒　褐　色　焼‖位r・炭化物・炭化粒J’一・ローム大・中・小プロ、ソク・ローム粒召散量

・1褐　　　色　ローム粒J’・少量言封じ粒J∴ローム大・申・小プロ、ソク微量

5　褐　　　色　ローム小ブロック・ローム粒J’・少甘．炭化物・尉ヒ粒J’－・ロームl巨プロ・ソク微量

（i　褐　　　色　ローム中・小プロいノク・ローム粒J′・少量．旭川十小プロ、ソヶ月尭「粒「・尉ヒ物・炭化粒J’－・ローム大プロ、ソク微量

ま　　　　　I

∴‾‾lll‾‾‾
長　　　　　l

口　　語』三二三豊＝二義
こ　∴1、－’〟－・・，・∴ン　　、、÷　ノt　∴、．、㍉

第別号住居跡出土遺物観察義

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

遺物　上師器片278点（杯片3宜上　空片2‘′：14点上

須恵器片18点（輝片18点上　砥石　嵐　銑浮mgタ

縄文上器片6点割く生上器片主点が出上している、、

覆日二層では，第297図1＿の須恵器の林が南西壁

部から出土している。覆土下層では，2の須恵器

長頸瓶が中央部南東側から出土している。その他学

覆上中から3の砥石が出I二している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物か

ら8世紀後葉と考えられる、二、、

図版番号 器　 楯 計測 値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 士 ・色 調 ・焼 成 備　　 考

第 29 7 図 林 A　 は 2 。6 ］ 体 部 か ら日 縁 部 片 。 体 部 は 外 傾 し 口 縁 部 ，体 部 内 ・外 面 ロ ク ロナ デ 。 長 石 ・右 奥 P 1 26 7　　 10 ％

1 須 恵 器 B　　 3 ．9

C ［ 8 ．0 ］

て 立 ち上 が り， 目 線 部 は わ ず か に

外 反 す る 。

灰 色

普 通

覆 土 中

2

長 頚 瓶 B （ 8 ．3 ） 頚 部 片 。頚 部 は緩 や か に 外 に 開 く。 頸 部 内 の外 商 ロ ク ロ ナ デ 。 頚 部 二 長有 ・黒 色 吹 き出 P 12 68　　 15％

紬∴吏 器 投 構 成 ∴　内 ・外 面 自 然 捕 ＋ し

灰 白色

普 通

覆 土 中　 P L 13 7

ll‥　＿：㍉∴∴∴∴‥三二＿…‥

第別　号健腰妙　第器囲）

位置　調査区の南部，G3e2区。

規模と平面形　長車由4。31m，短軸4．27mの方形である。東コーナー部上面は近代の藩による撹乱を受けてい

る。

主軸方向　N－160－W

壁　壁高は∠用、・57cmで，外傾して立ち上がるこ

璧満　全属する。上幅2～2cm　下幅　～招cm　深さ4～6cmで，断面形はU字状である。

1－一一394・一、一一一一一ll－



第298図　第211住居跡実測図

－395－

0　　　　　　　　　　　　　　　　2m

ト一一一一一一一一一一一一一一一1・－　－T　」

0　　　　　　　　　　　　　　1m

」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥＿　　！



床　平坦で，中央部が踏み固められている。

ピット　5か所（Pl～P5）o Pl～P4は，長径46～62cm，短径40～52cmの楕円形，深さ47－49cmである。規

模と配列から主柱穴と考えられる。P5は長径46cm・短径35cmの楕円形，深さ27cmである0位置から出入り口

施設に伴うピットと考えられる。

竃　北壁中央部に，砂混じりの褐色粘土で構築されている0天井部は崩落しており，両袖部が残存している0

規模は，煙道部から焚き口部まで132cm，両袖最大幅130cm，壁外への掘り込みは40cmである。袖の内壁は，火

熱を受けて赤変している。火床部は，床面を6cm掘りくぼめており，火熱を受けわずかに赤変硬化している。

煙道部は，外傾して媛やかに立ち上がる0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

寵土層解説
1褐　　色　ローム粒子少量，粘上粒子微量

2　褐　　色　粘土粒子中量，壌土・ローム粒子微量
3　暗　褐　色　ローム粒子少鼠焼土小ブロック・ローム小ブロック・粘土粒子微量

4　暗赤褐色　焼土・粘土粒子中量，焼土小ブロック・灰少量，炭化物微量
5　暗赤褐色　灰中量，焼土′トブロック・焼土・粘土粒子少量
6　褐　　色　ローム・粘土粒子少量

覆土　4層からなり，レンズ状の堆積を示し，自然堆積である0

土層解説

1黒　褐　色　焼土小ブロック・焼土・炭化・ローム小ブロック・ローム粒子微量
2　褐　　色　ローム小ブロック中鼠ローム大・中ブロック・ローム粒子少量，焼土・炭化粒テ微量

3　褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子少鼠焼土小ブロック・炭化物・炭化粒子微量

4　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム・粘土粒子少量，焼土・炭化粒「ローム中ブロック微量

〔二⊃

－　　－－　　　　　－　　　－－

巨菱‾］7′2

3

0　　　　　　　　　　　　10cm

ト　　　一昔　　　」

第299図　第211号住居跡出土遺物実測図

遺物　土師器片301点（杯片59点，襲片242

点），須恵器片3点（杯片3点），軽石1点

が出土している。覆土下層では，第299図

2の土師器杯，3の軽石が南東コーナー部

から出土している。Pl内では，1の土師

器杯が正位の状態で出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態及び出土

遺物から7世紀中葉と考えられる。

第 2 1 1 号 住 居 跡 出 土 遺 物 観 察 表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 29 9図 珂こ A　 11．6 U 緑 部一部 欠損。丸底。休 部は， 口縁 部横ナデ。休部外面 ナデ，内 長石 ・雲母
P 1 26 9　　 95％

1 土 師 器 B　　 3．7 内攣 して立ち上が り， H 緑 都は短

く外 反す る。

面放射状のヘ ラ磨 き。 明赤褐色

普通

ビ ット内 P L 137

2

珂こ A ［14．2］ 休 部か ら口緑部片。休 部は，内攣 口緑部横ナ デ。体部外面 へラ削 り， 雲母 ・スコ リア
P 12 70　　 20％

土 師 器 B （4．2） して立ち 上が り， 口緑 部は短 く内

傾 する。

内面 ナデ。 内 ・外 面黒色処理。 黒褐色

普通
覆土中

図版番号 器　　　 種

計　　　 測　　　 値
石　　　 質 出 土 地 点 備　　　　　　　　 考

長 さ（Ⅷ） 帽 （仙） 厚 さ（cm） 重量 （g ）

3 軽　　　　 石 8．5 7．0 3．1 6 9．7 流　 紋　 岩 覆　 土　 中 Q lO 14　　 P L 175

－396－
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